
使徒行伝１章（１２／３／９５）
使徒行伝１章８節(Acts1:8)

「聖霊のみわざ」＃８５９７
交読文：詩編５１章

　 福音書が終わりましたね。私たちの聖書通読の学びは、使徒行伝に入ります。それで今
週は使徒行伝１章です。使徒行伝１章を読み返して、今晩の使徒行伝１章からの神の御言
葉の学びに参加されることをお勧めします。
　 今朝は、使徒行伝１章８節に注目してください。そこでイエスは弟子たちに、次のよう
に言われました。「しかし、聖霊があなたがたの上に臨まれるととき、あなたがたは力を
受けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、および地の果てにまで、わた
しの証人となります。」
　 イエスは弟子たちにガリラヤに行くように命じられ、そしてそこでまた会うと言われま
した。弟子たちはイエスを待っていましたが、イエスがお見えにならないと、ペテロは、
他の弟子たちに「私は漁に行く。」と言って、他の弟子たちも、「私たちもいっしょに行
きましょう。」と言いました。そして、彼らは夜通し漁をしましたが、何もとれませんで
した。朝になって、イエスは岸のところに立っておられましたが、弟子たちは気づきませ
んでした。しかし、イエスは、「子どもたちよ。何かとれましたか。」と呼びかけられま
した。弟子たちが、「いいえ。」と答えると、イエスは、「舟の右側に網をおろしなさ
い。そうすれば、とれます。」と言われました。そして、弟子たちが舟の右側に網をおろ
すと、すぐに網はおびただしい魚のためにいっぱいになり、舟に引き上げられなくなりま
した。ヨハネは、おびただしい魚のために網が舟に引き上げられなくなったのを見て、
「主です。」と言いました。このことは、私たちにいつもわかります。網が満杯になっ
て、引き上げることができず、いったい何が起こっているのか訳がわからないときには、
理由は一つしかありません。それは、「主です」という理由です。今朝「偉大な御業を行
なわれた神に、栄光あれ。（訳者注：賛美歌の一つですが、日本語に訳されているかどう
かわかりません。) 」と歌いましたが、私たちは、神の行なわれる偉大な御業を見る特権に
あずかることができ、それが「主で」あることを知っています。
　 しかし、この（使徒行伝１章８節の）時点ではイエスはエルサレムに戻り、弟子たちと
ともにおられ、オリーブ山まで行かれました。弟子たちに、「エルサレムを離れないで、
わたしから聞いた父の約束を待ちなさい。ヨハネは水でバプテズマを授けたが、もう間も
なく、あなたがたは聖霊のバプテズマを受けるからです。」と言われました。さて、イエ
スは、復活の後４０日間、姿を現されたり消されたりして、弟子たちにお語りになってい
ました。イエスの中心的な話題は神の御国でした。イエスは、闇の力に支配されている世
界に弟子たちを遣わそうとされていたのです。弟子たちは恐ろしい敵に直面しようとして
いたのです。弟子たちは世の悪と邪悪なものを見るようになり、邪悪なものはキリストの
弟子、キリストを代表する弟子らに、襲いかかろうとしていたのです。ですから、イエス
は、来たるべき神の御国のことを語り、弟子たちを励まされました。人の子が統治するた
めに来られるときは、この地が神の御国で統治される日が来て、全ての過ちが正され、全
ての悪が征服され、地上は平和と義で統治されるようになります。ですから、イエスが弟
子たちに、「エルサレムを離れないで、あと数日待っていれば、あなたがたは父の約束
を、聖霊を受けます。」と言われました。ヨエル書に書かれている、「わたしの霊をすべ
ての人に注ぐ」という約束です。すると、弟子たちは、「主よ、今こそ、イスラエルのた
めに国を再興して下さるのですか。」と言いました。イエスは、こう言われました。「い
つとか、どんなときかということは、あなたがたは知らなくてもよいのです。」「いや、



わたしが今話しているのは御国のことではなく、聖霊のバプテズマのことです。」そし
て、「聖霊があなたがたの上に臨まれるとき、あなたがたは力を受けます。そして、エル
サレム、ユダヤとサマリヤの全土、および地の果てにまで、わたしの証人となります。」
と言われました。
　 この信じる者の内にに働く聖霊の力が、キリスト教を世界の他の宗教と相違させ、分け
ているのです。イエスが誕生される約５００年前に、インドにゴータマ・シッダルタとい
う名の人がいました。この人は平和を探求していました。２９歳の時に、妻と生まれたば
かりの子供をおいて、平和を求めてインド全土を放浪しました。まず、あらゆる物質的な
世界から自分を絶縁することによって、平和を求めました。そして、私たちの感じるすべ
ての動揺や思い煩いや不安は、物質に対する執着の結果であるという結論に達しました。
ですから、もし私たちが物欲から解脱することができるのなら、私たちは平和を見出だす
ことができると。それで、この人は食欲からも自分を絶縁しようとしました。ある一定期
間一日米一粒で生活したこともありました。自分のひげを一本づつ抜いていきました。し
かし、これでも平安がもたらされることがないとわかると、さらに探求をしました。ある
日、木の下で座っている時に、この人は悟りを受けました。この悟りを他の人に伝え始め
ました。この人がこの悟りを伝えると、人々はこの人を仏陀と呼ぶようになりました。そ
れは、悟りを得た人という意味があります。そして、仏陀には、真実への八つの門あるい
は道がありました。真実への八正道（はっしょうどう）です。仏陀は、第一に、真実の知
恵がなければならないと言いました。第二に、悪に抵抗する意思がなければならない。第
三に、他人を傷つけるようなことは何も言ってはならない。第四に、生命や、道徳、他の
人のものを尊重しなければならない。第五に、他の人を傷つけない仕事に就くこと。第六
に、自分の精神を悪から解放するように努めること。第七に、自分の感情と考えを制する
ことを学べ。第八に、適度な集中力を養い、実行すること。これを仏陀は、平和への八正
道と呼びました。もしこれを達成することができるなら、涅槃に入ることができると。仏
陀は、自分がしてほしくないことは他の人にもしてはいけないと言いました。また、いっ
たん自分を全ての世俗的なものから分離することができるなら、それが涅槃だとも言いま
した。仏陀が生きていた時代から１００年弱さかのぼった時代に、孔子という名の中国の
思想家がいました。孔子も道徳を基礎とした、正直、善良、真理、親切に基づいた哲学を
切り開きました。孔子には多くの言行録があり、多くの人が引用し「子曰く」といって、
他の人が教え学ぶことができるように孔子の哲学をこじんまりとした真理の断片の形にし
ました。孔子は、「自分がしてほしくないものを、他人にしてはならない。」と言いまし
た。さて、孔子と仏陀とイエスの教えには、かなり類似点があります。みな、ほんとうに
私たちが幸せになるには、良い、道徳的な正直な生活をしなければならないと認識しまし
た。世俗的なものは、強欲や不安、問題、争い、混乱をもたらします。ですから、霊の生
活の方が、肉の生活よりも優れていて、それは肉の生活では決して平安を見出だすことが
できないからだとの結論が出ました。旧約聖書が教えているように、「悪者どもには平安
がない。」のです。教えにはかなりの類似点がありますが、一つ大きな違いがあります。
仏陀と孔子は、より高尚な生活の道を指し示しましたが、どちらもあなたがその道を歩む
のをあるいは崇高な理想を達成することを助けることはできませんでした。さて、誰かが
私に、良くならなければいけない、親切にならなければいけない、正直にならなければい
けない、愛さなければいけないと言い、「あなたはそれらに同意しますか。」と言うので
あれば、私は、「はい、それらはとても良いことです。親切になりたいし、癇癪を起こし
たくないし、寛容でありたいです。良くなりたいです。」と言うでしょう。しかし、それ
らに同意して「私は親切にし、寛容になり、優しくなり、愛する者になり、癇癪は起こさ
ず、怒りません。」と言った途端に、ちょうどイエスがペテロに「心は燃えていても、肉
体は弱いのです。」と言われたような状況に自分がいることを発見します。使徒パウロが



見出したことを私も見出すのです。「律法は良いものであることを認めているわけで
す。」とパウロは言いました。私も認めているけれども、どのようにしたらできるのかが
わからないのです。ですから、パウロは、「私は、ほんとうにみじめな人間です。誰がこ
の死のからだから、私を救い出してくれるのでしょうか。」と言いました。ですから、真
実を知っていても道を知っていても、それを実行する能力がないのであれば、罪意識のコ
ンプレックスと挫折感を待つことになるだけです。そして、知ることによってだけでは、
私は何も恩恵を受けることはないのです。以前よりもっと挫折感を味わうだけです。なぜ
なら、私がどのように生きるべきかを知って、それを認め同意しているのに、それをおこ
なう能力がないからです。
　 イエスは道を示されただけでなく、「聖霊があなたがたの上に臨まれるとき、あなたが
たは力を受けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、および地の果てにま
で、わたしの証人となります。」と言われました。「あなたにはできませんが、わたしの
霊があなたの上に臨むとき、わたしの証人となる力を持つようになります。」と。さて、
聖書はイエスについて、「忠実で、真実な証人」だと教えています。これは、どういう意
味なのでしょうか。イエスは、とても真実に神を代表しておられたので、神が真にどうい
うお方であるかを知りたいのであれば、イエスを見ることができたのです。イエスは神の
証人でした。パウロは、イエスのことを「見えない神のかたち」と呼んでいます。ヘブル
人への手紙の中では、イエスが「神の本質の完全な現れ」と言われています。イエスは、
「わたしを見たものは、父を見たのです。」と言われました。「わたしを見たものは、わ
たしを遣わした父を見たのです。」と言われました。なぜでしょうか。それはイエスは、
神の証人であられたからです。忠実で、真実な証人でした。さて、イエスは、「あなたに
わたしの証人になってほしい。あなたの人生がわたしの証になってもらいたい。他の人が
あなたを見る時に、わたしがどのようであるかを知るようになってもらいたい。」と言わ
れたのです。「わたしが愛であるように、あなたも愛でありなさい。わたしが赦すよう
に、あなたも赦しなさい。わたしがあわれみ深いように、あなたもあわれみ深くありなさ
い。わたしが親切であるように、あなたも親切でありなさい。わたしが敏感で、情け深い
ように、あなたも敏感で情け深くなりなさい。わたしが清いように、あなたも清くありな
さ　 い。」そして私は、そのようになりたいです、と言うのですが、なれないのです。私
の能力では、私の肉の力では、できないのです。ですから、イエスは、「あなたがたがで
きないことはわかっています。しかし、聖霊があなたがたの上に臨まれたあと、あなたが
たは力を、デュナミスを受けます。そして、あなたがたはわたしの証人となります。」と
言われました。
　 弟子たちは聖霊の力を受け、エルサレム・ユダヤとサマリヤの全土、および地の果てに
まで、イエスの証をするようになりました。使徒行伝を学んでいくと、弟子たちがこのパ
ターンにどのように従ったのかを見ます。まず、エルサレムで証をしました。これは、あ
る日弟子たちが逮捕され裁判にかけられたとき、検察官が、告発した際に「この人の教え
を町中に広めてしまった。」と言ったほどのものでした。私なら、「ハレルヤ！」と言っ
たでしょう。私なら、イエス・キリストの教えを町中に広めた、と告発されたいです。そ
して８章で、彼らは迫害が激しくなると、ユダヤとサマリヤの諸地方に散らされて、いた
る所で御言葉を宣べ伝えたと書かれています。そして、ピリポがサマリヤに行ってキリス
トを宣べ伝え、ピリポのおこなった奇跡を見て多くの人が信じバプテズマを受けた様子が
書かれています。そして使徒行伝１３章では、聖霊がアンティオケの教会に語られて、
「『バルナバとサウロを私のために聖別して、わたしが召した任務につかせなさい。』と
言われた。そこで彼らは、断食と祈りをして、ふたりの上に手を置いてから、聖霊が第一
回の伝道旅行に送り出し、彼らが福音を地の果てまで伝えはじめた。」と書かれていま
す。そして、その後の使徒行伝は、ほとんどすべて、福音を世界に宣べ伝える事柄を取り



扱っています。それで、弟子たちに聖霊が臨まれてから３０年後にパウロがコロサイ人に
手紙を書いたとき、「世界中でそうであったように、福音の言葉があなたがたに届いたの
です。（訳者注：英語の訳です。) 」と宣言することができたのです。３０年経って、その
教会にイエス・キリストの福音が伝わりました。
　 ３０年前のきょう、カルバリー・チャペルがミニストリーを始めたことは、私にとって
興味深いことです。コスタメサのチャーチ通りにあった小さい教会でした。教会出席者は
２５人。礼拝のあと、教会出席者のほとんどが、シズラー・レストランに昼食を食べにい
き、そのころは親しい交わりをしていました。神は、私たちの心の中、そして生活の中で
御業を始められました。「次の日曜日までに、創世記の最初の１０章を読んできて下さ
い。私たちは聖書全部を学んでいきます。次の日曜日の晩には、その１０章の要約をしま
す。何か疑問が出てきたら書き留めておいて下さい。次の日曜の晩に答えますから。」と
発表した、あの日曜日のことでした。そして、一週間に１０章のペースで聖書を学び始め
ました（大爆笑) 。ペースが落ちましたね。今は週に１章です。１０章の要約をするのに、
２時間半かかっていました。毎日曜日に、聖書を１０章ずつ学んでいきました。いろいろ
な家で、ほとんど毎晩、家庭集会の聖書の学びを始めました。毎晩私たちは集まり、聖書
のいろいろな巻を学びました。婦人が家庭で執り成しの祈り会のグループを始めました。
男性は、毎週土曜日の夜に、教会のために祈るために、小さなチャペルに集まりました。
また、最初の日曜日の朝に、人々に、食前感謝の祈りをするときは、最後に神がカルバ
リー・チャペルを祝福して下さるように付け加えて祈って下さい、と頼みました。そし
て、神がカルバリー・チャペルを祝福して下さるようになりました。１年半後にこの小さ
なチャペルは全員を収容できなくなり、大きな施設を建てるために物件を探し始めまし
た。コスタメサのベイ通りに理想的な物件を見つけたと思いました。こじんまりとした、
３分の１エーカー（訳者注:1エーカーは、 4046.8m2 ) の広さの土地でしたが、フォード社
が会社の駐車場を使わせてくれることになっていました。それで、私たちは教会を売りに
出し、１週目で売れました。しかし、市の当局がベイ通りにあった物件を教会に使用する
許可を出さなかったので、教会は成長していましたが施設のない教会でした。しかし、企
画部にいた女性が、「ニューポート・ビーチにあるルーテル教会を調べてみてはどうです
か。あの教会は教会堂を新しく建ててますから、引っ越したらその教会に移れる可能性が
あるかもしれませんよ。」言ってくれました。それで私は、ニューポート・ハーバー・
ルーテル教会の牧師と接触をとり、その教会が新しい教会堂を建設している期間中は、私
たちが日曜日の午後と木曜の夜に古い会堂で礼拝をし、その教会が引っ越した後は私たち
が入居する取決めをしました。ほぼ一年後に、まだその教会が新しい教会を始めていない
のに、私たちは、その教会の古い会堂では収容しきれない数になっていました。それで私
たちは、自分たちの礼拝堂を建設するための物件を探し始めました。サンタアナ学区に
は、グリーンビル・カントリー・スク－ルという学校がありました。その学校は、ど田舎
にあって、豆の畑に囲まれ、サンフラワー通りとグリーンビル通りの角にありました。私
たちはその物件に入札し、学校はそれを受け入れました。それで、私たちは古い学校の建
物を取り壊し、大半の建築材料を新しい礼拝堂をつくるのに用いました。屋根の瓦は、一
枚ずつはがしていって、新しい礼拝堂にのせていきました。床のジョイストをとって、新
しい日曜学校の部屋にそれを天井のジョイストとして使えるように日曜学校の部屋を設計
しました。日曜学校の部屋の枠組みをたてたときに、ジョイストが一つ足りませんでし
た。建築を担当していたジム・ディーマーに、私は、「ジム、どうも主が数えまちがえた
みたいだ。」と言いました。「１２８のジョイストが必要だったのに、１２７しかない。
でも、主は恵み深いお方だ。結構いいせんいってる。感謝します。」と。ジムは、「先週
の日曜日、雨が降っているとき、ツー・バイ・トゥエルブ（２ｘ１２）をひとつとって泥



たまりにかぶせた。それがどこにあるかわかると思う。」と言いました。行ってみると、
果たしてそのとおりで、ジムは泥の中から最後のジョイストを掘り出し、主は数えまちが
いなんかなさらなかったことがわかりました。主は、最後のジョイストまで全部計画して
下さっていたのでした。
　 このころ、私は月曜日の晩の家庭集会での聖書のクラスを始めていました。それは高校
生のクラス、若い人たちのクラスで、コスタメサのある家庭で始めていました。４週間ぐ
らいですぐに家がいっぱいになってしまい、コンクリートのベランダがあったので、そこ
にランプを取り出して、月曜の晩の若い人たちのクラスはコンクリートの上で集まるよう
になりました。この若い人たちの聖書の学び会は、現在グレッグが月曜日に続けて教えて
いるのと同じものです。私たちは、神が驚くべきすばらしい御業をなされるのを見るよう
になりました。小さい礼拝堂は３００人が座れるように設計されました。一番最初の日曜
に、小さい礼拝堂は定員いっぱいになり、床にすわる人がでました。私は、グランド・
オープンだからだと思いました。みんな、グランド・オープンは好きだから、だから来て
くれたんだと。次の日曜日は、収容しきれる数に減るだろうと。ところが、次の日曜日に
は、礼拝堂がいっぱいになっただけでなく、ロビーも人でいっぱいでした。それで、もっ
と椅子を買って、通路に置き、ロビーにも置きました。しかし、３週目か４週目の日曜日
には、「どうも何かがおこってるみたいだ。第二礼拝もやろう。」ということになりまし
た。それで第二礼拝を持つようになりました。しかし、ほどなく第二礼拝もいっぱいに
なってきました。それで、第三礼拝をするようになりました。それも、いっぱいになりま
した。それで、小さい礼拝堂の壁を拡張し、定員数を倍増させました。それも間もなくま
たいっぱいになりました。結局、日曜日に来る人のために、中庭に５００脚の椅子をなら
べるになりました。とにかく爆発的な成長をみたのです。
　 小さい礼拝堂のときに、いや、実際はルーテル教会にいたときの最後のころから小さい
礼拝堂のときに、ヒッピーが来はじめて、神はヒッピーの中で御業をはじめられました。
神が何百人もの、何千人もの若者を引きよせてくださるのを私たちは見ました。ちょうど
このころ、ダウニーきっての麻薬密売王ジェフ・ジョンソンが主を受け入れて、ダウニー
で聖書の学び会をはじめたいと思っていました。それでジェフはダウニーで聖書の学び会
を始めて、神がそれを祝福しはじめられました。サンディエゴ州立大学の学生がサンディ
エゴで聖書の学び会を始め、週末に運転してここに来ていたのですが、週の半ばの学びを
したいというので、水曜日の晩の聖書の学び会を始めて「水曜日の聖書の学び会を教えて
くれる人を誰か送ってくれますか。」と電話をかけてきました。それで、水曜日の晩の聖
書の学び会を教える人としてマイク・マッキントッシュをサンディエゴに遣わしました。
ラウル・リースが主を受け入れ、自分のカンフー道場を金曜の夜には聖書の学び会にかえ
てしまい、ウェスト・コビーナでの聖書の学び会が始まりました。チャック・ジュニア
（訳者注：チャックの息子) はリバーサイドの監督教会で若い人たちに日曜の夜聖書の学び
会を教えていましたが、チャックはユッカ・バレーに行ってそこでカルバリーチャペルを
つくる召しを受けていたので、リバーサイドの聖書の学び会を代わって受け継ぐようにグ
レッグ・ローリーを遣わしました。そして、私たちは、私たちにとってのユダヤに広がり
はじめました。そして、スキップ・ハイゼックはアルバカーキーに行き、ウェイン・テー
ラーはシアトルに行きました。ジョン・コーソンはオレゴン州アップルゲートへ。
ジョー・フォウシはペンシルバニア州フィラデルフィアへ。ビル・ガラティンはニュー
ヨーク州ビクターへ。トム・スタイプはコロラド州デンバーへ。そして、私たちは私たち
にとってのサマリヤに広がりはじめました。そして神は若い人たちを祝福し、海外へゆく
重荷を与えられました。インドへ行った人もいますし、中国へ行った人もいますし、日本
へ行った人もいます。この他にも、フィリピンへ行った人もいます。南米に行った人もい



ます。中米に行った人もいます。フランク・ローブリスはメキシコのアーラモスに行き、
そこで私たちは聖書学校を始め、ここから生徒がアーラモスに行きスペイン語を学んでい
ます。その言葉の文化の中で生活し、スペイン語圏の国々へ宣教師として出かけて行く準
備ができるようになっています。また、他の若い人たちでアフリカに行った人もいます
し、東欧の門戸が開かれたときヨーロッパへ行った人もいます。そして、１９６５年１２
月の最初の日曜日から３０年たったきょう、聖霊のお働きを見ることができます。私たち
は、私たちにとってのエルサレム、ユダヤ、サマリヤ、そして地の果てにまで広がりまし
た。昨年というか今年、エルサレムにいったとき、私はエルサレムにあるユダヤ人クリス
チャンの集会で話しました。その礼拝に若い女性がすわっていて、礼拝の後で、「チャッ
ク牧師、あなたにエルサレムでお目にかかれてとてもうれしいです。」と言いました。こ
の女性は、次のように言いました。「私はハンガリー出身で、母に、人生の意味は何かと
尋ねました。母は、『世俗的な物をできるかぎり手に入れること。』と言いました。私
は、その答えに満足しませんでした。それで、祖母に人生の意味は何か尋ねました。『霊
的になること。』と言いましたが、どういうふうにすればいいのかわかりませんでした。
ハンガリーにある川で若い人たちのグループをみかけました。何をやっているのか見にい
くと、洗礼式がおこなわれていました。グレッグ・オーピンがイエス・キリストについて
語るのを聞きました。私はオーストリアのお城にある、あなたのバイブル・カレッジに行
きました。神は、私をここエルサレムでの宣教師に召してくださいました。」神が聖霊を
とおして、ここ３０年間にどのように働いてくださったのか、それは栄光に満ちあふれて
います。イエス・キリストは、きのうもきょうも、いつまでも、同じです。
　 私たちがテントを使っていたときに、１ブロック離れた小さな礼拝堂で土曜の晩の男性
が集まって祈り会をしたときのことを私は決して忘れることはできません。私たちが物件
を手に入れたこと自体、奇跡でした。ある女性がその物件を所有していました。その女性
は不動産屋のシンジゲートにそれを売却しました。そのシンジゲートは物件を売って利益
を得ようとしていました。その物件に関して、サンタアナ市議会に持ち込んだ案件はすべ
て却下されてしまい、４５万ドルの手形をかたに、その女性は物件の抵当権を行使しまし
た。しかし、そのシンジゲートに加わっていた不動産屋の一人が、「チャック、主は、あ
の物件をあなたのためにとっておかれたのだと思う。教会のために、あの１１エーカーは
君には必要だ。」と言いました。私は、「そんな１１エーカーも、どうするんだ。」と言
いました。その人は、私が買うべきだと思う、と言いました。私は、「とんでもない。あ
の女性は４５万ドルで、あなたたちに対して、抵当権を行使したところじゃないですか。
私たちにはそんなお金はありません。まったくケタちがいです。銀行には６万ドルしかあ
りません。無理です。」と言いました。それで、別の人がやってきて、「あの物件につい
て、教会の名であの女性に現金３０万ドルのオファーをする許可をもらえないだろう
か。」と言いました。「ばか言わないでくださいよ。３０万ドルで、うん、と言うわけが
ないでしょ。ついこの前、４５万ドルの約束手形をたてに抵当流れにしたところじゃない
ですか。」と私は言いました。その人は、「あの女性に聞く許可をくれませんか。」と言
うのです。私は、「ああ、どうぞ。」と言いました。すると、その人は戻ってきて、「彼
女はオファーを受け入れた。」と言うのです。私は、「なんてこったい。どこから３０万
ドルを捻出するんですか。」と言いました。その人は、「銀行は地価の５０パーセントの
金額を貸してくれる。私は、９０パーセントを無利子で貸しましょう。あなたは、６万ド
ル持っていますね。これで、取引成立ですよ。」と言いました。それで、私たちは１１
エーカーを購入しました。そして、私たちが半分の金額を貸してくれた銀行に対して第一
回目の利払いの準備をしていると、最初に取引にかかわっていた不動産屋が電話をかけて
きて、「チャック、さっきシェル石油会社から電話がきて、１５万ドルで角地を買いたい
と言ってきているんだが。他の部分は教会の土地として残るけど。」と言いました。それ



で、シェルのガソリン・スタンドがそこにあります（訳者注：このあたり爆笑が続いてい
ます。) 。神は、第一回目の利子支払の後、手形の残高を完済してくださいました。
　 私たちが巨大な古いサーカスのテントを張ったとき、こちら側の駐車場に巨大な古い
サーカスのテントを張り、ちょうど運動場があるところですが、そこに張りました。土曜
日の晩に祈り会が終わった後、テントを見にいきました。ちょうど、椅子をならべるため
の止め金をかけ終わろうとして、ライトをすべて消そうとしているところでした。私は、
ひとりの長老の方を向いて、「ねぇ、ドゥエイン、主がこの場所を満たして下さるのにど
のくらいかかると思うかい。１６００脚以上の椅子があるよ。あたり一面椅子の海だ。」
言いました。ドゥエインは自分の時計を見て、「えっと、チャック、だいたい１２時間く
らいかな。」と言いました。はたしてそのとおり、次の日の朝９時にテントの中のすべて
の椅子は人で埋まり、まわりに人が立っていました。私は、「ばかだなあ、第三礼拝から
第二礼拝に変わったから、みんな第一礼拝に来てしまって、第二礼拝はガラガラになる。
みんな、第一礼拝に来てしまった。まあ、１、２週間もすればバランスがとれてくるだろ
う。そうすれば、第二礼拝の人も出てくるだろう。」と思っていました。ところが、びっ
くりしたことに、１１時にすべての席が埋まりました（訳者注：チャックは感無量で言葉
につまってしまいました。会場から大きな拍手。) 。人々は、まわりに立っていました。結
局、ここに新しい礼拝堂を建設している間、テントを拡張しなければなりませんでした。
この礼拝堂をオープンすると、また第二礼拝をしなければなりませんでした。この礼拝堂
は、青写真段階で建設を始める前に、実際三回拡張しました。実際に建設すると、最初の
二回の日曜日は、第二礼拝で済みましたが、（その後は）第三礼拝にうつらなければなり
ませんでした。私たちは、もちろん引き続き神が御業をなさるのを見ています。だから、
私たちは今朝、「偉大な御業をしてくださった神に、栄光あれ。」と歌ったのです。
　 聖霊の力をとおして、イエスは、「あなたがたは、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全
土、および地の果てにまで、わたしの証人となります。」と言われました。そして、３０
年間で、初代教会は、世界に広がっていきました。神は、これを繰り返されました。イエ
ス・キリストは、きのうもきょうも、いつまでも、同じです。神が引きつづき栄光に満ち
た御業をおこなわれるなら、向こう３０年間にいったい何が起こるのだろうかと、不思議
に思わされるばかりです。聖霊の御業に、つねにオープンで敏感でありたいと祈ります。
パウロはガラテヤ人への手紙で、「ああ愚かなガラリヤ人。・・・だれがあなたがたを迷
わせたのですか。御霊で始まったあなたがたが、いま肉によって完成されるというのです
か。」とのべています。今日の世界では、神は決して、私たちを監視したり、支配した
り、私たちを型にはめたりなさることなく、私たちを自由にしておいて下さり、神がなさ
りたいことを、聖霊がご自由に働いてくださることをお許しになっておられます。神はよ
くしてくださり、神は祝福してくださいました。この３０年間をふりかえり、私は神の祝
福とよいことで圧倒されています。私たちが夢見る、また、計画する、希望する、発展す
るより、さらにたくさんの偉大な聖霊の御業を成しとげてくださいました。この場所すべ
ては、神の聖霊の御業により、神がもたらしてくださったものの記念として立っていま
す。私たちは、神にあってそれを喜びます。



使徒行伝２章（１２／１０／９５）
使徒行伝２章２２－２３節(Acts2:22-23)
「彼は死ぬために来られた」＃８５９８
交読文：ルカの福音書２章２１－３５節

第一礼拝

　 私たちは聖書の通読の学びを続け、今週は使徒行伝２章に来ました。みなさんがこの聖
書の箇所をお読みになったと信じます。今晩また集まって使徒行伝２章を学ぶ前に、今日
の午後も読み返して下さることをお勧めします。
　 今朝は、使徒行伝２章２２－２３節に注目してていただきたいのです。弟子たちが集
まっているところに、大勢の人が集まっていました。聖霊が注がれて、その他超自然的な
現象が起こり、人々の関心を集めていました。人々はこのような経験の意味を理解してい
ませんでした。それで、ペテロは立ち上がり、何が起こっているのかについて人々に語り
始めました。ペテロはこのように語りました。イスラエルの人たち。このことばを聞いて
ください。あなたがたの間で、神が彼によって行なわれた、奇跡と不思議としるしによっ
て、神が承認された、あるいはもっと文字通りには、神のものであると証明された、ナザ
レ人イエスは、みなさんがよくご存じのように、神の定めた計画と神の予知とによって引
き渡され、あなたがたはこの方を、不法な者の手によって十字架につけて殺しました。イ
エス・キリストが来られた目的は、人を罪の罰から贖うためでした。
　 クリスマス・ライトがつけられ、リストが作成され、プレゼントが買われ、クリスマ
ス・カ－ドが送られ、ショッピング・センタ－は人でごった返し、親戚縁者の集まりが計
画され、今年もまた人類の歴史で最も重要な日を祝う準備がなされています。ほぼ二千年
前のその日に、神がご自分の愛のゆえに御子を世に遣わされました。御子は、神のために
世を贖い出すために来られました。これは、人間への神の愛の最高の現れでした。「神
は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。」「私たちが神を愛し
たのではなく、神が私たちを愛し、私たちの罪のために、なだめの供え物としての御子を
遣わされました。」「私たちがまだ罪人であったとき、キリストが、不敬虔な者のために
死んで下さったことにより、神は私たちに対するご自身の愛を明らかにしておられま
す。」神が、私たちに示された御自身を犠牲にした愛のゆえに、この時期になると、私た
ちは自分の愛している者に対して犠牲的に与えることで愛を現し示すようにうながされま
す。このため、私たちは、クリスマスの時期に借金をするのです。（訳者注：アメリカで
は、大盤振る舞いでクリスマス・プレゼントを買って、支払いはクレジット・カ－ドでと
いう人がかなりいるようです。）私たちが持っている愛を示すために、犠牲を払う用意が
あるのです。イエスの誕生の際に、天使は、「私はこの民全体のためのすばらしい喜びを
知らせに来たのです。」と宣言しました。それは、御子を地上に遣わして下さることに
よって、神がご自身の愛を現して下さったからです。それは、神が、地の上に平和が、御
心にかなう人々にかなうことを望んでおられたからです。
　 では、聖書の観点から、イエスが来られた出来事をみてみましょう。「初めに神が天と
地を創造した」と教えられています。この「初めに」とは、いつであったのか私たちには
わかりません。誰にもわかりません。いろいろな憶測はありますが、今日生存している人
は、だれ一人としてその時点にはいませんでした。ですから、宇宙の起源についてわずか
でも説明するものがあるとしても、せいぜい良くても、それは想像の域でしかありませ
ん。例外は、聖書によって認めることのできる、その時点で存在された方が、初めに天と
地を創造されたことです。しかし、神の創造に何かゆがみが生じました。そして、地は荒
廃し、荒れ果ててしまいました。そして、やみが大いなる水の上にあり、神の霊は水の上



を動いていた。（訳者注：チャック牧師の創造に関する見解は、創世記１章１節と２節の
間にサタンの堕落があり、神はもう一度宇宙を造り直したという考えです。）創世記１章
には、神がご自分のかたちに、似姿に創造された人間を美しいパラダイスに置いて、人間
が神の天才的な創造をすべて享受してまた神との交わりの生活をするために、どのように
地をその時再設計されたかが書かれています。それは、神を知り、神を礼拝し、神と交わ
りを持つためでした。神は、地を再び創造し、神を知る能力を持たせて、神を礼拝し、神
と交わりを持つように、その上に人間を置かれました。しかし、神の人間への計画に何か
ゆがみが生じました。人間が自分のいのちに関して神に不従順となり、神の権威に反抗し
ました。人間は、ほぼ完全な自由を与えられていました。神が人間に課された制限は一つ
だけで、それは、園の中央にあった木から実をとって食べてはならないことでした。神
は、それを取って食べる時、死を招くことになる、必ず死ぬ、と警告されました。しか
し、人間の最大の潜在能力を発揮する、神のようになる誘惑を退けることが、人間にはで
きませんでした。それで、神の命令に反抗し、それを取って食べました。その結果、即座
に霊的な死を体験しました。それは、神から引き離されることでした。罪は、常に人を神
から引き離します。霊的な死の結果、神との交わりが失われました。このため、神が人間
を創造された目的がゆがみました。人間は、もはや神との調和と交わりの中に生活しなく
なりました。人間は、神の権威に反逆し、神との調和からはずれ、神の目的にはずれた生
活の結果に苦しまなければならなくなりました。地はもはや、神が意図されたパラダイス
ではなくなっていました。神の人間への意図と目的は、損なわれてしまいました。人間
は、神の霊ではなく、自らの欲に支配され、左右されるようになりました。このため、人
間が神を第一に愛せよ、そして自分を愛するように隣人を愛せよとの神の命令を無視し、
人間は強欲や自己中心に支配されるようになったのです。嘘をつき、盗みをし、ごまか
し、争い、憎み、破壊するようになりました。これらは全て、自分の欲、願いを満たすた
めでした。ヤコブが新約聖書のなかの短い書簡を書いた時に、「何が原因で、あなたがた
の間に戦いや争いがあるのでしょう。あなたがたのからだの中で、戦う欲望が原因ではあ
りませんか。」と述べました。
　 さて、歴史の中のある時点で、聖書に描写されているように、「その心に計ることがみ
な、いつも悪いことだけに傾く」状態に至ってしまったとき、地は暴虐で満ちていまし
た。人間は、欲に身をゆだね、互いに殺しあい、強者は制圧的になり、弱者の弱みに付け
込み、あまりに状況が悪くなって自分自身を破滅させる一歩手前にまで至りました。そこ
で、神が介入されました。神は、ノアとその家族を洪水から免れさせましたが、ノアが暮
らさなければならなかった悪に満ちた世界と環境を破壊されました。「地を滅ぼす者ども
の滅ぼされる時です」と聖書が言っている時が再び到来します。神は常に、怒るのにおそ
くあわれみ豊かな方です。人間が滅ぼされることは、神の御心ではありませんでした。い
や、神は、人間が自己中心の生活から神中心の生活に変えられることを望んでおられま
す。人間が自らの欲に支配されるのではなく、神の霊に支配されることを望んでおられま
す。人間が自分の良い暮らし向きを求めるのではなく、他の人を愛し、他の人がよい暮ら
しができるように助けることを追い求めるよう望んでおられます。このため神は、救いの
計画を立てて下さいました。
　 ペテロが五旬節（ペンテコステ）の日に、群衆を、集まった何千人もの人を前にして、
神の定めた計画と神の予知とによって、神が御自分の御子を人々に遣わして下さったが、
この方は、不法な者の手によって十字架につけられ殺されたと述べました。しかし、ペテ
ロが十字架について語った時、つまりイエスが十字架上で死んで下さったことについて
語った時、神の定めた計画と神の予知とによって、という文脈の中で語っています。神の
初めの意図が回復されるように人間の罪のために死ぬこと、これこそが、神が世に御子を
遣わして下さった目的だったのです。罪は、人間を神から引き離しました。神はそれに取



り組もうとされました。預言者は、「主の御手が短くて救えないのではない。その耳が遠
くて、聞こえないのではない。あなたがたの咎が、あなたがたと、あなたがたの神との仕
切りとなった」と言いました。神の目的、交わり(fellowship)、深い霊の交わり(communion)
は、罪の結果さまたげられ、神はそれについて何とかしたいと思われました。神が人を愛
している、人が滅びることを望んでいないことを人が知るようになるような方法でなさろ
うとし、また、いのちを、まことのいのちを、終わることがない神から来るいのち、永遠
のいのちを人が知るようになるような方法で何とかしようと思われました。
　 この世が創造される前のある時に、人間がこの地に置かれる前のある時に、神は、ご自
分の設計と、計画、天の計画のうちに、創造に関する、人間に関するご自分の目的と計画
を決定されました。人間の弱さを御存じだったので、ひとり子を遣わされることにより、
神はご自身の愛を示して下さいました。それは、御子が人の罪を取り去り、人の身代わり
となって死んで、誰でも望む者がみな肉によって支配されている生活から解放され、霊に
よって支配される生活をして、よって創造主である神と交わる生活をする方法を提供する
ためでした。ですから、定めの時が来ると、神は御子を遣わされました。神の御子は、ベ
ツレヘムで処女マリアからお生まれになりました。マリアは、その子をうぶぎでくるみ、
飼葉おけにねかせました。宿屋には彼らのいる場所がなかったからです。
　 御子をとおしてご自身を啓示なさることが、神の目的でした。罪の罰のために御子が苦
しみを受け、神の愛と喜び、平安を望む人が、それらを知るようになる機会を提供するこ
とは、神の目的でした。御子を遣わす何百年も前に、神は敬虔な人たちに御自分の計画を
お話しになり、救いの計画の様々な側面を明して下さいました。神は、「わたしは、あな
たがたにひとつのしるしを与える。処女がみごもり、男の子を生み、その名は『インマヌ
エル』と呼ばれる。これは、訳すと、神は私たちとともにおられる、という意味であ
る。」と言われました。神は、預言者イザヤをとおして、「ひとりのみどりごが、私たち
のために生まれる。ひとりの男の子が、私たちに与えられる。主権はその肩にあり、その
名は『不思議な助言者、力ある神、永遠の父、平和の君』と呼ばれる。その主権は増し加
わり、その平和は限りない。」と言われました。神は、預言者ミカをとおして、「ベツレ
ヘム・エフラテよ。あなたはユダの氏族の中で最も小さいものだが、あなたのうちから、
わたしのために、イスラエルの支配者になる者が出る。その出ることは、昔から、永遠の
昔からの定めである。」とおっしゃいました。詩篇の著者ダビデに対し、神は、「犬ども
が私を取り巻き、悪者どもの群れが、私を取り巻きました。私の手足を引き裂きました。
彼らは私の着物を互いに分け合い、私の一つの着物を、くじ引きにする」ことを示されま
した。神はイザヤに対し、「私たちはみな、羊のようにさまよい、おのおの、自分かって
な道に向かって行った。しかし、主は、私たちのすべての咎を彼に負わせた。」ことを示
されました。そして、預言者はこう続けています。「彼は痛めつけられた。彼は苦しんだ
が、口を開かない。ほふり場に引かれて行く小羊のように、毛を刈る者の前で黙っている
雌羊のように、彼は口を開かない。しいたげと、さばきによって、彼は取り去られた。彼
の時代の者で、だれが思ったことだろう。彼がわたしの民のそむきの罪のために打たれ、
生ける者の地から絶たれたことを。」神は預言者アモスに語り、こう言われました。「そ
の日には、　 －神である主の御告げ。－　 わたしは真昼に太陽を沈ませ、日盛りに地を暗
くし、あなたがたの祭りを喪に変え、すべての腰に荒布をまとわせ、すべての人の頭をそ
らせ、その日を、ひとり子を失ったときの喪のようにし、その終りを苦い日のようにす
る。」イエスが十字架にかけられた日には、日盛りに地が暗くなったことがわかっていま
す。そして、ひとり子への喪がありました。神は、人を罪から救おうと願われました。人
の救いは、神の御子の犠牲的な死によってのみ達成可能だったのでした。十字架にかかる
前の晩に、イエスが園におられた時のことを思い出していただけるでしょうか。そこで、



イエスは、こう祈られました。「わが父よ。できますならば、この杯をわたしから過ぎ去
らせて下さい。」と。何が、「できますならば」だったのでしょうか。それは、人の救い
です。もし、良い行いによって、宗教によって、誠意によって、人が救われることができ
ますならば、この杯をわたしから過ぎ去らせて下さい。しかし、わたしの願うようにでは
なく、あなたのみこころのように、なさってください。」イエスが十字架にかかって下
さった事実は、救いの方法がひとつしかないこと、つまりイエス・キリストの死という神
の方法しかないことを証言するものです。
　 弟子たちが、イエスはメシヤであると初めて認識した時、イエスは弟子たちに、「エル
サレムに行って、長老、祭司長、律法学者たちから多くの苦しみを受け、殺され、そして
三日目によみがえらなければならない。」とおっしゃいました。弟子たちはこのことに衝
撃を受けて、その考えを退けましたが、再びイエスは、マタイの福音書２０章で弟子たち
に、「さあ、これから、わたしたちはエルサレムに向かって行きます。人の子は、祭司
長、律法学者たちに引き渡されるのです。彼らは人の子を死刑に定めます。そして、あざ
けり、むち打ち、十字架につけるため、異邦人に引き渡します。しかし、人の子は三日目
によみがえります。」と言われました。「人の子が来たのが、仕えられるためではなく、
かえって仕えるためであり、また、多くの人のための、贖いの代価として、自分のいのち
を与えるためであるのと同じです。」そして、マタイの福音書２６章で、イエスは、「あ
なたがたの知っているとおり、二日たつと過越の祭りになります。人の子は十字架につけ
られるために引き渡されます。」とおっしゃいました。イエスが弟子たちと過越の祭りの
晩餐をされ、杯を弟子たちにお与えになるとき、「これはわたしの契約の血です。多くの
人のために流されるものです。」と言われました。ヨハネの福音書１０章１５節で、イエ
スは、「わたしは羊のためにわたしのいのちを捨てます。」とおっしゃいました。イエス
は、地上に来ることの代償をご存じでした。神の目的を遂行するのに何をすべきかをご存
じでした。ですから、ベツレヘムでの美しい馬小屋の場面を見ますと、母親が子供の方に
よりかかっていたり、腕に子供を抱いてあやしていたり、天使の御告げで羊飼いたちが導
かれ、その後には、賢者が訪問するというものです。クリスマスの場面を組み立ててゆく
ときに、私たちは、その馬小屋の上にかかっている十字架の影を認識する必要があるので
す。そこに生まれた子供は、生まれる前から死刑の宣告を受けていたのです。神の定めた
計画と神の予知とによって、死刑の宣告を受けていたのです。私たちがいのちを知るよう
になるために、キリストを通して神のいのちを知るようになるために、死刑の宣告を受け
て下さっていたのです。ですから、真のクリスマスの話は、１２月２５日だけのことでは
ないのです。その日は、誕生を祝う時ですが、なぜイエスが生まれて下さったのか、なぜ
来て下さったのかを認識しなければならないのです。「神は、実に、そのひとり子をお与
えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることな
く、永遠のいのちを持つためである。」
　 いのちと、喜び、平安にあずかることが可能となりました。自分の罪のためにかつて神
から離れていた私たちですが、今や神との交わりの喜びがどのようなものかがわかるよう
になりました。それは、私たちの罪の身代わりとなって死ぬために、イエスが生まれて下
さったからです。イエスは、私たちを贖う代価を払って下さいました。「イエスがすべて
を支払って下さいました。すべては、イエスのおかげです。罪は真っ赤な染みを残した
が、イエスが雪のように白く洗って下さいました（訳者注：ある賛美歌の折り返し部
分）。」今年、どうかこれをおぼえて、クリスマスを祝う準備をなさって下さい。



使徒行伝３章（１２／１７／９５）
使徒行伝３章２５－２６節(Acts3:25-26)

「彼はあなたを祝福するために来られた」＃８５９９
交読文：詩篇１１５篇

　 今週の私たちの通読箇所は使徒行伝３章です。今朝は、いっしょに使徒行伝３章
２５－２６節を見ていきたいと思います。ペテロとヨハネは、祈りの時間に、だいたい午
後の３時ごろに、宮に入って行きました。宮の門のところで横たわっている男がいまし
た。この男は、まったく歩くことができませんでした。遺伝的な問題をかかえて生まれて
きたため、生まれつき足がきかない男でした。神を礼拝するために入ってくる人から施し
を求めることができるように、毎日この男は門まで運んでもらい、そこに置いてもらって
いました。ペテロとヨハネが入って行くと、この男はペテロとヨハネにお金を求めまし
た。ペテロは、「金銀は私にはない。しかし、私にあるものを上げよう。」と言って、こ
の男に信仰の言葉を語りました。ペテロは言いました。「ナザレのイエス・キリストの名
によって、歩きなさい。」ペテロが、この男が立ち上がるのを助けると、たちまち神はこ
の男をいやされ、男は歩いたり、飛び跳ねたり、神を賛美しはじめました。この奇跡に驚
いた人々は、ペテロが神ご自身か何かであるかのように見はじめました。ペテロは、「イ
スラエル人たち。なぜこのことに驚いているのですか。なぜ、私たちが自分の力とか信仰
深さとかによって彼を歩かせたかのように、私たちを見つめるのですか。これはイエス・
キリストが死者からよみがえった証拠です。」と言いました。
　 そして、ペテロは、イエス・キリストに関して人々に説き明かし始めました。２５節で
は、ペテロは、「あなたがたは預言者たちの子孫（訳者注:children)です。また、神がアブラ
ハムに『あなたの子孫（訳者注：ここの英語は、seedで、単数です) によって、地の諸民族
はみな祝福を受ける。』と言ってあなたがたの先祖と結ばれたあの契約の子孫です。神
は、まずそのしもべ（訳者注：英語では、「しもべ」のところは、「御子イエス」となっ
ています。) を立てて、あなたがたにお遣わしになりました。それは、この方があなたがた
を祝福して、ひとりひとりをその邪悪な生活から立ち返らせてくださるためなのです。」
と述べています。ここでペテロは、メシヤに関するアブラハムへの神の約束に言及してい
ます。神は、メシヤがアブラハムの子孫を通して来る、そして、アブラハムの子孫によっ
て、地のすべての国々は祝福を受けるようになると言われました。ガラテヤ人への手紙の
中で、パウロは、「神は『子孫たちに』と言って、多数をさすことはせず、ひとりをさし
て、『あなたの子孫に』と言っておられます。」と指摘しています。そして、パウロは、
その子孫（訳者注：ここの子孫にあたる英語はｓeeｄ。単数。）はキリストですと宣言し
ています。換言すると、世が祝福を受けるように、神はイエス・キリストを世に遣わされ
たのです。
　 そして、ペテロは続けて次の節で、神はキリストを「あなたがたにお遣わしになりまし
た。それは、この方があなたがたを祝福」するためである、と宣言しています。ですか
ら、私たちが今年もまたクリスマス・シ－ズンを祝うとき、ベツレヘムでお生まれになっ
たみどりごを考えるとき、イエス・キリストがこの世に来られた目的を考えるとき、おぼ
えていただきたいのは、イエスが来られた目的の一つは、みなさんに神の祝福をもたらす
ことだったことです。それは、神がみなさんのことを愛しておられ、神はみなさんを祝福
したいと願っておられるからです。
　 罪は、世にのろいをもたらしました。アダムの罪のために世界全体がのろいを受けまし
た。神は、アダムに言われました。「土地は、あなたのゆえにのろわれてしまった。あな
たは、一生、苦しんで食を得なければならない。土地は、あなたのために、いばらとあざ



みを生えさせ、あなたは、野の草（訳者注：英語では「野菜」となっています。）を食べ
なければならない。あなたは、顔に汗を流して糧を得、ついに、あなたは土に帰る。あな
たはそこから取られたのだから。あなたはちりだから、ちりに帰らなければならな
い」「あなたの罪のために土地はいばらとあざみを生えさせる。あなたが食べるために
は、顔に汗を流さなければならなくなる。苦しみと厳しい労働によらなければならなくな
る。」と神は言われました。最初神は、野菜や穀物は、雑草のように勝手に成長するよう
に、設計し計画されたと思います。耕作の必要はなかったのです。耕作や、植え付け、収
穫といった様々な労働をしなくても、みんなに十分な食べ物があるように設計し、計画さ
れたと思います。神の最初のご計画では、雑草と同じくらい豊富にすることであったと思
うのです。雑草と同じくらい多くの実を結び、繁殖するものであったと思うのです。しか
し、のろいの結果、神は、「これからは、顔に汗を流さなければならなくなる。苦しんで
食を得なければならない。土地はあなたのしたことによってのろわれたからである。」と
言われました。今日世の中で見られる、すべての惨めさや、苦しみ、悲しみは、人間の罪
の直接的、あるいは間接的な結果なのです。実際には、神が創造された世界をみているの
ではないのです。神が創造されたそのままの世界をみているのではないのです。神が創造
された世界は、荘厳で美しいものでした。すべては神と完全に一致し、調和がとれていま
した。人間は、こうであるべきだと神が意図されたような人間を見ることができません。
罪のためにのろわれた世界が見えます。罪のためにのろわれた人間が見えます。老化の過
程にある人間が見えます。苦しみや、悲しみ、惨めさ、病気が見えます。そういったもの
は、神の最初の設計には入っていなかったものです。しかし、それらは、罪のために、ま
た罪の結果、人類社会にもたらされたものです。痛みや、悲しみ、苦しみ、死、こういっ
たものはみな、人間の罪のため、のろいによってもたらされたのです。しかし、神は、祝
福を約束して下さっているのです。アブラハムに対して、「あなたの子孫（訳者注 :

decendent) によって、地のすべて、地のすべての国々は祝福を受けるようになる。」と
おっしゃいました。一人の人間、アダムによって、私たちはみなのろいをうけましたが、
一人の方、イエス・キリストによって、私たちはみな神の祝福を経験することができるの
です。
　 ペテロは人々に対して、人々を祝福するために神は御子を遣わして下さったと宣言しま
した。事の真相は、神があなたのことを愛して下さっているということで、神はあなたの
ことを祝福したいと願っておられます。それが、神の願いです。おおむね、クリスマスと
は、そういうことではないのでしょうか。プレゼントを贈るために、なぜ私たちは犠牲を
いとわないのでしょうか。それは、自分が愛する人を祝福したい（訳者注：英語はbless が
使われていますが、「喜ばせる」と言う意味合いもbless と言う言葉には含まれていると思
います。）からです。自分にとって大切な人だからです。いとしい人だからです。喜ばせ
(bless) たいのです。ですから、そのような人たちを喜ばせるために、私たちはつらい経験
をすることをいとわないのです。
　 昨日、妻は婦人の集会で話すため、南の方へ行かなければなりませんでした。このた
め、私が孫たちのプレゼントのリストを持って、買いに行かなければならなくなりまし
た。ごった返す人ごみの中をかきわけて、行かなければなりませんでした。私は、大、
大、大きらいです。（訳者注：このあたり爆笑が続いています。) トイザラス（訳者注：お
もちゃやの名前）から２ブロック離れた所に駐車しなければならなくなりました。（訳者
注：アメリカ人は、ほんのちょっと歩くのも大嫌いで、車に乗りたがります。) 目当ての場
所を決めていました。車のトランクにご丁寧に買ったものの包みを積むために、延々と時
間をかけている人を、私は忍耐深く待っていたのです。なんで、さっさとほうり込んで、
車に乗って、その場所から車をどかせないのかと思ってしまいました。どうせ動いてしま



うのだから。しかし、注意深く買ったものの包みを置いていました。でも、私は忍耐深く
待っていました。この人が出たら、ここは私の駐車スペ－スになるんだとみんながわかる
ように、方向指示機を出していました。ようやく、車が出始めたと思いきや、別の車が角
を曲がってきて道をふさいでしまいました。さあ、私は身動きが取れません。さっと、そ
のスペ－スに入られてしまいました。ちょっとの間、私はクリスマスの精神をなくしてし
まいました。（訳者注：ずっと爆笑が続いています。) 結局、２ブロック離れた所に駐車
し、歩きました。しかし、そこには必要なものが全部そろっておらず、ベストに行って、
そしてフェドコに行って、それからプライス・クラブに行って、その後にタ－ゲットに
行って・・・（訳者注：ベスト、フェドコ、プライス・クラブ、タ－ゲットいずれも、ダ
イエ－やイト－ヨ－カド－のようなディスカウント・ショップです。）女性の方々は何で
こんな事ができるんだろうと思ってしまいます。しかし、テレビで、幾つかおもしろそう
なフットボ－ルの試合があったのですが、それでも私はいとわずやったのです。（訳者
注：大半のアメリカ人は、この時期、試合を見るためにテレビにかじりついています。) 孫
たちのことを愛しています。すでに、孫たちはクリスマスに何が欲しいか、リストを作成
しています。孫たちがちゃんとそれを受け取れるようにしたかったのです。私は、孫たち
に、愛を示したかったのです。それで、贈物を与えることで、喜んでもらおうとしまし
た。
　 さて、神はあなたのことを愛しておられます。そして、神はあなたを祝福したいと考え
ておられます。神は、あなたを祝福することで、ご自分の愛をあなたに示したいと願って
おられます。それで、神はあなたを祝福するために、御子を遣わされたのです。それは、
アブラハムとの約束を守るためでした。アブラハムの子孫によって、地のすべて、地のす
べての国々は祝福を受けるようになるためです。
　 これから、みなさんがすぐには同意して下さらないかもしれないことをお話します。後
になってからも、同意して下さらないかもしれません。しかし、少なくとも聞いて下さ
い。神が律法をお与えになったのは、愛に促されてのことだったと私は思います。神は、
人間の性質を理解していらっしゃいます。神は人間の体を理解していらっしゃいます。神
は私たちを創造され、とても賢明な方であり、関係についてすべてご存じであり、人間の
体の機能をすべて知っておられます。ですから、神は、人を祝福するために律法をお与え
になったのだと思います。何が人に痛みを与えるか、傷つけるか、苦痛をもたらすか、死
の原因になるのかを、人に対して宣言されたのです。それで、神は、ル－ルを設定され、
「ごらん、このル－ルを守れば、あなたは良い、幸福な、健やかな生活をおくることがで
きるよ。」とおっしゃったのです。私は、それが律法の目的だったと信じています。実
際、詩篇１篇には、「祝福なことよ」あるいは「幸いなことよ。悪者のはかりごとに歩ま
ず、罪人の道にたたず、あざける者の座に着かなかった、その人。まことに、その人は主
のおしえ（訳者注：「おしえ」は英語では、law で、律法と同じ言葉。) を喜びとし、昼も
夜もそのおしえを口ずさむ。その人は、水路のそばに植わった木のようだ。時が来ると実
がなり、その葉は枯れない。その人は、何をしても栄える。」と書かれています。幸福
な、繁栄した、健やかな、良い生活のための、これこそが良い生活であるというためのル
－ルがこれです。しかし、人間は、律法の目的をすべて理解しませんでした。人は、神が
いくつか間違いをしたと思ったのです。神が禁止しておられたことをいくらか行えば、幸
せになれると思ったのです。それを行ってしまったために、自らの上に、痛みを、苦しみ
を、不安を、ストレスを、争いを、惨めさをもたらしました。では、例えば、律法の中
で、出エジプト記（訳者注：レビ記のことか。）２０章１３節で、神は、「男がもし、女
と寝るように男と寝るなら、ふたりは忌みきらうべきことをしたのである。彼らは必ず殺
されなければならない。（訳者注：英語では単に「死ぬ」となっています。）」と言われ



ました。男の人の中には、この神の律法を嘲笑した人がいます。同性愛者をあたかも普通
と同じであるように取り扱うべきであると要求しています。実際、この人たちは、「別の
生活様式の選択肢にしかすぎないのだから。」と言っています。この人たちは、この別の
生活様式の選択肢を選んだので、特別扱いを受けるべきだと。この人たちは、この別の生
活様式の選択肢を選んだので、特典を与えられるべきだと。しかし、同性愛者の間で、い
かにエイズがこの人たちを死に至らしめているかを見て下さい。「あなたは、エイズが同
性愛者に対する神のさばきであるとでもおっしゃるのですか。」と言われるかもしれませ
ん。いいえ、私はそんなことは言っていません。そんなことは信じていません。私は、た
だ、エイズが不自然な関係の自然の帰結であると言っているのです。神が人間の体を創造
され、設計されたとき、神は私たちが免疫システムと呼んでいるものを創造されました
が、これは驚くべきすばらしいものです。ウィルスでも何でもよいのですが、異質な蛋白
質あるいは、異物が体の中に運びこまれると、あなたの体は、それがウィルスであっても
蛋白質であっても、それを異物であると識別します。そして体は、それに対する防御を構
築します。それを識別し、それに対して防御を構築し、それを単離し、包囲し、体からそ
れを拒絶します。あなたの体は究極的に異質な蛋白質あるいは、ウィルスを拒絶します。
私たちが生存できるように神はこうなさったのです。そうでなければ、最初のはしか、あ
るいは風邪か何かで死んでしまっていたはずです。最初のウィルスで、あなたはおしまい
になってしまっていたはずです。しかし、神はそれに対し免疫システムで防御できるよう
に体を設計されました。しかし、神は、免疫システムが対処できる量の異質な蛋白質がど
の程度であるかご存じでした。ですから、セックスをする相手が多数になり、こういった
蛋白質がすべて体に導入されると、免疫システムは崩れてしてしまい、体のシステムの中
に注入されたこういったたくさんの異質な蛋白質を対処できなくなります。このため、免
疫システムが対処できなくなり、崩れてしまい、崩壊してしまいます。免疫システムが崩
れてしまうと、ウィルスにさらされ、あなたの体はもはやそれに対して、免疫を構築する
ことができなくなります。そして、神がおっしゃったように、死ぬのです。今それが起
こっているのを見ているのです。これはただ単に同性愛者の関係だけでなく、みだらな関
係ならどのような関係にも言えることです。性的にみだらな人なら誰でも、その人の体は
すべての性的接触によって伝染するウィルスやいろいろな病気に対し、抵抗あるいは対処
することができなくなります。それをご存じであった神は、愛のゆえに、人を守るために
律法をお与えになりました。そのような行為は、人間を破壊してしまうことをご存じだっ
たからです。神が姦淫を禁ずる律法をお与えになったとき、神は姦淫がどのように関係を
壊すかをご存じでした。姦淫は、結婚を崩壊させ、家族を崩壊させます。家族単位が破壊
されると、壊れると、社会全体が崩壊してしまうことを、神はご存じでした。ですから、
社会秩序を守るために、神はル－ルをお与えになったのです。愛を持ってお与えになった
のです。神は、あなたのことを守ろうとされたのです。神は社会秩序を守りたいと思われ
たのです。人間が神の命令をもっともっと平然と無視するようになると、もっともっと
人々はだめになってゆきます。栄光に満ちた幸福な国民になっているのではなく、今日で
はこれまでにないほどの惨めさや悲しみや痛みや苦しみがあります。それは、神の言われ
ることを聞かない選択をしてしまったからです。私たちは自分の本能に、自分自身の肉の
欲に従うことを選びました。しかし、ペテロは、「神は、まずそのしもべを立てて、あな
たがたにお遣わしになりました。それは、この方があなたがたを祝福して、ひとりひとり
をその邪悪な生活から立ち返らせてくださるためなのです。」と述べました。私たちのの
ろいが入ってくるのは、ここです。私たちの邪悪な生活からです。しかし、それは、神
が、まずそのしもべを立てて、あなたがたにお遣わしになり、それは、この方があなたが
たを祝福して、ひとりひとりをその邪悪な生活から立ち返らせてくださるためでした。
　 イエス・キリストを通して神が下さった祝福の中には、どのようなものがあるでしょう



か。天使から羊飼いへの御告げを聞いてみましょう。「恐れることはありません。今、私
はこの民全体のためのすばらしい喜びを知らせに来たのです。」民全体のためのすばらし
い喜び、大きな喜びです。「きょうダビデの町で、あなたがたのために、救い主、メシ
ヤ、主がお生まれになりました。」翻訳者は、「救い主、・・・この方こそ主キリストで
す。」と付け加えています。しかし、天使は、「救い主、キリスト、主」とだけ言いまし
た。その三つの中に三つの祝福があります。
　 まず、救い主ですが、私たちを何から救って下さるのでしょうか。それは、自分自身の
罪の帰結からです。神は、罪に対して、すべての罪に対して、死の宣告をして下さいまし
た。しかし、この赤ちゃんが生まれたのは、あなたが自分の邪悪な生活から、罪から立ち
返り、あなたの罪のためにご自分のいのちをお与えになるためでした。自分の罪が赦され
たとわかることは、なんたる祝福でしょうか。キリスト・イエスにある者が、罪に定めら
れることがないとは、なんたる祝福でしょうか。自分は神にすべての罪を赦していただく
とは。今日神が私をごらんになる時に、私の欠点や失敗、罪、たりなさは全くごらんにな
りません。ただ、イエスにあって完全な私のみをごらんになります。これは、なんたる祝
福でしょうか。おわかりでしょうか。私は、死刑の宣告のもとにいたのです。想像できる
でしょうか。想像することが可能でしょうか。もう数ケ月も死刑囚となっている人で、と
うとう死刑執行の日が出され、控訴もし尽くし、もう死刑執行の日が設定され、小さな部
屋に連れてゆかれて椅子に固定されるその日をただ待つばかり。もうあと数時間しかあり
ません。その人の感情を想像することができるでしょうか。あと数時間で、電気の衝撃が
この人の体の中を通過すると、いのちが終わることを認識している人の頭をよぎっている
考えを想像することができるでしょうか。この人が待っている時に、突然扉が開いて、
「君は、自由の身になったよ。」と宣言が出たらどうでしょうか。「判事がすべての証拠
を調べ、新たな証拠が出され、判事は君の罪をすべて赦した。君は自由だ。自分が犯した
罪のために死ぬことはない。」と。そのような状況で、その人がどう感じざるを得ない
か、あるいはどう感じるか想像してみて下さい。それと同じ感情を私も持っているので
す。私は自分の罪をすべて赦されました。自分が犯した罪のために私は死ななくてもよい
のです。私に救いの祝福を与えるために、神がイエスを遣わして下さいました。罪をぬぐ
い去り、邪悪な生活からあなたを救って下さる救い主が、お生まれになったのです。
　 この方はキリストです。キリストという言葉は、油注がれた方という意味で、ヘブル語
の「メシヤク」に由来しています。それは油注がれた者のことです。旧約聖書の時代に、
支配する王が選ばれると、王座に着く前に、その王になる人に預言者が角から油を注ぎか
け、その注ぎの油は、この人が人々を支配するために油注がれたことを表して、意味して
いました。大祭司の時も同じことが言えました。大祭司就任の前に天然の油を注ぎかけ
れ、よって人々に対し油注がれた大祭司となったのです。以前から神が油を注いだ方を、
神が王に選ばれた方を、神が大祭司に選ばれた方を遣わすと神は約束しておられました。
神はこの方がどのような方であるか説明してこられました。この方の誕生の地、誕生の方
法、誕生を取り巻く環境、この方の人生、死について説明してこられました。神に油注が
れた方について、これらすべてを神は語ってこられました。そして、御使いらはここで羊
飼いらに、「きょうダビデの町で、あなたがたのために、メシヤが、油注がれた方が、王
にするために、そして大祭司とするために神が油注がれた方がお生まれになりました。」
と述べています。
　 しかし、この方は主でもあられます。自分の人生を支配して下さる方をどれ程私たちは
必要としてきたでしょうか。心から私たちの最大の利益を考えて下さる方を。政府、ある
いは指導者、支配の問題の一つは、支配者が必ずしも自分が支配している人の最大の利益
を考えていないことです。通常、支配者は、自分が支配している人の利益ではなく、自分
の利益を心に考えています。私たちの多くは、人生が自分の肉によって支配されていまし



た。自分の欲の奴隷となっていました。人は誰かに仕えざるを得ない存在です。もし、自
分の欲に仕えるなら、それはあなたにとって最大の利益にはなりません。サタンに支配さ
れている世俗的システムに仕えている人がいます。そのようなことは、あなたを破滅させ
ます。人は誰かに仕えざるを得ない存在です。イエスは、主となるために、あなたの人生
の主となるために、あなたがイエスに仕えるために来られました。イエスに仕えるという
ことは、イエスから祝福をいただくことです。それは、イエスがあなたのことを愛してお
られ、あなたの最大の利益を心にかけてくださっているからです。イエスは、あなたに最
高を願っておられます。
　 「きょうダビデの町で、あなたがたのために、救い主、メシヤ、主がお生まれになりま
した。」この方が、王の王、主の主であり、この方に仕える者は、この方の御国の永遠の
栄光を知るようになります。馬小屋に横たわっている小さな赤ちゃんは、王の王、主の主
です。その方は、私たちひとりひとりを、その邪悪な生活から立ち返らせてくださること
により、神が私たちを祝福して下さるために神が遣わして下さった方なのです。
　 また御使いは、「地の上に平和があるように。」と言いました。さて、人は神と神の律
法に敵対してきました。しかし、預言者は、「おのれを造った者と争う者はわざわいだ＜
口語訳＞。」と述べました。かつてギリシャ人の諺には、神のさいころは特定の目が出る
ようにおもりがいれてあるというのがありました。つまり、それはどういう意味かと言い
ますと、神と戦っても勝つことは出来ないということです。神にはむかう態勢をとったと
たんに、確実に敗者となってしまいます。で、人は神と敵対しており、人は敗者となって
いました。しかし、神は地の上に平和があるように、ご自分の御子を遣わされました。御
子の十字架上の死を通して、私たちが神と和解することができるようにして下さいまし
た。これによって、神との平和が可能になったのです。地の上に平和があるように。今
日、ようやくボスニアに平和が訪れたと信じるうぶな人がいます。人が集まって、「私た
ちは、あなたがたを殺すのをやめる」との協約あるいは条約に署名すれば、平和が訪れた
とその人たちは感じているのです。心の中に憎しみがある限り、苦みがある限り、「お前
が憎い。殺してやりたい。でも、お前を銃でうたないと約束するぞ。」と言っている限
り、平和だと。憎しみがある限り、平和はありません。深い恨みや苦みがある限り、平和
ではありません。愛がある所にのみ平和があります。もはや害を望むのではなく、善を望
むとき、有益なことをしたい、よいことをしたいと思うとき、神との敵対に終止符が打た
れます。降伏したのです。戦うのをやめたのです。従って、おのれを造った者と争うのを
やめることにより、私は神との平和を持つようになったのです。神との平和を持つように
なり、神は私の心に愛を入れて下さいました。それで、私は今、愛して、よいことをした
いと思うようになったのです。主がおっしゃったように、「自分の敵を愛し、迫害する者
のために祈りなさい。祝福すべきであって、のろってはいけません。」全く異なる次元に
光が当てられています。これは、真の平和です。制約された怒りではないからです。「俺
が車をとめようとしているところに入ってきたら、ぶっ殺すぞ。」というものではなく、
これは愛です。どうも私は運動が必要なようです。もう少し遠くまで歩きます。ですか
ら、愛が平和をもたらすのです。これは、神の愛を通して私たちにもたらされた愛です。
「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。」私たちから邪悪
な生活を取り去り、祝福を与えるため、神は御子を遣わされました。最後に、御心にかな
う人々ですが、それは神との平和があってはじめて、神の愛があなたの心の中で働いては
じめて、持てるものです。
　 これらが、神が人にもたらされた祝福です。祝福の一部は、ベツレヘムで御子が生まれ
ることによってもたらされたものです。しかし、贈物とは、あなたが実際に受け取っては
じめて贈り物になるものです。神の私たちへの贈物を自分のものにするためには、それを
受け取らなければなりません。ベツレヘムで生まれた、メシヤである主である小さな赤



ちゃんを受け入れた人はみな、その人たちに対してはみな、神の子となる特権をお与えに
なりました。すなわち、その御名を信じた人々には、神の子となる特権をお与えになっ
た。この人々は、血によってではなく、肉の欲求や人の意欲によってでもなく、ただ、神
によって生まれたのである。あなたも今日新しく生まれることができます。罪をぬぐい
去っていただき、地の平和を体験することができます。真に御心にかなうとはどのような
ことかを経験することができます。あなたを愛して下さっている、心からあなたに最高の
利益を考えて下さっている主に仕えるという祝福にあずかることができます。救いをいた
だくことができるのです。御子をこの世に遣わすことによって神が備えて下さった祝福は
これです。



使徒行伝４章（１／７／９６）
使徒行伝４章１２節(Acts4:12)

「この方以外にはない」＃８６０２
交読文：詩篇１１８篇

　 数週間のお休みがありましたが、聖書通読の学びを再開します。クリスマスと年末の休
暇に時間をさいて、いくつか主題を追加して取り扱いましたが、また聖書通読の学びに戻
り、今日は使徒行伝４章に進んでいます。今晩は使徒行伝４章を学び、その次は５章へと
進み、聖書全体の通読の学びの一環である使徒行伝の学びを進めてゆきます。今晩は、使
徒行伝４章を学び、その注釈をしますが、今朝は使徒行伝４章１２節を見ていただきたい
のです。
　 祈るためにペテロとヨハネが宮に入っていき、施しを求めていた物乞いと出会ったと
き、ペテロは、「金銀は私にはない。しかし、私にあるものを上げよう。ナザレのイエ
ス・キリストの名によって、歩きなさい。」と言いました。するとたちまち、この男はい
やされ、歩いたり、跳ねたりしはじめました。このことはその日の午後、宮で大騒動を引
き起こしました。というのも、たくさんの人がこの男のことを知っていたからです。人々
は、この男のことを見たことがありました。この男は、宮の名物男のような存在になって
いました。この男は、何年も「美しの門」で物乞いをしていたからです。その男が歩いた
り、跳ねたりするのを見ると、人々はとても驚きました。どうして、いったい何が起こっ
たのかと。男がヨハネとペテロにつきまとって、さかんに感謝していると、多くの人が集
まってきました。するとペテロは、それを利用して、群衆に説教をはじめました。人々
は、どのようにしてそんな事が起こったのかと尋ねていましたので、ペテロは人々に、
「ナザレのイエス・キリストの名によって、またその御名を信じる信仰が、この人をみな
さんの目の前で完全なからだにしたのです。」と言いました。すると人々は、魅了されま
した。ペテロは、イエスが生きておられること、死者からよみがえられたことを証明する
ために、この奇跡を利用しました。イエスは十字架につけられましたが、死者から復活
し、その御名を信じる信仰のゆえに、この男は癒されました。この奇跡が起こされたので
す。
　 ペテロがイエスの復活について説教していることに、祭司たちとサドカイ人らは非常に
困り、ペテロとヨハネを捕らえるために人を遣わしました。そして、足のきかない男も捕
らえ、投獄しました。朝になると、裁判、宗教裁判を開き、重要な宗教指導者が全員集ま
り、罪状認否のためにペテロとヨハネと足のきかない男を連れてきました。検察側の弁護
士は、誘導尋問をしました。それは、彼らを罠にはめるためのものでした。その男は、
「あなたがたは何の権威によって、また、だれの名によって、この足のきかない男を歩か
せたのか。」と言いました。律法のもとでは、彼らの律法、申命記１３章では、「もし預
言者あるいは夢見る者が出て、人々の間で実際に起こるような預言をする、あるいは不思
議を行い、その預言者あるいは夢見る者が他の、神以外のものを礼拝するように導くな
ら、その人は殺されなければならない。」となっています。さて、彼らは不思議を行いま
した。足のきかない男が歩いているのを見ると、人々はみな畏怖の念と驚きのために立ち
尽くしていました。そこで、質問ですが、「あなたたち、どのようにやっ たのか
ね。」「あなたがたは何の権威によって、また、だれの名によって、この足のきかない男
を歩かせたのか。」この人たちは、ペテロが何か他の神に賞賛を与えることを願っていま
したが、ペテロはこの人たちに言いました。「私たちがきょう尋問をう人が、何の権威に
よって、または、何によって歩くようになったのか、ということのためであるなら、よく
知って下さい。この人が直って、あなたがたの前に立っているのは、あなたが殺し、木に



かけたが、神が死者の中からよみがえらせたナザレ人イエス・キリストの御名によるので
す。『あなたがたが家を建てる者たちに捨てられた石が、礎の石となった。』というのは
イエスのことです。」ペテロは、私たちが今朝読んだ詩篇１１８篇を引用したのです。
「『あなたがたが家を建てる者たちに捨てられた石が、礎の石となった。』というのはこ
の方のことです。この方以外には、だれによっても救いはありません。世界中でこの御名
のほかには、私たちが救われるべき名としては、どのような名も、人間に与えられていな
いからです。」「この方以外には、だれによっても救いはありません。」ペテロがこの発
言をしたのは、イエスが言われたことを再確認しただけなのです。イエスは、「わたしが
道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみ
もとに来ることはありません。」と言われました。
　 さて、世俗的な人は、私たちがイエスについて排他的な主張すると、とても狼狽し、敵
対的になります。「自分の道が唯一の道だと思って、人を自分の信じていることに常に改
宗させようとする人には、我慢ならない。」と言うのを聞いたことがあります。私たち
は、唯一の道だと思っていますよ。（訳者注：ここで爆笑。）イエスは、「わたしが道で
あり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもと
に来ることはありません。」と言われました。しかし、「この道以外にはない。」と言う
と、人は狼狽します。人々は、すべての道が神に通じると思いたいのです。ある意味で、
その通りかもしれません。「人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定
まってい」ます。あなたは、いつの日か神にお目にかかることになります。しかし、その
時には、自分が望んでいる状況ではない状況で会うことになるかもしれません。しかし、
人々は、「すべての人に、自分が信じたいと思うことを信じる権利がある。誰にも自分の
信じていることを他の人に強要する権利はない。了見が狭すぎる。」と言います。そうで
す。イエスは、「いのちに至る門は小さく、その道は狭く、それを見いだす者はまれで
す。」とおっしゃいました。さて、あなたは真理がお聞きになりたいのでしょうか、それ
とも誰かに背中をよしよしとたたいてもらって、「兄弟、精一杯やればいいんですよ。だ
いじょうぶだ。誠意を持ちなさい。」と言ってもらいたいのでしょうか。世はそれを望ん
でいます。世は、自分たちの生活のありかたを認めてもらいたいのです。「悔い改めない
と滅びます。もし肉に従って生きるなら、あなたがたは死ぬのです。罪から来る報酬は死
です。」とは言われたくないのです。そのようなことは聞きたくないのです。慰められた
いのですが、地獄にまっさかさまです。イエスは、「わたしは羊の門です。わたしの前に
来た者はみな、盗人で強盗です。」と言われました。ですから、イエスは、非常に排他的
な主張をされました。パウロは、「神は唯一です。また、神と人との間の仲介者も唯一で
あって、それは人としてのキリスト・イエスです。」と述べました。ですから、ペテロも
同じことを確認しているわけです。「この方以外には、だれによっても救いはありませ
ん。」つまり、良い行いによっては、救われないということです。律法を守ることによっ
ては、救われないということです。パウロは、「もし、義が律法によって得られるとした
ら、それこそキリストの死は無意味です。」、「彼の死は空しい。」と述べました。も
し、あなたを義とすることができるル－ルや、規則、法律があったなら、イエスが死ぬ必
要はなかったはずです。「律法の行いによって義と認められる者は、ひとりもいないから
です。」と聖書は教えています。宗教的になることで救われるようなことはありません。
誠意を持つことで救われるようなことはありません。救いを金で買うことはできないこと
は、確かです。「わが身ののぞみは、ただ主にかかれり、主イエスの外には、よるべきか
たなし。わがきみイエスこそ、すくいの岩なれ、すくいの岩なれ。」（訳者注：賛美歌
28０番と同じですが、英語の歌詞はやや違います。My hope is built on nothing less than 

Jesus' blood and righteousness.  I dare not trust the sweetest frame, but wholly lean on Jesus' 
name.  On Christ the solid rock I stand,　all other ground is sinking sand.)



　 イエスの十字架は、人が救われる道は一つしかないことを証明する最大の証しだと私は
思います。というのも、イエスが捕らえられ死刑の宣告をされた夜に、ゲッセマネの園
で、苦しみ悶えて祈られた時、イエスの祈りは、「わが父よ。できますならば、この杯を
わたしから過ぎ去らせてください。」でした。何が、「できますならば」だったのでしょ
うか。「人の贖い、罪の赦しです。人の贖いが他の手段によってできますならば、もし人
を罪の結果から救うことが、他の手段によってできますならば・・・人が良い人であると
か、義であるとか、誠意を持っているとか、宗教的であるとか、他の手段によってできま
すならば、この杯をわたしから過ぎ去らせてください。」どの「杯」ですか。先に、弟子
たちと最後の晩餐をとっておられた時、イエスが、杯を弟子たちに与えられた時、「この
杯は、あなたがたのために流されるわたしの血による新しい契約です。罪を赦すために流
されるものです。」と言われました。「もし、十字架上で流されたイエス・キリストの血
以外の手段で人が救われるのなら、では、その代替の計画にしましょう。」とイエスは
おっしゃいました。「この杯をわたしから過ぎ去らせてください。」と。イエスが十字架
にかかってくださった、不名誉な拷問の死を苦しんで下さったという事実は、声高に、
はっきりと、わかりやすく、「この方以外に救いはない」ことを宣言しています。「この
方以外には、だれによっても救いはありません。」
　 神は、律法の下で、罪をおおうためのいけにえをささげる儀式を備えられました。この
ために、罪のためのいけにえ、罪過のためのいけにえ、と様々ないけにえがありました。
動物がたずさえて来られ、罪の告白がなされ、罪をおおうために、動物が殺され、その血
が祭壇に置かれました。律法のもとで、レビ記１８章で（訳者注：レビ記17章１１節のこ
とか。）、「なぜなら、肉のいのちは血の中にあるからである。わたしは、あなたがたの
いのちを祭壇の上で贖うために、これをあなたがたに与えた。いのちとして贖いをするの
は血である。」と神は言われました。「肉のいのちは血の中にある。」ですから、血が流
されることは、いのちが与えられた事実を示していました。聖書は、「罪から来る報酬は
死です。」と教えています。それより大目にみられたことはありません。旧約聖書で、神
は、神がひとり子を遣わされるまで、身代わりの動物の死をお許しになりました。ペテロ
が述べたように、「ご承知のように、あなたがたが先祖から伝わったむなしい生き方から
贖い出されたのは、銀や金のような朽ちる物にはよらず、傷もなく汚れもないこ羊のよう
なキリストの、尊い血によったのです。」
　 神があなたを受け入れて下さるために、あなたは何に信頼を置いておられるのかに、私
は興味があります。「人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定まって
い」ます。あなたが神の前に立ち、申し開きをするとき、神があなたを永遠の住まいに迎
え入れて下さるために、あなたは神に何を提示しますか。あなたは神に対し、どのように
自分の申し開きをするでしょうか。あなたが犯した罪すべての贖いのために、神に何を提
示しますか。私が知っている人の中で私が他の誰よりも尊敬している人がいます。それ
は、ビリ－・グラハムです。彼は、男の中の男だと思います。私が知っている人の中で他
の誰よりも神の御国のために働きをしたのは、ビリ－・グラハムだと思っています。すば
らしい人です。謙そんな人です。驚くべきすばらしい人です。ビリ－・グラハムは人々の
間で、プリンスのような存在です。勿論、ビリ－・グラハムは伝道のために大きなビリ
－・グラハム協会を、またビリ－・グラハム財団を設立しました。この他にもビリ－は、
たくさんのすばらしい働きをしてきました。しかし、神の前に立つとき、ビリ－は、「神
よ。私は偉大な伝道者でした。これまでの他の誰よりもたくさんの人に福音を伝えまし
た。私はあそこにコ－ブや（訳者注：ナッシュビルに建っている大きい集会所の名前。）
その他の訓練センタ－を残しました。そして、主よ、働きは続きます。私はあなたたのた
めにたくさんのことをしました。」と言うと思われますか。いいえ、そんなことは言わな



いでしょう。私はビリ－のことをよく知っています。「神よ。罪人の私をあわれんで下さ
い。私の罪のために死んで下さった御子に感謝します。主よ。どうかあなたがお話下さ
い。私の申し開きをして下さい。」と言うでしょう。
　 「わがきみイエスこそ、すくいの岩なれ。」私ののぞみは、義の行いではなく、イエ
ス・キリストにかかっています。私の信頼はイエス・キリストに置かれています。「この
方以外には、だれによっても救いはありません。世界中でこの御名のほかには、私たちが
救われるべき名としては、どのような名も、人間に与えられていないからです。」仏陀の
名前は、決してあなたを救いません。モハメッドの名前は、決してあなたを救いません。
イエス・キリストの御名のみがあなたを救うのです。足のきかない男がいやされることに
よって、イエスの御名の力が、証明されたところだったのです。イエスの御名に力のある
ことが証明されました。４０歳以上の男がいました。生まれてこのかた一度も歩いたこと
がない人でした。しかし、ペテロは、「イエス・キリストの名によって、歩きなさい。」
と言いました。すると、たちまちこの男は歩き始め、跳ねました。イエスの御名の力が示
され、証明されたところでした。さて、ペテロは、「この足のきかない男が、何の力に
よって歩くようになったのか知りたいのですか。それは、人が救われるべき力と同じ力で
す。」と言っているのです。同じ名です。イエスの御名の力が、この足のきかない男を歩
かせました。イエスの御名の力は、人に救いをもたらすことができます。「世界中でこの
御名のほかには、私たちが救われるべき名としては、どのような名も、人間に与えられて
いないからです。」
　 イエスが地上で、ミニストリ－をなさっているとき、肢体不自由になるような病気にか
かっている人がいました。その人は寝たきりになっていました。その人の友人の何人か
が、この男がいやされるようにと、イエスの所に連れてゆくことにしました。イエスが教
えておられた家に来ると、余りにもたくさんの群衆がいたので中に入ることができません
でした。それで、新しいことを考えついた男たちは屋根に上り、瓦を何枚か動かして、こ
の男をイエスの前に下ろしました。イエスがこの男が横たわっているのをごらんになる
と、「子よ。あなたの罪は赦されました。」と言われました。ところが、このことはパリ
サイ人を怒らせ、彼らは、「それは、神をけがしている。」と言いました。「神おひとり
のほか、だれが罪を赦すことができよう。この人は、自分を誰だと思っているんだ。」
と。すると、イエスは彼らに、「『あなたの罪は赦された。』と言うのと、『起きて、寝
床をたたんで歩け。』と言うのと、どちらがやさしいか。」と言われました。さて、どち
らが言うのがやさしいでしょうか。「あなたの罪は赦された。」と言う方がやさしいです
ね。誰がわかるでしょうか。誰もわかりませんね。見えないのですから。しかし、「起き
て、寝床をたたんで歩け。」と言うと、見ることができます。ですから、言葉に力がある
かどうかがみえます。もし、男が起き上がって、寝床をたたみ、歩くのであれば、言葉に
力があることがわかります。ですから、イエスは、「人の子が地上で罪を赦す権威を持っ
ていることを、あなたがたに知らせるために。」とおっしゃいました。そこに横たわって
いた肢体不自由な男の方を向いて、イエスは、「寝床をたたんで歩け。」と言われると、
その男は、起き上がり、床を取り上げて、家に帰りました。
　 さて、ここでもまた、イエスの御名の力が示されました。４０年以上も足のきかない男
が、生まれつき足のきかない男が、歩いたのです。イエスの御名の力が証明されました。
ペテロは、イエスの御名は、救いをもたらす、罪の赦しをもたらす力もあると述べている
のです。「世界中でこの御名のほかには、私たちが救われるべき名としては、どのような
名も、人間に与えられていないからです。」パウロは、ピリピ人への手紙の中でこう述べ
ました。「あなたがたの間では、そのような心構えでいなさい。それはキリスト・イエス
のうちにも見られるものです。キリストは、神の御姿であられる方なのに、神のあり方を
捨てることができないとは考えないで、ご自分を無にして、仕える者の姿をとり、人間と



同じようになられたのです。キリストは、人としての性質をもって現われ、自分を卑しく
し、死にまで従い、実に十字架の死にまでも従われたのです。それゆえ、神は、キリスト
を高く上げて、すべての名にまさる名をお与えになりました。それは、イエスの御名に
よって、天にあるもの、地にあるもの、地の下にあるものすべてが、ひざをかがめ、すべ
ての口が、『イエス・キリストは主である。』と告白して、父なる神がほめたたえられる
ためです。」イエスの御名、イエスの御名の力によって、天にあるもの、地にあるもの、
地の下にあるものすべてが、ひざをかがめ、すべての口が、『イエス・キリストは主であ
る。』と告白する日がいつか来ます。それは、すべての名にまさる名だからです。「世界
中でこの御名のほかには、私たちが救われるべき名としては、どのような名も、人間に与
えられていないからです。」
　 イエスという名は、ヘブル語の名ジェホシュアのギリシャ語訳です。ヘブル語でジェホ
シュアは、「エホバは救い」という意味です。ですから、名前がイエスと呼ばれるのは、
非常に適切なのです。実際、そのように御使いはヨセフに言いました。「マリヤは男の子
を産みます。その名をイエスとつけなさい。この方こそご自分の民をその罪から救ってく
ださる方です。」と。その意味は、「エホバは救い」という意味です。「世界中でこの御
名のほかには、私たちが救われるべき名としては、どのような名も、人間に与えられてい
ないからです。」
　 来週次の５章に進んで行きますが、次の章で、ペテロは再び捕らわれます。同じ法廷に
立つと、人々はペテロに、「あの名によって教えてはならないときびしく命じておいたの
に、何ということだ。」と言うと、ペテロは、「神に聞き従うより、あなたがたに聞き従
うほうが、神の前に正しいかどうか、判断して下さい。私たちは、自分の見たこと、また
聞いたことを、話さないわけにはいきません。」そして、ペテロは続けて言いました。
「私たちの先祖の神は、あなたがたが十字架にかけて殺したイエスをよみがえらせたので
す。そして神は、イスラエルに悔い改めと罪の赦しを与えるために、このイエスを君と
し、救い主として、ご自分の右に上げられました。」神は、イエスを救い主として上げら
れました。「世界中でこの御名のほかには、私たちが救われるべき名としては、どのよう
な名も、人間に与えられていないからです。」
　 そこで、重大な問題が出てきます。あなたは今日、自分の救いについて、イエス・キリ
ストに信頼しているかどうかです。もし、イエス・キリストに信頼していないのであれ
ば、なぜなのでしょう。もし、イエス・キリストに信頼していないのであれば、あなたは
自分の救いについて、何に信頼しているのでしょう。私たちはみな、死後の生活があると
信じたいのです。特に、親しかった愛する者が亡くなると、その人がもはや存在しなく
なったと考えることに耐えられません。私たちは、死を最後と考えることができません。
死を最後と考えたくないのです。別の次元で、別の領域で、死後の生活があると、生活が
続くと信じたいのです。しかし、これが終りではない、これでおしまいになったのではな
いと信じたいのです。そして、聖書は私たちに死は終りではないことを保証しています。
死後の生活があります。「人間には、一度死ぬことと死後に・・・が定まっています。」
聖書は、死後があることを教えています。死は終わりではありません。死は、存在が終わ
ることではありません。死はただ、霊がこの体から別の体に移ることであって、存在が終
わることではありません。しかし、どういうわけか私たちは死後の生活があると信じたい
だけではなく、私たちはみな死後の生活は、心地好いパラダイスであると信じたいこと
は、興味深いことです。ハリウッドに光彩を与えた人の中でも、最も深い恨みを持ったひ
どい罪人が死んで、他のスタ－がインタビュ－を受けると、みな、「ああ、あの人たちは
より良い所に行ったのだ。幸せになったのだ。」と言います。私たちはみんなそう信じた
いのです。死が人をパラダイスへと案内してくれると信じたいのです。そして、多くの人
にとって、実際にそのようになります。ナザレのイエス・キリストの御名に信仰と信頼を



置く者にとっては、そのようになります。救いがあります。罪の赦しときよめがありま
す。イエスに信頼を置く人には魂の救いがあります。
　 あなたを罪から救うことができるのは、イエス・キリストしかいません。イエスは、ご
自分の前に置かれた喜びのゆえに、はずかしめをものともせずに十字架を忍ばれました。
どのような「喜び」ですか。「あなたは赦された。」と言う喜びです。先にお話した、イ
エスの前に下ろしてもらった中風の男に対し、イエスは、「あなたの罪は赦された。」と
言われました。イエスは、そうおっしゃるのが大好きです。「あなたの罪は赦された。」
と言う喜びのゆえに、はずかしめをものともせずに十字架を忍んで下さいました。イエス
がパリサイ人のシモンの家で食事をされている時に、売春婦の女が後ろからやってきて、
泣き始め、とてつもなく聖なる方がいらっしゃることで砕かれ、そしておそらく恥ずかし
くなったのでしょう、自分の涙でイエスの足をぬらしてぬぐい始め、高価な香油を取っ
て、イエスの足に注ぎかけ、イエスの足に口づけし始めました。自分の家で食事をしてい
たパリサイ人のシモンは、「ふん。この方がもし預言者なら、この女に自分を触らせない
はずだ。この女は街娼だ。この女は娼婦だ。」と言いました。イエスは、「シモン。あな
たに言いたいことがあります。」と言われた。すると、「どうぞ。」とシモンは言いまし
た。「ある人から二人の人が金を借りていました。一人は、５ドルを借りており、もう一
人は、５００万ドルを借りていました。この人は二人ともに借金を赦してやりました。ふ
たりのうちどちらがよけいにこの人を愛するようになるでしょうか。」シモンは、「この
人が５００万ドルの借金を赦してやった方だと思います。」と言いました。イエスは、
「あなたの判断は当たっています。」と言われました。イエスは、言われました。「わた
しが夕食のためにあなたの家にはいって来たとき、あなたは口づけして私を迎えてくれな
かったし、頭に香油を塗ってくれなかった。」こういったことは、東方での礼儀でした。
「あなたは、しもべに私の足を洗わせることをしませんでした。しかし、この女は自分の
涙で私の足を洗い、高価な香油を私の足に塗ってくれました。この女は、わたしがはいっ
て来たときから足に口づけしてやめませんでした。だから、わたしは言うのです。『この
女の多くの罪は赦されています。』」そして、イエスは女の方を向いて、「あなたの罪
は、」イエスはこう言うのが大好きです。「あなたの罪は、赦されています。」と言われ
ました。「あなたの罪は赦された。」と言う喜びのゆえに、はずかしめをものともせずに
十字架を忍んで下さいました。「わが父よ。できますならば、この杯をわたしから過ぎ去
らせてください。しかし、わたしの願うようにではなく、・・・」とおっしゃいました。
イエスは、あなたがイエスの所に来る時に、「あなたの罪は赦された。」と言う喜びのゆ
えに、十字架を忍んで下さいました。何と麗しい、麗しいことでしょう。「私の罪は赦さ
れた。」と知ることができるとは、何と安心なことでしょう。神は救いへの唯一、一つの
道を備えられました。近道はありません。「この方以外には、だれによっても救いはあり
ません。世界中でこの御名のほかには、私たちが救われるべき名としては、どのような名
も、人間に与えられていないからです。」



使徒行伝５章（１／１４／９６）
使徒行伝５章３９節(Acts5:39)

「神に敵対する」＃８６０３
交読文：詩篇４０篇

　 私たちは聖書通読の学びを続けていますが、今週は使徒行伝５章です。今晩は使徒行伝
５章の注釈をします。聖書を通読するようにお勧めします。聖書全体を通読したことがあ
る人はとても少ないのです。しかし、聖書を知ること、神がご自分について何をおっ
しゃったかを知ること、神の真理を理解することは重要です。ですから、創世記から黙示
録までの私たちの聖書通読の学びに、いっしょに参加して下さい。
　 今朝は、使徒行伝５章３９節を見たいと思います。初代教会において、神は力強いわざ
をなさっておられました。神のわざをみようと、人々はいろいろな所からやって来まし
た。このことは、大祭司や宗教指導者たちの間にねたみを引き起こしたので、再び弟子た
ちを捕らえ、「あの名（訳者注：英語では「イエスの名」）によって教えてはならないと
きびしく命じておいたのに、何ということだ。」と言いました。弟子たちが、この時もま
た大胆に答えたとき、彼らはとても怒り、中には弟子たちを殺そうと計る者までいまし
た。しかし、エルサレムに人々からとても尊敬されているラビがいました。その人の名前
はガマリエルと言いました。この人は立ち上がり、「みなさん、軽率なことをするのはや
め、この人たちをどう取り扱うか、考えましょう。というのは、自分がメシヤだと主張し
たのは、イエスが最初ではありません。これまでにもたくさんの者がでました。そして、
自分達の所に弟子たちを集めましたが、創始者あるいは指導者が死ぬと、すべてが散らさ
れてゆきました。だから、あの人たちを、放っておきましょう。もし、これが神から出た
ものならば、私たちは神に敵対するという、ばつの悪い状況に立たされます。もし、これ
が神から出たものでないなら、自滅してしまうでしょう。」と言いました。それで、人々
は、ガマリエルの助言に耳を傾けました。しかし、繰り返しこの助言を聞いてみますと、
「しかし、もし神から出たものならば、あなたがたには彼らを滅ぼすことはできないで
しょう。もしかすれば、あなたがたは神に敵対する者になってしまいます。」とありま
す。
　 さて、神に敵対するという考え自体、途方もないことでしょう。人間が、死を免れるこ
とのできない人間が、どうして神に敵対し、神に勝つ望みを持つことができましょうか。
預言者イザヤは、「創造主を向こうに回して戦う者は、ひどい目に会います＜リビング・
バイブル＞。」と言いました。しかし、神と戦う者がたくさんいることを認めざるを得ま
せん。ここにいらっしゃる方の中にも、神にそむいている方がいらっしゃるやもしれませ
ん。ステパノは、これらのユダヤ人指導者たちに、「いつまで聖霊様にそむき続けるので
すか＜リビング・バイブル＞。」と言いました。しかし、たくさんの人が、そのような神
に敵対し、神があなたの心に言われていること、語っておられることに敵対する立場にい
ます。しかし、あなたはいったいどのような領域で神と戦うのでしょうか。知的な領域で
しょうか。聖書は、「神の愚かさは人よりも賢い」と教えています。聖書は、「このキリ
ストのうちに、知恵と知識との宝がすべて隠されているのです。」と教えています。ヨブ
とヨブの友人たちは互いに、神についてたくさんのことを話していました。彼らは神につ
いて語っているときに、ずいぶんと自信を持って確信して語ったのです。「そう、神につ
いてすべてのことを知っている。」とか、「そう、神はこのようなことをなさる。」と
か、「神は、このようになさるのだ。」とか、あたかもほんとうに神を完全に理解してい
るかのごとく言いました。とうとう神は、もう聞いていられなくなり、お語りになりまし
た。「よし、みんな。君たちはよく知っているようだが、わたしが地の基を定めたとき、



あなたはどこにいたのか、言ってごらん。」と言われました。そして、神は彼らにいろい
ろな質問をなさいましたが、無論、彼らは答えることができず、自分たちがほんとうに
知っていたことがいかに少なかったかに気づきました。ちょうど、シェ－クスピアが、
「人よ、かわいそうな人よ、あなたは自分が最もよく知っていることについてでさえ、と
ても無知だ。」と言ったと同じなのです。自分が最も賢いと思っている領域の知識におい
ても、理解や知識の分野において知り得ることができるすべてのことにおいても、たとえ
非常に限られた自分の領域においても、私たちは何と無知なのでしょう。物理的に神と戦
おうとすることは、もちろん一目瞭然でとんでもないことです。ですから、人が神と戦う
領域は、霊の領域なのです。それは、霊の戦いです。そして、人は霊の領域において、神
と敵対しようとしています。しかし、神がお許しになっているから、あなたは神と敵対す
ることができるということを認識すべきです。もし、神がお望みになるなら、敵対すらな
いはずです。あなたの存在自体、全く神の御手にゆだねられているのです。
　 ネブカデネザルの孫のベルシャツァルが大宴会を催したとき、祖父のネブカデネザルが
エルサレムの宮から取って来た金、銀の器をドンチャン騒ぎのために持ってくるように命
じ、人々はこれらの金、銀の器からぶどう酒を飲み、金、銀の神々を賛美し始めました。
しかし、壁に文字が書き出されたことで、突如としてみんなの酔いがさめました。人々
は、その文字を理解することができませんでした。そこで、祖父のネブカデネザルに助言
をしてきたダニエルを連れてきて、文字の説き明かしをさせました。ダニエルはこれを利
用して、メッセ－ジの説き明かしの前に、説教をし、「ベルシャツァルさま、あなたの祖
父、ネブカデネザルは偉大な方でした。神は、ネブカデネザルに、偉大な国と、権威とを
お与えになりました。こうして彼がプライドで高ぶり、神に敵対したので、神は、あなた
の祖父が気がふれるようになる期間を体験することをお許しになりました。七つの時の期
間、野ろばとともに住み、からだは天の露にぬれて、牛のように草を食べました。彼の髪
の毛が体を覆い、爪は鳥の爪のようになって、ついに、いと高き神が人間の国を支配し、
みこころにかなう者をその上にお立てになることを知るようになりました。あなたは、こ
れらのことをすべて知っていながら、金、銀の器を持ってこさせ、それから飲み、神に反
抗しました。そして、金、銀の神々を賛美しましたが、あなたの息をその手に握っておら
れる神をほめたたえませんでした。」と言いました。つまり、ダニエルは、「ごらん、あ
なたの息をも神の御手の中にある。」と言っているのです。一瞬たりとも、神があなたの
いのちを維持しておられないときはないのだと。
　 あなたの肺が、体の不随意筋の一つであることは、興味深いことです。体には、随意筋
と不随意筋があります。随意筋は、骨格についており、脳によって制御されています。不
随意筋は、骨格にはついておらず、脳によって制御されていません。不随意筋は、ただ機
能しているのです。ここで、ダニエルは、神が不随意筋を支配しておられることを示唆し
ているのです。あなたの肺や、心臓、その他の不随意筋を支配しておられると。あなたの
いのちが左右される筋肉について、神がその機能の存続をみなさんにゆだねておられない
のは、興味深いことです。それらについては、神が支配しておられます。神は、あなたに
腕を動かすことなどはお許しになりますが、重要な筋肉は、神の支配下にあります。「あ
なたの息をその手に握っておられる神」です。そして、ここに人間がいます。人間のいの
ちを支えて下さっている神に対し、敵対しています。「あなたの息をその手に握っておら
れる神」にです。ベルシャツァルの祖父、ネブカデネザルが神に敵対し、神には敵対でき
ないという貴重な教訓を学んだことは興味深いことです。ですから、ネブカデネザルに理
性が戻った時、「それで、私はいと高き方をほめたたえ、永遠に生きる方を賛美し、ほめ
たたえた。その主権は永遠の主権。その国は代々限りなく続く。地に住むものはみな、無
きものとみなされる。彼は、天の軍勢も、地に住むものも、みこころのままにあしらう。
御手を差し押さえる者もいない。」と言いました。つまり、神と戦うことはできない、神



に、「あなたは何をされるのか。」と言うことはできない、と述べているのです。「今、
私、ネブカデネザルは、天の王を賛美し、あがめ、ほめたたえる。そのみわざはことごと
く真実であり、その道は正義である。また、高ぶって歩む者をへりくだった者とされ
る。」と。つまり、「神と戦うなどとはとんでもない。あなたは自分のことを偉いと思っ
ているかもしれない。歩き回って、この大バビロンは、私が立てたものではないか、私は
世界の権力者ではないか、と言ってあなたは自分のことを偉いと思うかもしれないが、高
ぶって歩む者をへりくだった者とされる。」とネブカデネザルは述べています。
　 その朝、神に敵対することに反対することが、エルサレムにある宗教議会で言い渡され
ました。さて、使徒パウロは、その議会に入っていました。彼の名前は、サウロでした。
彼は、タルソ出身でした。ガマリエルは、パウロの先生でした。パウロは、ガマリエルの
教え子であることを誇りとしていました。「ガマリエルのもとで教育を受けた。」とパウ
ロは言っています。当時、それはとても有利なことでした。というのも、ガマリエルはそ
の当時エルサレムにおいて、最も尊敬されていたラビだったからです。そして、パウロ
は、「敵対してはいけない。」と言うガマリエルの言葉を聞きました。「しかし、もし神
から出たものならば、あなたがたには彼らを滅ぼすことはできないでしょう。もしかすれ
ば、あなたがたは神に敵対する者になってしまいます。」このようなガマリエル教授の言
葉を聞きましたが、それなのに、パウロは、教会に敵対しようとしていたので、その言葉
を聞きませんでした。パウロは、初代教会を滅ぼそうと決意していました。キリスト教と
いう分派を踏みつぶそうと決意していました。ですから、パウロは、エルサレムにおい
て、教会に対する迫害の指揮をとっていました。しかし、パウロはそれでは満足せず、大
祭司から手紙をもらって、クリスチャンが逃げていったダマスコへ行ってイエスを信じて
いる者を牢に入れようとしていました。パウロがダマスコへ行く途上で、パウロ自身の言
葉を借りますと、「主の弟子たちに対する脅かしと殺害の意に燃えて、」こうしてくれよ
うとしていましたが、主が途上でこのパウロにお会いになったのです。主の力と栄光がも
のすごかったので、パウロは地に倒れてしまいました。そして、「サウロ、サウロ。なぜ
わたしを迫害するのか。」という声が、パウロに語りました。それで、パウロは、「主
よ。あなたはどなたですか。私はあなたに仕えます。」と答えました。イエスは、言われ
ました。「わたしは、あなたが迫害しているイエスである。突き棒をけるのはつらいこと
だ。」（訳者注：この文は、New King James Versionの“It is hard for you to kick against the 

goads."を翻訳したものです。おそらく原本の写本を異にするため、日本語訳の聖書には存
在しません。（清）) パウロ、あなたは私に敵対してきたが、辛かったであろう、あなたは
突き棒を蹴ってきたのだ、と。
　 さて、すきを引かせるのに、よくラバが使われました。しかし、ラバについては、いろ
いろなことを聞いたことがあるでしょう。第一に、頑固です。「あいつは、ラバのような
頑固なやつだ。（訳者注：英語では、頑固な人を描写するときに、このような言い方をす
るのでしょうか。）」事実、ラバはとても頑固な動物です。第二に、ラバについて聞くこ
とは、強く蹴ることです。「あいつは、ラバのように蹴ることができる。」頑固なこと
と、その後ろに回ると蹴る習性があること、これらは、ラバの二つの特性です。特にあま
りしてほしくないことをさせようとすると、ラバは蹴ります。馬具をつけようとしたり、
鋤を接続しようとしようものなら、鋤を接続しようとラバの後ろに回ろうとするものな
ら、いやがって何度もバンバン蹴ってきます。それで、棒を鋭く削って、その棒をラバの
脇腹の後ろにつけます。ラバが蹴ろうとすると、この突き棒が、小さい鋭い棒が、脇腹に
ささります。「ブス。」少したつと、ラバも学習します。しかし、頑固なので、学習する
のに長い時間がかかります。ちょうど、そういう人が私たちのうちにもいます。しかし、
これは痛いです。突き棒を蹴ることは、痛いのです。パウロは、神に対して蹴っていたの



です。神に敵対していたのです。しかし、それは痛いことでした。あなたが神に敵対する
ことも同じで、神に敵対することで、様々な困難や様々な痛い経験をします。
　 しかし、いったいなぜ神に敵対したいのか不思議でなりません。私が考えつくことがで
きる理由として、まず、その人は誤った神の概念をもっているにちがいないのではないか
と思います。その人の神に関する信条は、何か他の人が言ったことを聞いたことにちがい
ないのです。聖書や、神について、他の人が言うことを部分的に受け取ってしまうことが
よくあるのですが、どういうふうに元々の話を削ってしまったかをみるのは、面白いで
しょう。聖書や神について、想像を絶する極めてとっぴなことを言うのを聞いたことがあ
ります。「だって、聖書にそう書いてある。」と言って、とっぴなことを言うのを聞いた
ことがあります。「だって、聖書にそう書いてある。」と言うのです。しかし、「だっ
て、聖書にそう書いてある。」と、とっぴなことを言う人に対して、「それは興味深いで
すね。聖書のどこにそう書いてあるのですか。」と尋ねると、「聖書に書いてあることは
みんなが知っている。」とよく言います。「でも、私もみんなの一人ですが、私は聖書に
そんなことが書いてあるなんて知りませんでした。私は聖書を何度か通読したことがあり
ます。聖書のどこにそんなことが書いてあるのか、見せていただけませんか。」と言う
と、「えっと、『天はみずからを助ける者を助く』と聖書に書いてあることはみんなが
知っている。」とか言うのです。「私はそんなことは読んだことがありません。興味深い
ですね。」と私は言うのです。他の人が言ったことを聞いただけのことを、いろいろ神の
概念としている人がいます。神がどのような方か、神が何をなさる方なのか、聖書を全部
通読せずして、どうしてわかりえましょうか。聖書は、神がご自分を啓示することを意図
されたものだと私は信じています。確信しています。しかし、聖書の中で私が読んでいる
神は、多くの人が持っている神の概念とは、全くちがっています。聖書の中で私が読んで
いる神は、ほんとうに愛の神髄であるお方です。よいもの、優しさ、親切、忍耐、あわれ
みの神髄であるお方です。神はとても賢い方であるのに、親切で、恵み深いお方です。そ
のような神に、なぜ敵対したいのでしょうか。聖書をほんとうには全部読んだことのな
い、あまりに多くの人が、聖書や神に対して、激しい偏見を持っています。部分的に聖書
を読むこともできるでしょう。しかし、そうではなく、聖書全体を読まなければなりませ
ん。通常多くの人が聖書を読む時、私たちが読むのと同じで、よく聖書の最初から読み始
めます。創世記から読み始めます。そして、神がアブラハムに、「あなたの子、ひとり子
イサクを連れて、わたしがあなたに示す一つの山の上で、イサクをわたしにささげなな
い。そして、アブラハムは、旅に出かけます。」というところまではどんどん読み進めま
す。しかし、そこで、「もうやめた。子供をあきらめろと言う神なんか、絶対信じない
ぞ。」と言って、聖書を閉じ、それっきりになってしまうのです。しかし、話はそれだけ
ではないのです。ほぼ聖書の最後の方まで読まなければ、ヘブル人への手紙まで読み進め
なければならないのです。そこでは、この話がとても明確に説明されています。アブラハ
ムの心の中で何が起こっていたのかが示されています。神はアブラハムに対して、「イサ
クから出る者があなたの子孫と呼ばれる。」と約束されました。イサクはその時、まだ結
婚もしておらず、子供はひとりもいませんでした。神のアブラハムへの言葉は、「イサク
から出る者があなたの子孫と呼ばれる。」でした。アブラハムは、神の言葉を信じまし
た。「わたしの子孫はイサクから出る。」神は、「イサクをわたしにささげなさい。」と
言われました。「それでは、神様、問題がありますね。」とアブラハムは考えましたが、
アブラハムは、必要ならば神はその子を死者からよみがえらせると信じていました。それ
は、神はご自分の約束を守られるはずだからです。アブラハムは、神の言葉にそこまでの
確信を抱いていました。神はご自分の約束を守られるはずだから、と。「この天地は滅び
ます。しかし、わたしのことばば決して滅びることがありません。」神はご自分の約束を
守られます。神はご自分の約束を成就するために、必要ならば息子を死者からよみがえら



せて下さる、というような確信をアブラハムは持っていました。そういう見方をするので
あれば、わかりますね。それに、もちろん、ただ神は、いつの日かこの同じ山で世の罪の
ために、神がご自分の愛するひとり子をささげることを描いておられたのです。これで、
すべてのもののつながりがわかり始めます。たくさんの人が神に敵対するのは、無知のゆ
えなのです。ほんとうに神を知らないからです。誤った神の概念を持っているからです。
　 けれども、人生で不幸な経験をしたために、神に敵対している人がいます。神のせいに
し、神に対し苦みを持ってしまったのです。ひょっとしたら、牧師が嘘をついたのかもし
れません。あるいは、牧師がごまかしたのかもしれません。その人たちは、牧師を神の代
表としてみなしたのです。しかし、牧師はただの人間だとわかって落胆しているのです。
悲しいことに、牧師を完璧だとみなす人が余りに多いのです。わたしが保証するまでもな
いでしょうが、（訳者注：ここで爆笑) 私は自分が完璧ではないことを保証します。私は完
璧とは程遠い者です。神は、実に、ご自分の恵みをみんなに示すために、私を救い、祝福
して下さいました。ひょっとしたら、神に祈って何かお願いしたけれども、神はその人が
望むようには、その祈りにお答えにならなかったのかもしれません。つまり、神はすべて
のきまぐれやお願いをかなえてくれるジニ－（訳者注：魔法使いの名前。）ではないこと
がわかったわけです。テッド・タ－ナ－・ブロ－ドキャスティング・カンパニ－のテッ
ド・タ－ナ－（訳者注：米国でテレビ会社王とみなされている人。) は自分の無神論と神に
対する苦みを次のせいにしています。「私は神が嫌いだから、無神論者だ。」と言うので
すが、途方もないことです。（訳者注：ここで爆笑。）しかし、テッド・タ－ナ－は、自
分がとても愛していた姉妹が死にそうになっていたとき、神にいやして下さるよう祈りま
したが、彼女が死ぬと神を信じるのをやめ、自分の心に神に対する激しい苦みが出てきた
と述べています。これは、何という悲劇でしょう。これは、神の子供の死に対する誤った
理解から来ているのです。主を愛していた姉妹は、今日主とともにいるのです。彼女は、
天の御国にいるのです。悲劇なのは、そんなにこの姉妹のことを愛していたのに、再びこ
の姉妹といっしょにいるチャンスが神に対する憎しみと苦みによって邪魔されていること
です。ですから、とても悲しいことです。
　 天国については、面白いことがあります。私たちはみな天国に行きたいのですが、今は
まだ行きたくないのです。昨日の朝のことだったと思いますが、４歳になる孫が、６歳の
お姉さんといっしょに両親の寝室のドアの外に立っていて、二人は何をしたらいいか話し
ていて、二人は両親がまだ寝ているものだと思っていましたが、両親は寝床の中にいまし
たが二人の話を聞いていました。片方が、祈るように提案し、４歳になる孫が祈りまし
た。「しゅよ。てんごくへつれていってください。でも今すぐじゃなくて。」と。（訳者
注：ここで爆笑。）それが、私たちみんなの祈りですね。私たちはいつの日か天国に行き
たいのですが・・。しかし、聖書は天国についてどのように教えているでしょうか。栄
光、不思議、美しさについて教えています。私たちはみな、天国へ行きたいと、あこがれ
を持つはずです。このような話が報告されています。長年バイオラ大学で教鞭をとってい
たルイス・タルボットが神学校を設立すると、彼の名前をとって、タルボット神学校の名
前をつけました。ルイス・タルボットは、神の人であり、偉大な聖書教師でしたが、彼が
死の床にあったとき、彼の妻は彼のために、「主よ。どうかルイスのことをいやして下さ
い。彼を死なせないで下さい。」と祈りますと、彼は妻を制して、「あのな、私は、長年
この瞬間を待ち焦がれて来たんだ。私の救い主をじかに見ることができて、愛の御腕に抱
かれる瞬間を。どうか、この大いなる喜びをとどめないでおくれ。」と言いました。これ
は、天国がどのような所であるか理解しての言葉です。私たちが、いのちをながらえさせ
て下さるようにと祈るのは、身勝手な目的のためなのです。「ああ、彼らのいのちの日を
ながらえさせて下さい。」と祈るのは、ほんとうは、死にそうになっている人の益、善の



ためではなく、私たちの益、善のためなのです。そして、神がその祈りに答えることは不
都合であるとされ、今その人たちに祝福を享受してもらいたいと決断されて、その人がこ
の世のすべての苦痛やプレッシャ－や不安を通らなくてもよくなると、私たちは苦みを持
ち、怒って、神に敵対することを決意するとは、まことに奇妙ではありませんか。神が私
たちが望んでいるようには、私たちの祈りに答えて下さらなかったというだけで、そうな
るとは。
　 神に敵対する人は、自分の最良の安寧に逆らっているのだと認識すべきです。それは、
神があなたのことを愛しておられるからです。神のあなたのための計画は、あなたに起こ
り得る最高のものなのです。人がささげうる最も賢明な祈りは、「わたしの願うことでは
なく、あなたのみこころのままを、なさってください。」です。神の御心と神の目的に敵
対するより、自分を明け渡して、「主よ。あなたがなさりたいことを何でもなさって下さ
い。私の人生において、私の人生をとおして、あなたの御心がなりますように。」と言う
方が何と賢いことでしょう。というのも、あなたが気がつくようになるより、知るように
なるよりもさらに、神はあなたのことを愛していらっしゃるからです。詩篇の著者が、
「神よ。あなたの御思いを知るのはなんとむずかしいことでしょう。その総計は、なんと
多いことでしょう。」と述べているようです。別の詩篇では（訳者注：同じ詩篇１39篇
１７節と１８節からとっていますが。) 、「それを数えようとしても、それは砂よりも数多
いのです。」と述べられています。海の砂は、１０の２５乗あると推定されています。そ
れを数えようとすると、まあ、なんと、（訳者注：ここでチャックは笑いながら少し考え
て）それだけのたくさんの数の砂を数えようとするなら、毎秒５００の割合で千９００万
年もかかります。「神よ。あなたの御思いを・・・。」しかし、神は、「わたしはあなた
がたのために立てている計画（訳者注：欽定訳では「計画」は”thoughts”「思い」となって
います。）をよく知っているからだ。」とおっしゃっています。しかし、誤った神の概念
を持って、「そうさ、神は私のことを、懲らしめようと思っているのさ。云々。」とおっ
しゃるかもしれません。しかし、神は、「わたしはあなたがたのために立てている計画
（思い）をよく知っているからだ。」とおっしゃっています。「それは、平安の計画（思
い）である。戦いは望んでいない。あなたと敵対したくなんかない。それはわざわいでは
なくて、平安をあたえる計画（思い）である。あなたに栄光に満ちた将来をもたらしたい
のだ。」と。詩篇の著者は、「まことに、神なる主は太陽です。盾です。主は恵みと栄光
を授け、正しく歩く者たちに、良いものを拒まれません。」と述べました。神は、「わた
しの計画（思い）を知っている。それは平安である。あなたとの戦いは望んでいない。あ
なたと敵対したくなんかない。」とおっしゃっています。最良で、最も賢明なことは、た
だ神に明け渡すことです。「主よ。私は明け渡します。」と言うことです。私は神に敵対
したくありません。私は神に明け渡したいのです。
　 今日、みなさんの中の多くが神と敵対しているかもしれません。あなたに人生の問題が
あって、神はあなたに語りかけておられるのですが、あなたは突き棒を蹴っているので
す。なぜ、神はあなたを突き棒でつかれるのでしょうか。あなたは蹴って、「ああ、痛
い。神よ。なぜ、私のことを傷つけるのですか。」と言うのです。神は、「ちがう。蹴っ
たのはおまえだよ。」とおっしゃっています。神は、「これが、あなたにとって良いこと
だ、健全なことだ。あなたのためになることだ。」とおっしゃっています。これが続く
と、引き続き、あなたは痛い思いをします。痛みを招き、苦しみを招き、苦しむことにな
ります。神は、そのようなことをみな避るように助けようとされていますが、あなたは突
き棒を蹴っているのです。あなたは神に敵対しているのです。しかし、神に敵対すること
は、合点がいきません。ひょっとすると、あなたは何か悪いことにかかわっているのかも
しれません。ひょっとすると、派手に失敗して、面目を失うかもしれません。それが、一



生あなたの障害になるかもしれません。しかし、神はあなたを助命しようとされているの
です。神はあなたを助けようとなさっているのです。ああ、自分のやりたいことや自分の
アジェンダがあって、これしかない、これが正しいのだと思い、ああ神よ、私のやり方で
やって下さい、わからないんですか、と言うことが、何とよくあることでしょう。そし
て、神が私たちのやり方でなさらないと、私たちは気分を悪くし、怒り、苦みを持ち、神
に敵対するようになります。今週末、ある人が私の所にやってきて、ああ、とってもがっ
かりしていました。その人がとても深く愛しているガ－ルフレンドが、もうかかわりたく
ないと言ったと言うのです。高校生には、このようなことはよくあることです。「ああ、
私、とっても恋しているの。ああ。なんてことだ。自殺したい。もう電話に出てくれなく
なった。傷心だ。世も末だ。」と。私は土曜日の夜に私の所に来たこの人に、「あのね、
私が高校生のとき、ある女の子に恋していると思っていた。そして、その人のことについ
てずいぶん祈りました。」と言いました。ずいぶん前に、またそのことを思い返して、
「神よ。あなたは私にほんとによくして下さいました。」と思ったと言いました。（訳者
注：ここで大爆笑です。もし、その人とうまくいっていたとしたら、今の奥さんとは結婚
できていなかったはずだからです。）将来がどうなるのか神は私たちよりずっとよく御存
じです。ただ、明け渡す方が、賢明です。「オッケ－、神様。あなたが御心を行って下さ
い。」と。神が私にして下さったことを見て下さい。ああ、神はよいお方です。神の計画
は、最高です。神に敵対しないで下さい。ただ、神に明け渡して下さい。明け渡すと、壮
快な気分になります。ただもう、壮快な気分になります。クッションの上に横たわって、
「オッケ－、神様。私は敵対していません。主よ、私はあなたの味方です。」と言うと、
大いなる平安があります。大いなる安らぎがあります。そうイエスはおっしゃっているの
です。「すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたし
があなたがたを休ませてあげます。」と。「オッケ－、神様。もう格闘していません。敵
対していません。もう自分のやり方を主張しません。あなたが私の人生の中であなたのわ
ざをなさって下さい。あなたの御心を達成させて下さい。」と言って、ようやく明け渡す
と、すばらしい平安があります。すばらしいことです。
　 ガマリエルが述べたように、「もし、神から出たものならば、あなたは勝てません。追
い出すことはできません。」明らかに、神から出たものだったようです。ほぼ２千年後、
依然として私たちはイエスを礼拝しています。教会は続いています。イエスさえもが言わ
れたように、「ハデスの門もそれには打ち勝てません。」ですから、私たちイエス・キリ
ストの教会があるのです。もし、彼らが神に敵対していたとしたら、神に敵対するそのよ
うなあわれな立場にいたことになるのです。多くの人が、自分を傷つけ、その立場にいる
ことに気がつきます。



使徒行伝６－７章前半（１／２１／９６）
使徒行伝７章３４節(Acts7:34)

「見て、聞いてくださる神」＃８６０４
交読文：詩篇１１５篇

　 聖書通読を続けていますが、これから二週間は６章と７章を学んでいきます。この二つ
は複雑に絡み合っていますので一緒にして考えていきたいのですが、一週間で学ぶには量
が多すぎるので、今夜は６章を終わらせて７章に入って、通読の学びは続けますが二週間
とも６章と７章どちらも両方の日曜日に学んでいきます。
　 今朝は７章３４節に注目していただきたいのです。６章と７章は基本的にステファノと
いう名前の人が中心になっています。この人は、教会の福祉プログラムの配給を手伝うた
めに選ばれた七人のうちのひとりですが、神がステファノのミニストリ－を拡張され、主
の力強い証人として用いてくださり、彼は教会で初めての殉教者となりました。ステファ
ノがユダヤ人議会の前で証言していますが、彼の抗弁を読みますと、その論法と知恵に驚
いてしまいます。夕拝ではそれを注意深く見ていきますが、ステファノは、彼らのため
に、その歴史を語りました。彼らの民族の歴史や父祖の歴史をです。彼らがエジプトにい
たときのことを語っています。奴隷であったときのひどい経験や、エジプト人によって課
せられた過酷な労働や、耐えがたい状態にいたこと、そして、ある日神がどのように燃え
る柴の中からモーセに語られたかを語っています。そして、３４節で、神はこう言われま
した。「わたしは、確かにエジプトにいるわたしの民の苦難を見、そのうめき声を聞いた
ので、彼らを救い出すために下って来た。さあ、行きなさい。わたしはあなたをエジプト
に遣わそう。」
　 神はユダヤ民族の父であるアブラハムに語られました。神はアブラハムに言われまし
た。「あなたの子孫は、外国に移り住み、四百年間、虐待される。しかし、その後、彼ら
は多くの財産を持って、出て来るようになる。（訳者注：創世記13:13-14と使徒行伝７:6-7

が組み合わさった引用です。）」こういうわけで、ヤコブの時に、ヨセフによってイスラ
エルの民はエジプトに下りました。ヤコブの子のひとりであるヨセフは、エジプト全土に
おいて二番目の支配者の立場に置かれました。彼の上にはパロしかいませんでした。神は
ヨセフを祝福されました。ヤコブが住んでいた地に飢饉があったので、ヨセフは父と兄弟
と家族を招待して、彼らがエジプトに移って来てヨセフが養うようにしました。ですか
ら、ヤコブと七十人の家族はエジプトに下って、そこで家畜を育てて農地を耕すために、
ナイル川の三角州の肥沃な土地を与えられました。ヨセフの生存中、神は彼らを祝福され
ました。しかし、長い年月が経ち、聖書は「ヨセフのことを知らないパロが起こった」と
言っています。そして、エジプト人は、次第にイスラエル人を奴隷にしていきました。エ
ジプトにある巨大な記念碑は、イスラエルの奴隷によってつくられたと考えられていま
す。そしてついに、イスラエル人が彼らよりもふえ広がったので、エジプト人は不安に
なってきました。エジプト人よりもイスラエル人のほうが多くなる時が来て、その時にイ
スラエル人がエジプト人に反抗して、イスラエル人の人口爆発によって国の安全保障が脅
かされるかもしれないと感じ、恐れました。それで、助産婦が分娩させるとき、もしも男
の子なら、それを殺さなければならないとのパロによる命令が出されました。女の子な
ら、生かして奴隷にしたのですが、男子の赤ちゃんはすべて殺されなければなりませんで
した。この時に、モーセが生まれました。モ－セの母は、モーセを殺すことができません
でした。自分で殺すことができませんでした。それで、彼女はモーセを隠しました。しか
しもう隠しきれなくなったので、アシで小さいかごを作って、樹脂を塗って防水して、
モーセをそれに入れて、ナイル川に浮かべました。パロの娘が水浴びをしようと降りて来



て、泣き声を聞いて、かごを取ってこさせました。男の子を見て、あわれに思い、その子
が気に入り、自分の子供として養子にしました。実際モーセは、エジプトの宮廷の中で育
ち、４０年間、学問を教え込まれました。それから、事情があってモーセは逃げました。
それから４０年間は、彼は、メディアンの地で姑の羊を飼って、ただ羊飼いをしていまし
た。ところが、ある日、モーセは柴が燃えているのを見ました。柴は燃え尽きていなかっ
たので、そこにモ－セは引き寄せられました。モ－セが近寄ると、柴の中から、「あなた
の足のくつを脱ぎなさい。あなたの立っている所は聖なる地である。」という声がしまし
た。それから、ステファノが３４節で語っているように、神が柴の中から現われて、「わ
たしは、確かにエジプトにいるわたしの民の苦難を見、そのうめき声を聞いたので、彼ら
を救い出すために下って来た。」と言われました。
　 神は、わたしは見、わたしは聞き、わたしは救い出すために下って来た、と言われまし
た。私たちの持っている神の概念のせいで、神がはるか遠くに離れている、隔たりがあ
り、人に思いやりのない方であると思ってしまうことがあります。詩篇の記者は、「あな
たの指のわざである天を見、あなたが整えられた月や星を見ますのに、人とは、何者なの
でしょう。あなたがこれを心に留められるとは。」と言いました。出て入って、砂漠の空
を見上げてその星をすべて見て、望遠鏡をのぞくと宇宙に銀河が見えます。星の間と銀河
の間に広大な距離があることに気づいて、それはとてつもなく広漠としており恐ろしいほ
どであり、神がこれらを創造されたことを考えますと、確かに神は朽ちていく人間を思っ
てはいない、興味がないと思うのです。「人とは、何者なのでしょう。あなたがこれを心
に留められるとは。」初代教会に、グノーシス主義として知られる異端がありました。グ
ノーシス主義者は、物質的なものはすべて悪であり、したがって、神は悪を創造しえな
かったはずであり、従って、神はこの物質の宇宙を創造されなかったと信じました。しか
し、神が宇宙のどこかにおられて、エマナティオ（訳者注：英語ではｅmanation )が神から
流出し、これがどんどん遠くに行き、神から余りに遠くにまで行きエマナティオが神を知
ることがないほど遠くにまで行き、このエマナティオが物質の世界をつくったので、神
は、物質の朽ちていく人間とは完全に関係がないと信じました。これは、聖書で確認され
ている概念ではなく、聖書は、実に、神があなたをとても思いやってくださっており、あ
なたのことをすべてご存じで、あなたに関する、あらゆる類いの小さなことも知っておら
れると教えています。けれども、長い間悲しみや痛みの経験が長く続くと、神がそこにお
られないかのように感じます。神は、見てくださらない、聞いてくださらないようにみえ
てしまいます。けれども、そうした時に、もしあなたが注意深く聞くなら、あなたの心に
語りかけて下さる神の御声を聞くでしょう。「わたしは見、わたしは聞き、わたしは知っ
ている。」と。
　 イスラエルの民は、長い間、神に泣き叫んでいたことを知っておくべきです。モーセが
生まれてから８０年間、依然として苦役のためにうめいていました。その間ずっと、神
は、見ておられました。なぜ神はもっと早く私たちの必要に答えてくださらないのでしょ
うか。詩篇には、何回もダビデが「主よ、急いで下さい。わたしを助けてください。」と
祈ったことろがあります。「主よ。急いでわたしを助けてください。」これは、詩篇でよ
く繰り返されている文句です。「わが神よ。遅れないでください。」と。なぜだかわかり
ませんが、神はご自分の目的を達成するために決して急がれないようです。私は、何回
も、ダビデのように、神を押し進ませようとしていました。急がせようとしました。けれ
ども、聖書には「信じる者は、あわてることがない。」と書いてあります。今朝歌った賛
美歌の歌詞の２番に、「こころをゆるがす波、こころをわずらす影、あわてさせる風、た
ましいにふれることあらじ。主にとどまれば、こころはいとも幸いなり。主の約束に全き
安けさとやすらぎを見いださん。（訳者注：原題は“Ｌike a river glorious”。聖歌47１番。訳



詞は翻訳者が訳したもの。) 」とあります。神は、わたしは見た、と言われました。神は、
わたしは彼らのうめきを聞いた、と言われました。神はあなたの苦境を見ておられます。
神はあなたの叫びを聞いておられます。詩篇の記者は「主を恐れる者の願いをかなえ、彼
らの叫びを聞いて、救われる。」と述べています。ダビデは、自分を殺そうとしていたサ
ウルから救い出されたときこう言いました。「ほめたたえられる方、この主を呼びもとめ
ると、私は、敵から救われる。・・・私は苦しみの中に主を呼び求め、助けを求めてわが
神に叫んだ。主はその宮で私の声を聞かれ、御前に助けを求めた私の叫びは、御耳に届い
た。」
　 しかし、神が聞かれるとき、なぜ、私たちの祈りがかなえられないように見えることが
こうも多いのでしょうか。ヨブは、「私はあなたに向かって叫びますが、あなたはお答え
になりません。私が立っていても、あなたは私に目をとめてくださいません。」と言いま
した。預言者ハバククは、「主よ。私が助けを求めて叫んでいますのに、あなたはいつま
で、聞いてくださらないのでしょうか。」と言いました。私たちは、時々、ハバクク、ヨ
ブのように「あなたはお答えになりません。」と感じます。私たちの叫びに対してすぐに
答えがかえってこないのです。神は、ハバククに、「わたしは働いているが、あなたは理
解しないのだ。（訳者注：おそらくハバクク１:5後半に基づいています。）」と言いまし
た。ただわたしを信じなさい、と神は言われましたが、それはとても難しいのです。「先
が見えず、さらに悪いことに、神に助けを求めているときに、物事が悪化の道をたどって
いるようにみえるのはなぜか理解することができないのです。」このこと、物事が好転す
るまで、事態はもっと悪化すると、神はハバククに言われましたが、ハバククにはそれが
理解できませんでした。神は、「ただわたしを信じていなさい。正しい人はその信仰に
よって生きる。」と言われました。多くの場合、神がおくらせておられるのは、私たちの
信仰を試しておられるからです。多くの場合、神は働かれているのですが、私たちは、働
きが完了するまで、それを見ることができず理解できないのです。「わあ、これは、すご
いわぁ。こうなってたんだ。」と言うのですが、働きが完成されてはじめて、背後にある
神の論拠と目的を見ることができるのです。それは、完璧なタイミングであることがよく
あるのです。私はいつも急いでしまいますが、神はそうではありません。神は、ご自分の
目的とみこころを完璧なタイミングでなされます。
　 時に、私の願いに対する答えが遅れるのは、私が夢見たより、何かずっとすばらしいも
のを神が考えてくださっているからです。マリヤとマルタは、自分たちの兄弟の病気のこ
とで心配しました。彼女たちはヨルダン川におられるイエスに使いを送って、言いまし
た。「主よ、急いで来てください。あなたが愛しておられる者が病気です。」さて、イエ
スは、急いで行かれませんでした。ヨルダン川に、さらに数日とどまられたのです。ベタ
ニヤにいる友から受けた緊急の要請に対し、応答されなかったのです。イエスがベタニヤ
への二日かかる旅を始められた頃には、イエスがベタニヤに到着された頃には、友ラザロ
は既に死亡し、墓に葬られて四日たっていました。イエスがようやく村の近くまで来られ
たことを聞くと、マルタはエリコへ向かう道をイエスと弟子たちに追いつくまで走って、
こう言いました。「主よ。もしここにいてくださったら、私の兄弟は死ななかったでしょ
うに。主よ、おそすぎます。助けようと思われればできましたのに。あなたがいやされる
力があることを知っています。あなたが間に合っておられたら、死ななかったでしょう
に。こんな不幸や悲しみや痛みや嘆きを経験せずに済みましたものを。主よ。なぜ聞いて
くださらなかったのですか。なぜ来て下さらなかったのですか。なぜ、私たちが呼んだの
に、答えてくださらなかったのですか。」主は言われました。「もしあなたが信じるな
ら、あなたは神の栄光を見ます。彼をどこに置きましたか。」「来てご覧ください。」そ
して、彼らはイエスをほら穴のところまで連れていきました。イエスは言われました。



「ほら穴から石を取りのけなさい。」「まあ、主よ。四日になりますから、もうずいぶん
臭くなっておりましょう。」しかし、彼らは石を取りのけました。イエスは、「ラザロ
よ。出て来なさい。」と呼ばれました。そして、彼はピョンピョン跳ねながら出て来まし
た。まだ埋葬用の長い布で巻かれていたからです。イエスは言われました。「ほどいて
やって、帰らせなさい。」さて、イエスは、緊急の要請を受けられた後に、わざとヨルダ
ン川にとどまれたれたのです。なぜなら、さらにすぐれた神のわざと栄光を行ないたいと
思われたからです。確かにすぐに来て、他の何百人の人たちになさったと同じようにラザ
ロに手を置くことは、おできになったはずです。けれども、イエスは、神の力を証しする
ために、さらにすぐれたわざが成し遂げられるように願われたのです。たとえ人が主が働
かれるのが遅すぎると思うことがあっても、決して主にとっては遅すぎることはないので
す。私たちが遅れを経験するときには、神がさらにたくさんのことを行なおうとされてい
ることがよくあるのです。
　 ところが、場合によっては、私たちの祈りがかなえられないのは、神が私たちの言うこ
とを聞いて下さるような関係が、神との間にないことがあります。預言者イザヤはこう言
いました。「主の御手が短くて救えないのではない。その耳が遠くて、聞こえないのでは
ない。」神はつんぼではありません。「あなたがたの咎（罪）が、あなたがたと、あなた
がたの神との仕切りとな（ったのだ）。」問題は、神の側ではなくあなたがたの側にあっ
て、あなたがたの罪が、あなたがたの神との仕切りとなったのです。エレミヤは、人々の
ことを書いて、こう言いました。「『彼らは、わたしのことばを聞こうとしなかった彼ら
の先祖たちの咎とくり返し、彼ら自身も、ほかの神々に従って、これに仕えた。イスラエ
ルの家とユダの家は、わたしが彼らの先祖たちと結んだわたしの契約を破った。』それゆ
え、主はこう仰せられる。『見よ。わたしは彼らにわざわいを下す。彼らはそれからのが
れることはできない。彼らはわたしに叫ぶだろうが、わたしは彼らに聞かない。』」神
は、「あなたがたは聞かないのですか。それでは、なぜわたしが聞きましょうか。」と言
われているわけです。事実、ある時、神はこう言われました。「彼らがわざわいに会って
わたしを呼ぶときにも、わたしは聞かないからだ。」しかし、神は言われました。「あな
たがたが仕えている神々を呼べ。彼らに助けてもらえばよい。（訳者注：リビングバイブ
ル日本語訳エレミヤ２:2８に基づく。) 」でも、これは私たちがしたくないことです。私た
ちは、どうしようもなく必要があるときに、見ることができ、聞くことができ、救い出す
ことができるとわかっている神を呼びたいのです。詩篇の記者は、「主の目は正しい者に
向き、その耳は彼らの叫びに傾けられる。」と述べました。神が、「あなたは、こんなと
きしかわたしのことを聞かない。というか、わたしが呼ぶとき、あなたは聞かないのか。
それなら、あなたが呼ぶときに、わたしは聞かない。」とおっしゃっているようなもので
す。神は、何年も、あなたの問題について取り組もうとして下さるのですが、あなたは、
「ちょっと待って下さい。いつか自分でなんとかします。」と言い続けます。しかし、私
たちが神を呼ぶときは、「ねぇ、早く、今ですよ。バシッと！」と言うのは、面白いとお
もわれませんか。神にはすこぶる寛容であってほしいと願うのすが、私たちは神に対して
忍耐のないことがよくあるのです。本当は逆であるべきです。神が語られるときは、私た
ちは即、行動すべきであり、私たちが呼ぶときは、神の時機におゆだねすべきなのです。
神は、「わたしは見た。わたしは聞いた。わたしは救い出すために下って来た。」と言わ
れています。神は、冷淡に傍観されているのではありません。わざをなす時宜を、待って
おられるのです。
　 以前に、私が青年だったとき、ずっと昔の話ですが、救助員になるための赤十字の訓練
コースを取りました。他の大勢の若者と同様、若いときは救助員をしました。当時の訓練
のときに、人が溺れて水の中でもがいていたら、その人に近寄るときは十分注意しなけれ



ばならないと教えられました。まだ体力が十分あって、もがいているときに、その人のと
ころに来たら、その人はあなたをつかんで、死ぬまで離さないような感じになって、どち
らも沈んでしまうと。ですから、その人のところまで泳いで、自分でへとへとにさせてお
くようにと教えられました。その人に話しかけて、安心させて、落ち着かせるのです。そ
の人が疲れきって、もう沈んでしまいそうになってら、ようやくあなたは介入し、助ける
ことができます。でも早すぎると、大変なことになるかもしれません。それで、溺れてい
る人たちのところまでいって、潜って、膝をつかんで、一回転させて、彼らの背後に回っ
て連れてくることを学びました。しかしこれは、面白いことです。神も、同じように、働
かれることがよくあります。私たちがもがいているかぎり、戦っているかぎり、神は私た
ちが疲れるまで放っておかれます。ついに、私たちが本当に沈みはじめて、「ああ、かみ
さまぁ！私はもう終りです！」と言ったときに、神は、「わかった。これで、わたしは助
けられる。」とおっしゃるわけです。早まって助けていただくと、自慢につながりかねま
せん。「いつも、自分でできるとわかってたんだ。ただ決断が必要だったわけで。」とい
う感じに、私たちは賞賛や栄光を我がものとしようとしがちです。神は、私たちを自分で
死ぬまでへとへとにさせておいて、私たちが絶望の中で「かみさまぁ！助けて！溺れ死に
ます！」と叫んだときに、そのとき神は介入されます。神は言われます。「わたしは、彼
らを救い出すために下って来た。」と。時宜を待っておられるのです。
　 「わたしは見、わたしは聞き、わたしは救い出すために来た。」これは、私たちが今朝
読んだ詩篇１１５篇の神々と対照的です。物事がうまくいかないと、不信者はよく、「あ
なたの神は、いったいどこにいるのか。」と言いますが、詩篇の記者はこう言います。
「私たちの神は、天におられ、その望むところをことごとく行なわれる。彼らの偶像は銀
や金で、人の手のわざである。目があっても見えない。・・・耳があっても聞こえ
ず、・・・手があってもさわれ（ない）。」つまり、力がない、能力がないのです。イザ
ヤは、人が自分の神々を造ることの愚かさを語りました。４４章でこう言いました。「偶
像を造る者はみな、むなしい。」または、「頭がからっぽ」ということですが、「彼らの
慕うものは何の役にも立たない。彼らの（証人たち）は、見ることもできず、知ることも
できない。」イザヤは言いました。「何の役にも立たない神を造り、偶像を鋳たのだろう
か。・・・それを細工した者が人間にすぎないのだ。・・・鉄で細工する者はなたを使
い、炭火の上で細工し、金槌でこれを形造り、力ある腕でそれを造る。・・・木で細工す
る者は、測りなわで測り、朱で輪郭を取り、かんなで削り、コンパスで線を引き、人の形
に造り、人間の美しい姿に仕上げて、神殿に安置する。彼は杉の木を切り、あるいはうば
めがしや樫の木を選んで、林の木の中で自分のために育てる。・・・それは人間のたきぎ
になり、人はそのいくらかを取って暖まり、また、これを燃やしてパンを焼く。また、こ
れで神を造って拝み、これを偶像に仕立てて、これにひれ伏す。・・・その残りで神を造
り、自分の偶像とし、それにひれ伏して拝み、それに祈って『私を救ってください。あな
たは私の神だから。』と言う。彼らは知りもせず、悟りもしない。彼らの目は堅くふさ
がって見ることができず、彼らの心もふさがって悟ることもできない。彼らは考えてもみ
ず、・・・『私は、その半分を火に燃やし、その炭火でパンを焼き、・・・その残りで忌
みきらうべきものを造り、木の切れ端の前にひれ伏すのだろうか。』とさえ言わない。」
と預言者イザヤは言いました。「分からないのか。木の切れ端を取って、半分を像を形造
り、その半分を火に燃やし、その炭火でパンを焼いているが、これは木の切れ端にしかす
ぎないのだ。それにひれ伏して拝み、『あなたは私の神なのだから。』と言っているの
だ。愚かなことだ。」と彼は言ったのです。
　 私たちは、今日もっと見識のある時代に生きています。つまり、私たちの神々を表すた
めに像を造らないのです。しかし、像は造らないけれども、依然として多くの人が同じ
神々を拝んでいます。したがって、私たちは、自分に正直ではなく、惑わされています。



私は像を造っていない。木の切れ端をたくさん乳のある女の形に削って、自分の家に据え
て、それを通り過ぎるたびに敬礼などしていないと。しかし、このようなことをやってい
るのは、私はセックスに傾倒しています、セックスを拝んでいます、セックスは私の神で
す、ということを示しています。セックスが自分の神であることを認めているのです。正
直に認めているのです。現代の人は、依然としてセックスを自分の神として拝んでいま
す。しかし、像は造らないので、彼らは惑わされているのです。でも、本当に正直になる
なら、あなたの生活を支配しているのは、それなのです。あなたを支配しているのは、あ
なたの性欲です。もし、私が木の切れ端をモレクのように見えるように削って、自分の家
に据えたら、自分は快楽を拝んでいることを認めることになります。快楽が主な人生の目
的だと信じていることになります。自分の感覚を興奮させてかき立てるものを、追い求め
ていることになるのです。もし、マモンに似た木の像を造ったら、自分は、物を持ちた
い、力がほしい、というふうに金を拝んでいることを認めていることになります。あるい
は、バアルに似た像を造るなら、自分が知性を拝んでいると言っていることなのです。知
ることと理解すること、これこそ人生最大の目的だと信じることです。つまり、自分の精
神的能力の限界までめいいっぱい使って、すべてのものを理解し、知ろうとしているので
す。そうすると、知性を拝んでいることを認めていることなのです。これらのものは、
人々がいまだ拝んでいるものなのですが、ただ、もうその像を形造っていないだけです。
しかし、詩篇の記者は、これらの神について、「見えず、聞こえず、知らず、あなたがわ
ざわいにあっても助けることはできない。」と語っています。
　 では、このことを直視してみましょう。あなたは、他の神々を拝んでいるのかもしれな
いのです。けれども、せっぱ詰まって、あなたが本当に大変な事に陥ったら、助けてもら
うためにどの神を呼びたいですか。助けてもらうために、どの神を呼びますか。もし、医
者があなたの待っていた部屋に入ってきて、あなたの子供が隣の部屋で介護を受けている
とします。医者が顔に非常に神妙な表情を浮かべて、次のように言います。「申し訳あり
ません。医学でできることはすべてしてみたのですが、もう何もできません。入って、お
子さんにご対面になってください。もう間もなく、天に召されます。」この時点で、あな
たはどの神に助けを求めますか。見ることのできる神が、聞くことのできる神が、救い出
すことができる神がほしいのではないでしょうか。その時には、これら無感覚な神々の中
の神はほしくないでしょう。答えてくださる神がほしいでしょう。あなたが死に直面して
いる時点にいるとします。命が過ぎ去ろうとしています。あなたが死ぬ時、どの神にそば
にいてもらいたいですか。他のすべての神々はもう価値がありません。あなたが蓄えてき
た繁栄と富はすべて、この時点であなたを助けることはできません。マモン神は、あなた
の必要に答えることはできないのです。モレクもバアルもアシュタロテも答えることはで
きません。永遠の御国に連れていってくださる神がほしいでしょう。真の生ける神が、見
ることができて、聞くことができて、救い出すことができる神がほしいでしょう。「わた
しは見、わたしは聞いたので、わたしは救い出すために来た。」と神は言われました。
　 自分で抱えていかなければならない神はいりません。その神が移動しなければならない
とき、隣の部屋に持っていくのに、私が持ち上げて持っていかなければならなくなりま
す。私は、私を抱えて運んでくださる神がほしいです。人が造った神はいりません。私
は、神が造られた人になりたいです。神がお造りになったときに意図された人のようにな
りたいです。
　 自分はどんな神を本当は拝んでいるのか、正直に自分の生活を吟味してみることが大切
です。私の人生を支配している、コントロ－ルしている強い欲求は何なのか。聖書は、
「もし私たちが自分を（探り）さばくなら、さばかれることはありません。」と言ってい
ます。本当に自分に正直になって自分の生活を見たら、あなたがたのうちでぎょっとする
人がいるでしょう。先週自分がいろいろなことに使った時間を吟味してみればよいでしょ



う。これにはどれだけ時間を費やしたか、あれはどうか、座ってあなたの時間に優先順位
をつけてください。何に時間の大半をを費やしているのか見つけてください。通常、あな
たが追い求めたものが、あなたの選んだ神です。第一の戒めは、「あなたには、わたしの
ほかに、ほかの神々があってはならない。」です。イエスは、「神の国と神の義をまず第
一に求めなさい。そうすれば、それに加えて、これらのものはすべて与えられます。」と
言われました。神は他のすべての面倒を見てくださいますが、神を第一にするのです。神
を第一にすると、神は、「わたしは見、わたしは聞き、わたしは知った。わたしは救い出
すために来た。」と言われます。あなたは、緊急のときだけではなく、日々の歩みにおい
て神の力と助けを知るようになるでしょう。神に頼り、より所とすれば、神が真実な方で
あることを見いだすでしょう。



使徒行伝７章（１／２８／９６）
使徒行伝７章３７節(Acts7:37)

「モーセのような預言者」＃８６０５
交読文：詩篇９０篇

　 私たちの聖書通読は今週使徒行伝７章ですが、今晩私たちは集まって使徒行伝７章を学
びますので参加なさるようお勧めします。今朝は、７章３７節に注目していだだきたいの
です。６章で、教会の福祉のプログラムの運営を助け、監督するのために選ばれた男のう
ちのひとりであったステパノは、聖霊に満たされて、実に聖霊による知恵が与えられて、
イエスのことを語ることで神に用いられました。彼が語っていた人々は、神が彼に与えら
れた知恵に対抗することができませんでした。そこで、彼らは、ステパノが捕えられて宗
教会議に連れてこられるようにし、男たちを雇って偽りの証言をさせ、そこでステパノに
対する告訴を提出しました。ステパノは、聖霊に満たされて、エルサレムの宗教会議の前
で抗弁を始めました。彼は、まず、神がアブラハムを選んだところから始めて、彼らの歴
史を語りました。歴史を語りつづけた際、イスラエルの歴史で最も重要な人物のひとりで
あるモーセのところまで来ました。モーセが生まれたとき、３ケ月の間隠されていたが、
母親がもう隠しきれないと知って、小さい籠にモーセを入れて樹脂を塗って水に浮かぶよ
うにしたこと、彼がエジプトの大学で教え込まれたことを人々に語りました。彼らの歴史
を語り、モーセのことを語りましたが、３７節で、「このモーセが、イスラエルの人々
に、『神はあなたがたのために、私のようなひとりの預言者を、あなたがたの兄弟たちの
中からお立てになる。（あなたがたは彼に聞き従わなければならない。）（訳者注：括弧
の文は欽定訳の“ｈim shall ye hear”の翻訳。申命記18:1５を参照。）』と言いました。そこ
で、ユダヤ人は、この「彼」がメシヤの預言であると理解していました。モーセは実に、
来るべきメシヤを預言して、「私のようなひとりの預言者・・・。あなたがたは彼に心を
留めなければいけない。」と言ったのです。
　 現在に至るまで、依然としてユダヤ人はこれをメシヤの預言だと理解しています。実
は、今日ユダヤ人は、これを使って、イエスはメシヤでありえなかったことを証明しよう
としています。なぜなら、ユダヤ人によると、イエスは、神の子であると自称した。そし
て、モーセは「私のようなひとりの預言者」と言ったが、モーセは人間だったから、した
がってメシヤは人間であると言っています。メシヤが人間であるなら、どのようにして彼
をメシヤだと知るのですか、とユダヤ人に聞くとします。彼らの返答は、モーセはユダヤ
人に神を礼拝する場所を与えた、神を礼拝する幕屋を与えたと言うのです。メシヤは、ユ
ダヤ人に神を礼拝する場所を与える、あるいは、神殿を再建するように導くと言います。
ですから、今のユダヤ人は、神を礼拝できる場所、神殿を建てるように、造るように導く
人を待っています。そして、彼らは歓呼してこの人を自分たちのメシヤとして迎える準備
ができています。面白いことに、聖書は実際、このような人を預言しています。ダニエル
書９章で、彼は、「来るべき民の君主（訳者注：聖書は「君主の民」となっています。) 」
と呼ばれています。ダニエルは、彼がイスラエルと契約を結ぶが、３年半後にその契約を
破り、再建された神殿に来て、忌むべきことを引き起こし、これが大患難時代において神
の怒りを招くと教えています。ヨハネの黙示録は、人々はこの人の像を造って、至聖所に
それを置き、人々に彼の像を拝むように命じると教えています。パウロはテサロニケ人へ
の手紙第二の２章で、彼が実際に至聖所に立ち、自分が神であることを教え、自分を神と
して拝むように命令すると語っています。イエスは、「わたしはわたしの父の名によって
来ましたが、あなたがたはわたしを受け入れません。ほかの人がその人自身の名において
来れば、あなたがたはその人を受け入れるのです。」と言われました。ですから、この



人、来るべき君主、獣、反キリストと呼ばれる人は、初めユダヤ人に受け入れられます
が、神殿の至聖所に自分の像を据えて忌むべきことを行ない、自分を神として拝むように
命令して、神聖を汚すことを引き起こします。すると、彼らの目が開かれます。彼らは、
ヨルダン川を越えてヨルダンの地域に逃げて生き残ります。神は、そこで、神の最後の地
上の裁きと怒りの時期の３年半の間、彼らを生きながらえさせます。
　 メシヤが神の子である、と言っているメシヤに関する預言があることに注意しなければ
なりません。したがって、ユダヤ人が今日言っていることは妥当性がありません。なぜな
ら、イザヤ書９章６節に、「ひとりのみどりごが、私たちのために生まれる。ひとりの男
の子が、私たちに与えられる。」誰が、この子を与えたのでしょうか。神が、神の子をお
与えになったのです。「主権がその肩にあり、その名は、『不思議な預言者、力ある神、
永遠の父、平和の君。』と呼ばれる。」これは、明きらかにメシヤ預言で、力ある神、平
和の君と呼ばれています。イザヤ書７章で、預言者はこう言いました。「主みずから、あ
なたがたに一つのしるしを与えられる。見よ。処女がみごもっている。そして、男の子を
産み、その名を、『インマヌエル』と名づける。（訳すと、神は私たちとともにおられ
る、という意味である。）（訳者注：括弧書きは、マタイ1:23からの引用。) 」詩篇２章
に、いや実際は詩篇２篇ですが、「しかし、わたしは、わたしの王を立てた。わたしの聖
なる山、シオンに。」と神は言われました。そして、王が、メシアがこれに応答されてい
ます。「わたしは主の定めについて語ろう。主はわたしに言われた。『あなたは、わたし
の子。きょう、わたしがあなたを生んだ。』」（次は）歴代誌第一１７章１１節です。神
がダビデに、ダビデの世継ぎの子からメシヤが起こる約束を与えられました。神が、ダビ
デに語っておられます。次のように言われました。「あなたの日数が満ち、あなたがあな
たの先祖たちのもとに行くようになるなら、わたしは、あなたの息子の中から、あなたの
世継ぎの子を、あなたのあとに起こし、彼の王国を確立させる。彼はわたしのために一つ
の家を建て、わたしはその王座をとこしえまでも堅く建てる。」これにはソロモンは不適
格です。「わたしは彼にとって父となり、彼はわたしにとって子となる。わたしはわたし
の恵みをあなたの先にいたものから取り去ったが、わたしの恵みをそのように、彼から取
り去ることはない。わたしは、彼をわたしの家とわたしの王国の中に、とこしえまでも立
たせる。彼の王座は、とこしえまでも堅く立つ。」ヘブル人への手紙は、次のように指摘
しています。「（御父は、）御子については、こう言われます。『神よ。あなたの御座は
世々限りなく、あなたの御国の杖こそ、まっすぐな杖です。』」ですから、預言の観点か
ら、イエスが神の子であることを主張されるのは完全に適切で、彼は事実そうでした。
　 さて、ステパノは、モーセの預言を指摘していますが、「神はあなたがたのために、私
のようなひとりの預言者を、・・・お立てになる。」というものです。ステパノが指摘す
るように、イエスとモーセには興味深い類似点があります。まず、ステパノは、彼らに
モーセの話を語っているとき、モーセが初めに生まれたときに彼のいのちが奇跡的に守ら
れたことを語っています。助産婦によって、すべての息子は殺されなければならない、と
いうパロの命令がありました。ヘブル人の女が幼子を産んだときに、それが男の子なら
ば、殺さなければならないというものでした。けれども、神は、モーセを死から助け出さ
れて、生かしておかれただけではなく、彼をエジプトにいる民の支配者にお立てになりま
した。そして、イエスは、もちろん私たちが知っていることですが、お生まれになったと
き、ヘロデが、ベツレヘムにいる二歳以下の幼子をすべて殺されなければいけないという
勅令を与えましたが、神は、ヨセフに、ヘロデのが勅令が出るから幼子をエジプトに連れ
ていくようにと警告され、奇跡的にイエスを守られました。ステパノは、モーセが４０年
間、一流の教育をエジプト大学で受けたことについて語りました。ある日モ－セが歩いて
いると、エジプト人がイスラエル人の奴隷を打っているのを見ました。それで、あたりを



見回し、ほかにだれもいないのを見届けると、彼はそのエジプト人を殺し、死体を埋めま
した。次の日、再びヘブル人の中を歩いていると、ふたりのヘブル人が争っていました。
彼は行って介入し、「おい、よせ。あなたがたは兄弟なのだ。お互いに傷つけ合ってはい
けない。」と言いました。そして、彼らは、「だれがあなたを、私たちの支配者にしたの
か。きのうエジプト人を殺したように、私たちも殺す気か。」と言いました。ステパノ
は、「モーセは、神が彼を選んで、彼らを救いを与えようとしておられることを、彼らが
理解してくれるものと思っていましたが」と言いました。神がわたしを解放者に選んでく
ださったことを彼らは知っていた、きっと知っている、と思いましたが、彼をそのように
は理解しませんでした。彼をそのようには認めませんでした。けれども、４０年後に、彼
らの苦境がさらに絶望的になったとき、モーセが二回目に現れて、彼らは彼が神の解放者
であることがわかりました。「モーセのようなひとりの預言者」です。一回目にイエスが
来られたとき、彼らはイエスを解放者だと認めませんでした。イエスをメシヤ、救い主だ
と認めませんでした。けれども、イスラエルの民にとってあまりに状況が悪化し、彼らが
「祝福あれ。主の御名によって来られる方に。」という日が来るでしょう。イエスは、
「『祝福あれ。主の御名によって来られる方に。』とあなたがたが言うときまで、あなた
がたは今後決して私を見ることはありません。」と言われました。ここに、「モーセのよ
うな預言者」という面白い対比があるのです。モーセが一回目に神の解放者として認めら
れないで、二回目には理解されたように、モーセのようにイエスは、一回目にユダヤ人か
ら、救いのために来られたことを認められませんでしたが、二回目に彼らを救い出される
ために来られるとき、彼らに理解されるのです。
　 もう一つ、興味深い類似点があります。モーセが民に神のみことばを与えたように、メ
シヤが民に神のみことばを与えられた事実に、それは見いだされます。神がシナイ山で
モーセにお会いになったときに、恐ろしいばかりの神の臨在と力が示されました。山は密
雲に覆われました。いなずま、雷がありました。ラッパのような突風の響きがあって、い
よいよ高くなりました。全山が震えはじめました。火が山から出てきて、山の頂上から、
かまど（訳者注：英語の直訳は「溶鉱炉」。）のような煙が立ち上ぼりました。それで、
モーセが２０章にある戒律、十戒を持って山から降りて行き、民に十戒を与えたときに、
人々はモーセに言いました。「あなたが上って行ってください。あなたが神に話してくだ
さい。あなたが降りてきて、神があなたに仰せになったことを告げてください。私たちは
山に近づきたくありません。さもないと、火になめ尽くされます。」「あなたが行って、
あなたが神に聞いて、戻り、神があなたに仰せになったことを告げてください。私たち
は、聞きます。」そこで、モーセは、彼らに神のみことばを与えました。さて、モーセ
は、「わたしのようなひとりの預言者が来る。あなたがたは彼に聞き従わなければならな
い。」と約束しました。申命記１８章にこの預言が与えられていますが、神は、同じこと
を１５節で述べておられます。神が仰せになっています。「あなたの神、主は、あなたの
うちから、あなたの同胞の中から、私のようなひとりの預言者をあなたのために起こされ
る。彼に聞き従わなければならない。」そして、１６節です。「これはあなたが、ホレブ
で集まりの日に、あなたの神、主に求めたそのことによるものである。」あなたが、これ
を求めたのである。「『私の神、主の声を二度と聞きたくありません。またこの大きな火
をもう見たくありません。私は死にたくありません。』それで、主は私に言われた。『彼
らの言ったことはもっともだ。』」それで、神は言われました。１８節です。「わたしは
彼らの同胞のうちから、彼らのためにわたしのようなひとりの預言者を起こそう。わたし
は彼の口にわたしのことばを授けよう。彼は、わたしが命じることをみな、彼らに告げ
る。」バプテスマのヨハネは、イエスについて、こう証言しています。ヨハネの福音書３
章３４節から３６節です。「神がお遣わしになった方は、神のことばを話される。神が御
霊を無限に与えられるからである。父は御子を愛しておられ、万物を御子の手にお渡しに



なった。御子を信じる者は永遠のいのちを持つが、御子に聞き従わない者は、いのちを見
ることがなく、神の怒りがその上にとどまる。」次は、イエスがご自身のことを証しされ
たものです。ヨハネの福音書７章１６節です。「イエスは彼らに答えて言われた。『わた
しの教えは、わたしのものではなく、わたしを遣わした方のものです。』」ヨハネの福音
書１２章４９節です。「わたしは、自分から話したのではありません。わたしを遣わした
父ご自身が、わたしが何を言い、何を話すべきかをお命じになりました。」ヨハネの福音
書１４章１０節です。ピリポが、「主よ。私たちに父を見せてください。そうすれば満足
します。」と言ったときに、イエスは、「ピリポ。こんなに長い間あなたがたといっしょ
にいるのに、あなたはわたしを知らなかったのですか。私を見た者は、父を見たのです。
どうしてあなたは、『私たちに父を見せてください。』と言うのですか。・・・わたしが
父におり、父がわたしにおられることを、あなたは信じないのですか。さもなければ、わ
ざによって信じなさい。」イエスは言われました。「わたしがあなたがたに言うことば
は、わたしが自分から話しているのではありません。わたしのうちにおられる父が、ご自
分のわざをしておられるのです。」イエスは、「これはわたしのことばではなく、父が言
われたことを話しています。わたしは、神の命令をあなたがたに与えているのです。」と
言われているのです。私たちに神の真理を話される、モーセのような預言者です。
　 面白いことに、イエスの時代に、人々は絶えずイエスをモーセに対抗させようとしまし
た。彼らは、イエスの言われていることが、モーセの言ったことに反していることを示そ
うとしました。彼らはいつも、イエスにモーセの言ったことに矛盾することを言わせよう
と、罠にはめようとしました。それは、モーセが人々に神のみことばを話したことを、す
べての者が理解していたからです。もし、イエスの言われたことがモーセの言ったことと
矛盾するならば、イエスは、神のみことばを与えていないはずだと。神のみことばは変わ
らないからです。さて、イエスの言われたことで、モーセの言ったことに反するように
人々が解釈したものが、多くあります。あたかもモーセとキリストが異なるメッセージを
しているかのように、人々が「律法はモーセによって与えられ、恵みとまことはイエス・
キリストによって実現したからである。」と引用するのをとてもよく聞きます。これは、
実は、律法の誤解から来ているのです。神は人に、幸せな生活のために、律法を授けられ
ました。神は、もしあなたがたが、この律法を守って生活するなら、この律法に従うな
ら、あなたは幸せな生活をする、とおっしゃっているのです。詩篇の記者は、これを理解
していました。１篇にこうあります。「幸せなことよ。悪者のはかりごとに歩まず、罪人
たちの道に立たず、あざける者の座に着かなかった、その人。まことに、その人は主のお
しえを喜びとし、昼も夜もそのおしえを口ずさむ。その人は、水路に植わった木のよう
だ。時が来ると実がなり、その葉は枯れない。その人は何をしても栄える。」律法は、幸
せな生活、栄える生活の規準なのです。そして、神は、人が幸せな生活を持つことを願わ
れました。それで、人にル－ルをお与えになったのです。しかし、時がたって、彼らはこ
のル－ルの解釈を始めました。まず初めに、彼らは、神が十戒を授けられたときに、神が
本当に意味されたことは何だったのかの口伝を造り、そして十戒が本当は何を意味してい
るかの定義を与えようとしました。それで、彼らにはミシュナがありましたが、これは口
伝でした。ミシュナから、６０巻以上のタルムードと呼ばれるものが出来ました。それ
は、律法の意味を説明しているミシュナの意味を説明しています。突然として、十戒を説
明する６０巻ができたのです。私たちの憲法のようなものです。父祖がアメリカ合衆国憲
法を設定した時に父祖が憲法について語っている意味を説明するために、とてつもない数
の巻が書かれました。そのようなことを私たちはしたのです。ユダヤ人も、神の律法を同
じように取り扱って、神の律法を煩わしいものにしました。人々が神の律法に反抗するよ
うなものにしてしまいました。例えば、律法が、「安息日をおぼえ、これをきよく保て。



何の仕事もするな。安息日に荷物を運ぶな。（訳者注：エレミヤ１7:21-2２を参照。）」と
言っています。「荷物を運ぶな。」ということですが、何をもって、荷物を運ぶというこ
となのでしょうか。もし、あなたが入れ歯で、もしそれを安息日につければ、それは荷物
を運ぶことになるのか。それで、彼らは、長期間の大議論をして、安息日に入れ歯をつけ
るのが安息日の律法に違反するのかどうかの神学論争をしました。木製の義足はどうなる
のか。これを革ひもで足につければ、荷物を運ぶことになるのか、・・・面白いことに、
安息日に入れ歯はしてもいいことになりましたが、木製の義足は付けていけないというこ
とになりました。では、つけまつげはどうなのでしょうか。これらは、みな取るに足りな
いことです。ところが、律法の主要な面、律法が本当に到達しようとしていることは、人
のこころの態度なのに、彼らは、これを完全に見過ごしてしまいました。これは、イエス
が彼らに、「あなたがたは、ぶよは、こして除くが、らくだはのみこんでしまいます。」
と言われたことです。イエスが何を言及しておられたかと言うと、もしパリサイ人がジョ
ギングをしているとして、息をハーハーさせていると、ぶよが口に入ってきて、律法が
「あなたは血のついたままで何も食べてはならない。」と言っているから、このぶよには
血があるはずだからというので、道端に寄って、指を口に突っ込んで、一生懸命吐こう
と、「ゲェー」と、ぶよをこそうとしている様です。（訳者注：チャックは、中指を口の
中に突っ込む真似をしています。）でも、あなたがたは、広義とか誠実とか正義とか最も
重要なことを、おろそかにしているのです、と言われています。（訳者注：英語のstrain at 

a gnat and swallow a camelは、大事を見過ごして小事にこだわるの意味のことわざになって
います。）ですから、イエスは、私たちに律法が与えられた本当の目的を教えられていた
だけでした。それは、人を正しくするために与えられたのではありません。人がいかに自
分が邪悪であるかを悟り、神のところに来て、神のあわれみと恵みと愛を受け入れざる得
なくなるように与えられたのです。
　 また、彼らの律法の解釈のしかたは、ただ物質的、物理的なやりかただけだったので
す。律法が、「殺してはならない。」と言っていますが、あなたの隣人に、あらゆる苦み
と、あらゆる怒りと、内にこもった憎しみを持ち、その人が外出する度に、あなたはから
だに怒りの体液を満たし、その人が通りかかるのを見ると、「機会がありさえすれば、あ
いつをこん棒でぶち殺してくれるわ！」と思うこともできるのです。しかし、あなたはこ
ん棒を取り上げて彼を打ったことは一度もないので、あなたは正しいのです。イエスは、
ちがいます、あなたが兄弟を憎むなら、律法を違反したことになるのです、と言われたの
です。これは、ただ外面的な行動ではなく、神が抑制しようとされているのは、悪い行な
いをつくり出す私たちの内にある態度なのです。イエスが、こう言われたとおりです。
「『姦淫してはならない。』と言われたのを、あなたがたは聞いています。しかし、わた
しはあなたがたに言います。だれでも情欲をいだいて女を見るものは、すでに心の中で姦
淫を犯したのです。」ですから、もしこのように律法を見るのであれば、人をこん棒で打
ち殺したことがなくても、実際の姦淫の行ないをしたことがなくても、自分の思い、心の
中では、「あなたは、罪を犯した。」とイエスは言われるのです。律法がわたしを独善的
にしたりひとりよがりにしたりするのではなくて、人を見下げて高慢にさせるのではなく
て、私が罪を犯したことを悟らせるのです。「神さま。この罪人をあわれんでくださ
い。」律法は、私を神の恵みとあわれみに導いてくれ、私がそれを受け入れることによっ
て、神を愛するようにするのです。さて、この例として、彼らがイエスに、姦淫の場で捕
まえたとされている女を引き連れてきて、「われらの律法は、この女を石打ちにするよう
に命じていますが、あなたは何と言われますか。」と言ったときに、イエスは、「あなた
がたのうちで罪のない者が、最初に女に石を投げなさいとわたしは言います。」と言われ
ました。イエスは、身をかがめて、地面に書かれましたが、きっと、彼らの名前と、彼ら



が誰も知らないと思っていた彼らの罪を書かれていたにちがいないのですが、彼らはひと
りひとり出て行き、ひとりとして残る者はいませんでした。それから、イエスは身を起こ
して、その女に言われました。「あなたの告発者たちはどうしましたか。あなたを罪に定
める者はどこにいますか。あなたを罪に定める者はなかったのですか。」彼女は言いまし
た。「だれもいません。」イエスは言われました。「わたしもあなたを罪に定めません。
行きなさい。今からは決して罪を犯してはなりません。」律法と対立しているところは微
塵もありません。ただ真の理解がなされているだけなのです。伝統によって、律法が誤っ
て説明されていました。それで、人々は、神が言われたことをきちんと理解していません
でした。イエスは、「あなたがたは、人の言い伝えを、神の教えのように教えている。」
と言われました。神は、こんなことを言われていない、これらは、人の言い伝えなのだ、
ということです。
　 ですから、モーセが、神のみことばを与える者として認められたように、メシヤは、
モーセのような方であり、彼らに神のみことばを与えられるのです。神が、「彼は、私が
命じることをみな、彼らに告げる。」と言われたとおりです。ですから、預言がイエス・
キリストにおいて成就されたことがわかります。
　 ステパノがこのことを指摘して、メッセージが理解されました。人々がどのように反応
したか見るのは興味深いです。普通、二つの反応があります。一つは、真理を受け入れま
す。もう一つは、真理に逆らうことです。真理を聞きたくない人が大勢います。ステパノ
が語っていたこれらの人々は、真理を聞きたくありませんでした。ステパノが話すと、彼
らはいつも、ますます怒るようになりました。彼らは、「（心を）のこぎりで切り取られ
る。（訳者注：新改訳の脚注参照。) 」と書かれています。ステパノに向かって歯ぎしりを
しました。耳をおおいました。ステパノの言うことが聞こえないように、彼らは叫びまし
た。そして、彼を虎の門から追い出して、石を投げました。ステパノは、死ぬ間際になっ
て、「主よ。この罪を彼らに負わせないでください。私の霊をあなたの御手にゆだねま
す。」と言いました。そして死にました。しかし、彼が与えたことば、真理は、付着して
離れることがないのです。一時あなたがそれに逆らったとしても、いつか真理を認めると
きが来ます。石を投げた人々の着物の番をしていた、サウロをいう名前の青年は、ステパ
ノのメッセージを聞きました。サウロは、ステパノの死に他の人々と同意し、石を投げる
者たちを助け、傾倒していました。しかし、ある日、そのことばが彼に戻ってきて、真理
に直面しなければならなくなり、サウロは真理を受け入れれました。サウロは、かつて教
会が見たことのない、最も偉大な伝道者、宣教者のひとりである、使徒パウロになりまし
た。面白い、逆説です。真理に逆らおうとしても、メッセージが入り込んだのです。
　 神は、みなさんの多くの人に語りかけておられます。壁や障壁をつくっている人がいる
かもしれません。イエスがメシヤであったことを、認めたくないかもしれません。自分の
正義を打ち立てたいのかもしれません。残念なことに、教会は、ユダヤ人と同じようなこ
とをしてきたのではないかと思うのです。神学論争などをとおして、神の単純な真理を複
雑にしているのです。私たちは、針の頭に、どれだけの天使が踊れるのか、などという神
学の議論をしているのです。だから、どういう違いがあると言うんですか！私は、若い牧
師たちに、ただ単純に、神のみことばを単純に教えなさいといつも励ましています。教会
を分裂させた、長年にわたるこうした神学論争にはまらないように。これらは、人間の性
ですから、ずっと続きます。ただ単純に、神のみことばを単純に教えてください。そのと
おり信じて、おおげさに、これはどういう意味か、みたいなことにはまらないように。神
は、意図されていることをお話しになり、話されたことを意図されています。ただ、受け
入れてください。それに聞いてください。メシヤは、とてもモーセに似ておられました。
一回目は認められませんでしたが、再び来られるときは、「すべての目、彼を突き刺した



者たちが、彼を見る」のです。彼を見上げます。これは、すべて書かれていることです。
二回目のときは、実は彼が神の真理を私たちに与えてくださったことを理解するようにな
ります。それは、私たちがより頼んで生きる真理です。



使徒行伝８章（２／４／９６）
使徒行伝８章３５節(Acts8:35)

「イエスを宣べ伝える」＃８６０６
交読文：詩篇２２篇

　 今週は使徒行伝８章です。今晩８章の注釈をしますので、そこを読み返してください。
創世記からヨハネの黙示録までの聖書通読の学びに参加されることをおすすめします。今
朝は、使徒行伝８章３５節に注目していただきたいのです。そこには、「ピリポは口を開
き、この聖句から始めて、イエスのことを彼に宣べ伝えた。」と書かれています。
　 ピリポは、食卓に仕えるために使徒が選んだ７人のうちの１人でした。ピリポは、教会
の福祉プログラムの配給が公平に行なわれることを監督することになっていました。教会
が大きな迫害を受け、信者が外国に散らされていったとき、ピリポはサマリヤへ逃げてい
きました。そこで、ピリポはサマリヤ人にイエス・キリストを宣べ伝えはじめました。ピ
リポの生涯の中で神が働かれて、すばらしい奇跡、多くの癒しが行なわれ、何人もの人た
ちがイエス・キリストを信じるようになり、バプテスマを受けました。エルサレムの教会
が、サマリヤでのこのすばらしい神の働きを聞くと、人々に手を置いて聖霊でバプテスマ
を受けるようにと、彼らはペテロとヨハネを遣わしました。人々はこの時点では、まだ聖
霊の力を受けていなかったからです。このすばらしい神の働きの最中に、主の使いがピリ
ポに向かってこう言いました。「立って南へ行き、エルサレムからガザに下る道に出なさ
い。（このガザは今、荒れ果てている。）」主の使いが言ったのは、これだけでした。何
のためにピリポが行くのか、行ったら何が見つかるのか、言いませんでした。ただ、行き
なさい、と言っただけでした。理屈では、訳が分かりません。人々の心の中ですばらしい
神の働きが起こっている最中に、なぜ荒れ果てている所に行くようにと、神が呼び出され
るのか分かりません。しかし、ピリポは、主に従いました。そして、エルサレムからガザ
に下る道に出ると、ピリポは、南へ向かっている馬車を見ました。すると、主は、「近
寄って、あの馬車といっしょに行きなさい。」と言われました。第二ステップです。しか
し、第一ステップを踏むまで、ピリポは第二ステップを与えられなかったのです。私たち
が信仰によって歩み、神を信じるように、神は、普通私たちを一歩、一歩導いて下さいま
す。私は、そういうのは嫌いです。主が、全体像を広げて見せて下さればと願ってしまい
ます。神が、「この荒れ果てている所に行きなさい。そこで、あなたはエチオピアに向
かっている馬車を見る。その馬車にのっている男は、エチオピアの政府高官の一人で、こ
の人は、わたしのことを知りたいと渇望している。あなたは、その人を導くことができる
から。」と言って下されば、と思ってしまうのです。そうすれば、私は、「はい。主よ。
かしこまりました。」と言えるのですが、神はただ、信仰によって歩ませて下さるだけな
のです。第一ステップを踏むまで、第二ステップを与えては下さいません。第一ステップ
を踏まないなら、第二ステップは何であろう、第三ステップは何であろう、第四ステップ
は何であろう、神が私を呼ばれたとき、何を意図されているのだろうと、いつも考えるこ
とになります。神の御心が漸進的に示されるので、私たちは、ただ一歩づつ従わなければ
ならないのです。
　 それで、ピリポがそこに行くと、馬車を見ました。すると、主は、「近寄って、あの馬
車といっしょに行きなさい。」と言われました。それで、ピリポが馬車に近寄ると、この
人が聖書を読んでいるのが見えました。するとピリポは、「あなたは、読んでいること
が、わかりますか。」と言いました。すると、その人は、「導く人がなければ、どうして
わかりましょう。」と言いました。この人は、神を見い出すために、ばるばるエチオピア
からエルサレムまで来たのでした。そして、その時その人はエチオピアへ戻ろうとしてい



ました。しかし、残念なことに、来た時と同じく空しさ抱いて戻ろうとしていました。ま
だ神を見い出していなかったのです。この人は、エルサレムでの様々な宗教的活動の中に
も、神を見い出すことができませんでした。時として、神が人の様々な宗教的活動によっ
て隠されてしまうことがあります。宗教的活動の中で神を見い出すことは困難です。むろ
ん、エルサレムは、あまりに商業主義に走って腐敗していたので、神を見い出すことが困
難であったはずです。確か金曜日だったと思いますが、車のバンパ－に貼ってあるシ－ル
に、「一つの宗教に閉じ込めるには、神は大きすぎる」と書かれているのを見ました。現
実は、神を宗教の中に見つけることはできないのです。イエス・キリストによる個人的な
関係を通してのみ、神を見つけることができます。イエス・キリストによってのみ可能な
のです。今日、神を探し求めている人がたくさんいます。自分は神を見いだす必要がある
という意識や認識があります。ですから、神を探し求めるときに、宗教の方を向いてしま
うことがよくあります。しかし、このエチオピアから来た人のように、宗教的経験によっ
ては心の奥深くにある必要は満たされず、依然として神を求めて渇いて離れて行くので
す。人が教会に行くと、とてもリベラルな、儀式的なところへ入って行くことがよくあり
ます。温かさも御霊のパワ－もなく、その人は、神を探し求めて教会に行ったのに、そこ
では神が見いだせなかったと、教会には解答がないと結論づけて、教会から去っていきま
す。この人もそうです。エチオピアへ戻ろうとしていましたが、依然として神を探し求め
ていました。依然として聖書を読んでいたのです。しかし、またしても、多くの人が、神
を探し求めて聖書を読むのですが、意味が分からないことがよくあるのです。聖書を読も
うとするのですが、聖書は、「生まれながらの人間は、神の御霊に属することを受け入れ
ません。それらは彼には愚かなことだからです。また、それを悟ることができません。」
と教えています。聖書は、主がどのように神の言葉に対し、ルデヤの心を開かれたかを
語っています。神の霊が、私たちの心を開いて下さらなければ、私たちの頭を柔軟にして
下さらなければ、聖書を理解することができません。ですから、この人は、神を探し求め
て、ばるばるエルサレムまで来て、宗教的経験に参加し、聖書の写本をもらい、帰途につ
きましたが、依然として空しさがありました。
　 この人は、イザヤ書の巻き物を読んでいました。そして、その箇所は、次の箇所だった
のです。「ほふり場に連れて行かれる羊のように、また、黙々として毛を刈る者の前に立
つ小羊のように、彼は口を開かなかった。彼は、卑しめられ、そのさばきも取り上げられ
た。彼の時代のことを、だれが話すことができようか。彼のいのちは地上から取り去られ
たのである。」それで、エチオピア人はピリポに、「預言者は自分についてこう言ってい
るのですか。それとも、誰かほかの人についてですか。」と尋ねました。ピリポは、同じ
聖句から始めて、イエスのことを彼に宣べ伝えました。ピリポはこの人に、聖書を理解す
る鍵を与えました。イエスこそが鍵なのです。イエスを見いだすことができないのであれ
ば、真理を見いだすことはできません。というのも、そこにはイエスがおられるからで
す。興味深いのは、ピリポが同じ聖句から始めて、イエスのことを彼に宣べ伝えたことで
す。その人が旧約聖書の中のどの聖句を読んでいても関係ないのです。どの聖句から始め
ても、イエスのことを宣べ伝えることができます。イエスは、全体を通じておられるから
です。直接的、間接的、雛形をとおして、影をとおして、イエスが、聖書のメッセ－ジの
核心なっています。イエスはパリサイ人らに、こう言われました。「あなたがたは、聖書
の中に永遠のいのちがあると思うので、聖書を調べています。その聖書が、わたしについ
て証言しているのです。それなのに、あなたがたは、いのちを得るためにわたしのもとに
来ようとはしません。」預言の霊はイエスのあかしなのです（訳者注：黙示録19:1０参
照）。イエスは、「あなたがたは、いのちを見いだそうとして、聖書を調べています。し
かし、聖書は、わたしのことを証言しているのです。あなたがたは、いのちを得るために



わたしのもとに来ようとはしません。」と言われました。イエスを発見するまでは、聖書
は無意味な文章です。しかし、イエスを発見すると、聖書は生き生きとしてきます。あな
たの心の中で、あなたの人生の中で、生きてくるのです。というのも、イエスが聖書を理
解する鍵だからです。
　 イエスが死と復活の後、エマオへの途中で二人の弟子たちといっしょになられた記述を
読むと、モ－セおよびすべての預言者から始めて、聖書全体の中で、ご自分について書い
てある事がらを彼らに説き明かされたとあります。その夜、エルサレムでほかの弟子たち
とお会いになった時、イエスは、「わたしがまだあなたがたといっしょにいたころ、あな
たがたに話したことばはこうです。わたしについてモ－セの律法と預言者と詩篇とに書い
てあることは、必ず全部成就するということでした。」と言われました。旧約聖書全部が
あります。詩篇と預言者とモ－セの律法に分けられています。そこにあります。きょう読
んだ詩篇は、イエスについての詩篇です。どのようにイエスの手足を引き裂いたか、彼ら
がイエスの着物を互いに分けあったが、一つの着物をくじ引きにしたか。彼らは、頭を
振って、「彼（訳者注：英語では「神」）が助け出したらよい。彼に救い出させよ。」と
言いました。これらはみな、イエスについて書かれたことです。聖書の中にイエスを見い
だすことができないのであれば、あなたは鍵を見逃しているのです。
　 ピリポがナタナエルのところに来た時、ピリポはナタナエルに、「私たちは、モ－セが
律法の中に書き、預言者たちも書いている方に会いました。ナザレのイエスで（す）。」
と言いました。モ－セはイエスについて書きました。預言者たちもイエスについて書きま
した。詩篇もイエスについて書きました。イエスは、「巻き物の書に私のことが書いてあ
ります。」と言われました。聖書がとても興味深い本であるのは、このゆえんです。イエ
スについて書かれているからです。イエスがお生まれになる何百年も前に、すべてのイエ
スについての話が書かれていたのです。無論、新約聖書は、事後についてです。旧約聖書
の中で啓示された人を見ているのです。ですから、ピリポは、イエスを宣べ伝えたので
す。　 その人が読んでいた聖書の箇所には、こう書いてありました。「ほふり場に連れて
行かれる羊のように」と。旧約聖書で、人が罪を犯すと、自分の羊の群れから子羊を取り
出して、祭司のところに持って行きました。聖書は、「罪を犯した者は、その者が死に」
と教えています。死は、罪の罰でした。ですから、身代わりになるように子羊を持ってき
ました。祭司の前で、その人は子羊の頭に手を置き、自分の罪を告白しました。その考え
方は、子羊の頭に手を置き、自分の罪を告白することにより、自分の罪意識と罪を子羊に
移しているのです。罪が子羊に移されると、その子羊は自分の身代わりにほふられまし
た。その子羊は、私のために、私の代わりに死ぬのです。その血が取られ、神への罪のた
めのいけにえとして、祭壇に捧げられました。さて、これは、ほふられた小羊としてのイ
エスのことが話されています。神の小羊、イエスは、私たちの罪のためにほふられまし
た。聖書は、「私たちはみな、羊のようにさまよい、おのおの、自分かってな道に向かっ
て行った。しかし、主は、私たちのすべての咎を彼に負わせた。」と教えています。その
聖書の箇所は、この人が読んでいた巻き物のもう少しいったところに書かれていました。
あと数行のところに書かれていたのです。「彼がわたしの民のそむきの罪のために打た
れ」は、その同じ巻き物のさらにもう少しいったところにありました。イエスは、ほふら
れた小羊として、私たちの罪のために死なれたのです。
　 ペテロは、「私たちが、むなしい生き方から贖い出されたのは、銀や金のような朽ちる
物にはよらず、傷もなく汚れもないほふられた小羊のようなキリストの、尊い血によった
のです。」言いました。ヨハネの黙示録４章で（訳者注:5章のことか）、ヨハネが神の御座
と神の右の手に地の購入証書があるのを見ました。そこで、御使いが大声で、「巻き物を
開いて、封印を解くのにふさわしい者はだれか。」と言っているのを見ましたが、ふさわ



しい者がだれも見つかりませんでした。誰も、自分を贖うことができませんでした。誰
も、自分の罪の罰を支払うことができませんでした。ヨハネは、「巻き物を開いて、地球
を贖うのにふさわしい者がだれも見つからなかったので、私は激しくないていた。」と言
いました。しかし、長老がヨハネに言いました。「泣いてはいけない。見なさい。ユダ族
から出たししが勝利を得たので、その巻き物を開いて、封印を解くことができます。」そ
して、ヨハネは、「振り向くと、ほふられたと見える小羊が立っているのを見た。」と言
いました。小羊が右の手から巻き物を受け取ると、同時に天で歌が始まりました。「あな
たは、巻き物を受け取って、その封印を解くのにふさわしい方です。あなたは、ほふられ
て、その血により、あらゆる部族、国語、民族、国民の中から、神のために人々を贖い、
私たちの神のために、この人々を王国とし、祭司とされました。彼らは地上を治めるので
す。」ですから、イザヤは、イエスの誕生のほぼ７百年前に、これらの言葉を書いたので
す。「ほふり場に連れて行かれる羊のように」と。
　 そして、イザヤはこう付け加えています。「また、黙々として毛を刈る者の前に立つ小
羊のように、彼は口を開かなかった。」さて、イエスがピラトの前に立たれた時、ユダヤ
人はイエスに対し様々な過激な誤った言いがかりをつけました。とんでもない言いがかり
でした。根拠がないのは明白でした。ピラトは、「あなたについて彼らが言っていること
が聞こえないのですか。あなたは自分について何も言うことがないのですか。」と言いま
した。イエスは、お答えになりませんでした。イエスが訴えに対して何もお答えになろう
とされなかったので、それにはピラトも驚きました。「それは、変だ。おかしい。わたし
はやってない。」とおっしゃるのではなく、「また、黙々として毛を刈る者の前に立つ小
羊のように、彼は口を開かなかった。」のです。
　 「彼は、卑しめられ、そのさばきも取り上げられた。」イエスが経験された卑しめを想
像できますか。神の子だったのです。「初めに、ことばがあった。ことばは神とともに
あった。ことばは神であった。この方は、初めに神とともにおられた。」後に、イエス
は、「今は、父よ、みそばで、わたしを栄光で輝かせてください。世界が存在する前に、
ごいっしょにいて持っていましたあの栄光で輝かせてください。」と祈られることになり
ます。しかし、イエスは栄光のうちにその場を去られました。イエスは、使命をもってこ
の地上に来られました。父が、世のための罪のいけにえとするために、お遣わしになった
のです。そして、イエスは、ひどい卑しめを経験されました。あざけられ、ばかにされ、
十字架にかかるという卑しめでした。「イエスは、ご自分の前に置かれた喜びのゆえに、
はずかしめをものともせずに十字架を忍ばれました。」だれもそのような卑しめを受けた
くありません。しかし、あなたと私のために、私たちの罪を赦す喜びのゆえに、イエスは
そのような卑しめを忍んで下さいました。そして、聖書はこうした卑しめにおいて、「初
めから神をともにあったもの、私たちが聞いたもの、目で見たもの、また手でさわったも
の　 －－この方は肉となられ、私たちはこの方とともにいた。（訳者注:1ヨハネ１:1の言い
換え）」と述べているのです。また、聖書はイエスについて、「神とともにおられたの
に、神のあり方を捨てることができないとは考えないで、ご自分を卑しくし、自分を無に
して、人となって、仕える者のようになり、死にまで従い、実に十字架の死にまでも従わ
れたのです。（訳者注：ピリピ2:6-８の言い換え) 」「彼は、卑しめられ、そのさばきも取
り上げられた。」イエスが罪に定められたことに、イエスの死に正義なんか全くありませ
ん。実にひどい正義のはきちがいでした。罪のない人が、殺されました。神は、あなたが
イエスに罪がなかったことをきちんと知るようになるように、注意を払われます。ユダ
は、イエスに不利な状況になっているのを見て、イエスを裏切って受け取ったお金を祭司
の所に持っていきました。そして、「さあ、返すので受け取りなさい。罪のない人の血を
売ったりして。」と言いました。ユダは、イエスが罪のない人であることの証人です。ピ



ラトがイエスをむちで打ち、過酷な取り調べをした後、出てきて、「私はこの人を取り調
べましたが、この人には何の罪も見つからない。」と言いました。これは、ピラトの証言
です。ピラトの妻は、裁判の途中で、人をやって言わせました。「あの正しい人にはかか
わり合わないでください。」イエスが正しい人であると認めています。最後に十字架上
で、強盗が、「だがこの方は、悪いことは何もしなかったのだ。」と言いました。イエス
の証人です。しかしながら、「彼は、卑しめられ、そのさばきも取り上げられた。」ので
す。正義はありませんでした。それは、世界がこれまでに見た最大の不正義の行為の一つ
でした。イエスには罪がありませんでした。聖書は、「神は、罪を知らない方を、私たち
の代わりに罪とされました。」と教えています。さて聖書は、「罪を犯した者は、その者
が死に」、「罪から来る報酬は死です。」と教えています。しかし、イエスは、罪を犯さ
れませんでした。従って、イエスは、私たちのように、自分の罪のために死なれたのでは
ないのです。イエスは、私たちの罪のために死んで下さったのです。神は、私たちのすべ
ての咎を彼に負わせられました。聖書は、「彼のいのちは地上から取り去られたのであ
る。」と述べています。パウロは、ガラテヤ人（訳者注：コリント人のことか) に、「キリ
ストは、私たちの罪のために死なれました。（訳者注：コリント第一１5:３に基づく）」と
書きました。イエスは、「人の子が来たのも、多くの人のための、贖いの代価として、自
分のいのちを与えるためなのです。」と言われました。
　 さて、ピリポがこの人にイエスを宣べ伝えたことによって、すばらしい結果がありまし
たが、それはこの人の目が開かれたことです。馬車で道を進んで行くうちに、水のある所
に来たので、その人はピリポの方を向いて、「ご覧なさい。水があります。私がバプテス
マを受けるのに、何かさしつかえがあるでしょうか。」と言いました。ピリポは、「もし
あなたが心底から信じるならば、よいのです。」と言いました。すると、彼は答えて言っ
た。「私は、イエス・キリストが神の御子であると信じます。」聖書の中にイエス・キリ
ストを見いだすことは、非常に重要です。私たちにイエス・キリストへの信仰をもたらし
てくれるからです。そのことは、この人に、イエス・キリストへの信仰をもたらしまし
た。聖書は、「信仰は聞くことから始まり、聞くことは、・・・みことばによるので
す。」と教えています。聖書の中でイエス・キリストを見いだすと、あなたの心の中にイ
エスについての信仰を起こさせます。この人は、「私は、イエス・キリストが神の御子で
あると信じます。」と言いました。ちょっと面白いことがあります。この人が、「私がバ
プテスマを受けるのに、何かさしつかえがあるでしょうか。」と言ったとき、ピリポは、
「えっと、堅信志願者クラスに出席しないといけませんね。それから申し込みをすれば、
あなたが適任者かどうか決めさせていただきます・・・」などとは言いませんでした。
「もしあなたが心底から信じるならば、よいのです。」と言ったのです。福音は、とても
単純なのです。私たちは、福音をとても複雑にしているのは、とても悲しいことです。ピ
リポが、「もしあなたが信じるならば、よいのです。」と言ったようにではなく、私たち
はたくさんの曲芸用の輪を置いて、人々にそれを飛んでくぐらせようとすることは、とて
も悲しいことです。真理は、それなのです。至極、単純です。あなたがイエス・キリスト
を信じることで、神はすべての罪からあなたを解放して下さいます。神はあなたを罪がな
いと見なして下さいます。イエス・キリストを信じる単純な信仰によって、神はあなたを
罪がないと判断して下さいます。
　 神のみことばが教えられ、宣べ伝えられる時に、人はイエス・キリストを信じる救いの
信仰にいれられます。パウロは、コリント人に、「私たちは自分自身を宣べ伝えるのでは
なく、主なるキリスト・イエスを宣べ伝えます。私たち自身は、イエスのために、あなた
がたに仕えるしもべなのです。」と言いました。パウロは言いました。「十字架のことば
は、滅びに至る人々には愚かであっても、救いを受ける私たちには、神の力です。」今



日、聖書から宣べ伝えがたくさんあります。人々は、自分の議論を証明するために聖書を
使うことがよくあります。聖書の中にある知恵をたくさん取って、いかに賢明なことわざ
であるか、いかにすばらしい人生哲学であるかと言って、それらを驚くべき心理学、人と
上手につきあう方法であるとか、積極的態度を持つとか見なし、聖書からいろいろなもの
を取り出して宣べ伝えますが、真に宣べ伝えることは、イエスを宣べ伝える時です。ピリ
ポは、この聖句から始めて、イエスのことを彼に宣べ伝えました。ここに宣べ伝えること
の真理があります。神のみことばをとって、そこから神が私たちに示して下さったことを
示すのです。すなわち、神の愛を示し、その愛を明らかにするために御子イエスを遣わさ
れて、私たちの罪のいけにえの小羊として来られたことを示し、私たちが、イエスを信じ
ることにより、自分の罪のために死ぬのではなく、神のいのち、永遠のいのち、永続的な
いのちを経験することができることを示すのです。あなたが聖書をお読みになる時、聖霊
があなたにイエスを示して下さるように祈りましょう。



使徒行伝９章（２／１１／９６）
使徒行伝９章２２節(Acts 9:22)

「イエスがメシヤ」＃８６０７
交読文：詩篇８篇

　 聖書通読の学びをしていますが、今週はもちろん使徒行伝の９章まで来ましたね。パウ
ロの改心です。パウロの改心が突然、根底を覆されたようにして起こったことに私たちは
気づかされますが、一夜にして完全に転向しました。キリスト教を滅ぼすためにダマスコ
のところまで来ていたのですが、強靭なキリスト者になってダマスコを去りました。イエ
スの御名を呼ぶ人たちを牢に入れるために来ていたのですが、イエスの御名を呼びながら
去りました。彼の体験したことは、聖霊の力による根底を覆される変化だったのです。突
如として、聖書について受けた教育すべてに、光が与えられたのです。パウロは、ヘブラ
イ大学で徹底的に聖書についての教育を受けました。彼は、当時最も著名な律法学者の一
人であったガマリエルの指導、個人教授のもとで教育を受けました。ガマリエルは、パウ
ロの唯一の問題は、彼が読む巻き物を十分に与えることだと語りました。信じられないほ
どの読書欲がある、すぐれた学生だと。パウロは聖書を学び、習得していました。いった
ん聖霊によって光を受けると、聖書はイエスを証言しており、イエスが実にメシヤである
ことがただちに分かりました。それで、２０節を読みますと、改心してアナニヤによって
バプテスマを受けた後、「ただちに、諸会堂で、イエスは神の子であると宣べ伝え始め
た。これを聞いた人々はみな、驚いてこう言った。『この人はエルサレムで、この御名を
呼ぶ者たちを滅ぼした者ではありませんか。ここへやって来たのも、彼らを縛って、祭司
長たちのところへ引いて行くためではないのですか。』しかし、サウロはますます力を増
し、イエスがキリスト（メシヤ）であることを証明して、ダマスコに住むユダヤ人たちを
うろたえさせた。」パウロは、聖書によってイエスがメシヤであることを彼らに証明する
ことができたのです。それから、パウロは世界中を行き巡り、イエスがメシヤである事実
をユダヤ人の諸会堂で宣べ伝えました。使徒行伝１７章３節で、パウロが、テサロニケに
来たとき、メシヤは苦しみを受け、死者の中からよみがえらなければならないことを断言
し、彼らに宣べ伝えているこのイエスこそ、メシヤであることを言いました。パウロは彼
らに聖書をメシヤの預言として見せました。メシヤが死んで、よみがえられることを見せ
て、イエスがメシヤであることを証明しました。使徒行伝１８章５節で、コリントに来た
とき、ユダヤ人たちにイエスがメシヤであることを証言しました。１８章２８節で、アカ
ヤに来たとき、兄弟を助けて、聖書を見せて、ユダヤ人にイエスがメシヤであることを公
然と証言しました。使徒行伝２８章で、彼がローマに来たとき、そこにいるユダヤ人たち
を呼び集めて、朝から晩まで神の国を説き明かして、モーセの律法と預言者たちの両方の
書によってイエスのことについて説得しました。パウロは、イエスがメシヤであることを
聖書から証明することに、自分の生涯を捧げました。
　 このことは、聖書から容易に証明できる事項です。旧約聖書の聖書を用いれば、そこか
らイエスがメシヤであることを証明することができます。イエスが初めて来られたときに
成就された、メシヤについてあらゆる詳細を伝える３００以上の預言があるからです。イ
エスの生誕、生涯、死、復活についての詳細です。イエスが成就されたメシヤについての
３００以上の預言の数々です。マタイがイエスの話を語った時、「預言者、イザヤ、エレ
ミヤなどを通して、・・・と言われた事が成就するためであった。」という言い回しをよ
く使いました。イエスの話の初めから終りまでを通して、イエスが預言を成就されていた
ことを示しました。マタイの福音書で、イエスが聖書を成就されているのをマタイが語っ
ている箇所にしるしをつけてみたいかもしれませんね。マタイの福音書１章２２節です。



イエスの処女降誕を指して言っていますが、「このすべての出来事は、主が預言者を通し
て言われた事が成就するためであった。『見よ。処女がみごもっている。そして男の子を
産む。その名はインマヌエルと呼ばれる。』（訳すと、神は私たちとともにおられる、と
いう意味である。）」ですから、イエスの処女降誕は、イザヤの預言の成就でした。イエ
スがまだ幼子であったときに、エジプトに逃れたことについて、マタイはヨセフのことを
書いています。「そこで、ヨセフは立って、夜のうちに幼子とその母を連れてエジプトに
立ちのき、ヘロデが死ぬまでそこにいた。これは、主が預言者を通して、『わたしがエジ
プトから、わたしの子を呼び出した。』と言われた事が成就するためであった。」ヘロデ
が、ベツレヘムにいる二歳以下の幼子を殺すよう命じたとき、マタイは、２章１７節で、
こう言っています。「そのとき、預言者エレミヤを通して言われた事が成就した。『ラマ
で声がする。泣き、そして嘆き叫ぶ声。ラケルがその子のために泣いている。ラケルは慰
められることを拒んだ。子らがもういないからだ。」ヘロデが死んで、彼らがナザレとい
う町に引っ越したことについて、マタイは、「そして、ナザレという町に行って住んだ。
これは預言者たちを通して、『この方はナザレ人と呼ばれる。』と言われた事が成就する
ためであった。」と言っています。今のは、２章２３節です。マタイの福音書４章１３節
で、イエスが公生涯において、拠点をガリラヤ湖のほとりのカペナウムに移されたことつ
いてマタイはこう語っています。「そしてナザレを去って、カペナウムに来て住まわれ
た。ゼブルンとナフタリとの境にある、湖のほとりの町である。これは、預言者イザヤを
通して言われた事が、成就するためであった。すなわち、『ゼブルンの地とナフタリの
地、湖に向かう道、ヨルダンの向こう岸、異邦人のガリラヤ。暗やみの中に座っていた民
は偉大な光を見、死の地と死の影にすわっていた人々に、光が上った。』」マタイの福音
書８章１７節では、多くの人がイエスのところに来て、イエスがみなをいやされていたこ
とについて、マタイは、「これは、預言者イザヤを通して言われた事が成就するためで
あった。『彼が私たちのわずらいを身に引き受け、私たちの病を背負った。』」と言って
います。パリサイ人が、イエスを滅ぼそうかと相談したとき、マタイは私たちにこう語っ
ています。「イエスは・・・そこを立ち去られた。すると多くの人がついて来たので、彼
らをみないやし、」そして、１２章１７節で、「これは、預言者イザヤを通して言われた
事が成就するためであった。『これぞ、わたしの選んだわたしのしもべ、わたしの心の喜
ぶわたしの愛する者。わたしは彼の上にわたしの霊を置き、彼は異邦人に公義を宣べる。
争うこともなく、叫ぶこともせず、大路でその声を聞く者もない。彼はいたんだ葦を折る
こともなく、くすぶる燈心を消すこともない、公義を勝利に導くまでは。異邦人は彼の名
に望みをかける。』」とあります。ですから、私たちも実はこの預言の一部になっていま
す。私たち異邦人は、イエスにより頼む者になったのです。マタイの福音書１３章で、イ
エスがたとえで教えはじめられたとき、マタイは、３５節でこう言っています。「これ
は、預言者を通して言われた事が成就するためであった。『わたしはたとえ話をもって口
を開き、世の初めから隠されていることどもを物語ろう。』」イエスがろばに乗ってエル
サレムに入られるとき、マタイは２１章４節で、こう言っています。「これは、預言者を
通して言われた事が成就するために起こったのである。『シオンの娘に伝えなさい。「見
よ、あなたの王が、あなたのところにお見えになる。柔和で、ろばの背に乗って、それ
も、荷物を運ぶろばの子に乗って。」』」イエスがゲッセマネの園で捕らえられたとき、
イエスを捕らえている者たちに対してペテロが剣を抜いて振りましたが、マタイは、２６
章５２節でこう言っています。「そのとき、イエスは彼に言われた。『剣をもとに納めな
さい。剣を取る者はみな剣で滅びます。それとも、わたしが父にお願いして、十二軍団よ
りも多くの御使いを、今わたしの配下に置いていただくことができないとでも思うのです
か。だが、そのようなことをすれば、こうならなければならないと書いてある聖書が、ど
うして実現されましょう。』」イエスは、ご自分の死について聖書が実現しなければなら



ないことを意識して来られました。イエスは、もしわたしが自分を守って、守ってくれる
ように御使いを呼んだら、どうして聖書が実現されましょうか、とおっしゃているので
す。２７章３５節で、兵士がイエスの着物を取ってくじを引きましたが、マタイは、２７
章３５節で、次のように伝えています。「こうして、イエスを十字架につけてから、彼ら
はくじを引いて、イエスの着物を分け（た。これは、預言者を通して言われた事が成就す
るためであった。『彼らは私の着物を互いに分け合い、私の一つの着物を、くじ引きにし
ます。』）（訳者注：括弧内は日本語の聖書にはなく、欽定訳から訳者が翻訳したもの。
詩篇２2:18を参照しました。) 」さて、マタイは、イエスがご自分の生誕、生涯、死、復活
において実現された預言のいくつかを引用したにすぎません。イエスの行なわれたこと、
イエスの言われたことのほとんどすべては、旧約聖書の預言の成就だったのです。３００
以上の予言がイエスによって成就されたのです。
　 神は、とても明確なメシヤの合成写真を展開されました。数百年間、一千年間の時期に
わたって、神は、次から次へと預言者に語られて、メシヤの一瞥を、メシヤの、メシヤの
働き、ミニストリ－の側面を与えられたのです。旧約聖書が完成される頃までには、メシ
ヤのかなりはっきりした完成した像が与えられました。それで、メシヤが来られたとき
は、この方がどのような方であるかを間違うことはありえなかったのです。聖書をすべて
合成して、これがメシヤである、と分かることができます。メシヤは、ベツレヘムで生ま
れなければなりませんでした。ベツレヘムで生まれた人はたくさんいますが、このことは
合成されたものの一つの側面でしかありません。メシヤがお生まれになったとときは、幼
子が殺されるはずでした。幼子が殺されることは他にもありましたが、これも別の側面で
す。しだいに狭められていって、一人の人だけが、その像に当てはまるところまで来るの
です。一人の人が３００以上の予言を実現する確立は、まさに天文学的です。イエスがこ
れら３００の予言を偶然によって実現されたなんていうことはできませんね。陰謀だった
んだ、ということはできるかもしれません。数年前に、「過越の陰謀（訳者注 :Passover 

Plot )」という本が出ました。その著者は、イエスが、その預言を知っておられたので、故
意にその預言を実現された、と言っています。例えば、ろばに乗ってエルサレムに入られ
る預言を知っておられたので、ろばにのれるように、弟子たちにろばを持ってくるように
言いつけた、と言うわけです。そうですね、その通りです。このことは、世の初めから神
の陰謀によって企てられたことです。神が御子を世に遣わし、罪人をこよなく愛されてい
ることを示すことを企てられていました。けれども、イエスがすべてのことについて陰謀
を企てられたと言うのであれば、イエスが処女から生まれたことを説明しきるのは大変だ
と思います。マリヤの胎におられたとき、ミカ書の預言を成就するために、マリヤとヨセ
フをベツレヘムまで連れて行って、ベツレヘムで生まれさせるようにするのは、どう説明
したらいいのでしょうか。まだイエスが幼子であったとき、「わたしがエジプトから、わ
たしの子を呼び出した。」と実現するために、どうやってヨセフをエジプトに連れていく
ことができたのでしょうか。まだ、おそらく５歳であられたとき、「この方はナザレ人と
呼ばれる」ために、どうやって両親をナザレに戻るようにさせたのでしょうか。この企て
という考えができたとしても、どこかでぼろが出てしまいます。イエスがどうやってご自
分の着物を、兵士にくじ引きさせることがおできになったのでしょうか。ですから、その
うちぼろが出てしまうのです。そうです、これらは成就しなければならなくて、そうで
す、時には、イエスは故意に実現されたのです。聖書が言っていることを知っておられ
て、聖書が成就するために、「わたしは渇く。」と言われたのです。これが預言の一部で
あることはご存じでした。そうです、故意に行なわれたのですが、多くの場合、幼子なの
で支配できないものを、実に成就されたのです。
　 ですから、パウロは、これらの預言をすべて使って、ユダヤ人に、「ほら、この方がメ



シヤでなければならないのだ。」と言って、証明したのです。それを証明するために預言
と聖書を用いたのです。預言が証明しているものは、無論まず最初に、イエスが実に、約
束された神の子メシヤであることです。二番目にパウロが証明したのは、神は、時間の連
続体の外に実際に存在されていることです。神は、「わたしが神である。ほかにはいな
い。わたしは、終りの事を初めから知り、まだなされていな事を告げ（訳者注：イザヤ46:

9,1０を参照) 」と言われています。ですから、このことによって、聖書が、時間の連続体の
外に存在されている永遠の神によって、霊感を受けていることを証明しています。時間の
外におられるので、初めから終りの事をご存じなのです。これを証明するために、終りの
事を告げられるのです。地で起こる出来事を、実際に起こる前に告げられて、実際に起こ
ると、神が前もって知っておられたという証拠が出来るのです。イエスは弟子に次のよう
に言われました。「わたしは、そのことの起こる前にあなたがたに話しました。それが起
こったときに、あなたがたが信じるためです。」神も、同じことをされました。「わたし
が神である。ほかにはいない。わたしは、終りの事をまだなされていないうちに告げ
た。」と。そして、聖書全体に渡って何回も行なわれ、私たちには、成就されたすばらし
い聖書の預言があるのです。そのほとんどがイエス・キリストが中心で、３００以上がイ
エスにあって１００％正確に成就したのです。これによって、聖書が霊感を受けた神のみ
ことばであることを証明しています。
　 ダビデは、死ぬ間際に、「主の霊は、私を通して語り、そのことばは、私の舌の上にあ
る。」と言いました。ダビデは、ここで、私を通して語られたのは主の霊である、と告白
しているのです。私ではなくて、神の霊感によるものであることを知っていました。イエ
スは、ダビデの言ったことを確認されました。マルコ１２章３６節です。「ダビデ自身、
聖霊によって、こう言っています。『主は私の主に言われた。「わたしがあなたの敵をあ
なたの足の下に従わせるまでは、わたしの右の座に着いていなさい。」』」イエスは、ダ
ビデが聖霊によって言っていることを認めらたのです。後にペテロは、使徒行伝でこのこ
とを認めました。「聖霊がダビデの口を通して預言された」と言って、イエスについての
詩篇を引用しています（訳者注：ユダについての詩篇のことか) 。イエスは、聖書が神のみ
ことばであることを認められました。マタイの福音書２２章３２－３３節です（訳者注:31

-32節のことか）。イエスは死人の復活について触れられてますが、「神があなたがたに語
られた事を、あなたがたは読んだことがないのですか。『わたしは、アブラハムの神、イ
サクの神、ヤコブの神である。』とあります。神は死んだ者の神ではありません。生きて
いる者の神です。」と言われました。けれども、イエスは、聖書が神の霊感によるもので
あると理解されて、「神があなたがたに語られた事を」と言われたのです。パウロは、預
言者イザヤが聖霊によって語ったことを告げました。使徒行伝２８章２５節で、次のよう
に言いました。「こうして、彼らは、お互いの意見が一致せずに帰りかけたので、パウロ
は一言、次のように言った。『聖霊が預言者イザヤを通してあなたがたの先祖に語られた
ことは、まさにそのとおりでした。』」ペテロは、聖書の霊感を確認しています。ペテロ
の第二の手紙で、こう言っています。「私たちは、あなたがたに、私たちの主イエス・キ
リストの力と来臨とを知らせましたが、それは、うまく考え出した作り話に従ったのでは
ありません。この私たちは、キリストの威光の目撃者なのです。キリストが父なる神から
誉れと栄光をお受けになったとき、おごそかな、栄光の神から、こういう御声がかかりま
した。『これはわたしの愛する子、わたしの喜ぶ者である。』私たちは聖なる山で主イエ
スとともにいたので、天からかかったこの御声を、自分自身で聞いたのです。」私は、目
撃者です。私は見、聞いたのです。けれども、ペテロは言いました。「また、私たちは、
さらに確かな預言のみことばを持っています。」私たちには、聖書があります。私たちは
目撃者で、見たし聞いたけれども、それより強力なものがあります。ペテロは言いまし



た。「私たちは、さらに確かな預言のみことばを持っています。夜明けとなって、明けの
明星があなたがたの心の中に上るまでは、暗い所を照らすともしびとして、それに目を留
めているとよいのです。それには何よりも次のことを知っていなければなりません。すな
わち、聖書の預言はみな、人の私的解釈を施してはならない、ということです。なぜな
ら、預言は決して人間の意思によってもたらされたのではなく、聖霊に動かされた人たち
が、神からのことばを語ったからです。」聖書は、神によって霊感を受けたのです。神
は、人に聖書を通して語られます。神は、人に、神の御子について、御子を世に遣わされ
ることを語られました。パウロは、聖書をもって、イエスがメシヤであることを証明した
のです。
　 このことは、イエスの死が、歴史のきまぐれでなかったことを示しています。これは、
神の大きな愛を人に現すための、予定された出来事だったのです。ペテロは、「あなたが
たは、神の定めた計画と神の予知とによって引き渡されたこの方を、不法な者の手によっ
て十字架につけて殺しました。」と言いました。神は、死に渡すために御子を世に遣わさ
れました。それは、神が私たちの罪を赦すことのできる義の基を備えられるためです。ユ
ダヤ人たち自身の聖書によって、パウロはイエスがメシヤであることを証明することがで
きました。
　 さて、証明されてから、彼らのうちの多くの者が信じました。証拠を見て、それを受け
入れて、イエスがメシヤであることを信じました。他の者たちは信じませんでした。証拠
を見なかったからではありません。証拠があったにもかかわらず、信じないことを選んだ
のです。自分の知性に正直になれば、約１４００年かけて書かれたイエスについての旧約
聖書の予言を見て、１４００年以上にも渡ってひとりの人のことがこんなにも多く書かれ
ていているのに、その人が来られて３００のメシヤの要件を満たしてしまった、と言うこ
とは不可能であることを知的には認めなければいけません。このことが偶然に起こる要素
はありえません。したがって、「私は、それには知的に問題を感じる。」というのは、内
容が貧弱です。もし知的に困難なのであれば、そのことを勉強していないからです。旧約
聖書から、イエスがメシヤであることを証明することは可能です。これを信じなかった人
たちは、もし信じたら変わらなければいけなかったので、信じないことを選んだのです。
自分の生活スタイルを変えたくなかったのです。これは、イエスを信じることによって要
求されるからです。罪のささげものとして動物を祭司に持っていくことをする必要はなく
なりました。けれども、儀式に満足させる何かがあったので、変わりたくなかったので
す。したがって、変化を伴うので、信じなかったのです。
　 今日、自分の生活を変えなければいけないからと言って、イエスを信じたくない人が多
くいます。もしかしたら、今日、ここにいる人の中にもいるかもしれません。商売をして
いて、完全にまっとうなものではないのですが、成功しています。お金をたくさん儲けて
いますが、現実は、詐欺をして、ごまかしているのです。イエスを信じるなら、それを止
めなければいけないことが分かっています。でも、不誠実になって賄うことできた贅沢に
慣れてきたので、不誠実によって得ることのできたものを諦めたくないのでイエスを信じ
ないのです。知的に困難があるよ、と言うかもしれませんが、いいえ、困難はありませ
ん、罪の問題があるのです。それで、イエスのところに行きたくないのです。麻薬を売っ
ている人がいるかもしれません。麻薬を売ってたくさんお金をたくさん儲けているかもし
れません。イエスのところに来れば、その商売を止めなければいけないことがわかってい
ます。他には商売がなく、何をすればいいかわからなくなります。失業をしたくないと
か、あなたの生活スタイルを変えなければいけないので、イエスを信じたくないのです。
そして、信じようとしないのです。不倫関係を持っている人がいるかもしれません。それ
を諦めたくないのです。イエスを信じれば、諦めなければならないことがわかっていま
す。したがって、その関係にとどまりたいのです。ですから、そうした生活の仕方を続け



ていたいので、イエスのところに行かないのです。イエスは、次のように言われました。
「わたしが世に来たのは、神がわたしを世に遣わされたのは、世をさばくためではない。
わたしによって世が救われるためである。わたしを信じればさばかれない。しかし、あな
たがたはわたしを信じなかったので、すでにさばかれている。そのさばきというのは、こ
うである。光が世に来ているのに、あなたがたは光よりもやみを愛したので、光のほうに
来ない。その行ないが悪かったからである。（訳者注：ヨハネ3:17-2０の言い換え) 」です
から、あなたに問題があるとイエスは言われているのです。あなたの心に悪があるから、
イエスのところに行かないのです。
　 けれども、「罪は楽しみをもたらす」と承認して認めると、人々を虜にする論理の虚偽
を頻繁に見るようになります。聖書は、モーセのことを、「はかない罪の楽しみを受ける
よりは、むしろ神の民とともに苦しむことを選び取りました。」と言っています。なぜな
ら、モーセは、この道の最後の結末を見ることができたからです。私たちがはかない罪の
楽しみを認めると、「そうさ、罪は興奮をもたらしうるものだ。楽しみをもたらす。」と
考えるのです。人は、ただちに論理の虚偽を作り上げて、「だから、正しいことなんてつ
まらないよ。陰気で、抑圧されるものだからな。医者が望みがないと言って、生命維持装
置の電源切るまで、そんなのほしくないだろう。そうしたら、主の御名を呼べば、その時
には、安全をきっしておきたいだろう。だけど、生きがいにするものじゃないぜ。」と言
うのです。いえ、間違いですよ！虚偽です。イエス・キリストに仕える楽しみは、主とと
もに交わる楽しみは、自分の生涯の中で、また生涯を通して働かれる主を見ることは、こ
の世には、こんな楽しいことはありません。罪の楽しみははかないのです。すぐに過ぎ
去って、続かないのです。多くの場合、一時の楽しみが、生涯の悔やみと痛みにつながる
のです。けれども、イエスとともに歩む楽しみは、日々ますます強烈になります。イエス
とともに歩むことが長ければ長いほど、それだけ喜びと楽しみが増します。私自身告白し
なければなりませんが、酔っ払って得る楽しみを理解することができません。金曜日に
は、飲みに行って、酔っ払うほど飲むぞと言うのですが、（回路の２電極間の）ギャップ
が働かなくなるほど（訳者注：「頭が働かなくなるほど」という意味だと思いますが、
チャックは車をいじるのが趣味なので、自動車用語が使われているのではと思います。）
頭と脳みそをアルコール漬けにして、愚かなことをしはじめるのですが、それが、なんで
楽しみなのか私には不可解です。自分が笑い者となり、愚かなことを言いはじめ、声のボ
リュ－ムも上がり、他の人はそれを見てクスクス笑い、「こいつかなり今晩は、出来上
がっちまってるぜ。」と言います。電柱と素手での殴りあいをすることに楽しみを見つけ
ることはできません。友達がよくしてくれて家に連れて行ってくれますが、朝起きて、指
関節がみな血だらけで、ひどくガンガン頭痛がするまで、何が起きたのかわからないので
す。「やあ、昨夜はいい時を過ごしたなあ。ああ、とっても楽しかった。ああ、でも、頭
が、ウヮ－、やられちまった。」面白いですか？楽しいですか？教えてください。私の
持っている楽しみは、苦々しい後味を残すことはありません。この楽しみは減りません。
これは、喜びで、残るものです。
　 イエスが実際メシヤであることの証拠、聖書が神が霊感されたことばである証拠は、十
分あります。神は、あなたに、いのちの計画を立ててくださいました。豊かないのちの計
画です。イエスは、取り去るために来られたのではなくて、与えるために来られたので
す。こう言われました。「わたしが来たのは、あなたがいのちを得、それを豊かに持つた
めです。（訳者注：ヨハネ10:1０の言い換え。）」単なるいのちだけではなく、豊かないの
ちなのです。これは、あなたの選択です。イエスがメシヤであることを信じることを、選
択するのです。信じることによって、豊かないのち入ります。あるいは、信じないことを
選んで、満足を得て充足をいつか得られるとあなたが希望しているけれども、結局はあな



たを滅ぼすことになるものを求め、追及するのです。証拠はあります。信じるか信じない
かは、あなたにゆだねられています。けれども、あなたが悪にしがみつきたいので、証拠
を拒否し、イエスを信じないのであれば、あなたが神の御前に立ってさばかれるときに、
神がさばくさばきは、十分に正当性があります。神が、あなたの罪に刑を言い渡されると
き、そのさばきは完全に正当化されます。天からは、「あなたのさばきは、聖く、正しい
のです。」という声があります。「これが正しいのだ」とあなたは告白せざるをえませ
ん。あなたは、神が与えられた罪の赦しを受け取りたくなかったのです。あなたは、あな
たの罪のいけにえとしてイエスをあなたのメシヤであると受け入れたくなかったのです。
神は、私たちの咎をイエスに置かれたのですが、あなたはそれを受け入れたくなかったの
です。神の御前に立って、答えのない自分の罪の申し開きをしなければなりません。あな
たは、罪あるものとされ、罪に定められます。しかし、キリスト・イエスにある者が、罪
に定められることはありません。キリストが、罪の定めを負って下さったのです。キリス
トが、私の罪の罰を負って下さったのです。したがって、私が神の御前に立つときは、キ
リストによって、罪を免除され、義と認められるのです。なぜなら、私は、イエスがメシ
ヤ、神の子、世の救い主と信じているからです。



使徒行伝１０章（２／１８／９６）
使徒行伝１０章３４－３６節(Acts10:34-36)

「キリストこそ私たちの平和」＃８６０８
交読文：詩篇８５篇

　 私たちは聖書通読を続けていますが、使徒行伝１０章まで来ました。繰り返しますが、
みなさんが私たちといっしょに聖書を通読なさるように切に願いますし、力づけますし、
勧めますし、何でも必要なことならしましょう。私たちの読み進めているペ－スは、小学
一年生でもついてこれるペ－スです。ですから、読む時間がないとは言わないで下さい。
みんなそのくらいの読む時間はあります。続けていると、聖書全体を通読できます。です
から、いつでも始められます。それがこの学びのよい所です。何時でも始められ、私たち
が毎週、直接聖書から神のみことばを学んでいますので、私たちといっしょに通読ができ
ます。
　 使徒行伝１０章に来ましたが、そこには、神が人種的偏見の壁を打ちこわされる話を見
ることができます。異邦人が栄光に満ちた神の恵みとイエス・キリストの働きを受け入れ
るようにと、神は門戸を開かれておられます。ペテロがカイザリヤの町にあるロ－マの百
人隊長のコルネリオの家に行くように言われた話です。コルネリオは信仰の厚い人で、祈
り、神を求めていた人でした。彼が神を求めていた結果、神はご自分を現わされました。
本当に神を求めている人に、神はご自分をその人に現わされると、私は信じます。それ
で、神は御使いを通してコルネリオに話され、ヨッパの町の皮なめしのシモンの家にしも
べを遣わすように導かれました。次のように言われました。「ペテロとも呼ばれている、
シモンという人がいて、その家に泊まっています。彼を招きなさい。彼は、いのちのこと
ばを話すでしょう。（訳者注：使徒１0:５、６参照）」それで、彼はしもべをヨッパに遣わ
しました。その間に、ヨッパにおいて、ペテロは皮なめしのシモンの海の家に泊まってい
ましたが、お昼時で、婦人が食事をつくっていました。それで、食事が用意されている間
に、ペテロは祈りをするために屋上に上りました。彼は、また、祈っている時に幻を見ま
した。天から大きな敷布のようなものが降りて来ました。その中には、あらゆる種類の動
物がいました。多分、豚も一匹や二匹はいたことでしょう。主は、「ペテロ。さあ、ほ
ふって食べなさい。」と言われましたが、「主よ。それはできません。私はまだ一度も、
適法にしてないものを食べたことがありません。」とペテロは言いました。主は、「わた
し（神）がきよめた物を、きよくないと言ってはならない。」と言われました。こんなこ
とが三回ありました。ペテロは、これはいったいどういうことだろうと、思い惑っていま
した。主が言われました。「人たちが、門口であなたをたずねて来ています。ためらわず
に、彼らといっしょに行きなさい。（訳者注：使徒１0:19,2０参照）」そこでペテロは、門
口まで降りて行くと、コルネリオに遣わされた人たちがいました。彼らは、ペテロをコル
ネリオの家に来るように招きました。コルネリオの見た幻のことを話したのです。そこで
ペテロは、自分が持っていた人種的偏見の壁を打ちこわし始めたのです。
　 初代教会では、異邦人が救われることができるとは信じていませんでした。これが、最
初に教会が直面しなければならなかった問題の一つでした。一番最初に教会会議が召集さ
れたのは、異邦人が救われることができるのか、あるいは異邦人は救われるためにユダヤ
人にならなければならないのか、という問題を取り扱うために召集されたのです。実際、
異邦人は救われることはできない、救われたいならユダヤ人にならなければいけない、と
教えている人たちがいました。その救いは、ユダヤ人のためだけのものでした。従って、
割礼を受け、モ－セの律法を守らないのであれば、救われることはできないと言う人がい
ました。それは、初代教会で分裂の原因になり、一番最初に教会会議が召集された原因で



した。異邦人が救われることができるのかどうかの問題を解決するためにエルサレムにお
いて召集されました。さて、ユダヤ人としてのペテロの心の中に、主が働いておられまし
た。ユダヤ人の間では、異邦人は汚れているという言い伝えがあったのです。もし、異邦
人と食事をしたり、異邦人を自分の家に入れたり、異邦人の家に入ったりすると、その人
は汚れた者とされていました。実際、パリサイ人らは、町を歩く時、長い衣が衣ずれしな
いようにそれををしっかり握りました。もし衣ずれして異邦人に触れでもしたら、水浴や
その他の儀式をして自分をきよめなければならなかったからです。長い衣が異邦人に触れ
てしまったからです。それが、言い伝えによって人々が持っていた気持ちでした。このこ
とは、聖書的ではありませんでした。彼らの聖書は、神はかたよったことをなさらない、
えこひいきをされない、と教えていました。しかし、聖書よりも言い伝えの方が力があり
ました。これは悲劇ですが、よくあることです。それで、ペテロがコルネリオの家に来
て、コルネリオが、「さあ、お入り下さい。」と言った時、ペテロは、大きく固唾を飲ん
だに違いありません。「ハァ－（訳者注：溜め息のような音）。ご承知のとおり、ユダヤ
人が外国人を訪問したりするのは、律法にかなわないことです。ところが、神は私に、神
がきよめた物を、きよくないと言ってはならないとおっしゃいました。（訳者注：使徒１0:

28参照) 」と言いましたが、ペテロにとっては大変なことでした。
　 数年前、アリゾナ州のフィニックスのある若い男性がここに電話をかけてきたことがあ
りました。その人は、私たちのラジオ放送を聞いていました。セブンス・デ－・アドベン
ティスト教会の牧師でした。しかし、ロ－マ人への手紙の学びを通し、神の恵みに対し
て、神がその人の目を開けて下さったのです。それで、その人は、教会の会衆に、もはや
自分は安息日は守らない、自分は自由になった、日曜日に礼拝を始める、それをカルバリ
－チャ－チと名付け、いっしょにやりたい人は、フィニックスで教会を始めますからと、
発表しました。この人は私に電話をしてきて、「私は、ここで教会を始めました。あなた
のラジオ放送がきっかけで、・・・。」と話をしてくれました。「あなたにお話があるの
ですが。」と。私は、「たまたま私は来週アリゾナにいく予定があります。アリゾナの牧
師と数日ミ－ティングがあります。コットンウッドという地域の近くです。」と言いまし
た。そして、その人をミ－ティングに招いて、そこでいっしょにに会おうと言いました。
その会議に行きました。それは、バ－ディ－川の近くの、すてきなこじんまりした所に会
議の場所があり、いつも炭焼きのステ－キやらを食べるのですが、そこではよい食事を出
してくれます。（爆笑）それで、昼食をとっていました。炭焼きのハンバ－ガ－が焼かれ
たので、私は昼食のため、マ－クの横に座りました。マ－クは、自分もカルバリ－・チャ
ペルになりたい、関係をもちたい、主がもはや私たちは律法の下にはいないことを示して
下さった、と話してくれました。私は、「あのね、マ－ク、面白いですね。かつて、数年
前、フレズノにいう人が、あなたと似たような状況だったのです。セブンス・デ－・アド
ベンティストの背景をもった人で、キリストにおいて、律法のおきてから私たちに自由の
真理を見て、その人もカルバリ－・チャペルになりたいと言いましたが、彼にはまだこだ
わりがあったのです。彼は依然として菜食主義者で、他にもこだわりがあったので大変で
した。」と言いました。その時には、私は自分のサンドイッチ、というかハンバ－ガ－を
かじり始めていました。（爆笑）彼は、自分のハンバ－ガ－を持ち上げ、そして、一口か
じりました。後で彼は、「あれは、生まれて初めて食べた肉でした。」と言ってくれまし
た。彼は、家に帰り、（奥さんに向かって）「おまえ、私たちは本当に自由になったんだ
よ。」と言いました。（大爆笑) 彼がハンバ－ガ－を一口かじる前に、大きく固唾を飲んだ
のではないかと私は想像するのです。大変です。自分の伝統に、背景に、しきたりに逆ら
うのですから。大変です。ペテロが異邦人の家に入るときに、「私は一度もしたことがな
い。」と言いましたが、神は、「わたしがきよめた物を、きよくないと言ってはならな



い。」とおっしゃいました。
　 それで、コルネルオが人を遣わすきっかけとなった幻を説明し始めると、ペテロは人々
に言いました。３４節ですが、「これで私は、はっきりわかりました。神はかたよったこ
とをなさらない。（訳者注：英語は、Ｇod is no respecter of persons. )」と。私にはわか
る、と。神は、明らかにこの人に、敬虔な、祈る、神を求める人に語られたのです。神
は、明らかにこの人に語られたのです。しかし、神は先にモ－セにお語りになりました。
申命記１０章１７節で、神は、「あなたがたの神、主は、神の神、主の主、偉大で、力あ
り、恐ろしい神。かたよって愛することなく（訳者注：英語は、ｒegards not persons) 

・・・」とおっしゃいました。ヨシャパテ王は、国民が神に背き苦しんでいるために霊的
改革を行ないましたが、その時に、自分が位に即くと、霊的改革を開始して新しい人を民
のさばきつかさに任命し、さばきつかさに指示を与えました。歴代誌第二１９章７節で
す。「今、主への恐れがあなたがたにあるように。忠実に行ないなさい。私たちの神、主
には、不正も、えこひいきもないからです。（訳者注：英語は、ｎor respect of persons)」
神は、えこひいきをなさるような方ではありません。ヨブ記の中に、年寄りがヨブの状況
を議論して話しているのを聞いている若い人が出て来ます。ヨブの友人は、ヨブが前代未
聞のひどい偽善者だと確信していました。神が何かひどい恐ろしい罪を犯しているのでな
ければ、ヨブが苦しんでいるように誰も苦しむはずがないと。その人たちは、罪が見え
ず、どのような罪か分かりませんでした。しかし、ヨブに罪があると確信していたので、
ヨブが上手く隠しているのでひどい偽善者にちがいないと思っていました。ヨブは、罪の
ないことを主張し続けました。「私は、何も悪いことはしていない。私の心は主の前にき
よい。私は神を求めている。」と言いました。しかし、彼らは、「おかしい。そんなはず
はない。自分の苦しみを見るがよい。神が何か恐ろしい罪を罰しておられるのだ。」と言
いました。しかし、ヨブは、罪のないことを主張し続けました。それで、年寄りの話して
いるのを座って聞いていた若い人が自分の内で、怒りを燃やしました。年寄りがヨブに罪
を認めさせることができなかったので、怒りを燃やしていたのです。ヨブは罪のないこと
をを主張し続けているが、もしこの人に罪がなければこのように苦しむはずがない、と感
じたからです。従って、この人は、神を非難しています。ヨブが苦しんでいるのは、神の
せいだと言っているのです。そして、神に不正があると言っているのです。そして、この
人はとうとう、口を差し挟み、あなた方が議論するのを聞いたが、だれも知恵がない、と
言い、自分がこれから話す言葉がどれほど知恵のある言葉を話し始めました。この人は、
そこまで到達することはありませんでしたが、話し続け、ヨブに対し、「人が王に向かっ
て、『よこしまな者。』と言い、高貴な人に向かって、『悪者。』と言えるだろうか。こ
の方は首長たちをえこひいきせず、貧民よりも上流の人を重んじることはない。なぜな
ら、彼らはみな、神の御手のわざだから。」と述べました。つまり、神は、人の地位を重
んじることはないし、人種的な素性を重んじないし、私たちが神の前に立つとき、私たち
はみな同じ土俵に立っている（訳者注：英語は、Ｗe are on the same plane. )と、この人は
言っているのです。つまり、あなたが、神にとっては、ビリ－・グラハムやロ－マ法王と
同じくらい重要だということです。神は、他の誰でもと同じように、あなたに関心を持っ
ておられるのです。みなさんすべては、神にとってはとても重要なのです。神はかたよっ
たことをさなりません。私たちが神の御前に出るとき、誰も他の人より高められたり、上
になったりすることはありません。私たちはみな同じ土俵に立っています。
　 昨日、私は、ガ－デン・グロ－ブで、中国人の牧師のグル－プに話をしました。私は、
一日この人たちといっしょに過ごし、主の働きについて講義するよう招かれました。朝９
時に始めたとき、賛美をもって始めましたが、そのとき３人の若い中国人の学生がいて、
賛美リ－ドをしていました。ギタ－を持っていて、カルバリ－・チャペルの賛美を歌って



いました。ですから、私も、その賛美に加わりました。ガオさんが、私の通訳で、私の隣
に立っていましたが、ガオさんは主に向かって元気に賛美しておられ、無論私も賛美の時
は主に向かって元気に賛美するものですから、私たちは大きな声で賛美していました。神
を賛美し、主に向かって歌っていました。私は、とても一体感を感じました。人種的に
は、とても違うのです。ガオさんは、私の通訳であり、言語が違います。しかし、私たち
が、主の御前に立ち、主を賛美したとき、私たちは一致していました。一致がありまし
た。隔たりはありませんでした。不一致はありませんでした。言語でも何でもによって、
私たちを隔てるものはありませんでした。そこで、私たちは、同じ土俵で（訳者注：英語
は、ｌevel ground.直訳すると、平らな地面。) 創造主の前に立ち、賛美していました。驚く
べきことは、私たちはみな神の御前に立つ時、みな同じ土俵に立っているのです。神はか
たよったことをなさいません。もし、これまでに罪を犯した者があなただけであったとし
ても、神はあなたのことをとても愛して下さり、神にとってあなたはとても大切なので、
あなただけのためだけでも、御子を遣わして下さったはずなのです。神はかたよったこと
をなさいません。
　 ペテロは、このことを悟り始めていました。この人は、明らかに異邦人でした。しか
し、神はこの人に明らかに語られました。神は、この人に指示を与えられました。それ
で、ペテロは、「これで私は、はっきりわかりました。神はかたよったことをなさらず、
その国の人であっても、神を恐れかしこみ、正義を行なう人なら、神に受け入れられるの
です。」と言いました。つまり、その人の素性が何であれ、人種が、またどのような素性
であれ、神はご自身をすべての人に啓示して下さるということです。もし、その人が神を
捜し、求めているのであれば、神はその人にご自身を啓示して下さいます。それで、神は
コルネリオにご自身を啓示して下さり、「さあ今、ヨッパに人をやって、シモンという人
を招きなさい。彼の名はペテロとも呼ばれています。この人は皮なめしのシモンという人
の家に泊まっています。（この人が来て、神の道を教えてくれます）。」それは、すべて
の誠実な神を求めている心を持つ人に、神はご自分と真理を啓示して下さるからです。
　 そして、ペテロは、続けて３６節で、「神はイエス・キリストによって、平和を宣べ伝
え、イスラエルの子孫にみことばをお送りになりました。」と述べました。神が送られた
みことばは、イエス・キリストによる平和のみことばでした。主が、イザヤにメシヤの来
臨を告げられた時のことを覚えていらっしゃるでしょうか。「その名は『不思議な助言
者、力ある神、永遠の父、平和の君』と呼ばれる。」と言われました。イエスは、平和の
みことばをたずさえて、神からの使者として来られました。神は、あなたとの不和を望ん
ではおられません。神はあなたとの平和を望んでおられます。そして、神との平和を可能
にするために、イエスは来られました。というのも、人々は、神とずっと不和状態でし
た。人々は、神に背いていました。今日でさえ、人々は、神と不和な状態で、神に背いて
いる状態が続いています。イエスが来られた時、イエスについて人々は、「私たちはこの
人を私たちの支配者にはしない。（訳者注：英語は、“We will not have this man to rule over 

us.”ですが、どこの聖句だかわかりませんでした。) 」と言いました。
　 そして、今日でも愚かにも同じことを言っている人たちがいるのです。「この人を私た
ちの支配者にはしない。この人の支配には従わない。自分で勝手にやりたいのだ。制限さ
れたくない。好きなことをやりたいのだ。」と。そして、その人たちは神に背いているの
です。その背きの結果、私たちの社会が完全に崩壊しているを目の当たりにしているので
す。社会的混乱を見ます。リベラルの社会的な実験は全くの失敗でした。わが国をガタガ
タにしてしまい、私たちはジャングルの道徳とものの見方（訳者注：つまり、弱肉強食）
に戻ってしまいました。原始的になりました。人の神との不和は、犠牲を伴いました。米
国のみならず、世界中で社会秩序が崩壊状態にあります。崩れつつあります。私はもうす



ぐイスラエルへ向かって出発します。人々は、「イスラエルに行くのが怖くないのです
か。」と言います。「いろいろあそこは問題があり、爆弾やらいろいろあるじゃないです
か。」と。あなたは、高速道路を運転するのが怖くないのですか。（爆笑）もし、割り込
みをしようものなら、ズドンとやられてしまうかもしれないことを、ご存じではないので
すか。とんでもない人がたくさんいるのを、ご存じないのですね。サンタ・アナ（訳者
注：カルバリ－チャペル・コスタメサが存在する市の名前）の中を運転するのが怖くない
のですか。今年、そこで自動車からの発砲事件で、何人銃で打ち殺されたかご存じないの
ですか。私たちはロ－マに行きます。（訳者注：チャックのイスラエル旅行の旅程には、
ロ－マも入っています。) 「ああ、ロ－マについてのうわさは聞いています。そこでは、膝
小僧を銃でぶち抜かれるんですって。それに、財布には、気をつけなさいよ。一平方マイ
ル当たりのスリの人口は、他のどこよりもロ－マが多いのですから。気をつけなさいよ。
それで、ロ－マの町を歩く時は、こんなにして歩くんです。（訳者注：チャックがスリを
心配して、コチコチになって、周りを気にしながら歩くしぐさをしています。)(大爆笑）そ
れから、私たちはイギリスに行きます。（訳者注：チャックのイスラエル旅行の旅程に
は、イギリスも入っています。）「わあ、イギリスは、今、とても混乱状態です。ひどい
所ですよ。イギリスでは、本当に気をつけていなければいけませんよ。私は数年前にイギ
リスに行きましたが、ヒ－スロ－空港で、泥棒に会いまして、泥棒は私のス－ツケ－スを
物色して、貴重品を盗みました。イギリスは、ひどい所ですよ。社会崩壊が起こっていま
す。気をつけなさい。気をつけなさい。」どこへ行けば、気をつけなくてよいのでしょう
か。世界中で、道徳が崩壊しています。そして、世界は危険な場所になりました。それ
は、人が神に背いてきているからです。崩壊しつつある社会に、その背きの結果と実を見
ます。しかし、背きのために崩壊しつつある社会に対し、神は平和のことばをたくし、御
子を遣わして下さいました。
　 今日、あなたの世界は崩壊しつつあるのでしょうか。あなたが神に背いているために、
あなたの人生は混乱状態でしょうか。神は、平和のことばをたくし、御子を遣わして下さ
いました。神は、あなたと戦いたくありません。神は、あなたとの不和を望んではおられ
ません。神は、平和を望んでおられます。従って、平和のことばは、まず第一に、神との
平和です。まず神との平和を見出だすまで、自分自身との平和も、仲間の人間との平和も
知ることはできません。パウロは、「ですから、信仰によって義と認められた私たちは、
私たちの主イエス・キリストによって、神との平和を持っています。」と言いました。イ
エスは、あなたが神との平和を可能にするために来て下さいました。神は、イエス・キリ
ストを通して、神に背いてきた人みんなに、恩赦をお与えになっているのです。神はイエ
ス・キリストを通して、十全なる完全なる赦しを提供しておられます。不和を終えること
はできるのです。それだけでなく、あなたの神との不和の悲劇的結果をすべて、神は打ち
消して下さいます。神は、あなたを新しい人にして下さいます。神はあなたに新たな出発
を与えて下さいます。長年いもむしやシャクトリムシが食い荒らしたものを、神は回復し
て下さいます。一旦神との平和を持つと、私は再び神の命令を守り、私は仲間の人間との
平和を持っています。それは、神が私にすべての人と平和を保つように命じておられるか
らです。神は、私に互いに愛し合うように命じられました。それで、私は自分の回りにい
る人と平和を持つようになりました。それは、私が神との平和を持っているからです。
　 パウロは、エペソ人への手紙の中で、かつてユダヤ人と異邦人の間にあった壁、人種的
な障壁について書いています。イエスがサマリヤに行かれたとときのことを覚えていらっ
しゃるでしょうか。そこでイエスは、女に対して、「わたしに水を飲ませてください。」
とおっしゃると、女は、「あなたはユダヤ人なのに、どうしてサマリヤ人の私にお求めに
なるのですか。私たちは互いに話すべきではないのに。」と言いました。（訳者注：ヨハ



ネ４章7-10節参照。) 壁がありました。しかし、イエスは、壁を打ちこわすために来られま
した。そして、パウロは、「キリストこそ私たちの平和であり、二つのものを一つにし、
隔ての壁を打ちこわし、ご自分の肉において、敵意を破棄された方です。敵意とは、さま
ざまの規定から成り立っている戒めの律法なのです。このことは、二つのものをご自分に
おいて新しいひとりの人に造り上げて、平和を実現するためであり、また、両者を一つの
からだとして、十字架によって神と和解させるためなのです。敵意は十字架によって葬り
去られました。それからキリストは来られて、遠くにいたあなたがたに平和を宣べ、近く
にいた人たちにも平和を宣べられました。私たちは、このキリストによって、両者ともに
一つの御霊において、父のみもとに近づくことができるのです。」と述べました。ですか
ら、パウロは、私たちが神の前に立つとき、私たちがみな同じ土俵にいることを言おうと
しているのです。ユダヤ人であれ、異邦人であれ、何であれ。長い間人間を隔てていたも
のすべて、私たちが築いてきた壁は、イエス・キリストによって打ちこわされました。イ
エスが神の前に私たちを集めて下さるとき、私たちはみな一つの土俵に立つのです。
　 そして、最後に、自分自身との平和です。余りにたくさんの人が自分自身の内に戦いを
展開しています。そのような人の人生は混乱で満ちあふれています。この人たちにとって
世界は目茶苦茶のようにみえます。心配や不安、恐れがあります。そのような人たちに対
し、イエスは、平和の慰めのことばをお与えになります。イエスは、弟子たちに対し、
「あなたがたは心を騒がしてはなりません。神を信じ、またわたしを信じなさい。」と言
われました。イエスは、「わたしは、あなたがたに平安（訳者注：英語では平和も平安も
ｐeace )を残します。わたしは、あなたがたにわたしの平安を与えます。わたしがあなたが
たに与えるのは、世が与えるのとは違います。あなたがたは心を騒がしてはなりません。
恐れてはなりません。」とおっしゃいました。詩篇の記者は、「主は、ご自身の民に力を
お与えになる。主は、平安を持って、ご自身の民を祝福される。」と言いました。また、
詩篇の記者は、「恐れのある日に、私は、あなたに信頼します。」と言いました。イザヤ
は、「志の堅固な者を、あなたは全き平安のうちに守られます。その人があなたに信頼し
ているからです。」と述べました。パウロは、「人のすべての考えにまさる、あなたがた
の心を思いをキリストにあって守ってくれる、神の平安（訳者注：ピリピ４章７節を参
照）」について語りました。それに対比して、また預言者イザヤは、「『悪者どもには平
安がない。』と主は仰られる。」と言いました。また、イザヤは、「しかし悪者どもは、
荒れ狂う海のようだ。静まることができず、水が海草と泥を吐き出すからである。」と言
いました。しかし、神は、イエス・キリストを通して、あなたに平和のことばを与えるた
めに来られました。あなたは自分の心に、イエス・キリストの平和を知ることができま
す。社会の全ての混迷の直中にあっても、混乱の中にあっても、完全な平和を持つことが
できます。
　 さて、あなたが戦いの中にあるとき、その戦いを終らせる方法は二つあります。一つ
は、降伏すること、もう一つは征服することです。神との戦いの場合には、平和への道
は、神に降伏することです。もがくことを、戦いを止めることです。神を屈服させること
はとてもできません。戦えば戦うほど、それだけあなたの状況は悪化するばかりです。し
かし、神は無条件降伏を要求されます。わたしは小さかったですが、フランクリン・デラ
ノ－・ル－ズベルトが、米国国民に対し米国が日本と戦争をすると発表した演説を思い出
すことができます。ル－ズベルトは、「我々の軍隊を日本に派兵する。敵から無条件降伏
を取り付けるまで止めない。条約は結ばない。我々は、無条件降伏を要求する。」と述べ
ました。これがまさに、神が要求されていることです。あなたに罪があるままでは、神は
講和はなさいません。あなたに罪があるままでは、神は条約は結ばれません。神は、みな
さんの側に無条件降伏を要求しておられます。しかし、すばらしいことは、あなたが神に



人生を無条件降伏するなら、あなたは、自分では信じられない平和を体験します。栄光に
満ちた平和です。戦争は終りました。もう、私は神に対して戦ってはいません。私は自分
の人生を全て完全に神に明け渡しました。戦いが終ったということを知ることは、何たる
喜びでしょうか、平安でしょうか、安心でしょうか。イエスは、「すべて疲れた人、重荷
を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげま
す。」と言われました。一旦あなたが人生を全てイエスに明け渡すと、イエスは栄光に満
ちた平和を与えて下さいます。
　 しかし、肉においては、私たちの内に戦いがあります。「肉の願うことは御霊に逆ら
い、御霊は肉に逆らうからです。（訳者注：ガラテヤ５章７節参照）」聖書は、「肉の思
いは神の律法に服従しません。いや、服従できないのです。（訳者注：ロ－マ８章７節参
照) 」と教えています。ロ－マ人への手紙７章で説明しているパウロが経験しているのと同
じことを、私たちも頻繁に経験するのです。「私の内には、悪が住み着いていることがわ
かります。というのも、善を行ないたいと思うときには、いつも私には悪があります。
（訳者注：ロ－マ７章17-2２参照）」ダイエットをしようとすると、いつも誰かがチョコレ
－ト・ケ－キを持ってきてくれるのはなぜなのでしょう。ジャ－マン・チョコレ－ト・ケ
－キ（訳者注：チョコレ－ト・ケ－キの種類の名前です。かなりリッチ。）を。悪です！
（爆笑）パウロは、「私の内には、悪が住み着いています。善を行なおうとすると、いつ
も悪が宿っているのです。自分でしたいと思う善を行なわないで、かえって、したくない
悪を行なっています。わたしは、ほんとうにみじめな人間です。だれがこの死の、肉のか
らだから、私を救い出してくれるのでしょうか。（訳者注：ロ－マ７章17-2４参照）」と述
べています。私たちはみな、肉の願いが御霊に逆らうこと、善であると分かっていて行な
うべきであると分かっていることに逆らうので、もがく経験をしたことがあります。この
肉の願うことは御霊に逆らう中で、私たちみなは、イエスがペテロに言われたことを経験
したことがあります。「ああ、ペテロ、心は燃えていても、肉体は弱いのです。（訳者
注：マタイ26章４１節参照) 」私たちはみな、肉の弱さを経験したことがあります。パウロ
については、私たちもこの叫びをしたことがあります。自分ではできる限りのことをし
て、戦っているのですが、敗北していることに気付き、「わたしは、ほんとうにみじめな
人間です。だれがこの死のからだから、私を救い出してくれるのでしょうか。」と叫ぶま
で至るのです。そのような叫びの中でさえ、勝利の鍵があります。私はもはや自分で自分
を救おうとはしなくなるのです。自分で自分を救うことをあきらめるのです。助けを呼ぶ
のです。だれが私を救い出してくれるのでしょうかと。自分ではできないと気付いて助け
を呼ぶときに、主が介入して、私に打ち勝つ力を与えて下さいます。御霊の力によって、
肉を克服することができます。ですから、私は肉に対する勝利を知っています。勝利のゆ
えに平和があるのです。勝利からもたらされる平和です。勝利は、主に明け渡すことに
よってもたらされます。
　 ですから、ペテロは、「神はイエス・キリストによって、平和を宣べ伝え、イスラエル
の子孫にみことばをお送りになりました。このイエス・キリストはすべての人の主で
す。」言いました。イエスは、宇宙の主です。イエスは、ユダヤ人、異邦人の主です。そ
して、あなたの主になることを望んでおられます。イエスがあなたの人生の主になられた
瞬間に、あなたは平和を、素晴らしい平和を、完全な平和を知るようになります。



使徒行伝１１章（２／２５／９６）
使徒行伝１１章１７節(Acts11:17)

「神を妨げる」＃８６０９
交読文：詩篇９５篇

　 私たちの聖書通読の学びは、使徒行伝１１章まで来ました。１１章を読む時間が結構あ
ります。先に進んで読んでも罰金はかかりません。楽しんで（読んで）下さい。今週、私
自身、先に進んで読んでしまいました。話にとても興味を持ち、２、３章先まで読み進め
ました。みなさんも、同じようにしてみて下さることをお勧めします。
　 今朝は、１１章１７節に注目して下さい。ペテロはエルサレムの教会に説明をしていま
した。「こう言うわけですから、神が私たちに下さったのと同じ賜物を、彼らにもお授け
になったのなら、どうして私などが神のなさることを妨げることができましょう。」ペテ
ロは、直接イエス・キリストから命令を受けて、異邦人の家に入っていっしょに食事をし
たことで、ユダヤ人の言い伝えを破っていました。しかし、イエスがペテロに、ためらわ
ずにその人たちといっしょに行くようにお命じになっていたのです。それで、ペテロは、
カイザリヤの町にあるローマの百人隊長コルネリオの家に行きました。彼は、着いたと
き、戸に立ってためらっていました。「私がユダヤ人として異邦人の家に入るのは律法に
かなわないことです。（訳者注:10:28参照) 」と言いました。このことは、真の律法ではな
く、律法の伝統的な解釈でした。異邦人の家に入ってはいけない、異邦人といっしょに食
事をしてはいけないとは、神は言われませんでした。これは、ユダヤ人がしきたりによっ
て造りあげたものでした。けれども、しきたりを乗り越えることは難しいものです。です
から、ペテロは戸口でためらっていたのです。「入ることは律法にかなわないことです。
ところが、主が私に、神がきよめた物を、きよくないと言ってはならない、と示してくだ
さいました。（訳者注:10:28、１1:９参照）」と言いました。ペテロは、主が私にこのこと
を行なうように言われたのです、と言っています。つまり、ユダヤ人のしきたりによる信
仰を破るように主が導かれた、ということです。ペテロが福音をコルネリオと家に集まっ
てきた者たちに話していると、突然これらの人たちは聖霊によってバプテスマを受け、異
言を話し始め、神を賛美しました。そこで、神がこの人たちの間で働きをなさった限り、
もはや水をさし止めて、この人たちにバプテスマを受けさせないようにすることはできな
いと判断されました。それで、主がすでにコルネリオ家の者たちに聖霊によってバプテス
マを授けられたのを見て、ペテロたちはコルネリオ家の者たちに水でバプテスマを受けさ
せました。
　 主がこの幻をお与えになり、「門の所に人がいるので、その人といっしょに行くよう
に。神がきよめた物を、きよくないと言ってはならない。」と言われて、おそらくペテロ
は自分でははっきりとは分からないけれども、何か起きているなと感づきはじめ、証人に
いっしょにいて欲しいと思いました。そこで、万一通常とは違う何かが起こったときに、
少なくとも自分の側の証人がいるようにと、ペテロはヨッパにいる６人のユダヤ人をコル
ネリオの家まで連れて行きました。ペテロにためらいがあったことは、全く根拠がないこ
とではなかったのです。それは、ペテロがエルサレムに戻るやいなや、「割礼を受けた者
たちは、彼を非難して、『あなたは割礼のない人々のところに行って、彼らといっしょに
食事をした。』と言った。」とあるからです。この人たちは、ペテロを呼び出して、とっ
ちめてやろうとしていました。それは、割礼を受けた者たちでした。異邦人たちは救われ
ないと言っていたのは、この人たちでした。この人たちの前提は、救われるためにはユダ
ヤ人にならなければならないというものでした。割礼の儀式とバプテスマを受け、律法を
守ることによってユダヤ人になる、というものでした。この人たちの主張は、異邦人たち



は救われることはできない、ユダヤ人だけが救われるのだというものでした。初代教会に
は、このような過激な意見の人たちがいました。初代教会において、これは絶えず問題を
起こさせる点だったのです。使徒パウロが自分のミニストリ－において、取り組まなけれ
ばならない困難な点でした。パウロが異邦人のところに行って、すばらしい神の恵みを宣
べ伝えるたびに、パウロが去った後、割礼を受けた者、いわゆるユダヤ教徒化主義者
(Judaizer)が、パウロのすぐ後をつけていって、新しく信じた人、改宗したばかりの人たち
を混乱させました。彼らは、「パウロは真の福音を、あるいは福音全部を伝えていない。
真に救われるためには、割礼を受けなくてはいけない。律法を守らなければ行けない。」
と言い、教会の中で混乱や分裂を起こしました。パウロはあきれかえって、ガラテヤ人へ
の手紙の中で、「あなたがたをかきみ乱す者たちは、いっそのこと自ら去勢してしまえば
よい。＜新共同訳５：１２＞」と書いています。パウロは、彼らに腹を立てていました。
イエスを信じている小さい者たちを混乱させるようなことを、イエスはよく思っておられ
ませんでした。混乱をきたす、疑いを起こさせるような者。「わたしを信じるこの小さい
者たちのひとりにでもつまずきを与えるような者は、むしろ大きい石臼を首にゆわえつけ
られて、海に投げ込まれたほうがましです。（訳者注：マルコ9:42参照。）」とおっしゃい
ました。どうも、聖書に関して、議論をし、分裂を起こし、混乱させたい人たちが常にい
るようです。ですから、ペテロはこういう人たちに直面していたのです。このような人た
ちは議論好きでした。「あなたは割礼のない人々のところに行って、彼らといっしょに食
事をした。」と言いました。それで、それに対して、ペテロはヨッパで皮なめしのシモン
の家に滞在しているときに見た幻を詳細に語りました。そして、ペテロは、「御霊は私
に、行くようにと言われました（訳者注：使徒１1:12参照。）」と述べました。「私は聖霊
に行くように命じられた。」と。ペテロは、「私が話し始めていると、聖霊が、あの最初
のとき私たちにお下りになったと同じように、彼らの上にもお下りになったのです。」と
言いました。つまり、ペテロは、「ほら、わたしの責任ではない。神がなさったのだ。私
は彼らに触らなかった。手を置かなかった。私がただ話し始めていると、神が彼らに聖霊
をお与えになったのだ。」と言っているのです。「どうして私などが神のなさることを妨
げることができましょう。」あるいは、「神に対抗することができましょう。」と。
　 ヨブ記９章で、ヨブは神について質問をし、「だれがそれを引き止めることができよう
か。だれが神に向かって、『何をされるのか。』と言いえよう。」と言いました。だれが
神の働きを引き止めることができましょう。だれが神の働きをためすことができましょ
う。３２章で、エリフが語ったとき、エリフはヨブに対して、「なぜ、あなたは神と言い
争うのか。」と聞きました。これはもっともな質問です。なぜ、あなたは神と言い争うの
か。神と言い争って、人は何を得ることができましょうか。イザヤは、「おのれを造った
者と争う者はわざわいだ。＜口語訳＞」と言いました。もし、神が無慈悲であったとした
ら、もし神が絶えず人をしつこく悩ませているだけだとしたなら、人が神と言い争うのは
想像することができます。しかし、神はすばらしい方であり、愛の方です。神は、「わた
しはあなたがたのために立てている計画をよく知っているからだ。それはすばらしいもの
で、わざわいではない。あなたがたに栄光に満ちた将来を与えたいのだ。（訳者注：エレ
ミヤ２9:11の言い換え）」と言われました。それなら、あなたの人生にすばらしい計画を立
てて下さっている神となぜ言い争うのでしょうか。「どうして私などが神のなさることを
妨げることができましょう。」とペテロは言いました。
　 聖書が、神を妨げようとした多くの人について語っていることは、興味深いです。エジ
プトのパロにさかのぼりますと、モ－セがパロの所にきて、「イスラエルの神、主（エホ
バ）がこう仰せられます。『わたしの民を行かせ、荒野でわたしのために祭りをさせ
よ。』」と言うと、パロは答えました。「主（エホバ）とはいったい何者か。私がその声



を聞いてイスラエルを行かせなければならないというのは。私は主（エホバ）を知らな
い。イスラエルを行かせはしない。」神を妨げようとする、神の命令を妨げようとする、
神を妨げようとする過程で、パロは、エホバがどのような方であるかを学び、その過程
で、ひどい惨めさ、苦しみを通りました。神は、まずナイル川の水を血に変えられまし
た。それから、神は地をかえるで覆われました。寝台にもこね鉢にも、至る所かえるだら
けになりました。そして、神は人と獣をぶよで覆われました。また、神は地をあぶで満た
され、家畜に大打撃を与えられました。そして、残った動物と人を疫病で打たれました。
そして、地に激しい雹を降らせ、野にいた家畜を殺し、木を打ち砕き、作物を破壊しまし
た。そして、神はいなごの大群を送られ、それが残された作物を破壊しました。それか
ら、神は地を闇で覆われ、最後に、神は地の初子を殺されパロの軍隊を紅海に沈められま
した。主（エホバ）とはいったい何者か。パロはわかりました。しかし、悲惨さと苦しみ
を通ってわかるようになったのです。今、みなさんの中で、ひどい痛み、苦難、惨めさを
通っておられる方が、ひょっとしたら、神を妨げようとしている可能性はありますか。南
部の古いスタンス・バックスタ－賛美歌の一つで、歌の題名を読んで覚えているのがあり
ます。「神はあなたの意思に反して無理には行かせない。ただ、あなたに喜んで行かせる
だけだ。」神を妨げる。神は、忍耐深い方です。神はあなたの意思に反して無理には行か
せない。ただ、あなたに喜んで行かせるだけです。その歌の一節は、ヨナについてです。
神がヨナをニネベに行くように呼び出され、ヨナがタルシシュに逃げようとしたので、神
が嵐を送られ、ヨナを船から海に投げ出され、ヨナが魚の腹の中にいたとき、ヨナの心が
変えられ、神はヨナの意思に反して無理には行かせませんでしたが、ヨナを喜んで行かせ
るようにされました。カナンの地の人々についての節があります。ヨシュアが入ってこよ
うとしたとき、神はヨシュアの前にくまばちを送ったので、人々はくまばちに悩まされま
した。くまばちが人々をさし、人々は家から、地から逃げ出しました。神は人々の意思に
反して無理には行かせませんでしたが、人々を喜んで行かせるようにされました。基本的
に、私たちが神を妨げようとすると、痛み、苦難、困難を自分の人生に招きます。
　 しかし、今日たくさんの人が神のなさることを妨げようとしているのは、興味深いこと
です。そのような人たちは、神がなさりたいことを何度も拒否します。前提としてもって
いる立場があるため、聖霊の働きを教会史のある特定の期間にだけ当てはめてしまってい
たけれど、今日ペテロの例に倣った人たちがいます。それは、ある集会で何かが起こり、
聖霊が心の中で働いて下さっているので、ここで何をやっているのだということになった
りします。神のみこころによる働きを見て、そのせいで叱責を受けるため呼び出される人
たちが今日います。私が読んだところによると、ある教会は、特定の御霊の現われ、御霊
の賜物の働きを許したために、とある教団から締め出されてしまいました。今日でさえ、
依然として神のなさることに抵抗しよう、あるいは妨げようとする人たちがいるのです。　
ダビデ王の曾孫のアビヤは、このアビヤの父はソロモンの息子のレハブアムでしたが、彼
が王位についたとき、ヤロブアムは依然として北イスラエル部族の王でした。ヤロブアム
はレハブアムの治世の時に謀反を起こし、北の１０の部族を集め、１０の部族はヤロブア
ムに忠誠を誓い、レハブアムと南にあった２の部族を見捨てました。それで、アビヤがヤ
ロブアムの所に来て、主の王国に敵対しようとしたと言ってヤロブアムを非難しました。
それは、ダビデとその子孫に王座を約束されたからです。アビヤはヤロブアムに、「あな
たは主に敵対しようとしている。そして、金の子牛を設けて、人々にそれが神であると
言った。誰でも祭司になることを許した。レビ族でなくてもよくした。（訳者注：歴代誌
第二 13:8参照) 」と言いました。そして、アビヤは言いました。「見よ。神は私たちととも
にいて、かしらとなっておられる。また、神の祭司たちも私たちの側におり、合図のラッ
パを手にして、あなたがたに対し進撃の合図を吹き鳴らそうとしている。イスラエル人



よ。あなたがたの父祖の神、主と戦ってはならない。とうてい勝ち目はないからであ
る。」良いアドバイスです。主と戦ってはならない。主と戦って努力しても、とうてい勝
ち目はないからである。しかし、ヤロブアムの軍隊は８０万で、アビヤの軍隊はわずか
４０万でした。２対１でした。それで、ヤロブアムは、何でこんな奴の言うことを聞かな
ければならないのかと思いました。そして、軍勢の半分をアビヤの軍隊の背後に回し、後
ろから待ち伏せできるようにし、エルサレムへの退却の道を断とうとしました。それで、
戦いが始まると、すぐにユダの人たちは囲まれていることが分かりました。ヤロブアムの
軍隊が前にも後ろにもいました。そして、このように書かれています。「そして、ユダの
人々はときの声をあげた。ユダの人々がときの声をあげたとき、神はヤロブアムと全イス
ラエルを、アビヤとユダの前に打ち破られた。こうして、イスラエル人は、ユダの前から
逃げ去り、神はこの人々を彼らの手に渡された。アビヤとその民は彼らをおびただしく打
ち殺した。その結果、イスラエルのうち、精鋭五十万が殺されて倒れた。イスラエル人
は、このとき征服され、ユダ人は、勝利を得た。彼らがその父祖の神、主（エホバ）に拠
り頼んだからである。」ここに神を妨げようとした人がいました。数の上では優勢でした
が、その人もその軍勢も打ち負かされました。それは、神に敵対しようとしたからです。
　 モアブの王たち、アモン人とセイル山の人々が軍隊を集め、ユダの王ヨシャパテと戦お
うとして攻めて来ました。歴代誌第二２０章を読むと、「ヨシャパテは恐れて、ただひた
すら主に求め、ユダ全国に断食を布告した。」とあります。「ユダの人々は集まって来
て、主（エホバ）の助けを求めた。すなわち、ユダのすべての町々から人々が出て来て、
主（エホバ）を求めた。ヨシャパテは、主の宮にある新しい庭の前で、ユダとエルサレム
の集団の中に立って、言った。『私たちの、父祖の神、主よ。あなたは天におられる神で
あり、また、あなたはすべての異邦の王国を支配なさる方ではありませんか。あなたの御
手には力があり、勢いがあります。だれも、あなたと対抗してもちこたえうる者はありま
せん。』」ここで、ヨシャパテは自分の仕えている神の力を認めています。「『だれも、
あなたと対抗してもちこたえうる者はありません。私たちの神よ。あなたはこの地の住民
をあなたの民イスラエルの前から追い払い、これをとこしえにあなたの友アブラハムのす
えに賜ったのではありませんか。』・・・ときに、主の霊が預言者ヤハジエルの上に臨ん
だ。彼は言った。『ユダのすべての人々とエルサレムの住民およびヨシャパテ王よ。よく
聞きなさい。主はあなたがたにこう仰せられます。「あなたがたはこのおびただしい大軍
のゆえに恐れてはならない。気落ちしてはならない。この戦いはあなたがたの戦いではな
く、神の戦いであるから。あす、彼らのところに攻め下れ。見よ。彼らはツィツの上り道
から上って来る。あなたがたはエルエルの荒野の前の谷のはずれで、彼らに会う。この戦
いではあなたがたが戦うのではない。しっかり立って動かずにいよ。あなたがたとともに
いる主の救いを見よ。ユダおよびエルサレムよ。恐れてはならない。気落ちしてはならな
い。あす、彼らに向かって出陣せよ。主（エホバ）はあなたがたとともにいる。」』それ
で、ヨシャパテは地にひれ伏した。ユダのすべての人々とエルサレムの住民も主の前にひ
れ伏して主（エホバ）を礼拝した。」そして、翌朝彼らは神に歯向かう王たちの戦いを見
に出かけました。神は、「あなたがたは、見物していなさい。特別観覧席にいればよい。
これを見ていなさい。」と言われました。神を妨げようとしていたからです。それで、彼
らは翌朝早く起きてテコアの荒野に入って行きましたが、そのとき、「ヨシャパテは立ち
上がって言った。『ユダおよびエルサレムの住民よ。私の言うことを聞きなさい。あなた
がたの神、主（エホバ）を信じ、忠誠を示しなさい。その預言者を信じ、勝利を得なさ
い。それから、彼は、民と相談し、主に向かって歌う者たち、聖なる飾り物を着けて賛美
する者たちを任命した。彼らが武装した者の前に出て行って、こう歌うためであった。
『主に感謝せよ（あるいは、「ハレルヤ」）。その恵みはとこしえまで。』彼らが喜びの
声、賛美の声をあげ始めたとき、主（エホバ）は伏兵を設けて、ユダに攻めて来たアモン



人モアブ人、セイル山の人々を襲わせたので、彼らは打ち負かされた。」神は、彼らを滅
ぼされました。
　 神を妨げようとした者は、そのためにいつも苦しみを受けたことを指摘しておくべきで
しょう。神は、みなさんの人生の中で働きをしたいと考えておられますが、みなさんの多
くは、神がみなさんの人生の中でなさろうとしていることを妨げているのです。それで、
神は、あなたが神を妨げるのをお許しになっています。しかし、それをすると、苦しみ
や、災いを招きます。
　 神がペテロに対し異邦人のところに行くように命じられた話、幻は、興味深いです。ペ
テロは、最初は神を妨げようとしていました。幻の中でペテロがみた動物について、主
は、「ペテロ。さあ、ほふって食べなさい。」言われました。しかし、ペテロは、「主
よ。それはできません。私はまだ一度も適法にしていないものを食べたことがありませ
ん。（訳者注：使徒１1:８参照）」と言いました。このようなことが三回あり、その度にペ
テロは、「それはできません。」と言って、神のなさることを妨げようとしていました
が、とうとうペテロは神のメッセ－ジを受け取りました。「戸口にいる人といっしょに行
きなさい。ためらってはならない。彼らを遣わしたのはわたしです。（訳者注：使徒１0:20

参照) 」神に完全に明け渡すことは何と幸いなことでしょう。神にあなたの人生の中でご自
由に働いていただくことは。あなたが、しきたりによって、先入観によって、自分の頭の
中に築いたかもしれない障壁を取り除いていただくように神にお願いすることにより、神
があなたの中でなさりたいと思っておられることをしていただくために、あなたが完全に
心を開くことができます。そうすると、神があなたを通して達成されようとしておられる
働きを見ることができるようになります。
　 神は、ご自分の働きをする器を常に準備なさいます。パウロは、エペソ人への手紙の中
で言いました。「私たちは神の作品であって、良い行ないをするためにキリスト・イエス
にあって造られたのです。神は、私たちが良い行ないに歩むように、その良い行ないをも
あらかじめ備えてくださったのです。」神は今あなたの中で働いて下さっています。あな
たが神の栄光のために達成すべき行ないのために、神がすでにそれをあらかじめ備えてく
ださったのです。神は、陶器師です。私たちは、粘土の塊のようなものです。神は、ご自
分の目的のために用いることができるように、器になるようかたどり形造って下さいま
す。エレミヤは、「陶器師の家に下れ。そこで、あなたに、わたしのことばを聞かせよ
う。」と主から命じられました。それで、エレミヤが陶器師の家に下って行くと、陶器師
はろくろで仕事をしているところでした。粘土の塊があり、器をつくりはじめました。
「粘土は、陶器師の手でこわされた。（訳者注：エレミヤ１8:４参照）」とエレミヤは言い
ました。陶器師は、製作中の器を取って、再びただの粘土の塊にして、こねて、塊の中の
堅い部分をほぐし、ろくろに戻して、陶器師自身の気に入った器に作り替えはじめまし
た。それから、エレミヤに次のような主のことばがありました。「イスラエルは、わたし
の手の中にある粘土のようではないか。それをわたしの気に入る器にする力がないのだろ
うか。イスラエルは、陶器師の手の中でこわされた。－主の御告げ－　 それでもわたしは
そこから取って器を造るのだ。（訳者注：エレミヤ１8:６、７の言い換え) 」しかし、神が
私たちの人生を形作って下さるとき、私たちは粘土の塊が堅くなることを望み、陶器師の
手で器がこわされることがあります。神を妨げ始めるのです。神がなさっていることが理
解できないので、抵抗し始めるです。それで、神がなさろうとされている働きがこわされ
てしまいます。神は、恵みと愛によって、私たちをただの塊に戻して下さいます。白紙状
態に戻して下さるのです。ああ、いく度白紙状態に戻ったことでしょう。そして、神は、
作業を始められます。粘土をこね、神が塊に働きかけて下さると、私たちは圧力を受け、
粉砕過程を通ります。神が気に入る器を再びお造りになります。神が不完全な私たちを取



り扱って下さるとき、神は何と忍耐と愛を持って下さっているのでしょう。神の目的を達
成するために、ご自身が愛しておられる失われた者に手を差し延べて下さるために、神は
用いることのできる器を造ろうとされます。
　 ダビデは、「目ざめるとき、あなたの御姿に満ち足りるでしょう。」と述べました。神
があなたの人生の中で働かれ、あなたをこねて形造られるとき、神がなさろうとしている
のは、あなたの人生をイエス・キリストの似姿にすることです。神は、私たち一人一人を
こねて形造り、御子の似姿にされます。パウロが述べているように、「私たちはみな、顔
のおおいを取りのけられて、主の栄光を反映させながら、栄光から栄光へと、主と同じか
たちに姿を変えられて行きます。これはまさに、御霊なる主の働きによるのです。」とい
う通りです。「どうして私などが神のなさることを妨げることができましょう。」神を妨
げようとすることは、私にとって理解できません。そうではなく、自分の人生を全く完全
に主にゆだね、神が私に望んでおられること、私を通してなさりたいと望んでおられるこ
とを発見することです。



使徒行伝１１章（３／１７／９６）
使徒行伝１１章２３節(Acts11:23)

「主にとどまる」＃８６１０
交読文：詩篇７３篇

　 テリーが言ったように、もうこの章を暗記してしまってもよい頃ですね。１１章に入っ
てから、ずいぶんになります。ほぼ１ケ月経っています。今晩再び聖書通読の学びを続け
ますが、今晩は、夕方の聖書の学びで１１章を取り上げますので、読み返してきて下さ
い。主を礼拝し、聖書通読の学びをしますので、今晩７時にいっしょに参加して下さい。
　 今朝は、使徒行伝１１章２３節に注目していただきたいのです。エルサレムの教会が、
神の御霊が現に、実は異邦人の町であるアンテオケの町で動かれているのを聞いたとき、
喜びがわき上がり、たくさんの人が主を受け入れて教会が成長していることを聞きました
が、その人たちに仕え、またアンテオケで主がそこの人たちにして下さっていることを報
告させるためにバルナバを遣わしました。それで、バルナバは、アンティオケに来て神の
恵みがそこの教会に降り注がれているのを見て、喜びました。バルナバは、喜び、みんな
が心を堅く保って、常に主にとどまっているように励ましました。
　 クリスチャン生活を送ることは、容易ではありません。実は、不可能なことです。聖霊
の力なくして、クリスチャン生活を送ることはできません。神が望んでおられるように生
きるためには、私たちは神の助けが必要です。多くの人は、次のような間違いを犯してい
ます。クリスチャンの宣言書やクリスチャンの理想を見て、ええ、これに同意します、こ
れは良い生き方だ。もっと人を愛するべきだということに同意します。もっと親切になっ
て思いやりを持って、人々の必要に敏感になる必要があることに同意します。もっと人を
赦せるようにならなければいけないことに同意します。クリスチャンの特徴を読んで、こ
れは良い、きよい生活、誠実な生活、健全な生活をしなければいけないことに同意しま
す、と言うのです。それで、多くの場合、私はクリスチャンとして生きる、と決めます。
思いやりを持ち、親切になり、赦し、愛するようにします、と。クリスチャンとして生き
る努力の中で、自分が実際どれだけ罪深いかを知るようになります。正しいこと、公正な
ことをするのに対して、肉がどれだけ反発力を持っているか知るようになります。そして
とにかく自分にはできない、と結論をつけることが多いのです。それで、クリスチャンの
生活を諦めてしまいます。なぜなら、自分の肉の能力によって、霊に関することに従って
生きようとしたけれども、ぜんぜん上手くいかなったからです。彼らが出す間違った結論
は、自分は最善を尽くしたのに出来なかったから不可能だというものです。これは、不可
能であることを意味するのではありません。あなたの最善が十分でなかったことを意味す
るのです。あなたの最善以上が必要なのです。神が望んでおられるように生きるために
は、聖霊の助けと力が必要なのです。自分自身ではこれは出来ません。神の御霊の力をい
ただくことが必要なのです。
　 クリスチャン生活を送ることは、容易ではありません。これは、不可能なことです。自
分が、世と自分の肉と悪魔に対抗していることを知ります。クリスチャンの考え方は世の
それとは逆です。世が言っていることと正反対にあります。世は、「うまく得ることがで
きるうちに、得ておきなさい。」と言います。クリスチャンの考え方は、「与えなさ
い。」です。受けるよりも、与えるほうが幸いです。生活から何を得ることができるかを
強調するのではなく、むしろ、生活に何を与えることができるのかを強調しているので
す。世の考え方は、「さあ、飲み食いしようではないか。あすは死ぬのだ。（訳者注：第
一コリント１5:32参照) 」と表現されています。クリスチャンの考え方は、「自分を捨て、
自分の十字架を負い、そしてイエスについて来なさい。そうすれば、朽ちないいのちの冠



を受けます。（訳者注：マルコ9:34、ヤコブ1:12参照) 」です。世は、「楽しめ。自分が
思っているより遅いのだ。（訳者注: Enjoy yourself.It's later than you think.)」と言いますが、
クリスチャンの考えは、「真剣になれ。自分が思っているより遅いのだ。（訳者注 :You 

better get serious.It's later than you think.) 」です。神に関することに真剣になることです。
快楽や肉に関することに従って生きるのではなく、イエスについて行くよう、自己中心の
生活を捨てるのです。
　 肉、あなたの肉は、クリスチャン生活に対抗します。自然に行なうものではありませ
ん。超自然的に、行なわれるものです。あなたの肉は、「仕返しをしろ。」と言います。
あなたの霊は、「忘れなさい。ほっときなさい。」と言います。肉は、「そうなるのは当
然だ。ざまあみろ。」と言いますが、霊は、「彼らを赦しなさい。」と言います。肉は、
「行って、あなたの権利を主張しろ。」と言います。霊は、「忘れて、もっと高尚なもの
に移りなさい。」と言います。肉は、「あの可愛い女の子の気をひけ。」と言いますが、
霊は、「あなたの妻と子供をおぼえなさい。彼らに、あなたの愛をすべて与えなさい。」
と言います。肉は、「あいつらがしたことに応じて、憎め。」と言いますが、霊は、「愛
しなさい。赦しなさい。あわれみをかけなさい。」と言います。クリスチャン生活はを送
ることは、容易ではありません。私たちの肉は、対抗します。パウロは、「肉の願うこと
は御霊に逆らい、御霊は肉に逆らうからです。この二つは対立していて、そのためあなた
がたは、自分のしたいと思うことをすることができないのです。」と言いました。ペテロ
のように、「霊はしたいと願っても、肉体は弱いのです。（訳者注：マタイ26:4１参照）」
私たちは、日々自分の肉と戦っているのです。一つ一つの経験に、そう言えます。この対
立があり、霊と肉の対立があるのがわかると、がっかりです。霊が勝利する時はいつも、
甲斐があったと思います。爆発して、人をしかり、事を荒立てるのではなくて、「まあ、
いいよ。」と言って、ほほ笑んで、親切をもって応える、反応する時のことです。「う
ん、そうだ、上手くやった。ぼくって、すごいでしょ。」と思います。たしかに、自分を
いい気分にさせます。一日中、この勝利のことが頭にあって、特別優秀な日だ、あらゆる
状況で金星を得ることができた思っているのですが、何かが起こって、駄目になってしま
うのです。それから、自分が肉に従って反応したことに気付く前から、惨めな、いやな気
持ちになり、「また、やってしまった。」と思うのです。
　 子供たちが成長期にあり、まだみな家にいた時のことですが（爆笑）、彼らが互いに礼
に欠く言葉を交わしていました。互いに、相手に対する呼び方がありました。よくありま
せんでした。「ばか野郎！」とか、「あほう！」とかいう呼び方で呼び合っていました。
それで私は、家族会議を開きました。私は、「もう十分だ。礼に欠く言葉で呼び合うのは
よくない。もう止めてほしい。」と言いました。家の中で一番いやな仕事は、階段に掃除
機をかけることでした。これは、やりたくないものです。自分の後ろの掃除機をひっぱっ
て、階段を掃除しなければなりません。ですから私は、「次に悪い言葉で家族の一員を呼
ぶ者は、階段に掃除機をかけなければいけない。」と言いました。男にとって工具は（爆
笑）、自分にとって特別な所有物です。工具が必要な時は、探し回りたくありません。保
管している引き出しにあってほしいものです。何かを修理しなければならなくて、私は工
具箱のところに行きましたが、必要だった工具が私がいつも保管していた場所にありませ
んでした。息子の一人が自分の自転車を修理するためにそれを借りて戻し忘れたのです。
自分でも気付かないうちに、「ばか野郎！お前らのうちで、誰が俺の工具を持っているん
だ！」と言いました（大爆笑) 。私が、階段を掃除することになりました（爆笑と拍手) 。
クリスチャン生活を送るのは、容易ではありません。自分の肉に戦わなければいけないの
です。
　 それに、悪魔に対する戦いもあります。悪魔は、歪曲した状況と生活の見方をあなたに



与えます。今朝私たちが読みました詩篇の中で、悪魔が詩篇の記者の思いをもて遊んで、
物事の歪曲した見方を与えているのを見ることができます。敵が詩篇の記者の思いに対し
働いているので、この記者は、もう少しですべりそうになりました。敵は、彼を落とし込
めるばかりでした。この人は、悪者を見なければなりませんでした。悪者が栄えるのをね
たみました。彼らは、持ちたいもの、持てるものをすべて持っているかのようでした。け
れども、彼らは、実にひどい冒涜的な生活を送っていました。神を侮辱した言い方をしま
した。けれども、彼らは望む以上に富を増しているように見えました。彼らは、私のよう
に悩んでいない。私のように、問題を持っていない。悪魔は、真実を歪めていたのです。
彼らは、もちろん悩みはあるし、問題はありました。けれども、悪魔がその真実を歪め
て、詩篇の記者に誤った結論をもたらしました。正しいことをするのは、得しない。正し
く生きるのは、得しない。「確かに私は、手を洗って、きよくしたのだ。むなしく心をき
よめたのだ。（訳者注：詩篇７3:13参照) 」得をしないのです。そして次のように言いまし
た。「私は、これを知ろうと思い巡らせたが、それは、私の目には、苦役であった。私
は、神の聖所にはいり、ついに、幅広い見解を得た（訳者注：英語では、「彼らの最後を
知った。」の部分が言い換えられています) 。」悪の生活の最後を見たのです。そして、私
の生活の最後はとてもすばらしことを悟りました。「天では、あなたのほかに、だれを持
つことができましょう。」主よ、あなたが私の力です。けれども、悪魔は、この事実を歪
めて誤った結論を導いていたのです。悪魔は、頻繁に私たちにやってきます。私たちに戦
いを挑みます。もし、神があなたを愛しているなら、あなたの身になぜこんなことが起こ
るのか。神が本当にあなたに心に留めているのなら、なぜあなたは苦しみを通らなければ
ならないのか。確かに、神はあなたに心を留めていない。神は、あなたに気を留めていな
いのだ。そして、混乱をもたらして、あなたの歩みにつまずきの石を置きます。クリス
チャン生活を送るのは、容易ではありません。私たちは、世に肉に悪魔に対抗していま
す。
　 従って、クリスチャンになるのに単なるクリスチャンになるぞという決意以上のことを
しなければなりません。物事が上手くいかなかったら、思いを変えるのは簡単だからで
す。クリスチャン生活を車と同じように、「車で１区画走って、操縦性がどうか見てみ
る。気に入るかどうか見てみる」という人がいます。あるいは、「新しい靴を２、３日履
いて履き心地がいいか見てみる。」という人たちがいます。クリスチャンの生活は、上手
くいくか試してみるという類いのものではありません。クリスチャンになると決意する以
上のものが必要です。「心を堅く保つ(purpose in your heart)」ことが必要なのです。それ
で、バルナバは、アンテオケにいる新しく信じた人たちに、心を堅く保ちなさい、と言っ
たのです。詩篇１７篇で、詩篇の記者は、「私は、口のあやまちをしまいと心がけました
(purposed)。」と言いました。ダニエルについてですが、彼はバビロンに捕囚で連れてこら
れて、王の宮廷に入れられて、ユダヤ人に関することの王の助言者として仕立てられまし
た。王の宮廷にいたので、ダニエルはそこにいる特権を利用できました。王の宮廷のすべ
ての贅沢を利用できました。家から遠く離れた１０代の少年にとって魅力的なあらゆる誘
惑、引かれるものがありました。しかし、ダニエルは、王の食べるごちそうで身を汚すま
いと、心に定めました(purposedin his heart)。誘惑は強かったのです。機会はそこにありま
した。他の人といっしょに、型通りの生活にすべりこむのはたやすいことでした。しか
し、彼は、王の食べるごちそうで身を汚すまいと心に定めたのです。その結果、彼は、神
に対し真実に、従順にいることができました。なぜなら、これは、彼が心に定めたことだ
からです。パウロは、救いの信仰について話しているとき、次のように言いました。「も
しあなたの口でイエスを主と告白し、あなたの心で、・・・信じるなら。」あなたの頭で
信じるのではありません。そうではなくて、「あなたの心で神はイエスを死者の中からよ



みがえらせてくださったと信じるなら、あなたは救われるからです。」イエスの復活は、
日毎に疑問を持つものではありません。イエスは本当によみがえられたのか、よみがえら
れたと私は思う、よみがえられたと信じよう、というものではありません。これは、自分
の心に関することなのです。確かにイエスはよみがえられた。確かにイエスが復活され
た、というもので、これは、疑問ではありません。疑問や疑いを持つものではありませ
ん。そういう問題ではないのです。これは、心で信じることなのです。これは、私の存在
の一部なのです。多くの人は、頭から心に来ないので、ひっかかってしまうのです。従っ
て、彼らの歩みに不安定さがあります。私はもうこのことを決してしない、というのと、
私は生きている限りしないと心に定めた、というのは違います。
　 バルナバは、「心を堅く保って、常に主にとどまっているように。」と言いました。主
にとどまって、心を堅く保ちなさい。陥れるための誘惑が来るだろう。迫害が来るだろ
う。世はあなたを襲うだろう。でも、主にとどまっているように、心を堅く保ちなさい。
多くの場合、始めは上手くいくのですが、途中どこかで、押し流されてしまいます。これ
は、岩地に落ちた種みたいなもので、すぐに芽を出すのですが、土が深くないので、日が
上って暑くなるとすぐに枯れてしまいます。土が深くないからです。このような人が多く
います。キリスト教をすぐに受け入れるのですが、深さがありません。私は前に出てキリ
ストを受け入れた、という以上を行くことがないのです。決意し心を定めることがないの
です。パウロはガラテヤ人に手紙を書いて、「あなたの始まりは良かったのに、どうした
のか。なぜそんなにすぐに真理から離れてしまう妨げは何だったのか。（訳者注：ガラテ
ヤ３:1-3の言い換え）　 」と言いました。ヘブル人への手紙に、ただ主の事がらに向かうこ
とができなかったことが語られています。警告は、「私たちは聞いたことを、ますます
しっかり心に留めて、押し流されないようにしなければいけません。」です。多くの人
が、押し流されてしまいました。イエスは、エペソの教会に手紙を書かれて、「あなたに
非難すべきことがある。あなたは初めの愛から離れてしまった。」と言われました。あな
たは押し流されてしまったのです。なぜなら、主にしがみついて、心を堅く保つことに欠
けていたからです。イエスに関して、その宣教のある時点で、彼に従っていた多くの弟子
が離れ去りました。まだそこにいる他の者たちに、「まさか、あなたがたも離れたいと思
うのではないでしょう。」と言われました。ペテロは言いました。「主よ。私たちがだれ
のところに行きましょう。あなたは、永遠のいのちのことばを持っておられます。」しか
し、これは本当です。本当に心を堅く保っていなければ、人が離れ去ることはあり得るの
です。「心を堅く保って、常に主にとどまっているようにしなさい。」
　 モーセは、その生涯の終りに、イスラエルの民を約束の地まで導きましたが、その中に
導くことはできませんでした。もうヨシュアに統治と指導権を引き継がなければなりませ
んでした。それで、最後に、彼らに命令を与えるために、イスラエルの民を集合させまし
た。モーセは、イスラエルの民への命令の中で、申命記３０章１６節からですが、次のよ
うに言いました。「私が、きょう、あなたに、あなたの神、主を愛し、主の道に歩み、主
の命令とおきてと定めとを守るように命じるからである。確かに、あなたは生きて、その
数は増える。あなたの神、主は、あなたが、はいって行って、所有しようとしている地
で、あなたを祝福される。しかし、もし、あなたが心をそむけて、聞き従わず、誘惑され
て、ほかの神々に拝み、これに仕えるなら、きょう、私は、あなたがたに宣言する。あな
たがたは、必ず滅びうせる。あなたがたは、あなたが、ヨルダンを渡り、はいって行っ
て、所有しようとしている地で、長く生きることはできない。私は、きょう、あなたがた
に対して天と地を、証人に立てる。私は、いのちと死、祝福とのろいを、あなたの前に置
く。あなたはいのちを選びなさい。あなたもあなたの子孫も生き、あなたの神、主を愛
し、御声に聞き従い、主にすがるためだ(cleave unto Him)。」ですから、モーセがイスラエ



ルの民に言った全く同じことをバルナバは、アンテオケの人たちに言ったのです（訳者注: 

「常に主にとどまっているように」は、“ｃleave unto the Lord"であり、モーセが「すがるた
めだ」と言った部分の英語と同じになっている) 。主にとどまっていなさい。主にすがりな
さい。モーセは言いました。「確かに主はあなたのいのちであり、あなたは主が、あなた
の先祖、アブラハム、イサク、ヤコブに与えると誓われた地で、長く生きて住む。」
　 ヨシュアが、生涯の終りに来たとき、「年を重ねて老人になっていた。」とあります
が、イスラエルの民を呼んで、彼も、主にとどまっていなさい、と勧めました。なぜで
しょう？なぜなら、誘惑があって、他のものに引かれてしまうからです。興味深い逆説が
あります。心を尽くして主を求めるとき、神を尋ね求めているのですが、神は、あなたを
祝福されます。神は、あなたが主を求めると、あなたに祝福を注ぎ始められます。問題
は、人が祝福されているとよく、「新しいボートを今度の日曜日に試し乗りしてみよう。
教会は行かないことにしよう。」と言って、他のものを見はじめるのです。あなたが主と
求めたので、神はあなたを祝福されたので、繁栄を与えられたので、あなたは調子が良く
なって、それで、この繁栄そのものが、完全に主に明け渡すことを妨げるのです。イスラ
エルの民が主を求めている限り、神は、彼らを繁栄させられました。けれども、繁栄した
ら、離れ始めたのです。まさに悪魔的です。人々は、神の祝福を十分に喜ぶことをしない
で、むしろ、祝福のゆえに気が散り、他のものに向かってしまうのです。主にすがりなさ
い。主にとどまっていなさい。
　 アンテオケにおいて、バルナバは、新しく信じた人々に、「心を堅く保って、主にとど
まっていなさい。」と言っているのです。心を堅く保って、主にとどまっているのは大切
です。なぜなら、主のみが、私たちをお救いになることができるからです。さて、このよ
うな発言をすると、すぐさま世は、宗教で凝り固まった人の分類に入れてしまいます。イ
エスのみがお救いになることができる、と言うことが、あなたを宗教に凝り固まった人に
してしまうのです。イエスもその一人でした。なぜなら、こう言われたからです。「わた
しが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父
のみもとに来ることはできません。」こうも言われました。「わたしは羊の門です。わた
しの前に来た者はみな、盗人で強盗です。」イエスが唯一の救いと永遠のいのちの道であ
ることを信じることによって、政府に関して言うならば、過激派の範疇に入れられます。
宗教狂信者、社会の危険分子なのです。なぜなら、過激主義者だからです。これが、私た
ちに与えられる分類なのです。過激主義者、過激右派、狂信者です。ハマスや他の過激派
と同じ分類に入れられます。あなたが、社会の危険分子、脅威になります。なぜなら、あ
なたが偏狭で、イエスのみによって、人が永遠のいのちを知ることができると信じている
からです。しかし、ペテロは、こう言いました。「この方以外には、だれによっても救い
はありません。世界中でこの御名のほかには、私たちが救われるべき名としては、どのよ
うな名も、人間には与えられていないからです。」パウロは言いました。「神は唯一で
す。また、神と人との仲介者も唯一であって、それは人としてのキリストです。」イエス
にとどまるのです。主にとどまるのです。イエスのみがお救いになることができるので
す。この方以外には、だれによっても救いはありません。
　 バルナバによるこの勧めは、必要でした。なぜなら、クリスチャン生活を始めても、後
に離れる人が多いからです。岩地に蒔かれる種のように、一旦熱くなると耐えられなくな
るのです。興味深いことですが、伝道集会のフォローアップの働きの中で、多くの人が招
きに応じて前に出て来たのですが、その集会の場所で霊的成長が止まってしまうのです。
前に出て来たことだけで、それ以上何も前進しませんでした。霊的な歩みが全く進みませ
んでした。おそらくは、何かの音楽が彼らの心に触れたのかもしれません。感情的に動か
されたのかもしれません。メッセージの中で言ったことだったかもしれません。もしかし



たら、何百人の人が、前に出て、競技場に立っているのに興奮を覚えたのかもしれませ
ん。その群衆と共に前に出るように動かされたのでしょう。けれども、主と自分の体験に
おいては、前に出なかったのです。主にすがらなかったのです。
　 それゆえ、アンテオケの信者に対するバルナバの勧めは大切でした。心を堅く保って、
常に主にとどまっているのです。これは、容易ではありません。世はあなたをはずかし
め、あなたの肉が反抗して、悪魔があなたの道につまずきの石を置きます。けれども、主
にすがることへの報いは、とてもすばらしいのです。詩篇の記者が言ったように、「あな
たはこの世で豊かにいのちを与えて下さいました。しかし、とこしえのいのちの希望も与
えて下さった（訳者注：“You've given me so much here in life but then the hope of eternal 

life."ですが、適当な箇所がみつかりません。詩篇133:３参照。) 」のです。主にすがるので
す。悪魔があなたを妨げないようにして下さい。主にすがって下さい。世があなたを誘惑
し、離れさせるようなことがないように。主にすがるのです。決して悔いることはありま
せん。



使徒行伝１２章（３／２４／９６）
使徒行伝１２章１－２節(Acts12:1-2)

「なぜ神はそのようなことをお許しになるのか」＃８６１１
交読文：詩篇３１篇

　 私たちは聖書通読の学びを続け、現在使徒行伝１２章に入っています。その箇所を今日
の午後読み返し、今晩７時に集まり主を礼拝し聖書通読の学びをしますので、参加なさる
ようお勧めします。今晩は、使徒行伝１２章を学びます。
　 今朝は、最初の２節に注目していただきたいのです。「そのころ、ヘロデ王は、教会の
中のある人々を苦しめようとして、その手を伸ばし、ヨハネの兄弟ヤコブを剣で殺し
た。」と書かれているところです。この「ヘロデ王」とは、実は、ヘロデ・アグリッパ一
世でした。彼は、ヘロデ大王の孫で、ヘロデ・アンティパスの息子でした。ヘロデ・アン
ティパスの父は、バプテスマのヨハネを殺させた人でした。ヘロデ・アグリッパ一世は、
なまけ者の、はしにも棒にもかからないような人物でした。若い頃ロ－マへ行き、かなり
無謀な生活をし、ギャンブルに興じ、金を浪費し、大きな借金を抱えて、ロ－マを去り、
たくさんの人の怒りをかいました。それから、ヘロデ・アグリッパ一世は、家族のところ
へ行って、しばしそこに滞在し、金をせしめると、ロ－マへ戻り、そこで実は、ある期間
牢につながれていましたが、カリグラ（Caligula）と友達になり、カリグラが皇帝になった
とき、カリグラはヘロデ・アグリッパ一世に、かつて彼が牢に入れられていたとき繋がれ
ていた鉄の鎖と同じ重さの金の鎖を与え、さらにパレスチナの地に来てそこを支配するよ
うに、王の肩書きを授けました。ヘロデ・アグリッパ一世の支配はあまり長くありません
でしたが、何せ政治家なものですから、ユダヤ人の機嫌をとろうとしました。ユダヤ人に
とって教会が目の上のたんこぶの存在（訳者注：英語を直訳すると、「肉体のとげ」）で
あることを知っていましたから、１節に書かれているように、「教会の中のある人々を苦
しめようとして、その手を伸ばし、ヨハネの兄弟ヤコブを剣で殺した」のです。さて、そ
れがユダヤ人の気に入ったのを見て、ヘロデは教会への迫害を続けることにし、ペテロを
捕らえ牢に入れ、ペテロも殺そうとしていました。しかし、教会はペテロのために祈り、
四人一組の兵士四組の監視の下にいるペテロのところに主の御使いが来ました。ペテロは
ふたりの兵士の間で寝ており、戸口にも兵士たちがいました。御使いは、ペテロを起こ
し、「くつをはいて、ついて来なさい。（訳者注：使徒行伝１2:８参照）」と言いました。
鎖が落ちて、彼は御使いについて行きました。二つの衛所を通り、外に通じる鉄の門まで
来ると、門がひとりでに開きました。御使いは、ある通りまで導くといなくなりました。
御使いが行ってしまうと、ペテロは牢の外にいることに気付きました。ペテロは自分が夢
を見ているのだと思っていました。幻だと思っていましたが、ペテロは実際自分が牢の外
にいることに気付きました。ですから、今晩どのようにペテロが教会に行ったかを読んで
学びますが、教会では祈りがなされていました。しかし、ペテロを救ったのは、あまり信
仰のある祈りではありませんでした。少女のロダが来て、ペテロが門のところにいると伝
えると、人々は、「あなたは気が狂っているのだ。」と言ったからです。それについて
は、今晩見ますが、争点はこれです。これが問題です。なぜ神はこのよこしまなヘロデ・
アグリッパ一世がヤコブを殺すのを許されたか。そして、なぜ神はペテロをヘロデの手か
ら救い出されたか。つまり、もし神が奇跡によってペテロを救い出されたのなら、なぜ神
はヤコブを救い出されなかったのか。なぜ、ヤコブが殺されるのを許されたか。
　 神は預言者イザヤに語られたとき、「わたしの思いは、あなたがたの思いと異なり、わ
たしの道は、あなたがたの道と異なるからだ。天が地よりも高いように、わたしの道は、
あなたがたの道よりも高く、わたしの思いは、あなたがたの思いよりも高い。」と言われ



ました。神が言わんとしておられることは、「わたしたちは同じように考えないのだ。」
ということです。神は全知です。つまり、神はすべてをご存知だと言うことです。聖書
は、「神は初めから終りまでをみきわめておられる（訳者注：適当な箇所が見つかりませ
んでした。伝道者の書３:1１を参照。）」と述べています。神には、予知という強みがあり
ます。ですから、神が何かなさるときには、成り行き全てをご存知なので、神がなさるこ
とは正しいのです。さて、多くの場合私がなす決断は仮の決断です。というのは、正しい
決断を行ないたいのですが、私には何が正しい決断なのか分からないからです。しかし、
自分が受け取った情報に基づいて決断をします。場合によっては私が受け取った情報は、
部分的でしかないことがあります。問題の全容を聞かされていないのです。場合によって
は誤った情報が与えていることがあります。部分的な情報、あるいは、誤った情報に基づ
いて決断をしたために、自分の決断を後悔したことがあります。「なぜそんなことをした
のだろう。明らかに間違いだった。」と思ったことがあります。自分が常に自分のやって
いることが分かっているわけではないことを、正直に告白します。自分のやっていること
が正しいことを望み、信じているのです。もし、私がこれまでに下したすべての決断や、
とったすべての行為が正しいものであったのであれば、すばらしいことです。神について
は、その通りなのです。神は、「しまった。」と言う必要が全くないのです。（爆笑）神
は全てをご存知なのです。ですから、「わたしの思いは、あなたがたの思いと異なり、わ
たしの道は、あなたがたの道と異なるからだ。天が地よりも高いように、わたしの道は、
あなたがたの道よりも高く、わたしの思いは、あなたがたの思いよりも高い。」とおっ
しゃっているのです。ロ－マ人への手紙１１章で、パウロは、「ああ、神の知恵と知識と
の富は、何と底知れず深いことでしょう。そのさばきは、何と知り尽くしがたく、その道
は、何と測り知りがたいことでしょう。」と言いました。神は、「わたしの道は、あなた
には測り知れない」とおっしゃっており、パウロは、「神の道は、私たちには測り知れな
い」と言っているのです。しかし、測り知ろうと私たちがどれほど時間をかけるかは、興
味深いことです。私は理解しようとするのです。「なぜ神は、そのようなことを許された
のか。なぜ神は、私がこのような痛みを経験するのをお許しになったのか。なぜ神は、い
ま抱えている問題が起こるのをお許しになったのか。なぜ神は、私の人生に苦しみをお許
しになるのか。私が抱えている悲しみについて、神はどのような目的をお持ちなのか。」
と私は言います。そして、私は神の考え、思い、道を測り知ろうとします。
　 これまでに、なぜ自分にそのような事が起きたのだろうかと思い巡らした理由があった
という人がいたとするなら、それはヨブだったでしょう。神のヨブに対する評価は次のと
おりでした。神はヨブについて、「完全で、潔白であり、善を愛し、悪から遠ざかってい
る（訳者注：ヨブ２:3参照) 」と言われました。それが、神が、ヨブについておっしゃった
ことでした。しかしそれでも、ヨブの人生にあらゆる災難がふりかかることを神はお許し
になりました。ヨブが全ての持ち物を失うことをお許しになりました。不運な事故でヨブ
が１０人の子供を失うことをお許しになりました。ヨブが自分の健康をそこなってしまう
ことをお許しになりました。そして、ヨブは、なぜなのかと尋ねました。「なぜ、私は、
胎から出たとき、死ななかったのか。なぜ、私は、生まれ出たとき、息絶えなかったの
か。なぜ悪者どもが生きながらえ、年をとっても、なお力を増すのか。」そして、ヨブ
は、「神の道は、測り知れない（訳者注：ヨブ９:1０を参照) 」と言いました。ヨブは、と
ても混乱し、自分の置かれている状況や惨めさ、痛みが理解できませんでしたが、ヨブは
「神が私を殺しても、私は神に仕える（訳者注：ヨブ１3:15の言い換え）」とだけしか言い
ませんでした。
　 私たちの聖書の箇所には、「ヘロデ王は、教会を苦しめようとして、その手を伸ばし、
ヤコブを剣で殺した。（訳者注：使徒１2:１の言い換え) 」と書かれています。処刑人がヤ



コブを殺すために首を切りに来たとき、ヤコブを訴えた人が死に直面したヤコブが並外れ
た勇敢さと勇気を見て、ヤコブの前に平伏し赦しを請い、イエス・キリストは自分の主で
もあると告白し、ヤコブは一人で殉教すべきではないと考え、その人もヤコブの側に立
ち、ともに首を切られたのです。しかし、なぜ神はそのようなことをお許しになったので
しょうか。なぜ神は、ヘロデの手からヤコブを救い出されなかったのでしょうか。ヤコブ
は、ヨハネの兄弟で、イエスの弟子の一人で使徒と呼ばれるようになった人でした。ヤコ
ブは、主から特別な特権を与えられたペテロ、ヤコブ、ヨハネの三人のうちの一人でし
た。彼らは、いわゆるイエスの側近グル－プの中の一人でした。彼らの間で、イエスが御
国を設立されたときに誰が一番偉くなるかをめぐり競争がありました。いろいろな機会に
これについて議論がありました。そして、ヤコブとヨハネは自分の母親まで巻き込みまし
た（訳者注：以下マタイ20:20-23参照) 。というのも、彼らの母親がある日イエスのところ
に来たとき、「あなたが御国に入られるときお願いがあります。」と言ったからです。す
るとイエスは、「どんな願いですか。」と言われると、母親は、「私のこのふたりの息子
が、ひとりはあなたの右に、一人は左にすわってもらいたいのです。」と言いました。イ
エスは、「あなたがたは自分が何を求めているのか、わかっていないのです。わたしが飲
もうとしている杯を飲むことができますか。」と言われました。さて、息子たちはそばに
立っていました。彼らは話を聞いていて、「はい主よ。私たちはできます。だいじょう
ぶ。」と言っていました。しかし、イエスは、「あなたがたはわたしの杯を飲みはしま
す。」と言われました。イエス・キリストのためにヤコブが殉教し、ヤコブがイエスの杯
を飲み、ここにイエスの預言の成就を見ることができます。しかし、なぜ神はこのような
ことをお許しになったのでしょうか。なぜ神はペテロを救い出し、ヤコブが殺されるのを
お許しになったのでしょうか。なぜ神は、ご自分がなさることをお許しになるのでしょう
か。なぜ神は、悪者が繁栄し、義人が苦しむのをお許しになるのでしょうか。様々な試練
を通り、人生の中で痛みや苦しみを受けるとき、義人がみな持つ疑問です。
　 ヘブル人への手紙は、旧約聖書の信仰の人たちについて、信仰によって行なったすばら
しいことについて、語っています。３３節から（訳者注：ヘブル11章３３節) 、「彼らは、
信仰によって、国々を征服し、正しいことを行ない、約束のものを得、ししの口をふさ
ぎ、火の勢いを消し、剣の刃をのがれ、弱い者なのに強くされ、戦いの勇士となり、他国
の陣営を陥れました。女たちは、死んだ者をよみがえらせていただきました。またほかの
人たちは、さらにすぐれたよみがえりを得るために、釈放されることを願わないで拷問を
受けました。また、ほかの人たちは、あざけられ、むちで打たれ、さらに鎖につながれ、
牢に入れられるめに会い、また、石で打たれ、試みを受け、のこぎりで引かれ、剣で殺さ
れ、羊ややぎの皮を着て歩き回り、乏しくなり、悩まされ、苦しめられ、－　 この世は彼
らにふさわしい所ではありませんでした。－　 荒野と山とほら穴とをさまよいました。」
敬虔な人たち、義人たち、信仰の人たち、信仰をとおして火の勢いを消し、剣の刃をのが
れ、弱い者を強くした人たちでしたが、しかし、これらの人たちの多くが残酷な拷問の死
をとげました。多くの人たちが、牢に入れられ、なぐられ、あざけられ、むちで打たれま
した。もし、この人たちが信仰の人であったなら、なぜ神は彼らがこのようなことを経験
するのをお許しになったのでしょうか。
　 神は決して義人たちが贅沢な楽な暮らしを約束なさらなかったことに注目すべきです。
神は私たちに安楽な暮らしは約束なさいませんでした。イエスは、私たちが義のために迫
害を受けるとおっしゃいました。ヨハネの福音書の中で、イエスは、「もしあなたがたが
この世のものであったなら、世は自分のものを愛したでしょう。しかし、あなたがたは世
のものではなく、かえってわたしが世からあなたがたを選び出したのです。それで世はあ
なたがたを憎むのです。しもべはその主人にまさるものではない、とわたしがあなたがた



に言ったことばを覚えておきなさい。もし人々がわたしを迫害したなら、あなたがたをも
迫害します。（ヨハネ15:19-20) 」と言われました。それから、イエスは、言われました。
「人々はあなたがたを会堂から追放するでしょう。事実、あなたがたを殺す者がみな、そ
うすることで自分は神に奉仕しているのだと思う時が来ます。（ヨハネ16:2) わたしがこれ
らのことをあなたがたに話したのは、あなたがたがわたしにあって平安を持つためです。
あなたがたは、世にあっては患難があります。（ヨハネ16:33)」パウロがルステラで人々と
わかれる時、人々を励まし、「私たちが神の国にはいるには、多くの苦しみを経なければ
ならない。（使徒１4:22) 」と言いました。パウロはテモテへの手紙の中で、「確かに、キ
リスト・イエスにあって敬虔に生きようと願う者はみな、迫害を受けます。(2テモテ３ :

12)」と書いています。ペテロは、「愛する者たち。あなたがたを試みるためにあなたがた
の間に燃えさかる火の試練を、何か思いがけないことが起こったかのように驚き怪しむこ
となく、むしろ、キリストの苦しみにあずかれるのですから、喜んでいなさい。それは、
キリストの栄光があらわれるときにも、喜びおどる者となるためです。もしキリストの名
のために非難を受けるなら、あなたがたは幸いです。なぜなら、栄光の御霊、すなわち神
の御霊が、あなたがたの上にとどまってくださるからです。(1ペテロ４:12-14) 彼らの側で
は、キリストの悪口が語られますが、あなたがたの側ではキリストは栄光をお受けになり
ます。（訳者注:on their part he is evil spoken of, but on your part he is glorifieｄの部分が日本
語にはありませんので訳者がその部分を追加翻訳しています。）」と書きました。ですか
ら、義なる生活を送ろうとすると、神に仕えようとすると、世が私たちを憎み、迫害し、
世は私たちを歓迎したり敬意を持って受け入れないことがわかると聖書は教えています。
　 しかし、なぜ神はそのようなことをお許しになるのでしょうか。もし、私が神に仕え神
のために生きることを求めているのなら、なぜ神は私が迫害されることを、中傷されるこ
とを、嘘をつかれることをお許しになるのですか。なぜ神は私が苦痛や悲痛や深い悲しみ
を経験するのをお許しになるのですか。その答えは、「私たちにはわからない」です。神
は、なぜ神が苦しみや苦痛を経験するのをお許しになるのかの理由を私たちに説明しない
選択をされました。アブラハムが３日間筆舌に尽くせないほどの悲痛や深い悲しみを経験
することを神が許されたことを私たちは知っています。神はアブラハムに、「あなたの
子、あなたの愛しているひとり子イサクを連れて、わたしがなたに示す一つの山の上でい
けにえとしてわたしにささげなさい（訳者注：創世記22:2参照) 」と仰せられました。３日
間アブラハムは、イサクとしもべといっしょに、ヘブロンからモリヤの山へ向けて旅をし
ました。その３日間、イサクがアブラハムに語りかけるたびに、アブラハムがイサクに語
りかけるたびに、アブラハムがイサクを見るたびに、アブラハムの心は裂けんばかりでし
た。それは、話すべきではないと感じた秘密を持っていたからです。それは、自分の息子
が死ぬというものでした。自分の愛する子が自らの手で死ぬことになるというものでし
た。アブラハムは、なぜ神がそのようなことを自分にお求めになるのか理解できませんで
した。しかし、アブラハムは神を信じました。アブラハムはイサクから出る者が自分の子
孫と呼ばれる、子孫が出る、メシヤが出るとの神が約束されたことを知っていました。イ
サクにはまだ子供がいませんでしたから、アブラハムは、神のことばは真実に違いないの
だから、神は約束をお守りになるのだから、イサクから出る者が自分の子孫と呼ばれるの
だから、神が約束をお守りになるためなら、必要なら神はイサクを死からよみがえらせな
ければならないと考えていました。神は約束を守るためなら、イサクを死からよみがえら
せられると。イサクが祭壇に横たわっているところを、アブラハムが刀を取って手をふり
あげたとき、主は、「わかったアブラハム。もうそれで十分だ。やめなさい。見よ、角を
やぶにひっかけている一頭の雄羊がいる。その雄羊を取り、ささげよ。今、わたしはあな
たの忠実さ、わたしの言葉に対する信頼をみた、わかった。あなたはわたしに対して何も



惜しまないことがわかった。（訳者注：創世記22:12-13参照) 」と言われました。そして、
神は、私やみなさんも含んだ栄光に満ちた約束をアブラハムにお与えになりました。アブ
ラハムをとおして世界全体に神が祝福をお与えになるとの約束です。アブラハムをとおし
てメシヤが来られ、メシヤをとおして、すべての人が祝福を受けるとの約束です。しか
し、神はその３日間にわたる心痛や、深い悲しみ、悲痛をお許しになりました。なぜ神は
そのようなことをお許しになるのでしょうか。私にはわかりません。
　 しかし、神はすばらしい、ということは私にわかります。神が私のことをこの上なく愛
して下さっていることは私にわかります。「神は、実に、そのひとり子をお与えになった
ほどに、世を愛された。」イエスは、「人がその友のためにいのちを捨てるという、これ
よりも大きな愛はだれも持っていません。」と言われました。ですから、神はすばらしい
ことが私にはわかります。神が私のことを愛して下さっていることが私にはわかります。
神は主権を持たれていることが私にはわかります。神は、みこころによりご計画のままを
みな実現されることが私にはわかります。ですから、「なぜそのようなことをなさったの
ですか。」と私は言えないのです。私は、挑戦したり、疑念をはさんだりすることができ
ません。神は全てのことについて、よい目的を実現されていることが私にはわかります。
ですから、「神を愛する人々、すなわち、神のご計画に従って召された人々のためには、
神がすべてのことを働かせて益としてくださることを、私たちは知って（ロ－マ8:28) 」い
るのです。
　 私のような年齢になりますと、それがとても有利になります。私のような年齢になりま
すと、先を見るよりもずっと昔を振り返ることができるようになります。人生を逆転させ
るような出来事の余りに多くがすでに閉ざされ、私は人生の一循をしました。若かった
頃、苦痛、困難、大変なこと、様々なプレッシャ－を経験をしました。苦痛や苦しみを
通っているときに、なぜ神はこのようなことが私に起こることを許されたのだろうと思い
ました。「私はあなたを愛しています。あなたにお仕えしようとしていますのに。神よ、
なぜこのようなことを許されたのですか。」と。しかし、今は、人生を逆転させるような
出来事が閉ざされた利点があるので、神が何をなさっていたのかがわかるようになりまし
た。困難で大変な状況の中で、神の御手を理解することができます。今振り返って見る
と、「ああ主よ。あなたは何と賢明だったのでしょう。今、あなたの目的がわかります。
あなたの御計画がわかります。あなたが私を何のために準備して下さっていたのかわかり
ます。私を練り清めるために、かどの出っ張りを落として下さっていたのがわかります。
人生で苦痛であったときに、あなたが何をお考えになっていたのか、今はわかります。」
と言うのです。「主よ、もし、教えて下さってさえいれば、あなたはいらいらせずに済み
ましたものを。もし、あなたがそのようなお考えでしたのなら、これがあなたの御計画で
あったのなら、それを知ってさえすれば・・・」とよく言います。自分の言ったことに対
して、主に対して思ったことについて、主に謝らなければならなかったことがよくありま
す。それは、人生が一循してわかるからです。神は私たちの内で、永遠の目的を行なって
下さっています。難しいのは、神のお考えは永遠ですが、私の考えは一時的であることで
す。ですから、神の思いは、私の思いと異なり、神の道は、私の道と異なるのです。神は
常に永遠の観点から、働いておられます。私は常に今、現在自分への影響の観点から物事
を判断します。今の痛みやジレンマといった観点から。しかし一方、永遠の目的をお持ち
である神は、私の人生の中で神の永遠の目的を達成するために、私が苦しみや困難を通る
ことを今はお許しになるかもしれません。自分では理解できない人生の中での苦痛な困難
な経験をとおして、それらが神へと追い詰めたために、どれ程多くの人が神の所に連れて
こられたことでしょう。それで、それらの人たちは今日救われ、永遠に主のものとなって
いるのです。それは、困難によって神を信じるように追い詰められたからです。



　 ですから、私たちには理解できない状況に直面するときに、神がすばらしい方である、
神は自分のことを愛して下さっている、神は主権を持っておられる、神がよい御計画を実
行して下さっているとわかることができる、信頼できる、しっかりとした基を持っている
ことが重要です。神は、「わたしはあなたがたのために立てている計画（訳者注：英語で
は「計画」ではなく「思い」）をよく知っているからだ。」と言われます。私には神の計
画（訳者注：英語では　 「計画」ではなく「思い」）はわかりません。しかし、神は、
「わたしはあなたがたのために立てている計画をよく知っているからだ。－　 それはわざ
わいではなくて、平安を与える計画であり、あなたがたに将来と希望を与えるためのもの
だ。あなたに栄光に満ちた将来を備えている。（訳者注：エレミヤ２9:11参照) 」とおっ
しゃいます。従って、答えは理解することにあるのではありません。答えは、任せること
と信頼することです。ソロモンは、「心を尽くして主に拠り頼め。自分の悟りにたよる
な。あなたの行く所どこにおいても、主を認めよ。そうすれば、主はあなたの道をまっす
ぐにされる。（箴言３:5-6) 」と言いました。死ぬことなくエノクが天に移される前に、エ
ノクには神を喜ばせたという証しがありました。ヘブル人への手紙の記者は、「信仰がな
くては、神に喜ばれることはできません。」と述べています。神の道を理解することがで
きないかもしれませんが、あなたが神に信頼することを望んでおられます。理解すること
ができないかもしれませんが、あなたが神に任せることを望んでおられます。それが、信
仰です。神に栄光をお返しするのは、このような信頼と信仰です。信頼と完全に任せるこ
とによってのみ、平安を経験します。状況はあなたを常に動揺させます。「ああ、神よ。
あなたが何をなさっているかわかりませんが、あなたが私を愛して下さっていること、あ
なたがすばらしい方であること、このような状況であっても、あなたはよい計画を立てて
下さっていることはわかります。私は、ただ主よ、あなたにお任せします。あなたが、最
良であると思っていらっしゃることをなさって下さい。」と言うまで、常にあなたの内側
はおだやかでない状態が続きます。そして、私はただ任せるのです。私がそのように任せ
るところに至らなければ、頻繁に夜に寝返りを打ち、目が覚めると、頭の中を考えがぐる
ぐる巡り、なぜかしらと思い始め、眠れず、悩みます。そのように任せるところに至らな
ければそうです。神の御手の中にあります。神は全てをご存知です。神はなぜなのかご存
知です。神は計画を実行なさっています。神は、これについて計画をお持ちです。よい計
画をお持ちです。どのような形であろうと、私の永遠の望ましいこと、益のためです。神
の御手の中にあります。そして、私はイザヤが、「志の堅固な者を、あなたは全き平安の
うちに守られます。」述べたことを経験するのです。そのような平安を経験するようにな
るのです。「だいじょうぶだ。神が御計画をこの中で実行して下さるのだ。そして、これ
を通れば、改善が期待される。」　 ヨブは、様々な試練の最中に、「神は私を調べられ
る。私は純金のように、出てくる。（訳者注：ヨブ２3:10参照) 」と言いました。ペテロ
は、「信仰の試練は、火を通して精練されてもなお朽ちて行く金よりも尊いのであって(1ペ
テロ１:7) 」と述べました。パウロは、「今の時のいろいろの苦しみは、将来私たちに啓示
されようとしている栄光に比べれば、取るに足りないものと私は考えます。（ロ－マ8:18) 

今の時の軽い患難は、私たちのうちに働いて、測り知れない、重い永遠の栄光をもたらす
からです。(2コリント4:17) 」言いました。私がここにいるのはほんの短い期間です。神
は、私たち一人一人に地上でのある一定の短い期間を許しておられます。この地上での短
い期間において、神は永遠のために私たちを準備して下さっているのです。神にとって、
永遠の福利の方が一時的な福利よりずっと重要です。もし神が試練や苦しみ苦痛を通して
私のために永遠の益を生み出して下さることができるのであれば、神は永遠を考えて下
さっているのですから、完璧な永遠の御計画を遂行するために、神は一時的に嫌なことを
お許しになります。「わたしはあなたがたのために立てている計画をよく知っているから



だ。－　 それはわざわいではなくて、よいものだ。わたしは、予期される栄光に満ちた将
来にあなたを入れるために、あなたの将来のための計画を考えている。」と神は言われま
す。
　 私たちが理解していないことへの解決は、私たちの道を主に信頼し、任せることです。
ペテロは、「ですから、神のみこころに従ってなお苦しみに会っている人々は・・・」と
言いました。そうです、苦しみは神のみこころであり得るのです。「ですから、神のみこ
ころに従ってなお苦しみに会っている人々は、善を行なうにあたって、真実であられる創
造者に自分のたましいをお任せしなさい。」それが鍵となる言葉です。「お任せする
（commit）。」主よ、あなたの御手の中にあります。あなたにお任せします。主は真実で
あられる創造者です。
　 今日の午後みなさんに繰り返し詩篇３１篇を読むことをお勧めします。この詩篇は今朝
交読文で読んだ詩篇です。この背景をもとに、また読んでみて下さい。詩篇の記者は、自
分の持っている問題やトラブルについて不満を述べていますが、解決が、任せることと信
頼にあるとの結論に至ったことがわかります。私はあなたに信頼します(31:14) 、私の道を
あなたにゆだねます(31:5)。今日そこにあなたの解決があるのです。



使徒行伝１３章（３／３１／９６）
使徒行伝１３章３８－３９節(Acts13:38-39)

「罪の赦し」＃８６１２
交読文：詩篇３２篇

　 私たちは、創世記から黙示録までの聖書通読の学びを続けていますが、使徒行伝１３章
まできました。今朝は、３８－３９節に注目していただきたいのです。今晩、１３章全体
を勉強しますが、今朝は３８節と３９節を見てください。
　 ピシデヤのアンテオケにおける安息日のことです。このアンテオケは、今日のトルコに
あります。パウロとバルナバは、第一次伝道旅行をしていました。地中海東部の小さな
島々で宣教をした後、本土にたどり着きました。本土からトルコへ、そして、彼らが遣わ
されたシリヤのアンテオケとはまた別のピシデヤのアンテオケまで来ました。安息日に会
堂に来て、聖書が朗読された後、パウロがラビの認証を受けていたので、彼ら（会堂の人
たち）は、パウロが聖書を分かち合うように招きました。そこで、パウロは、彼ら（イス
ラエルの人々）の歴史の話を始めました。神が、彼らを民として呼び出されたこと、王を
与えられたことをです。けれども、それから、神のみ心にかなった二番目の王ダビデを神
が立てられたことを話しました。神がダビデに約束されたこと、すなわち、ダビデの子孫
のうちのひとりが神の御座にとこしえに座すことを話しました。ダビデはこのことをメシ
ヤ、永遠の王がダビデの王座に着くことであると正しく解釈しました。パウロは、それか
ら、このダビデの王座に着座される方メシヤが救い主となることを、神がこの約束を守ら
れてメシヤが来られたことを示しました。エルサレムに住む人々とその指導者たちが、ピ
ラトがメシヤを殺すことを望んでこの方を死罪に定めたことで、メシヤについての預言を
成就させてしまったことを語りました。パウロは、十字架における死もまた預言の成就で
あることを主張しています。イエスは墓に納められたが、神がこの方を死者の中からよみ
がえらせたことを、パウロは彼らに伝えました。復活の後、イエスが生きておられること
を多くの弟子たちが目撃し、彼らはこの真実の証人であることを伝えました。それから、
神が父祖たちに約束されたこと、すなわち「この体を朽ち果てるままにはしておかれない
（訳者注:13:35参照) 」ことを、神はイエスを死者の中からよみがえらせたことで成就され
た、と伝えています。聖書の背景を十分に提示し、イエスのすべてのことが聖書の成就で
あったこと、この方が行なわれたことがすべて彼らの聖書に前もって書かれていることを
示して、このことを確認した後、「あなたがたに罪の赦しが宣べられているのはこの方に
よる」と言いました。
　 詩篇の記者は、「幸いなことよ。そのそむきを赦され、罪をおおわれた人は。」と言い
ました。ダビデは、罪を告白する前に自分が通ったみじめな思いを語りました（訳者注：
交読文の詩篇３２篇は、ダビデが姦淫の罪を犯してナタンに罪を指摘され、罪を告白して
後、罪の赦しの宣言を受けた時の詩篇であると個人的に思う、とチャックは言いまし
た。）彼は、自分の罪によって起こった罪責感（訳者注：正確には、「罪責複合（guilt 

complex)」）をまだ持っていたときに、「御手が昼も夜も私の上に重くのしかかり」と言い
ました。昼も夜も安心することなく、罪の責めを感じていました。内側は、「夏のひでり
でかわききった」と言いました。　 罪の意識は、文字通り人をおかしくさせることができ
ます。このことがわかっているので、現代の教育者、社会学者、心理学者は、罪意識を人
から取り除こうとしました。哲学者も（この試みに）参加しました。彼らは、次のように
言います。「本当の善や悪は存在しない。これが正しいか、間違っているかどうして分か
るだろうか。個人の意見でしかない。すべては、状況に左右され、文化が持つ道徳観に左
右される。ある文化で完全に許容されていることが、別の文化では禁じられている。しか



し、その文化の中で完全に許容されているものについては、罪責感や罪意識がない。これ
は、普遍的な善悪が存在しないことを証明している。すべては、文化にかかわることであ
り、個人に左右される。」さて、増えているＸ世代（訳者注:198０年代中頃から後半の繁栄
にとり残され、失業と不況に苦しめられた世代、米国では共和党、英国ではサッチャ－政
権の時代の若者世代）を見ますと、こうした哲学や教育は、今日の社会で逆効果をもたら
しています。こうした子供たちが、強力なライフルを持って車に乗り、運転し、路上で無
差別に誰に対しても発砲しているのは、一体どうしたことかと思います。捕まえられて
も、後悔の念を全く見せることがないのです。彼らには悪いことをしている意識が全くな
いようです。こうした傾向を研究した社会学者たちは、最近のことについて多くの書物を
書き、私たちが今突入しつつある新しいパラダイムに関して、私たち牧師や伝道者は説教
の内容を変えなければいけないことを教えています。なぜなら、過去においては、罪責感
をもてあそび、イエスが罪を赦すことができ実際に赦して下さるので、罪意識から解放さ
れる、と私たちは教えていたが、新世代は罪意識がない、と社会学者らは言うのです。新
世代の人たちは、後悔の念もなく何も感じないで、こうした恐ろしいことをすることがで
きる、と。従って、文化的背景の全パラダイムが変化したことを認識して、私たちは福音
に訴える方法を別に探さなくてはならない。なぜなら、罪の意識を持たない若者に対し、
罪があると言うことはできないからだ、と言います。実際このことから、私たちは、なぜ
このようなおぞましい犯罪が今日行なわれるのかがわかりますし、人間がなぜこのような
ことをできるのか、と考えてしまいます。それは、彼らの頭には、善悪が存在していない
からです。良いこと悪いことなどは存在しないで、自分が状況をどう感じるか、どう理解
するか、すべては相対的だからです。けれども、私たちはみな、善悪の意識がなくては、
どんな社会秩序をも保つことはできないことを理解しています。つまり、何かをした時
に、これをするのは間違っていたという意識です。
　 国々の歴史を見て下さい。国は、道徳の基盤、基礎を失った時にいつも滅びました。必
ずしも外側からではないのです。外側の勢力に征服されるのではなく、多くは道徳基盤が
あまりに腐敗した時に内側から滅んだのです。自ら没落したのです。今日のロシアには、
大きな問題があります。共産主義から民主主義へ、厳格な統制経済から自由経済に移行し
ようとの試みがなされています。移行することがこんなにも難しくなっている主な理由の
一つは、まさに共産主義下での無神論的な境遇です。善悪を排除しているので、神が存在
せず、普遍的な善悪がないのです。こうした人々は、民主主義社会に与えられている自由
への心構えができていません。従って、彼らは、汚職と腐敗に悩まされていて、移行でき
ないでいるのです。このため、多くの、実は大多数のロシア人は、共産主義の下に戻りた
いと望んでいます。なぜ自由になれるのに、全体主義的な統制下にいたいのか、私たちに
は理解できません。しかし、理由は、なにも指針がなければ、パラメーターがなければ、
この自由を使って、この自由を乱用して、完全に腐敗するからです。自分の行なっている
腐敗に対する良心がないからです。従って、指針がなければ、これは良いことでこれは悪
いことだという意識がなければ、社会が存在しえないことがわかります。無論、ロシア人
は大きな間違をしたのですが、それは私たちアメリカ合衆国がこの国の歴史を書き直して
犯している間違いと同じものなのです。私たちはアメリカの偉大さを自由企業制のおかげ
だと思ったり、アメリカが民主主義の社会であるからと思っています。これは、間違いで
す。自由企業制のために偉大なのではありません。自由企業制のために繁栄しているので
はありません。民主主義社会だから偉大なのではありません。アメリカの偉大さは、神の
下に一つの国家を設立しようとした建国の父たちに直接起因しているのです。このことは
建国の父によって認められ、ここ２、３年前まで最高裁判所によって認められていたので
す。最高裁判所で判決が下るとき、アメリカ合衆国はキリスト教国であるという宣言がな



されていたのです。最高裁判所でそのような宣言が行なわれていたのです。けれども、歴
史を再解釈し書き直して私たちは神を排除しようとしましたが、（その結果）、この新し
い社会の中に腐敗、道徳の破壊、政府の衰退が見られるようになったのです。もう政府を
信用できなくなるところまで衰退しました。なぜなら、人民の、人民による、人民のため
の政府と捉えられなくなったからです。そこには、役職に執着しようとする個人の利得を
見ることができます。ですから、あらゆる種類の気違いめいた予算を出費することは、い
や削減することはできなくなっています。その余りにも多くが単に政治的な道具だという
ことで、そのままにされているのです。政治的駆け引きがかかわっているので、資金が出
され、そのままにされているのです。今でも必要だというのではないのです。ずっと前に
必要がなくなったのです。もう必要ないものを残しているのです。取引がおこなわれ、特
定の法律が通過したため、残っているのです。（訳者注：米国でも多くの政治家は特定利
益団体から政治献金を受け、自分の利益を守るため、必ずしも必要ではない歳出項目を確
保する法律を制定する傾向にある。）
　 興味深いことは、どんなに道徳の相対性を語っても、とても冷酷で非情な外見を身に着
けることができるかもしれませんが、感情を持たずに、後悔の念もないかのごとく無情に
冷たい視線で見つめることができるかもしれませんが、内側は違っているのです。夜、自
分独り、仲間から離れて、独りでいて、光が消えて、枕を下にして寝ていると、自分は間
違ったことをしたという感覚があるのです。自分は、間違いを犯した、と。パウロは、私
たちの心に書かれている神の律法について語っています。「彼らの良心もいっしょになっ
てあかかしし、また、彼らの思いは互いに責め合ったり、また、弁明し合ったりしていま
す。」と言っています。自分の良心や思いで責められるか、正当化して自分のしたことを
弁明するかのどちらかをしますが、間違っていたということは気付いているのです。
　 人間の最大の必要は、罪の赦しです。赦されない罪は、詩篇の記者を苦しめたように、
あなたを苦しめます。赦されない罪は、あなたに死をもたらします。神は、すでに罪人に
死罪の判決を下されました。神は、「罪を犯した魂は、必ず死ぬ。＜口語訳＞」と言われ
ました。「罪から来る報酬は死です。」と言われました。これは、肉体の死以上のもので
す。これは、霊的な死です。肉体から意識が離れることが肉体の死ですが、神から意識が
離れることは霊的な死です。罪の中に生きる者は、肉体の死を体験しますが、それで終り
ではありません。聖書は、「人間には、一度死ぬことと死後に」、死が終りではないので
す。「死後にさばきを受けることが定まっているように」と言っています。聖書は、ヨハ
ネが書いていますが、彼は、「大きな白い御座を見た。死んだ人々が、大きな者も、小さ
い者も、御座の前に立ち、これらの書物に書きしされていることに従ってさばかれ
た。」「小羊のいのちの書にしるされていない者はみな、この火の池に投げ込まれ
た。」「これが第二の死である。」（訳者注：黙示録20:11-15参照) と言いました。後にヨ
ハネは、「この第一の復活にあずかる者は幸いな者である。この人々に対しては、第二の
死は、何の力も持っていない。（訳者注：黙示録20:6参照) 」と書きました。つまり、彼
は、人が二回死ぬことを話しているのです。一回目は肉体の死で、二回目は霊的な死で、
永遠に神から離れるのです。霊的な死、第二の死です。あなたは、いや、この火の池は比
喩的な表現だ、と言うかもしれません。神学者は火の池を否定して、これは比喩的表現で
文字通りではない、と言います。人間の意見に永遠の定めを賭けたいですか。それとも神
のみことばに賭けたいですか。得るべき天国と避けるべき地獄がなかったら、神はご自分
の御子に、十字架上の拷問の死を許されなかったでしょう。しかし、すばらしい福音の
メッセージは、イエス・キリストによって罪の赦しを持つことができる、ということで
す。ですから、パウロは基盤を提示し、イエスの生涯が神の約束の成就であること、成就
した預言があることを示し、このイエスによって神が私たちに罪の赦しがあることを宣べ



伝えているのです。
　 けれども、それだけではありません。パウロは続けて、「モーセの律法によっては義と
認められることのできなかったすべての点について、信じる者がみな、この方によって、
義と認められるのです。（訳者注:13:39の新改訳の引照部分を参照) 」と言いました。罪の
赦し以上のものとは、義と認められることであり、これらは別々であり、性質が異なるも
のです。法に違反する罪を犯した時、法はあなたを正しいと認めることはできません。法
は、ただあなたを罪に定めることしかできません。あなたは裁判官の前に連れてこられ
て、告訴文が読まれて、この法規に違反した、刑法典に違反した、ということが宣言され
ます。刑法典の中に、あなたがしたことを正しいと認めるものはありません。あなたは有
罪なのです。あなたが罪を犯したこと、罪の事実を変更するものは何もありません。私た
ちが罪悪感を感じる時、多くの場合私たちが傷つけたかもしれない人の所に行き、告白し
ます。「なんでこんな事してしまったかわかりません。魔が差したのでしょうか。申し訳
ありません。どうぞ、お願いします、赦していただけますでしょうか。お赦し下さい、申
し訳ございません。もう二度といたしません。なぜこんなことをしたのか自分でも分から
ないのです。」その人が、恵み深い人なら、「わかりました、赦しましょう。」と言いま
す。人は赦してくれるかもしれませんが、あなたは依然として自分を赦せないのです。あ
なたは精神的に自分を痛め付けて、自分を苦しめることがよくあります。「なんで、こん
なことをしてしまったのか。こんな代償を支払わきゃいけないんだ。なんで、こんなこと
をしてしまったのか。」彼らが、赦しましょうと言っているのに、「しまった。悪いこと
をした。こんなことをして人を傷つけた。」という感覚が、苦悩が、ずっとぶら下がって
いるのです。
　 それで、私は赦し以上のものが必要になるのです。私は、義と認められることが必要な
のです。義と認められるとは、罪から解放されることです。無罪を宣言される事です。イ
エス・キリストによって、すべての告発に対し、神は私たちをすべての告発から解放し、
無罪を宣言して下さいました。あなたは言うでしょう。「ちょっと待ってよ！義なる神が
どうやって正しくすべての告発を払い去ることができるのか。正しい神がどうやって、罪
があるのに罪がないと言うことができるのか。」そこで、聖書は説明しています。神が私
たちの罪を取って、ご自分の御子にそれを負わせたことを。つまり、イエスが私たちの罪
を負って、私たちの罪のために死なれたのです。この方が私たちの罪の報いと罰を負われ
たのです。ですから、神が私たちのすべての咎をこの方に負わせて、私たちの罪がすでに
さばかれました。イザヤが５３章で「私たちはみな、羊のようにさまよい、おのおの、自
分かってな道に向かって行った。しかし、主は、私たちのすべての咎を彼に負わせた。」
と言った通りです。５３章のもう少し先の所に、この預言者は、「彼がわたしの民のそむ
きの罪のために打たれ」と叫びました。それから、また、「わたしの正しいしもべは、そ
の知識によって多くの人を義とし」と言いました。イエス・キリストによる義認の約束
は、旧約聖書の中で与えられていました。モーセの律法によってできなかったこと、旧約
では知ることのなかったことは、この義認ですが、これは新約の働きです。これは、イエ
スが私の責めを負われたこと、私の罪を負われたこと、私の罪の罰を負われた事実によっ
て可能なのです。それで、私がこの方を信じて、私は義と認められ、私のしたことすべて
が無罪であると神に宣言されるのです。このことを通して、私は、自分がしたことによる
罪の責め、罪責感から解放されるのです。
　 聖書は、「神は、東が西から遠く離れているように、私たちのそむきの罪を私たちから
遠く離れさせる。（訳者注：詩篇１03:1２参照）」と教えています。どれだけ遠いのでしょ
うか。長い距離ですね。神が、北が南から遠く離れているように、と言われなくて、よ
かったと思われませんか。なぜなら、これはわずか１万２４００マイル（訳者注：約



19951.６キロ）しかないからです。これはちょっと近すぎます。ここには、「東が西から
遠く離れているように」と書いてあります。北に行けば、北極点に到達した瞬間から南に
行ってしまいます。南に行けば、南極点に到達した瞬間から北に行ってしまいます。けれ
ども、今日の午後、東の方向にに行き始めたら、一生ずっと東の方向に行って、それでも
東の方向に行っているのです（笑) 。西の方向に行き始めたら、一生ずっと西の方向に行っ
て、それでも西の方向に行っているのです。それで、神は、「東が西から遠く離れている
ように」と言われているのです。ああ、主よ、ありがとうございます。私たちの罪をそこ
まで私たちから遠く離して下さいました。
　 その安息日に、パウロは、アンテオケの会堂にいる人々に、神が守られたすばらしい約
束を、神が救い主イエス・キリストを遣わされ、この方が聖書の預言を成就されたことを
伝えていました。しかし、彼は警告を与えました。聖書にもう一つの預言があって、この
預言の成就によってあなたがたが滅びないように気をつけなさい、というものでした。彼
はハバククの預言を与えています。この預言者を通して、神は、「わたしはおまえたちの
時代に一つのことをする。それは、おまえたちに、どんなに説明しても、とうてい信じら
れないほどのことである。」と言われました。つまり、神は、わたしは事を行なうが、あ
なたがたは教えられているのに信じない、と言われているのです。パウロは、「神が行な
われることを私は伝えています。あなたがたのうちの一部は、滅びるのです。そして、こ
のことはハバククの預言の成就なのです。」と言ったのです。神が一つのことを行なわれ
たのに、彼らは信じられないので、伝えられたのにもかかわらず滅びる、ということなの
です。神の贖いのわざが、イエスを信じれば、すべての点について義と認められる、とい
う福音のメッセージが、あなたがたに伝えられています。
　 このメッセージを拒否することは、自分を大きな危険にさらすことになります。なぜな
ら、あなたはいつか神のさばきに服すことになるからです。いのちの書にあなたの名は書
かれていません。従って、聖書は、次のように告げています。「ただ、さばきと、逆らう
人たちを焼き尽くす激しい火とを、恐れながら待つよりほかないのです。だれでもモーセ
の律法を無視する者は、二、三の証人のことばに基づいて、あわれみを受けることなく死
刑に処せられます。」筆者は続けて次のように言いました。「まして、神の御子を踏みつ
け、自分を聖なるものとした契約の血を汚れたものとみなし、恵みの御霊を侮る者は、ど
んなに重い処罰に値するか、考えてみなさい。」あなたはイエス・キリストに背いたので
す。この方の血、つまり死を何とも考えないのなら、あなたがそれによって心を動かさ
れ、感動することがなければ、神の御霊が語られたことを拒否するのであれば、「見なさ
い。これが正しい道です。これが正しい生き方です。これが神が望まれている生き方で
す。」という神の御霊の声を拒否するのであれば、どんなに重い処罰に値するのでしょう
か。筆者は、「私たちは、『復讐はわたしのすることである。わたしが報いをする。』、
また、『主がその民をさばかれる。』と言われる方を知っています。」と言いました。結
論として、次のように言っています。「生ける神の手の中に陥ることは恐ろしいことで
す。」聖書は、イエスのことを岩として語っています。こう語られました。「この石
（岩）の上に落ちれば、だれでも粉々に砕け、またこの石（岩）が人の上に落ちれば、そ
の人を粉みじんに飛び散らしてしまうのです。」神は、あなたの罪の赦しを与えられまし
た。あなたの行なったことに対して何でも義と認めるようにされたのです。罪に定められ
ることから完全に解放されることも。「こういうわけで、今は、キリスト・イエスにある
者が罪に定められることは決してありません。」神の重い御手を経験されている方は、あ
らゆる罪意識を感じている方は、とてもいやな気持ちになっている人は、なぜ解放された
いと思わないのですか。あなたのそむきが赦されて、あなたの罪がおおわれる喜びと祝福
と幸福が持てるのに、なぜみじめな状態にい続けたいのか私は理解できません。今日、神



が与えようとされているのは、これです。これを拒否することは、神が備えて下さってい
る永遠のいのちの唯一の望みを拒否することです。



使徒行伝１５章（４／１４／９６）
使徒行伝１５章１－１１節

「恵みによって救われた」＃８６１３
交読文：詩篇１３９篇

　 私たちの聖書通読の学びは、今週使徒行伝１５章に来ました。使徒行伝１５章の前半の
テ－マは、救いです。人は救われるために何をしなければならないか。救われる意味は何
か。この用語はクリスチャンの間で頻繁に使われるので、私たちは結構よく知っています
が、クリスチャン用語を良く知らない人に話す時に、私たちが「救われた」と言っても、
彼らは私たちが何を言っているのかわからないのです。「新生」とか「義認」とか話して
も、私たちが何を言っているのか何の概念も考えもないのです。
　 私たちは何から救われたのでしょうか。過去の罪の奴隷状態から救われたのです。私た
ちは、いったん罪の触手に捉えられ、握られて、この力で抑えられると、自分では脱出で
きなくなります。私が小学校６年生のとき、引き潮の時にリンカ－ンに遠足に行きまし
た。そこで、海洋生物をいくつか見ました。いかを見つけたので、捕まえました。する
と、いかが触手（訳者注：足のように見える部分）を私たちの手にからめてきました。そ
の部分にはすべて吸盤があります。小さい男の子たちにとっては、わくわくする瞬間で
す。みんな走りよってきて、触手をはずそうとするのですが、一本とったと思ったらすぐ
に、またもう一本がからまってくるといった風でした。いかをはずすのはとても面白かっ
たです。いかには何本も触手があって、それぞれが吸盤で覆われていたからです。罪もこ
れとよく似ています。罪も触手を伸ばし、からまってきます。自由になろうとするのです
が、一つの問題、あるいは局面、習癖から自由になろうとすると、すぐに別のものにまと
わりつかれて、奴隷状態になってしまいます。聖書は、「滅びへの隷属（新共同訳ロ－マ8:

21) 」と述べています。罪の力にしっかり捕まえられていることです。ですから、私たち
は、かつて私たちを奴隷状態にしていた罪の力から救われたのです。
　 そして、罪の結果から救われたのです。さて、罪はその性質が破壊的です。罪はあらゆ
る面において、破壊したり、傷つけたり、害を及ぼす能力があります。しかし、私たち
は、自分の罪の結果から救われたのです。聖書は、「罪から来る報酬は死です。（ロ－マ6:

23) 」と教えています。罪の究極の結末は、神から離されることです。それは、永遠に神か
ら離されること、霊的な死です。罪を犯すと、神の怒りとさばきを受けます。パウロは、
「というのは、不義をもって真理をはばんでいる人のあらゆる不敬虔と不正に対して、神
の怒りが天から啓示されているからです。（ロ－マ1:18) 」と述べています。救われたと言
う時は、もはや自分の罪の結果を、神が罪人に宣告されたさばきを受けることはないこと
を言っています。このさばきから救われたのです。
　 救われたと言う時は、その人はかつて失われていたと仮定するのが自然です。かつて失
われていたのでないなら、どうして救われることができましょう。イエスは言われまし
た。「わたしは、失われた人を捜して救うために来たのです。（ルカ１9:10) 」しかし、失
われたとはどういう意味でしょうか。それは、この世にあって、望みもなく、神もなく生
きていることです。つまり、生きることの本当の意味を知らないことです。知っていると
思っていらっしゃるかもしれません。しかし、本当のいのちは、キリストにあります。パ
ウロは、「私たちのいのちであるキリストが現れると（コロサイ３:4) 」と言いました。ま
た、「私にとっては、生きることはキリスト（ピリピ2:21) 」と言いました。聖書は、「御
子を信じる者が、・・・永遠のいのちを持つためである。（ヨハネ3:16) 御子を信じない者
は、いのちを見ることがなく（ヨハネ3:36参照) 」と教えています。新しく生まれるまで、
いのちがどのようなものであるのかすら、わかっていないのです。新しく生まれると、御



霊による神のいのちがわかります。失われるとは、望みもなく、神もないことです。とい
うことは、永遠に地獄で過ごす運命にあるということです。
　 これらは、救いの消極的な面ですが、救いにはとても積極的な面があるのです。積極的
な面は、神との交わりの中に生きて、宇宙の創造主と、意味ある個人的な関係に入ること
が何かを知ることです。神を知ることは可能です。あなたが神を知るようにご自分を示し
て、あなたが神と親密な関係に入るようにして下さいました。ギリシャ語の言葉はコイノ
ニアですが、これは近しい親密な交わりという意味です。従って、救われるということ
は、創造主である神と近しい親密な交わりに入るということです。神と歩むこと、神と話
すこと、意味ある関係の生活をすることです。神との交わりは、完全な満足感、充足感を
もたらします。それは、自分の存在のまさに根本的な目的を発見したからです。神との交
わりは、ことばに尽くすことのできない、栄えに満ちた喜びをもたらします。さて、罪に
束縛されている限り、この神との交わりは可能ではありません。「もし私たちが、神と交
わりがあると言っていながら、しかもやみの中を歩んでいるなら、私たちは偽りを言って
いるのであって真理を行なってはいません。しかし、もし神が光の中におられるように、
私たちも光の中を歩んでいるなら、私たちは互いに交わりを保ち、御子イエスの血はすべ
ての罪から私たちをきよめます。(1ヨハネ１:6-7) 」とヨハネは述べています。救われると
いうことは、神の御国の栄光、不思議、すばらしさの中で、私たちが永遠に天国で過ごす
ように定められていることです。聖書は、「あなたの御前には喜びが満ち、あなたの右に
は、楽しみがとこしえにあります。（詩篇１6:11) 」と言っています。ユダは、イエスが私
たちを、「傷のない者として、大きな喜びをもって栄光の御前に立たせて（ユダ２4)」下さ
ると述べています。イエスは、弟子たちに永遠のいのちを約束されました。次のように記
されています。「神が私たちに永遠のいのちを与えられたということ、そしてこのいのち
が御子のうちにあるということです。・・・御子を持つ者はいのちを持っており(1ヨハネ
５:11-12) 」
　 使徒行伝１５章で起こったことは次の通りです。アンテオケにある異邦人の教会に、エ
ルサレムから来たあるユダヤ人の人々で、もとパリサイ人であった人たちがいました。ア
ンテオケは喜びのある教会でした。人々はただ主を愛し、主を礼拝していました。しか
し、こうした人たちが来て、「割礼を受けなければ、あなたがたは救われない。(15:1)」と
言いました。この教えによって分裂をもたらしました。それでパウロが来て、この問題に
ついて大きな議論、論争になりました。激しく衝突したのです。それで、エルサレムに
上っていって、この問題を解決しようということになりました。それで、これらの人々の
何人かをエルサレムに連れて行きました。それは、エルサレムの教会の指導者の前で、救
われるためには何が必要か、人はどのようにして救われることができるのか、決着をつけ
るためでした。さて、基本的に、ユダヤ人は、ユダヤ人でなければ救われることはできな
いと考えていました。救いはユダヤ人のためだけであると考えていました。ですから、救
われる唯一の道は、ユダヤ人になることでした。ユダヤ人になるためには、割礼を受け、
バプテスマを受け、モ－セの律法に同意しなければなりませんでした。これらの人々は、
基本的にはこのような立場でした。一方パウロは、ただイエスを信じ依り頼むだけで救わ
れ、神の恵みのゆえに、イエス・キリストを信じる信仰によって救われると宣教していま
した。それで、彼らは、どのようにすれば救われるのかの問題を解決するためにエルサレ
ムに戻ってきました。
　 基本的に、ユダヤ教徒主義者、パリサイ人たちは、イエスを信じさらにモ－セの律法を
守らないと救われないと言いました。つまり、救われるためには、信仰と行ないが必要で
あると述べていたのです。今日、多くの集団があり、そのほとんどは異端ですが、彼らは
イエス・キリストへの信じる信仰と行ないによって救われると言います。常に行ないを付



け加えるのです。救われるために行ないが必要なのでしょうか。自分の救いを働いて得る
ことができるのでしょうか。たくさん祈って、たくさん聖書を読んで、多くの人に証し
て、すなわち働いて救いを得ることができるのでしょうか。それとも、自分の救いは、イ
エス・キリストを信じる信仰だけによるものなのでしょうか。ずいぶん前に、ある青年が
私のところに来たことがありました。この人はずっと前、高校生の時に、私の日曜学校の
クラスに来ていた人でした。互いに挨拶をすると、この人は、「もう私はクリスチャンで
はありません。私はモルモン教徒です。」と言いました。この人がモルモン教の教えを全
て知っているわけではないと察しがつきました。モルモン教徒は、自分たちのことをクリ
スチャンだと感じているのですが、この人は、自分はクリスチャンでなくモルモン教徒だ
と言ったからです。私は、「それは面白いですね。では、あなたの救いと永遠のいのちの
望みは、何を基にしているのか教えてくれますか。あなたの望みの基は何ですか。救われ
て永遠のいのちを得たいと望んでいるなら、その望みの基は何ですか。」と言いました。
その人は、「イエス・キリストを信じる信仰と、継続してモルモン教会の会員であること
です。」と言いました。この人に言えることは、たくさんの人に言えることなのです。イ
エス・キリストを信じる信仰に加えて他のものに依り頼んでいるのです。「継続してカト
リック教会の会員であること。」だったり、「継続してモルモン教会の会員であるこ
と。」だったり、街角で、「めざめよ！」の雑誌を販売することだったり、いつもイエ
ス・キリストを信じる信仰だけではなく、何か他のものがついてくるのです。この人たち
の永遠のいのちの望みの基に、信仰と行ないが混じっているのです。多くの人が、救いの
ために行ないをしなければならないと教えられて導かれています。そして、「聖書は、
『行ないのない信仰は、死んでいるのです。（ヤコブ2:26) 』と教えています」と言うので
す。たしかに、聖書はそれを教えています。真の信仰は救い、真の信仰は行ないをしま
す。けれども、行ないは私を救うことをせず、ただ私の信仰が本物であるというしるしで
しかないのです。行ないによって救われることはできません。もしそうなら、神があなた
に何か借りがあることになってしまいます。神には私たちに何の借りもありません。従っ
て、救いは、信仰のみによるものなのです。しかし、真の信仰は、私の行ないに現されま
す。行ないは私を救いません。行ないは、ただ私の信仰が本物であることを現しているに
すぎないのです。もし、私が行ないによって義と認められるのであれば、キリストが私の
ために死ぬ必要はなかったのです。
　 それで、彼らは、この救いの問題に決着をつけるために、エルサレムに戻ってきまし
た。律法の行ないによるのか、それともイエスを信じる信仰によるのか。ペテロは、最初
に証したうちの一人でした。異邦人が信じるように、異邦人に福音を伝えるようにと神が
お選びになったのは、ペテロでした。異邦人が信じた時に、彼らが救われたのは明白でし
た。それは、神が彼らに聖霊の賜物をお与えになったからです。しかし、神が彼らに聖霊
の賜物をお与えになったときに、誰もバプテスマを受けてはいませんでしたし、誰もモ－
セの律法を守ってはいませんでした。神はユダヤ人と異邦人の間に何の差別もつけられま
せんでした。それは神が彼らの心を信仰によってきよめてくださったからです。パウロ
は、この真理をロ－マ人への手紙の中で詳細に述べています。３章９節から始まっていま
す。「では、どうなのでしょう。私たちは他の者にまさっているのでしょうか。決してそ
うではありません。私たちは前に、ユダヤ人もギリシャ人も（訳者注：英語では「ギリ
シャ人」のところが「異邦人」になっています。) 、すべての人が罪の下にあると責めたの
です。それは、次のように書いてあるとおりです。『義人はいない。ひとりもいない。悟
りのある人はいない。神を求める人はいない。すべての人が迷い出て、みな、そもに無益
な者となった。善を行なう人はいない。ひとりもいない。』『彼らののどは、開いた墓で
あり、彼らはその舌で欺く。』『彼らのくちびるの舌には、まむしの毒があり、』『彼ら



の口は、のろいと苦さで満ちている。』『彼らの足は血を流すのに速く、彼らの道には破
壊と悲惨がある。また、彼らは平和の道を知らない。さて、私たちは、律法の言うことは
みな、律法の下にある人々に対して言われていることを知っています。それは、すべての
口がふさがれて、全世界が神のさばきに服するためです。（ロ－マ3:9-19) 」つまり、パウ
ロは、律法の目的は、私たちが神の前に罪があることを知るようになるためのものだと
言っているのです。「なぜなら、律法を行なうことによっては、だれひとり神の前に義と
認められないからです。律法によっては、かえって罪の意識が生じるのです。しかし、今
は、律法とは別に、しかも律法と預言者によってあかしされて、神の義が示されました。
すなわち、イエス・キリストを信じる信仰による神の義であって、それはすべての信じる
人に与えられ、（訳者注：英語では「ユダヤ人と異邦人の間には」が入っています。）何
の差別もありません。（ローマ3:20-22)」つまり、ユダヤ人でさえも同じ方法でなければい
けないとされているのです。律法ではなく、律法による行ないではなく、イエス・キリス
トを信じる信仰によらなければならないのです。「すべての人は、罪を犯したので、神か
らの栄誉を受けることができず、ただ、神の恵みにより、キリスト・イエスによる贖いの
ゆえに、価なしに義と認められるのです。（ロ－マ3:23-24)」「それでは、私たちの誇りは
どこにあるのでしょうか。（ロ－マ3:27) 」「私はこのような者だ」とか、「私はこのよう
なことをした」とかどのようにして言えるのでしょうか。パウロは、「それはすでに取り
除かれました。どういう原理によってでしょうか。行ないの原理によってでしょうか。そ
うではなく、信仰の原理によってです。（ロ－マ3:27) 」と述べています。なぜなら、私は
自分の救いのために行ないをすることはできないのです。救いのために私がしたことを誇
ることがないためです。ただできることは、神に私への恵みを感謝することだけです。そ
して、パウロは結論として、「人が義と認められるのは、律法の行ないによるのではな
く、信仰によるというのが、私たちの考えです。（ロ－マ3:28) 」と述べました。
　 そして、ペテロは最後に、「私たちが主イエスの恵みによって救われたことを私たちは
信じますが、あの人たちもそうなのです。（使徒１5:11) 」と言いました。ですから、ペテ
ロは、神が異邦人に福音をお伝えになったことを語っているのです。「あの人たちは、信
じました。私たちがイエス・キリストを信じる信仰によって救われたのと同じように、信
仰によって救われたのです。」パウロは、エペソ人への手紙の中でこう言いました。「あ
なたがたは、恵みのゆえに、信仰によって救われたのです。それは、自分自身から出たこ
とではなく、神からの賜物です。行ないによるのではありません。だれも誇ることのない
ためです。私たちは神の作品であって（エペソ2:8-10) 」。つまり、神が私にして下さった
のは、私が神にしたことのゆえではないということです。神が私にして下さったこと、そ
れが重要なのです。私たちはとかく、自分が神のためにどのようなことをしたかを吹聴し
て回りますが、それは全く価値がないのです。神が私にして下さったこと、それに価値が
あるのです。本当に重要なのはそれです。そして、パウロは、続けて述べています。「で
すから、思い出して下さい。あなたがたは、以前は肉において異邦人でした。すなわち、
肉において人の手による、いわゆる割礼を持つ人々からは、無割礼の人々とよばれる者で
あって、」これは軽蔑的な言い方です。「そのころのあなたがたは、キリストから離れ、
イスラエルの国から除外され、約束の契約については他国人であり、この世にあって望み
もなく、神もない人たちでした。」失われていたのです。「しかし、以前は遠く離れてい
たあなたがたも、今ではキリスト・イエスの中にあることにより、キリストの血によって
近い者とされたのです。キリストこそ私たちの平和であり、ふたつのものを、私たちユダ
ヤ人と異邦人を一つにし、隔ての壁を、ユダヤ人と異邦人の間にかつて存在していた仕切
りを打ちこわし、ご自分の肉において、敵意を廃棄された方です。敵意とは、さまざまの
規定から成り立っている戒めの律法なのです。このことは、二つのものを、ユダヤ人と異



邦人をご自身において新しいひとりの人に造り上げて、平和を実現するためであり。ま
た、両者を一つのからだとして、十字架によって和解させるためなのです。それからキリ
ストは来られて、遠くにいたあなたがたに平和を宣べ、近くにいた人たちにも平和を宣べ
られました。私たちは、このキリストによって、両者ともに一つの御霊において、父のみ
もとに近づくことができるのです。（エペソ2:11-18)」第一回教会会議は、神が、恵みのゆ
えに、イエス・キリストを信じる信仰によって、行ないによらないで、私たち異邦人に救
いを与えられた、という判断でした。救いは、神の御子イエス・キリストを信頼し、信じ
る者に無神が無償で与えて下さる賜物です。かつて失われ、神のさばきを受けるように定
められていた私たちが、イエス・キリストを信じる信仰によって救われ、神とのすばらし
い交わりを持てるようになったのです。これが、福音です。このようにして、問題が解決
されました。
　 さて、先にも言いましたように、真の信仰は、行ないに現れます。信仰が真の信仰であ
るなら、本当に信じるのであれば、人生が変わります。あなたはもはや、苦みをもって歩
き回って、何でもかんでも憎むことはありません。愛、優しさ、あわれみを経験します。
変化はあります。しかし、変化はあなたを救いません。あなたが救われたことを証明する
だけです。イエスを信じる信仰が真の信仰であるかどうか試すだけでしかないのです。で
すから、私は自分の救いについて、行ないには信頼してません。イエスに完全に完璧に信
頼しています。



使徒行伝１６章（４／２１／９６）
使徒行伝１６章２５節(Acts16:25)

「夜中の歌」＃８６１４
交読文：詩篇４２篇

　 私たちの聖書通読の学びは、今週使徒行伝１６章に入りました。みなさん既にお読みに
なったと信じますが、午後を利用してまたお読みになれば、今晩の学びに万全の準備で臨
むことができます。今晩７時に集まり、神を礼拝し、聖書通読の学びを続けます。聖書全
体を網羅するまで、「戒めに戒め、規則に規則」です。（訳者注：イザヤ28:1０、13“ｌine 

upon line;precept upon precept”リビングバイブルは、「同じことをくどくどと、何度にも分
けて少しずつ」。) パウロは、エペソの人に、「私は、神のご計画の全体を、余すところな
くあなたがたに知らせておいたからです。（使徒２0:27) 」と言いました。神のご計画の全
体を余すところなくあなたがたに知らせることが私たちの目的です。みなさんが神のご計
画の全体を知るようになるために、創世記から黙示録までを学んでいるのです。さて、今
朝は使徒行伝１６章２５節に注目して下さい。パウロとシラスは、ピリポの牢の奥の牢
に、足かせをかけられて入れられていました。「真夜中ごろ、パウロとシラスが神に祈り
つつ賛美の歌を歌っていると、ほかの囚人たちも聞き入っていた。」
　 パウロは、トロアスにいてアジアへの旅行を色々計画しました。しかし、その度に聖霊
が禁じられました。パウロがマケドニヤ人の幻を見たのは、その時でした。そのマケドニ
ヤ人は、パウロに来て助けてくれるように頼みました。パウロは、これが神からのしるし
であり、アジアではなくヨ－ロッパに福音を宣べ伝えるように、ということだと思ってマ
ケドニヤに行くことを考えました。それで、彼らは下って行って船に乗り、ピリポに行き
ました。そして、安息日に、川に行って祈りのために集まった女たちに話をしました。こ
こからわかることは、ピリポには余り多くユダヤ人がいないことです。もし、大人のユダ
ヤ人が１０人いたとしたら、会堂をつくり、そこで毎安息日に集まらなければならないこ
とになっていました。もし、大人の男性のユダヤ人が１０人未満なら、通常、町の中ある
いは近くの場所で集まることになっていましたが、それはだいたい川のそばでした。川の
そばに女たちが安息日に集まったという事から、ピリポには、余り多くユダヤ人がいない
ことがわかります。パウロは彼らに教え始めました。ある女性有力者ルデヤがいました。
テアテラ市で商売をしている女性で、神のことばに耳を傾けました。みことばがシックリ
きて、彼女は主を受け入れ、パウロたちに自分の家に来て泊まるように頼み、強いてそう
させました。
　 さて、パウロたちがピリポに滞在しているときに、占いの霊と呼ばれているものにつか
れた、ある若い女性がいました。彼女には、悪霊がとりついていたので、占いをする能力
がありました。彼女は霊媒者でした。この霊が彼女を通して語ったのです。この女を手に
入れて操っていた男たちがいました。この男たちは、人々と将来について語ることができ
るこの女の能力を使って金儲けをしていました。彼女は、パウロとその一行の後に付いて
きて、「この人たちは、いと高き神のしもべたちで、救いの道をあなたがたに宣べ伝えて
いる人たちです。」と叫び始めました。彼女がパウロとシラスについて言ったことは間
違っていないのです。彼らは確かにいと高き神のしもべたちで、救いの道を宣べ伝えてい
ました。けれども、パウロは、この女がつきまとうのに困り果てました。ひょっとする
と、それは彼女の言い方のせいだったかもしれません。もしかしたら、それは嘲るような
言い方だったかもしれません。皮肉っぽかったかもしれません。ともかく、パウロは、つ
いに振り返って、悪霊にこの女から出て行くように命じ、悪霊は出て行きました。しか
し、この女は、同時に占いの力、能力を失いました。それで、この女を操っていた男たち



は、もうこの女が悪霊につかれなくなったため、もはやこの女を利用して金儲けができな
いことが分かり、腹を立ててパウロとシラスを裁判官の前に引き出して、パウロとシラス
について次のように言いました。「この者たちはユダヤ人でありまして、私たちの町をか
き乱し・・・」ひよっとすると、この地域では、反ユダヤ人感情が随分あったのかもしれ
ません。このために、大人のユダヤ人が１０人もいなかったのでしょう。これらの男たち
の訴えが、「この者たちはユダヤ人でありまして」と強調してから「私たちの町をかき乱
し」と言っているような感じがするからです。それから、「ロ－マ人である私たちが、採
用も実行もしてはならない風習を宣伝しております。」と言いました。つまり、パウロと
シラスが、ロ－マとロ－マ政府に反逆する教えをしていると、遠回しに言っていたので
す。確かに、彼らが人々に教えていたのが、イエスが主でであり、救われるためにイエス
が主であると告白しなければならないと言うことは疑いの余地がありません。ロ－マ政府
は、皇帝を神格化していました。それで、カイザルが主であると言いました。このこと
が、当時衝突の元になっていたのです。クリスチャンは、カイザルが主であると認めるの
を拒否したからです。イエスが主であると宣言しました。ですから、もしある人がクリス
チャンである疑いが持たれると、役人はよく、「カイザルが主である」と言うように命じ
ました。当時のクリスチャンは、クリスチャンとしてそのようなことは言えなかったので
す。それでクリスチャンであることが分かったので、処刑されました。カイザルが主であ
ると認めるのを拒否したために、何百、何千人もの人が処刑されました。ですから、彼ら
は、「イエスが主であると言う風習を教えていた」のです。ロ－マ人にとっては、そのよ
うなことを言うのは本当は合法ではなかったのです。
　 しかし、ここで注目したいことは、パウロとシラスを訴えるときに、この人たちが本当
の理由を言わなかったことです。彼らが腹を立てていた本当の理由は、パウロとシラスが
宣べ伝えていたことではありませんでしたし、必ずしもパウロとシラスがユダヤ人であっ
たということでもなかったのです。彼らが腹を立てていた理由は、占いの霊につかれてい
た女が解放され、もはや占いをすることができなくなり、彼女が彼らのために稼いでいた
大金を受け取ることができなくなったからでした。これが本当の理由でした。不思議なこ
とに、人は、他人を攻撃するときに、よく、その人が困っている本当の理由を言わないで
攻撃をします。何かうわっつらなことをでっち上げます。「本当に腹立たしいのは、あな
たが、これこれしかじか言ったからです。」と言うのですが、そうではないのです。理由
は他にあるのです。しかし、余りに陳腐で意味がないので、認めたくないのです。それ
で、訴えるためには、もっともらしいことを見つけなければならなかったのです。ここの
場合がそのケ－スです。本当は彼らが聞きたくない教えをしていた、というものではな
く、彼らが資金源を失ったからです。
　 長官たちは、パウロとシラスの着物をはいでむちを打つように命じました。ふたりは何
度もむちで激しく打たれました。そして、牢の看守のところに連れてこられて、看守は厳
重に番をするように命じられました。それで、「看守は、ふたりを奥の牢に入れ、足に足
かせを掛けた。」とあります。手かせと足かせと、首かせも掛けられていたでしょう。後
でわかることですが、看守はふたりの背中に付いている固まった血を洗うこともしません
でした。かせを掛け、奥の牢に入れただけでした。彼は冷淡でかたくなな心を持ち、パウ
ロとシラスのかわいそうな状況に心を動かされることもありませんでした。ただ、かせを
かけて牢に入れただけでした。これ以上惨めな苦境を想像できるでしょうか。ここの人た
ちに福音を宣べ伝えるために来たのに、罪をでっちあげられ、訴えられ、しかも、異国の
地です。メキシコの刑務所についてずいぶん話を聞いたことがあります。ですから、丁
度、ひょっとするとメキシコの刑務所に入れられたような状況だったのでしょう。惨めな
状況だったのです。そのような状況で、あなたならどうしますか。もし、あなたがそのよ
うな立場なら、あなたの反応はどのようなものでしょう。あなたならどう考えるでしょう



か。神に仕え、神がマケドニヤに福音を伝えるようにとお召しになったと感じたのに、今
自分の背中は、痛みでズキズキしています。手にも足にも、ひょっとしたら首にもかせが
掛けられていたでしょうが、実に惨めな状態です。これからどうなるかわかりません。ど
の程度厳しく咎められるのかわかりません。どのくらい長く牢に繋がれたままになるのか
もわかりません。サタンは、よくこのような状況を利用して、私たちを霊的に攻撃してき
ます。「もし、神が本当にあなたのことを愛していて、あなたが神に仕えようとして、で
きるだけ従順であろうとしているのに、どうして神はこんなことがあなたに起きるのをお
許しになったのか。」と。シラスは、「パウロ、ほんとに神は私たちをここに召されたの
か。」と言ったのではないかと思ってしまうのです。サタンの攻撃が、疑問という形で
襲ってくることが多いことに気付きませんか。エバにサタンは、「神が言われたのです
か。」と、神のみことばに疑念を挟んでいます。多くの場合、神の愛に疑念を挟みます。
「もし、神があなたのことを愛しているのなら、なぜあなたはこのような痛みをと通らな
ければならないのか。」と。詩篇４２篇を読みましたが、お気付きになったでしょうか。
「人が一日中、『おまえの神はどこにいるのか。』と私に言う間。（詩篇４2:3)」厳しく辛
い試練を通っている時、私たちがよく疑問に思ってしまうことなのです。「このとき、神
はどこにおられるのでしょう。」と。場合によっては、神の公正さに疑問を持ちます。
「こんなことが起きるのを神がお許しになるのは、神は公正なのか。」と。
　 このようにとても不快な状況にいたのに、パウロとシラスがしたのは、神に祈りつつ、
賛美の歌を歌ったことでした。「真夜中ごろ、神に祈りつつ賛美の歌を歌っていると、ほ
かの囚人たちも聞き入っていた。」とあります。刑務所は、世界で一番友好的な場所では
ないことはよく知られています。そこにいる人はだいたいあまり礼儀正しくありません。
消灯になり暗くなると、刑務所の部屋にいる受刑者同士で、ひやかしや、甘言でだますこ
とが横行します。ののしったり、侮辱したりします。そこにはパウロとシラスが足かせを
掛けられ、真夜中に歌を歌っていたのです。他の受刑者が、「お前ら、静かにしろ。寝よ
うと思っているのに。」と叫ぶのが聞こえませんか。これからわかるのは、彼らの体は束
縛されていたが、霊は自由だったことです。たとえ体は束縛されていても霊が自由な人
は、体は自由でも霊が束縛されている人より、ずっと何光年も先を進んでいます。彼ら
は、賛美の歌を歌っていました。
　 さて、歌を歌うことは、感情を強く表現する方法の一つです。自分の愛を宣言するよ
り、それを歌った方がよりロマンチックだと感じるのは、なぜなのでしょう。「ああ、君
のことを愛しているよ。」と言うことはできます。「ああ。愛しているよ。」と。しか
し、こう言ったらどうでしょう。「君のことを愛しているよ。（訳者注：先と同じ言葉で
すがチャックは歌っています。) 」（笑) 「ああ。愛しているよ。ああ、愛しているよ。
（訳者注：引き続きチャックは歌っています。）」そうすると、「わあ。すごい。」と思
います。面白いですね。（爆笑と拍手が続いています）悲しみの感情さえが、揺り動かさ
れます。ちょうど、カントリ－・ウェスタンのようです。「本気じゃないなら、優しくし
ないでおくれ。好きじゃないなら、甘い言葉はいらない。（訳者注：カントリ－・ウエス
タン風にチャックは歌っています。) 」あるいは、「もう待てない、もう十分待ったよ。
（訳者注：カントリ－・ウエスタン風にチャックは歌っています。) 」言葉自体悲しいです
けれども、歌うともっと悲しくなります。（笑) しかし、どういうわけか、歌うことで、感
情が解放され、表現されます。ですから、神に賛美の歌を歌うことは、主に対する私たち
の感情を表現するものすごい方法なのです。私たちの愛の感情、喜びの感情、感謝の感
情、私たちがどのように感じているかを神に表現するのに、これはなんとすばらしい方法
なのでしょう。
　 また、歌うことは、感情が動かされるのに良い方法なので、賛美の重要な部分を占めて



います。私たちが愛する方に向かって歌い、また私たちが愛する方のことを歌うと、私た
ちの霊が高く上げられます。暗い地下牢を礼拝の家に変えることができます。歌うこと
で、自分に関心を向けるのをやめ、主に焦点を当てることができるようになります。私
は、自分の問題に焦点を当てれば当てるほど、問題が大きくなることを発見しました。主
に焦点を当てれば当てるほど問題がだんだん消え去り、主の栄光と力、その力強さを見る
と、これは何ともなくなります。私が小さかった頃、私の兄弟は喘息でした。夜によく、
喘息の発作を起こしてゼ－ゼ－言い始め、家族みんなを起こしました。母が来て、兄弟を
ベッドから抱き起こし、別の部屋に連れて行きました。そこには、古い木製のロッキング
チェア－があって、母がそれに乗って揺らすと、ギ－ギ－と音を立てました。兄弟がゼ－
ゼ－言うのが聞こえ、ロッキングチェア－がギ－ギ－と音を立てるのが聞こえましたが、
母が小さな声で、「イエスはかならず約束を守って下さる。イエスはかならず約束を守っ
て下さる。天と地は過ぎ去るが、イエスはかならず約束を守って下さる。」と歌うのが聞
こえました。何度も夜、母が、私の兄弟をあやしながら、そう歌うのを聞きました。慰め
でした。母にとって、それは慰めであったに違いありません。母がそう歌うと、「イエス
はかならず約束を守って下さる。イエスの約束はその通りであり、イエスは、おっしゃっ
たことを必ずして下さる。」という事に彼女は慰められました。イエスは、実にその通り
して下さいました。イエスは、私の兄弟を喘息から癒して下さいました。イエスは約束を
守って下さいました。歌うことは、全体の雰囲気を変えます。環境を変えます。主に向
かって賛美の歌を歌うことは、真夜中の闇を取り去り、輝かせ、希望で満たします。です
から、実に、パウロとシラスはとても有益なことをしていたのです。そういった状況で、
嘆きや苦悶を続けて不平を言ったり、「神様。なぜですか。」と言っていたかもしれない
のですが、その代わりに歌っていたのです。歌うといつも引き上げられるのですが、歌う
ことが、彼らを引き上げました。
　 何年か前にペンシルバニアに行って、そこで会議で教えていました。その晩、まぐろの
シ－チキンのグラタンが出ましたが、どうもマグロが悪かったらしく、食中毒になってし
まいました。私は、具合が悪くなりました。ものすごく具合が悪くなりました。その夜、
寝ようとしたのですが、悲惨でした。体が衰弱していて、余りに衰弱していて立ち上がる
のも大変なくらいでした。しかし、吐くために、時折トイレに立たなければなりませんで
した。とにかく、悲惨な夜でした。家から遠く離れた場所で私は主に仕えようとしていた
のですが、ひどく惨めでした。その時、主が歌を私に下さったのです。歌です。賛美で
す。こんなに美しい賛美の歌は聞いたことがありませんでした。それで、私は歌い始めま
した。なんとなく与えられたのです。メロディ－が流れてきたのです。美しい歌でした。
私は、忘れるかもしれないから、起きて歌詞を書き留めておかないとと思いました。けれ
ども、書き留めておくべきだと思っても、衰弱していて体に力が残っていませんでした。
下へ行って、ピアノのところへ行って、楽譜に書き留めておかなきゃと思ったのですが、
余りに体力がありませんでした。それに、なぜ真夜中にピアノを弾くのか、と思われるか
もしれないと思いました。それで、私はそのまま歌い続け、とうとう主への賛美の歌を歌
いながら眠ってしまいました。起きたら真っ先に歌を書き留めるぞと思っていたのです
が、忘れてしまいました。思い出せませんでした。その夜の特別な歌でした。ヨブの友人
のエリフが、神は、「夜には、ほめ歌を与え（ヨブ３5:10) 」る方であると話しました。詩
篇４２篇で、ダビデは、夜の歌について語っています。時に、神はあなたのために、場合
によっては特別な場合に歌を与えて下さいます。教会の人みんなのためではなく、あなた
だけのために神に愛と賛美と尊厳を表現するために与えて下さるのです。ああ、何と美し
いのでしょう。何という特別な体験なのでしょう。
　 歌うことは、信仰を建て上げます。主と主の力、能力に目を留めると、私たちの信仰は



成長します。苦悩の中で書かれた詩篇がどれだけあるか注意してみて下さい。ダビデの詩
篇の前書きの多くには、「ダビデがサウルからのがれたときの詩篇」とか、「アブシャロ
ムが反逆した時のダビデの詩篇」とか書かれています。ダビデが書いた詩篇の多くが、苦
悩の状況で書かれたものです。そして、詩篇の中に、「主は私の力、わがやぐら、わが救
い。私は恐れず、おののくこともない。主はわがとりで、わが盾。」とあります。このよ
うな困難な状況において、歌うことで、ダビデは引き上げられ奮い立ちました。「ダビデ
は、主によって奮い立った。（サムエル第一３0:１参照）」とありますが、どのようにで
しょうか。それは、歌うことによってでした。主に向かって歌うことによってでした。次
に心配するようなことがあったら、混乱するようなことがあったら、不安になるようなこ
とがあったら、歌ってみて下さい。主に向かって歌ってみて下さい。歌う時に、全体の雰
囲気が変わるのに気付かれるでしょう。真夜中の暗い牢が、賛美の家になりうるのです。
　 この話の先をもう少し見てみますと、パウロとシラスが歌っていると、大地震が起こっ
て獄舎が崩れ始めたと書かれています。とびらがみな揺れで開かれ、地震の力で足かせが
みな外れてしまいました。壁に取り付けられていた鎖が解けてしまい、囚人は自由になり
ました。看守は、地震で目を覚まして、とびらが開かれ囚人が自由になっているのを見る
と、剣を抜いて自殺しようとしました。ロ－マの法律では、看守に囚人が任され、その囚
人が逃げれば、その看守が死刑になることになっていたからです。それで、この看守は、
ロ－マ政府の手を患わせず自殺しようとしました。そこでパウロは、「自害してはいけな
い。私たちはみなここにいる。」と叫びました。すると、看守は震えながら駆け込んで来
て、パウロとシラスに、「先生がた。救われるためには、何をしなければなりません
か。」と言いました。パウロは、「主イエスを信じなさい。そうすれば、あなたもあなた
の家族も救われます。」と答えました。その看守が、パウロとシラスを自分の家に連れて
行き、その時にふたり（の背中の傷）を洗い、彼とその家の者全部がバプテスマを受けた
と書かれています。ここでようやく、なぜこのようにでっちあげの告発がされたのか、な
ぜパウロがシラスと牢に入れられたのかが少しはっきりしてきます。神は、全てのことを
ご存じで、すべての人を愛されてました。この看守の心が柔らかくても外側がかたくなに
なっているのをご覧になりました。この看守と彼の家族が神を必要としているのをご覧に
なって、パウロが逮捕されるようにし、牢に入れられるようにされました。パウロを看守
のところに置いて証しをさせるためです。神は、永遠の計画を実行しておられたのです。
そのときはパウロに苦悩がもたらされましたが、神のご計画が実行されていました。パウ
ロは、後で、「今の時のいろいろの苦しみは、将来私たちに啓示されようとしている栄光
に比べれば、取るに足りないものと私は考えます。（ロ－マ8:18) 」と書いています。「今
の時の軽い患難は、私たちのうちに働いて、測り知れない、重い永遠の栄光をもたらすか
らです。(2コリント4:17) 」神が永遠の計画を実行されることは、今の時には私たちにとっ
て痛みを伴うものかもしれませんが、それは飽くまでも一時的です。神が永遠の計画を行
われるために通らなければならないものです。彼らは自分達の困難を、神の永遠の計画が
成就しているものとして見ることができました。
　 神にとって、この看守と彼の家族が主イエス・キリストの知識に達し、永遠のいのちを
受け入れることの方が、パウロとシラスが単に、ピリピのヒルトン・ホテルのスイ－トル
－ム（訳者注：「高級ホテルの高級な部屋」の意。）に滞在してそこを去ってしまうより
重要だったのです。神はこの看守に手を伸べたいと思われました。このため、神は彼らに
少しの痛みと苦しみをお許しになったのです。けれども、神の御手が働かれているのを見
た時、神に大いなる賛美と栄光が帰されました。時に、神が苦悩を起こされることがあり
ます。私たちの人生において神の永遠の計画を実行できるようにと、痛みをお許しになる
ことがあります。ですから、私たちは、患難を通る時、「それをこの上もない喜びと思い



なさい。（ヤコブ1:2)」と教えられているのです。神は、私たちや他の人のために、患難を
通して、患難によって、永遠の計画を実行して下さっているからです。ですから、そのよ
うな痛みを伴う体験をする時には、歌いましょう。あの牢での雰囲気を変えることができ
たように、全体の雰囲気を変えることができます。歌いましょう。



使徒行伝１７章（４／２８／９６）
使徒行伝１７章１－３節(Acts17:1-3)

「イエスはメシヤ」＃８６１５
交読文：詩篇２２篇

　 聖書通読の学びは、いま使徒行伝１７章に入りました。今朝は、使徒行伝１７章の最初
の３節を開いてください。今晩７時に主を礼拝して、聖書全体から神のみことばを学ぶた
めに集まりますが、その時は使徒行伝１７章全体を学びます。ただ、今朝は、使徒行伝
１７章の最初の３節を見たいと思います。
　 パウロは、テサロニケの町に来ていました。「パウロはいつもしているように、会堂に
はいって行って、三つの安息日にわたり、聖書に基づいて彼らと論じた(reasoned)。そし
て、キリスト（メシヤ）は苦しみを受け、死者の中からよみがえらなければならないこと
を説明し、また論証して、『私があなたがたに伝えているこのイエスこそ、キリスト（メ
シヤ）なのです。』と言った。」と書かれています。パウロは、聖書に基づいて彼らと論
じた、とあります。人がイエス・キリストを受け入れると、その人は理性を失うかのよう
に言う人が今日多いのですが、全くでたらめです。人がイエス・キリストを自分の主、救
い主として受け入れると、ようやくその人に理性が戻ったのです。イエスをメシヤと信じ
ることは、とても理にかなっています。神は、人に、実に筋の通った事を申し出てくだ
さっています。実は、神は、「『さあ、来たれ。論じ合おう(reason)。』と主は仰せられ
る。『たとい、あなたがたの罪が緋のように赤くても雪のように白くなる。』（イザヤ1:

18) 」と言われました。神が私たちに用意されている救いは、全然無理がありません。神が
世に救い主を遣わして下さることは、本当に理にかなっています。確かに、世は救い主を
必要としていましたし、必要としています。実は、あまりにも道理に合っているので、受
け入れない理由(reason)を捜さなければならないほどです。イエスがメシヤである事を拒否
する人は、サタンに欺かれているので、拒否しているのです。聖書は、「この世の神が思
いをくらませて、見えないようにしている。(2コリント4:４参照）」と教えています。イエ
スを拒否する事は、全く理性に従わない姿勢です。預言者イザヤは、このジレンマを次の
ように語っています。「見る目があるのに見ず、聞く耳があるのに聞こうとしない。自分
の目で見、自分の耳で聞き、救われることのないために。（訳者注：エゼキエル12:2とイザ
ヤ6:10参照。英語は、“Having eyes to see,they see not, and ears to hear, they hear not, lest at 

any time they would see with their eyes and hear with their ears and be saved.")」パウロは、
「彼らは、自分では知者であると言いながら、愚かな者となり、・・・また、彼らが神を
知ろうとしたがらないので、神は彼らを良くない思いに引き渡され、（ローマ1:22,28)」と
言っています。パウロは、まもなく世界に現れる罪の人、反キリストのことを話している
ときに、この反キリストは人々をだますと言っています。「なぜなら、彼らは救われるた
めに真理への愛を受け入れなかったからです。それゆえ神は、彼らが（真理ではなくて）
偽りを信じるように、惑わす力を送り込まれます。（テサロニケ第二2:10、１1)」人々は、
立ち止まって考えることをしません。神は、「もしも、知恵があったなら、彼らはこれを
悟ったろうに。自分の終りもわきまえたろうに。（申命３2:29) 」と言われました。けれど
も、これを人々はしないのです。罪を行ない始めると、自分の立っている道がどこに通じ
ているのか考えることをしません。麻薬を始めると、これが自分に何をするのか考えるこ
とをしないのです。あなたを捕らえて、ついにあなたを滅ぼすことをわきまえないので
す。酒におぼれ始めると、立ち止まって、いかにアル中が破滅的であるか、どのようにあ
なたを滅ぼすか見ようとしないのです。同性愛の行為、姦淫の行為についても同じことが
言えます。将来を見越して、その結末を見ることをしないのです。聖書は、「人の目には



まっすぐに見える道がある。その道の終りは死の道である。（箴言１4:12) 」と教えていま
す。性質、特質からして破壊的なものに、人は盲目的に入っていってしまいます。「もし
も、知恵があったなら、彼らはこれを悟ったろうに。このような道を歩み続けたら、この
ような行為を続ければどうなるのか、わきまえただろうに(consider)。（申命３2:29参照) 」
二度、預言者ハバククを通して、神は人々対し、「お前たちは自分の歩む道に心を留めよ
(consider)。＜新共同訳＞（訳者注：ハガイ1:５、７のことか。) 」と呼ばれています。ヘブ
ル人への手紙の記者は、「イエス・キリストのことを考えなさい(consider)。（訳者注：ヘ
ブル12:3参照) 」と述べています。これを私は今日あなたにお願いしましょう。「イエス・
キリストのことを考え」てください。
　 使徒パウロは、聖書を手にして、聖書に基づいて彼らと論じました。そして、聖書に
従って、メシヤが苦しみを受け、死に、よみがえらなければならないことを説明し、また
論証して、自分が彼らに伝えているこのイエスこそメシヤであると言いました。聖書は、
「自分では知者であると言いながら、愚かな者となり（ロ－マ1:22) 」、「それは、造り主
の代わりに造られた物を拝み、これに仕えたからです。造り主こそ、とこしえにほめたた
えられる方です。（ロ－マ1:25) 」と述べています。「また、彼らが神を知ろうとしたがら
ないので、神は彼らを良くない思いに引き渡されたのです（ロ－マ1:28) 。」人がいったん
真理を拒否すると、どうして、とんでもない愚かな物を信じるようになるのかと、私はい
つもびっくりして驚いてしまいます。あらゆる奇妙な信念に自分をさらけ出して、それの
餌食になっています。こんなに多くのインテリが、こんなに多くの大学の教授が、インド
に行ってサイババの足元に座った事にはあきれ果てます。サイババは、自分が肉体をとっ
た神であり、人間の限界を超越し神に至る経験をしたと言明していますが、彼らは、そこ
へ行って、暑さ、臭さ、困難、汚れを我慢するのです。この人が本当に神だと信じ、神へ
の道を探そうとしてこの人の足元に座るからです。
　 人が進化論を信じるのには、びっくりしてしまいます。悪者の心の中で考え出されたも
のの中で、これほど非論理的な理論はありません。人体の驚異を見ると、臓器とその機
能、脳とその決断力、理解力、記憶力、合理的判断の力、視覚や音声の解釈をする力を見
ると、また、体の消化器系を見ると、心臓が血液を送り出し、体の細胞に酸素や栄養分を
運搬するのを見ると、また血液細胞の形さえそれを見ることも・・・摩擦を最小にして、
最大の量を運搬しなければなりません。また、逆流もできません。同じ方向に流れ続けな
ければなりません。血液が逆流するなら、大変です。ですから、同じ方向に流れ続けなけ
ればなりませんが、血液細胞が流れるように静脈が弛緩収縮しなければなりません。血液
細胞のデザインを見てみますと、犬の骨のような格好をしています。両端が大きく、中央
部が狭くなっており、摩擦を最小にして、最大の量の血液を運搬できるようになっていま
す。面白いのは、コンピュ－タ－に摩擦を最小にして、最大の量を運搬するモデルのため
に色々な係数を入力し、そのためにはどのような形が必要かをグラフィックスで印刷して
出すと、まさに血液細胞の形になるのです。このような驚異がたくさんある人体を見る
と、合理的な人ならどうして、これらがすべて、ただ偶然に、偶然の出来事が重なって起
こったのだと言うことができるでしょうか。これは、ただ一連の偶然の出来事でできて、
このようになったのだと言うことができるでしょうか。進化論は、物質が物質に働きか
け、十分な時間が経過すると、何でも存在することができるようになると主張します。そ
れで、彼らは、物質が物質に働きかけ十分な時間が経過すると、みなさんができて造られ
た、ということでみなさんの存在もその他の生命体についても説明できる、と言うので
す。
　 私は新しい時計をしていますが、これはだいぶ前にもらったものですが、これがすごい
のです。この時計は、衛星とつながっているからです。衛星が私の時計に情報を提供し、



１５分ごとに原子時計との時間を補正し、時間を更新しています。ですから、遅刻したら
どんな言い訳もできませんが、この時計は、原子時計と秒の位までいっしょなのです。異
なる時間帯に入ると、新しい時間帯の時間に自動的に時間が変わります。時計を見ると、
今日の最高温度は華氏８３度（摂氏２8.３度) 、最低気温は華氏６４度（摂氏１7.８度) だと
わかります。あらら、ドジャ－ズが昨晩４対３で負けました。ということは、勝敗記録は
１２勝１３敗になりました。ドジャ－ズは、５００よりやや下（訳者注：勝ち負け五分五
分の時が500)ということです。でも、パドレ－ズは、これも６対０で負けました。しかし、
１６勝８敗なのでパドレ－ズの方が今シ－ズン幸先良いスタ－トです。明日の予報は、最
高温度は華氏８３度、最低気温は華氏６４度と、今日とかわらずです。おや、エンジェル
ズは、昨晩１対２で負けました。カリフォルニアのチ－ムにしては、調子がよくありませ
ん。しかし、１２勝１０敗ですから、依然として５００よりちょっと上です。ダウ平均株
価は、金曜日、９９ポイント高の５６８９でひけました。出来高は４億３７００万株でし
た。妻は、全米のどこからでも私のことを呼び出すことができます（訳者注：この時計に
は、ポケベルの機能も付いている。) 。これが、呼び出し音を出し、見ると、「電話せよ」
と表示されています。ものすごい時計です。さて、もし私がみなさんに、次のように言っ
たとします。いや、実はこの時計は買ってもらったのではなくて、先日私がハイキングに
行ったら、鉄が露出している所にたどり着きまして、何十億年も前に、稲妻があの鉄の露
出面に当たり、一部が鉄鋼に融合されたものでした。そして、次第に何年間もの間に、雨
風浸食などにより楕円形の形になり、その隣で牛が死んでしまい、どういうわけかまた雨
風で皮がなめされ、どういうわけかこの小さい鉄鋼に付着しました。それから別の稲妻
が、近くにあった珪酸の砂に当たり結晶が形成され、これが（この鉄鋼に）くっついたの
ですが、ハリケ－ンで吹き飛ばされて、ここにはまったのです。そして、ある日、毎秒ご
とにこれが変化し始めました。そして、こはいかに！エンジェルズは、１対２で負けまし
た。わあ、すごい！もし、私が事の成り行きをこのように言って、みなさんを説得しよう
としたら、「君は、ちょっとイカレてるんじゃないかい。君は、変だよ。」とおっしゃる
でしょう。なぜ、そう考えるだけでも笑うのでしょう。それは、非現実的だからです。そ
れでも、この時計は進化過程のかなり初期段階で発達してできたものでなければいけない
のです。人体と比べればずっと単純にできているからです。人体とは比較になりません。
もし、物質が物質に働きかけ、十分な時間が経過すると、何でも存在することができるよ
うになるのであれば、新車を買う必要はないということになります。砂漠にでも行って、
車が一台出現するのをさがせばよいからです。そこでは、何年も物質が物質に働きかけて
いるからです。その車に、オ－ルズ・モ－ビル（訳者注:GＭ社の車) の記章がついて、イン
パネがディジタル化されて、ボ－ズ（訳者注：スピ－カ－のメ－カ-Boze)のサウンド・シス
テムが搭載されるのを想像できますか。そして、その車を運転できるように、鍵も進化し
てできていてくれればいいのですが。では、車が自然に修理できてしまうのを想像するの
はどうでしょうか。奥さんが、フェンダ－をぶつけても大丈夫。車庫に何日か入れて休ま
せれば、まっすぐになります。自然修理です。砂漠を走っていて、ガソリンのタンクに穴
が開いてしまっても、ご心配なく。すぐに、ガソリンの中の血小板が、固まり、穴をふさ
ぎ、自然修理します。すごい車ですから。もし、新しい小さいスポ－ツカ－が欲しいので
したら、車庫の中の奥さんのキャデラック車の横に駐車しておけば、９ケ月で（訳者注：
アメリカでは、妊娠期間を９ケ月と考える。）オ－ルズ・モ－ビルとキャデラックの組み
合わせのすてきな車ができます。私たちは、笑います。当然です。ばかげているからで
す。理にかなっていないからです。それなのに、人体の驚くべき、洗練されたデザインを
見て、自然治癒の力、考える力、分析し、判断し、選択する力を見て、それを偶然の出来
事が重なってできたというのです。違います。ですが、人が神の真理を拒否すると、パウ



ロが述べているように、自分が惑わされるような状況に置くのです。それは、彼らが真理
への愛を受け入れなかったので、だまされやすくなったのです。それゆえ神は、彼らが、
真理ではなくて偽りを信じるように、惑わす力を送り込まれます（テサロニケ第二2:10、
１１参照）。神は、「さあ、来たれ。論じ合おう。」と言われ、パウロは、「聖書に基づ
いてメシヤについて彼らと論じた」のです。
　 パウロは、「そして、キリストは苦しみを受け、死者の中からよみがえらなければなら
ないことを説明し、また論証し」たのです。パウロは、きっとイザヤの巻を示していたの
でしょう。それは、イザヤ書５３章に相当する部分です。イザヤが来たるべきメシヤにつ
いて語っているところで、次のように明言している部分を、パウロはおそらく人々に示し
たのでしょう。「彼がさげすまれ、人々からのけ者にされ、悲しみの人で病を知ってい
た。人が顔をそむけるほどさげすまれ、私たちも彼を尊ばなかった。まことに、彼は私た
ちの病を負い、私たちの痛みをになった。だが、私たちは思った。彼は罰せられ、神に打
たれ、苦しめられたのだと。しかし、彼は、私たちのそむきの罪のために刺し通され、私
たちの咎のために砕かれた。彼への懲らしめが私たちに平安をもたらし、彼の打ち傷に
よって、私たちはいやされた。私たちはみな、羊のようにさまよい、おのおの、自分かっ
てな道に向かって行った。しかし、主は、私たちのすべての咎を彼に負わせた。彼は痛め
つけられた。彼は苦しんだが、口を開かない。ほふり場に引かれて行く小羊のように、彼
は口を開かない。彼の墓は悪者どもとともに設けられ、彼は富む者とともに葬られた。彼
は暴虐を行なわず、その口に欺きはなかったが。しかし、彼を砕いて、痛めることは主の
みこころであった。もし彼が、自分のいのちを罪過のためのいけにえとするなら、彼は末
長く、子孫を見ることができ、主のみこころは彼によって成し遂げられる。それゆえ、わ
たしは、多くの人々を彼に分け与え、彼は強者たちを分捕り物としてわかちとる。彼が自
分のいのちを死に明け渡し、そむいた人たちとともに数えられたからである。彼は多くの
人の罪を負い、そむいた人たちのためにとりなしをする。（イザヤ53:3-7、９-1０、12) 」
パウロはおそらく、これを指し示したのでしょう。これが、預言者イザヤが、あなたがた
のメシヤがどのような方であるかを語っているのだと。彼は、苦しみ、拒否され、殺され
ると。おそらくパウロは、私たちが今朝読んだ詩篇２２篇も指し示したことでしょう。こ
れも、メシヤについて語っているところで、「わが神、わが神。どうして、私をお見捨て
になったのですか。（詩篇２2:1)」とあります。そして、その答えは、彼が見捨てられたの
は、私たちの罪と咎が彼に負わせられたからです。どのように彼の手と足が刺し通される
か、彼の着物を互いに分け合うが、一つの着物はくじ引きにするかを。それで、パウロは
聖書を開き聖書から論証して、イエスがメシヤであると証明しました。そして、きっと詩
篇１６篇が指し示したに違いありません。つまり、「まことに、あなたは、私のたましい
をよみに捨ておかず、あなたの聖徒に、メシヤに、墓の穴をお見せにはなりません。（詩
篇１6:10参照) 」の神の約束を示したに違いありません。これは、メシヤの復活の預言で
す。そして、パウロは、「私があなたがたに伝えているこのイエスこそ、メシヤなので
す。」と言いました。パウロは、彼らに、メシヤについて神がこれらのことを語られたこ
とを示しました。「彼は、苦しみを受け、死者の中からよみがえられなければならない。
私があなたがたに伝えているこのイエスこそ、メシヤなのです。」と。そして、イエス
は、メシヤに関する旧約聖書の預言者の３００以上の預言を成就されました。一人の人
が、３００以上の預言すべてを成就するのは、数学的には不可能です。それなのに、イエ
スは成就なさったのです。
　 不信仰の矛盾と非合理性を示すものを再びあげますと、現在かなり多くのユダヤ人が、
イエスがメシヤであることを否定し続けていることがあります。これは、非合理的です。
たった数年前のことですが、シュニアセンという名前のラビがいました。何千人ものユダ



ヤ人が、この人がメシヤだと信じました。実際、イスラエル中に横断幕が付けられて、プ
ラカ－ドや小さいシ－ルが作られ、人々に、「準備せよ。メシヤが来られる。」ことが知
らされました。彼らは、シュニアセンがメシヤだと信じました。シュニアセンが死んだ後
も、多くの人が、彼が死者の中からよみがえってメシヤであってくれる希望を抱いていま
した。さて、不思議なことがありますが、もしみなさんがユダヤ人の家系で、アレヤ（訳
者注：イスラエル政府が提供している援助。alleyaはヘブル語。) を望み、イスラエルに
戻ってイスラエル市民になり、そこで生活基盤を築くため政府から援助や住宅を提供して
もらいたいとします。もし、ラビのシュニアセンがメシヤであると信じるのであれば、帰
国が歓迎されます。アレヤをもらって、ユダヤ人として市民になります。実際、もしイス
ラム教を信じイスラム教の信仰に基づく行動をしていても、アレヤをもらってユダヤ人と
して市民になることができます。もし、無神論者であったとしても、アレヤをもらってユ
ダヤ人として市民になることができるのです。しかし、もしイエスがメシヤであると信じ
るなら、アレヤをもらうことはできず、ユダヤ人として市民になることもできません。不
思議ですね。道理に合っていません。しかし、私がみなさんに伝えようとしているのは、
このことなのです。罪は理にかなったことではありません。罪の中に生きることは、理性
に従っていません。罪は、その性質からしてとても破壊的だからです。神は、「彼らは少
しも意に介さない。（訳者注：新共同訳ホセア7:２。英語はＴhey don't consider.)」と言わ
れました。
　 聖書は、それ自体、霊感による神のみことばであることを主張し、証明しています。批
判者によって、これほど詳しく吟味された本は他にはありません。批判者の目的は、誤
り、致命的な間違いを見つけ、それによって、「聖書は、これこれしかじか言っているか
ら、聖書が霊感による神のみことばではあり得ない。」と決定的に明言することでした。
聖書の中の何らかの発言、あるいは預言、矛盾を見つけ、それによって、聖書が霊感によ
る神のみことばではあり得ないと決定的な証明をすることでした。人は、長年に渡って、
何世紀にも渡って、聖書を綿密に調べあげ、反証を挙げようとしてきました。致命的な間
違いを探そうとこのようにたくさんの人が聖書を調べてきたのですから、もし、そのよう
な間違いがあったのであれば、きっとずっと昔にそれが見つかっていたはずです。むろん
面白いのは、もしあなたが未信者なら、間違いを見つけようとするのは危険なことです。
たくさんの未信者が間違いを見つけようとして、信者になっているからです。心から聖書
を調べた結果、真理を確信したからです。聖書の内在的証拠や霊感には圧倒されます。聖
書の他に、時の試練に絶えることができた本はありません。聖書の他に、将来の出来事を
正確に予言することができる事について、信憑性を明確にできた本はありません。さて、
あなたが将来を予言する領域に入り込むなら、５０％正確だというのでは有効ではありま
せん。８０％の正確だというのでは有効ではありません。９９％の正確だというのでは有
効ではありません。有効であるためには、１００％正確でなければいけません。ある事が
起こると言ったことが起こらなかったら、他の正しい予言をすべて無効にしてしまいま
す。現在のこの瞬間まで、聖書の打率は依然として１０００％です。みことばの一言たり
とも、成就しなかったものはありません。さて、まだこれから成就するものもあります
が、これは実に興味を引きます。一番大きな一番新しい事は何かと世界を見回してみます
と、地球共同体（global community)です。私たちはその方向に向かって進んでいます。私た
ちは、地球共同体に向かって進んでいます。アメリカの軍事的立場が弱体化しているの
で、アメリカは、国連、世界政府、地球共同体、地球社会に参加することを強いられてい
ます。どこにでもこの考えがあって、促進され、喧伝されています。新聞も、タイム誌、
ニューズ・ウィーク誌にも、みな地球共同体の記事が載っています。彼らは、ニュ－ス
（新しいこと）だ、と言うのですが、いや違いますよ。聖書は２０００年以上前にこのこ



とを伝えていました。古臭いものです。私たちはただ、遅れを取り戻しているだけです。
聖書のすごいところは、将来の出来事を正確に予言できることです。実に、神は、「わた
しが神である。ほかにはいない。私は、終りの事を初めから告げ、将来の事、まだなされ
ていない事を昔から告げ（イザヤ46:9,1０参照）」と言われました。それで、聖書全体の預
言をすべてを腰を下ろして見て、「こう言っている。このように言った。今、これを見て
いるのだ。」ということがわかると、「神による霊感がないのであればこのようなことは
あり得ない。頭にあることをただ書いたということはあり得ない。」と合理的に言うこと
ができます。これは神のみことばです。合理的に考えるなら、真面目に調べるなら、「こ
れは神のみことばであり、来たるべきメシヤのことが語られている。彼は苦しみを受ける
が、死者の中からよみがえる。そして、イエスがメシヤである。」との結論に達します。
　 人は、知的な根拠で、イエスがメシヤであることを拒否するのではないのです。他に根
拠があるのです。わかりたくないのです。古い諺に、「見る気がない人ほど、見えない人
はいない。」というのがあります。中には、もう心を決め、信じないぞと決心した人がい
ます。そういう人は、証拠を否定しますし、証拠を見ることを拒否します。もう決心がで
きているのだから、事実で僕を混乱しないでくれという、古い格言のようです。しかし、
それは非合理的です。イエスがメシヤであると信じたくない人がいる理由が私にはわかり
ます。それは、その人が選んだ生活様式のためです。イエスをメシヤであると受け入れれ
ば、自分の生活の仕方を変えなければならないことを知っているのです。人を騙すのが好
きです。盗むのが好きです。不正な、不誠実な取引をしたいのです。イエスをメシヤであ
ると受け入れれば、ごまかすのを止めなければなりませんし、不誠実な取引はみな止めな
ければなりません。それで、イエスを拒否するのです。そして、私たちは進化したと信じ
る、と言うのです。みだらなセックスをしたい人、姦淫、不品行をしたい人はどうでしょ
う。そういう人がなぜ信じたくないのかわかります。ホモとレズが、なぜ信じたくないの
かわかります。自分達の生活様式を変えなければならないことを意味するからです。自分
が献身しているものに対し、真実を尽くさなければならないからです。子供を育てる、す
ばらしい、麗しい家族関係でなければならないからです。しかし、この人たちは、パ－
ティ－がしたいのです。複数の性交渉相手が欲しいのです。ですから、なぜこの人たちが
なぜ拒否したいのかわかります。売春で大金を稼いでいる人がなぜイエスがメシヤである
ということを拒否したいのかわかります。贅沢な暮らしに慣れてしまったからです。麻薬
の売人も同じです。しかし、拒否することは不合理です。このため、言い訳をしなければ
なりません。理由なんてありません。筋が通っていないからです。しかし、弁解をしま
す。例えば、教会にたくさんの偽善者がいるので信じたくないとか。これは、意味をなし
ません。偽善者が嫌いですか。それなら地獄に行ったら、永遠に偽善者といなければなら
ないことに気付かないのでしょうか。クリスチャンにならないというには、とてもお粗末
な言い訳です。弁解はするのですが、理由(reason)がないのです。理にかなっていないから
です。パウロは、「聖書に基づいて彼らと論じた(reasoned)。」とあります。神は、「さ
あ、来たれ。論じ合おう(reason)。」と言われました。それは、イエスはメシヤだからで
す。人はイエスを信じることによって、自分の罪を赦してもらうことができ、造り主と交
わりを回復することができると神がお定めになったからです。
　 私がまだサ－フィンをしていた頃、もう何年も前になりますが、でも６月にはハワイに
行くので、できたらまたサ－フィンに行ってみようかと思っているのですが、どうなるか
わかりません。今は日焼け止めロ－ションをつけなくてはいけないとか、色々あって、た
のしみに水がさされてしまいます。昔は、よかった。かつて、でも、サ－フィンをしてい
た頃、ハンティントンの埠頭にいた若い人たちに話したものです。気に入った波が来るの
を待つ間、いろいろと話のやり取りをしました。若い人たちは、人生の意味を探していま



した。学校をサボってそこにいたのです。それで、私は、「おい、君たち。」と言うと、
「おっさんは、何してるんだ。」と言います。「君たちより、僕の方が、楽しんでいる
よ。」「うっそ－！」「いや、楽しんでるよ。君たちより僕の方が楽しめるのは、僕が波
を造られた方を知っているからだ。ここにいる時は、その方との交わりを楽しんで、神の
被造物に驚いて、最高な時を過ごしているよ。君たちがここにいるのは、人生の意味を探
しているからだろう。僕はもう見つけたよ。サ－フィンは、おまけみたいなもんだよ。自
分を満たしてくれるものを探しているんじゃないんだ。わかるかい。君らは、何かに、誰
かに支配されるんだ。そんな風に造られたんだよ。もし、イエスが君らの主、人生の中心
でなかったら、何かに支配されるんだ。ひょっとしたら、快楽かもしれない。人生の意味
をもっと理解したいという願望かもしれない。権力や所有欲かもしれない。君を支配して
いる何かがあるはずだ。」そう言うと、すぐこういう答えが返ってきました。「イエスを
受け入れたら、楽しみがなくなるだろう。」いや、違うのです。もっと楽しいのです。人
生の空虚さを満たすために楽しみを探しているのでなくて、もう満たされているからで
す。ですから、他の物はみなでっかいおまけです。「知的探求はなくなるんだろう。」い
え、そうではありません。もっと知的探求がふえます。造り主の知恵をもっと知りたくな
るからです。生物のいろいろな部分を勉強し、分析すると、わくわくします。顕微鏡を覗
いて脳細胞を見ると、どう機能しているかがわかると、「わあ、こりゃぁ、すんごい。す
げぇー！何てデザインなんだ！何てすごい知恵なんだ。」神のすばらしさに対する畏敬の
念で立ち尽くしてしまうのです。これなら、理にかないます。「パウロは彼らと論じた」
のですが、これは理にかないます。イエスを拒否するのは理にかないません。これは妥当
でない考えです。言い訳をしてそれを支持しなければなりませんが、ナンセンスな結果し
か出ません。「『さあ、来たれ。論じ合おう。』と主は仰せられる。『たとい、あなたが
たの罪が緋のように赤くても雪のように白くなる。』」神は、赦し、きよめられます。私
たちにいのちを与えるため、メシヤが死なれ、よみがえられたからです。



使徒行伝１８章（５／５／９６）
使徒行伝１８章９－１０節(Acts18:9-10)

「恐れの解決」＃８６１６
交読文：詩篇５６篇

　 今朝は、使徒行伝１８章９節と１０節を学びますが、今晩は、使徒行伝１８章全体を一
節づつ、注解形式で学びます。ですから、使徒行伝１８章をもう一度読んで、７時に共に
礼拝し神のみことばを学ぶので、参加してください。
　 使徒行伝１８章で、パウロがギリシャの都市コリントに来たことがわかります。さて、
コリントは、エ－ゲ海がほとんどアドリア海とつながっているような狭い地峡に位置して
いました。地図を見ると、ギリシャがほぼ二つに分かれていることがわかります。とても
狭い５マイル(8キロ) 以下の長さの土地がアドリア海とエ－ゲ海の間にあります。この狭い
地峡があるために、海上輸送の際は、貨物を東からロ－マへ輸送するとき、あるいはその
逆の場合、エ－ゲ海を横断して貨物をエペソからコリントへ輸送し、そこで貨物を下ろ
し、５マイルをアドリア海まで陸上輸送し、そこで貨物を船に乗せ、ロ－マへ輸送されま
した。これによって、述べ何百時間もの仕事量を省くことができ、さらに、ギリシャの南
端にあるケ－プ・オブ・マリアと知られていた、ケ－プホ－ン（訳者注：南米最南端の岬
で、強風と荒波で航行の難所）と同じくらいの航行の難所を回らなくても済んだのです。
このため、コリントで貨物を下ろし、地峡を運搬して、アドリア海を横断する船に積み直
すと、大幅に無駄を省くことができました。ネロは、この地峡に運河を建設しようとしま
したが、岩が堅かったのであきらめました。しかし、スエズ運河を設計し造った人がコリ
ントに行き、その５マイルの地峡を横断する水路を築いたので、現在では近代的な船舶や
貨物船などは、ギリシャをぐるりと回る、ケ－プ・オブ・マリアを回るのではなく、コリ
ント運河を通ります。ですから、今行きますと、コリント運河を次々と船が航行している
のが見えます。ギリシャの南端をぐるっと回るのに比べ、何百マイルも何日も海上を航行
するのを省くことができるからです。船隊の町であったため、たくさんの商船がありまし
た。その人たちは、家から遠く離れて、家族や他人への責任感から解放されたと感じてい
る男達につきものの荒々しさをもたらしました。このため、コリントでの道徳観は、世界
でも最低でした。実際、ギリシャ劇では、コリント人をいつも飲んだくれと描写していま
した。コリントでの生活には、酔っ払いがつきものだったからです。飲酒と放蕩の生活で
した。あまりにそのような状態だったので、みだらな、好色な生活をおくっている人、酒
におぼれた生活をしている人は、「コリント人のような生活をしている。」と言われまし
た。諺のようになっていました。この名前は、腐敗したライフスタイルと同義語だったか
らです。
　 アクロポリスの町の上には、アプロディ－テ－の巨大な神殿がありました。アプロディ
－テ－は、性的快楽の女神でした。毎晩千人もの女祭司がアプロディ－テ－の神殿からコ
リントの町に下ってきました。彼女たちは売春婦でした。彼女たちの稼ぎで、神殿が維持
されていました。ですから、コリントはおおっぴらに売春が行なわれている町で、酒浸り
の町で、そこの人々は不道徳に身をまかせていました。この町に、パウロは、イエス・キ
リストの福音を携えて来ました。この福音は、人々に対し、より高尚な生き方を求めまし
た。この福音は、人々に対し、道徳的純潔を求めました。この邪悪な町の真ん中で、パウ
ロは、イエス・キリストの真理を宣べ伝えていたのでした。ここは、伝道ができるような
場所ではありませんでした。ですが、パウロは、安息日ごとに、会堂に行き、聖書からイ
エスがメシヤであると示しました。しかし、他のすべての所でもそうでしたが、コリント
でも、パウロが福音を宣べ伝えると、信じる人もいましたが、ものすごい敵対心を呼び覚



ましました。コリントも例外ではありませんでした。ユダヤ人はとても敵対して、議論
し、パウロの言っていることを罵り、イエス・キリストを冒涜しました。とても扇動的に
なって、問題をかかえるコリントに騒ぎを起こさせ、パウロに反対するようにしむけまし
た。ヨ－ロッパでは、パウロはあまり歓迎されなかったのです。最初に説教をしたピリピ
では、パウロは殴られ、牢屋に入れられ、さらに町から出て行くように言われました。次
の場所のテサロニケでは、夜にその町から逃れなければなりませんでした。ベレヤでも、
パウロは町から逃れなければなりませんでした。そして、パウロは、コリントに来たので
すが、またしてもパウロに反対する暴動が起こされようとしていました。人々、ユダヤ人
は、パウロに対してとても険悪になってきました。ピリピ、テサロニケ、ベレヤは、どち
らかといえば文化的な町でしたが、コリントの場合は違いました。乱暴な、洗練されてい
ない町でした。パウロは、ひょっとすると自分の命の心配をしていたのかも知れません。
そして、神の自分への召しは何なのかと考えていたのかもしれません。神は本当に私をこ
こに、ヨ－ロッパへ来るようにと召されたのかと。神の御心を見分けるのを誤ったのかも
しれないと。それで、落胆し、確信が持てないこの使徒に対して、主が夜にパウロの所に
来て幻によってお語りになりました。
　 パウロが落胆しているときに、主は何度もパウロの所に来られ幻で直接お語りになりま
したが、これはその一つです。パウロがマケドニヤに召されたときも、夜、幻によるもの
でした。パウロは、アジヤへ、ビテニヤのほうに福音を伝えたいと思っていました。しか
し、御霊がそれをお許しになりませんでした。それで、おそらくパウロは、それではどこ
へ行けばよいのかと考えていたことでしょう。主が夜、パウロの所に来られ、幻によって
マケドニヤに行くようにとお命じになりました。後で読みますが、パウロがエルサレムの
牢屋につながれていたとき、しょげて落胆していたに違いありません。というのも、パウ
ロの終生の志は、福音をエルサレムのユダヤ人に伝えることだったからです。パウロは自
分自身かつてパリサイ人であったので、パリサイ人に伝えたかったのです。パウロは、パ
リサイ人の考え方がわかっていました。自分がイエス・キリストについて知っていること
をパリサイ人に、かつての同級生に伝えることさえできれば、イエスがメシヤであること
をきっと説得することができると感じていました。エルサレムのユダヤ人に福音を伝える
ことができるからと、その瞬間のために生きていたのです。どこへ行っても、御霊がエル
サレムに行くことに警告を発していたのにもかかわらず、パウロはエルサレムに向かって
いたのでした。しかし、パウロは、腹を決めていました。「できるにちがいない。それ
は、わかっている。」パウロが望んでいた機会とは必ずしも同じではありませんでした
が、機会が与えられました。パウロは、聖日を祝うことができるように、きよめの儀式を
するためにエルサレムにいました。何人かのユダヤ人がパウロが宮にいるのを見かけ、他
の人たちを扇動しようとし、パウロに殴りかかりました。実際、この人たちはパウロを殺
そうとしていました。アントニヤの要塞にいたロ－マの守衛が宮での騒ぎを見て、一体何
が起こっているのかと慌ててやって来ると、小柄なユダヤ人が殴られていました。それ
で、ロ－マの守衛は、群衆からパウロを助け出しました。アントニヤの要塞に戻ると、パ
ウロは、守衛隊長に対して、「この人たちに一言お話してもよろしいでしょうか。（使徒
２0:37参照) 」と言いました。守衛隊長は、「はい、よろしい。」と答えました。それで、
パウロは、人々にヘブル語で、話し始めました。パウロは、人々に自分がヘブル人の学者
であり、人々の状況をわかっていて、どのように感じているかもわかっていることを示し
たかったからです。パウロは、次のように述べました。「兄弟たち、イスラエルの方々、
私の言うことを聞いて下さい。みなさんがどう考えていらっしゃるか、どう感じていらっ
しゃるか私にはわかります。私もそうでした。私もあなたたちのひとりでした。私はこの
分派をつぶそうとしていました。あなたたちの気持ちは理解できます。大祭司が命令を出



してくれ、この道に従っている人たちを牢に投じようと私はダマスコへ向かいました。そ
の途上で、主イエスが私のことを捕らえて下さいました。」パウロは、人々に対し、どの
ように主が自分を押しとどめ、どのように主がパウロに福音を異邦人に伝えるようにと召
して下さったかを話しました。パウロが異邦人という言葉に言及するやいなや、群衆は手
がつけられない状態になりました。ちりを空中に撒き散らし始め、パウロのいた回廊のあ
る要塞に向かって走り始め、「殺してしまえ。殺してしまえ。生かしておくべきではな
い。」と叫び始めました。それで、また隊長は、パウロを救い出し、要塞の中に引き入れ
るように命じました。それで、パウロを中に引き入れ、門を閉めました。パウロは、ヘブ
ル語で話していたので、パウロが何を話していたのかわからなかったので、守衛に対し、
パウロをむち打って、殴って、人々をあんなに怒らせるとは、どのようなことを言ったの
か調べるように命じました。むちを当てるための準備がなされているときに、パウロは、
「ロ－マ市民である者を、裁判もかけずに、むちで打ってよいのですか。」と言いまし
た。守衛は、「あなたはロ－マ市民なのか。」と尋ねると、パウロは、「そうです。」と
答えました。それで、守衛は、隊長のところに行って、「あの人がローマ市民なのを知っ
ていましたか。」と尋ねると、隊長は、「えっ、知らなかった。」と言い、隊長はパウロ
の所に来てロ－マ市民かどうか尋ねると、パウロは、「そうです。」と答えました。それ
で、パウロは、殴られるのは免れましたが感情的にパウロは打ちのめされました。落胆さ
せられました。彼らに話すことさえできれば、説得することができるとわかっているの
に、とパウロは考えていました。説得されるどころか、彼らはパウロを殺そうとしていま
した。外で、「殺せ。殺せ。」と叫んでいたのでした。パウロにとって、非常にがっかり
させられることだったに違いありません。失敗してしまった。なぜ、異邦人なんて言って
しまったのだろうと。夜に、このことについて全体を思い巡らしていたに違いありませ
ん。とても、がっくりして、落胆していたに違いありません。主が、パウロの所に来ら
れ、「勇気を出しなさい。あなたは、エルサレムでわたしのことをあかししたように、ロ
－マでもあかしをしなければならない。（使徒２3:11) 」と言われました。つまり、お終い
ではなかったのです。パウロは、「ああ。お終いさ。もうだめだ・・・」と思っていまし
た。しかし、主は、「いや。パウロ、まだやらなければならないことがあるのだよ。」と
おっしゃいました。「できなかったね。君にはチャンスがあったのに。君はやりたかった
んだ。わたしは、君にやらないように仕向けていたのに。でも君は無理にやろうとした。
君はやった。しかし、まだ終わったのではないよ。君は、わたしのためにロ－マでもあか
しをしなければならない。」と。パウロがロ－マへ向かう途中のキプロスで、時節は冬に
近付いていました。船長は、出帆するかどうか思案していました。パウロは、「出帆する
のはよい考えではないと思います。時期がよくありません。この時期には、どのような事
が起こるかわからないので、公海にでるより、この快適な安全な避難所で冬を過ごした方
がよいと考えます。（使徒２7:10参照) 」と言いました。しかし、翌朝起きると、美しいう
ららかな日で、穏やかなそよ風が吹きました。それで、船長は、出帆しようと言いまし
た。パウロは、百人隊長に、「私なら行かない。」と言いましたが、船長は、「私はずっ
と海に出ていてよくわかっている。君にはわからない。」と言いました。それで、出発し
ましたが、数日立つと、ひどい嵐になりました。十四日間、太陽を見ることができません
でした。船は揺れ、貨物はすべて海に投げ捨てられました。みんなは、とうとう絶望し、
もう生きて脱出できないと思いました。夜に主がパウロの所に来て、「恐れてはいけませ
ん。あなたも同船している人々もみな救われます。（使徒２7:24参照) 」と言われました。
それで、翌朝、パウロは、「みなさん。聞いて下さい。あなたがたは、キプロスにいると
きに私の忠告を聞き入れていればよかったのに。」つまり、「言った通りになったでしょ
う。」というやつです。しかし、パウロは、「昨夜、私の主で、私の仕えている神の御使



いが、私の前に立って、こう言いました。『恐れてはいけない、船は失われますが、あな
たがたはみな助かり、いのちを失う者はひとりもありません。』」と語りました。ここで
も再び主は、暗闇のときに、パウロの傍らに立ち、勇気づけました。
　 さて、ここコリントでも、暗闇のときに、おそらくパウロは神の御心を疑っていたので
しょう。主は、夜、パウロの傍らに立たれました。そして、パウロへの言葉は、「恐れな
いで」でした。もし、その人が恐れていないのであれば、「恐れないで」とは言いませ
ん。私たちは、パウロが何か超人的だと考えてしまいます。私たちのような普通の人とは
考えません。パウロは、特別な部類に入り、私たちより２ランクも上だと考えがちです。
パウロは偉大な聖人で、私は単なる普通の人だ、と。そうではありません。パウロは、み
なさんと同じでした。神は、みなさんのような普通の人をお用いになります。私たちの問
題の一つは、神が自分のことを用いることができない理由を百も考えつくことができるこ
とです。そして、神が用いていらっしゃる人を見て、どういうわけか、そういう人たちを
あがめて、あの人はああだ、この人はこうだと言うのです。人が私のことをどのような人
だと考えているかをみてみるとびっくりさせられますが、そうではないのです。私も他の
人と同じです。私は普通の人です。ただ、神が望んでおられるように、自分の人生を明け
渡しているだけです。私は、神がすばらしいことをしてくださるのを見る祝福にあずかり
ました。パウロは、ただの普通の人でした。みなさんが持っていると同じ恐れを持ってい
ました。みなさんが持っていると同じ不安を持っていました。みなさんと同じように疑い
を抱いていました。神は、神に自分を喜んでゆだねて、神が望まれていることなら何でも
自分を用いていただきたいと考えている、ただの普通の人をお用いになります。
　 主は、パウロに言われました。「恐れないで、語り続けなさい。黙ってはいけない。」
パウロはおそらく、彼らは聞いていない、と思ったでしょう。ユダヤ人との対立はとても
感情的で劇的なものでした。彼らが暴言を吐き始めると、パウロは自分の着物を振り払っ
て、「あなたがたの血は、あなたがたの頭上にふりかかれ。私には責任がない。私はあな
たがたに宣言した。今から私は異邦人のほうに行く。」と言いました。かなり激しいもの
でした。ですから、パウロは、この価値があるのだろうか、と考えていたかもしれませ
ん。イエス・キリストの話をするたびに、人々は騒ぎを起こすみたいだが、こんなことを
する甲斐があるのだろうかと。天幕を作っていた方がよいのではないのか、と。こんな大
変な思いをする甲斐があるのだろうか、と。しかし、主は、「語り続けなさい。黙っては
いけない。」とおっしゃいました。パウロは、コリントを去ることを、この邪悪な町を去
ることを考えていたという可能性はないでしょうか。この時点で、パウロが、ややびくつ
いていたとしても、気持ちがわかります。ルステラで石打にされ、ピリピでは、殴られ
て、牢に入れられ、命からがらテサロニケから逃れました。神が本当に自分を宣教に召さ
れたのかどうか、疑問に思っていたとしても、パウロの気持ちがわかります。旧約聖書の
預言者エレミヤのことを少し思い起こさせてくれます。主は、エレミヤに対して「わたし
の民にわたしのことばを語るように。」とおっしゃったので、エレミヤが主のことばを
人々に語ると、人々はひどく怒り、エレミヤを地下牢に入れました。エレミヤは、寒い、
水浸しの地下牢の中に座り、エレミヤは、「もうたくさんだ。もうやめた。もう主の御名
によって語るのはもうやめた。」と言いました。「人々に神のメッセ－ジを語ると、こう
なるんだ。もうこりごりだ。」と。しかし、エレミヤは、「主のみことばは私の心のうち
で、骨の中に閉じ込められて燃えさかる火のようになり、私はうちにしまっておくのに疲
れて耐えられません。（エレミヤ２0:9)」と言いました。パウロは、後にコリント人に手紙
を書いたときに、「なぜなら、キリストの愛がわたしたちを駆り立てているからです。
（新共同訳２コリント5:14) 」と述べました。「これが私を後押ししているのです。これに
よって、私はやり続けることができるのです。それは、キリストの愛です。私はこう考え



ました。ひとりの人がすべての人のために死んだ以上、つまりすべての人が罪過と罪に死
んだのです。ひとりの人がすべての人のために死んだ以上、すべての人が死んだのです。
また、キリストがすべての人のために死なれたのは、生きている人々がもはや、自分のた
めにではなく、神のために生きることのすばらしさを知るようになるためです。(2コリント
5:14-1５参照）」イエス・キリストのない人は失われているという真理。自分のために生き
ている人、肉に従って生きている人は失われている、この世で希望もなく生きている。こ
の真理がパウロが福音を宣べ伝えることを後押しし、パウロを駆り立てました。ですか
ら、パウロは、真理を分析しているときに、神の御霊が駆り立てることについて語ってい
るのです。
　 主はパウロに言われました。「恐れてはいけない。わたしがあなたとともにいるの
だ。」これがあって、いつも恐れから救われるのです。主が私とともにいて下さると気付
くことです。私が試みにあっているときに主が私とともに立っていて下さることを知るこ
とは、何という慰めでしょう。私が、水の深みを進んでいるときに主がともにいて下さ
る。私が火の中を通っているとき、主がともにいて下さる。パウロは、コリントからロ－
マ人に対して書いたとき、「神が私たちの味方であるなら、だれが私たちに敵対できるで
しょう。（ロ－マ8:31) 」と言いました。私たちが読んだ詩篇の中で、ダビデは、「私は恐
れません。神が私の味方だからです。（詩篇５６篇参照) 」と言いました。暗闇の時に神の
臨在を知ることは、何とすばらしいことでしょう。神はそこに私と共におられます。イエ
ス・キリスト、神の御子、この宇宙の創造主、私たちの罪のために死んで下さるためにこ
の地上に来て下さった方が、私と共に立っていて下さるのです。ですから、パウロは勇気
づけられたのです。「パウロ、恐れてはいけない。わたしがあなたとともにいるのだ。」
と。パウロは一人ではありませんでした。主がパウロと共に立っておられました。預言者
イザヤを通して、神は、「恐れるな。わたしはあなたとともにいる。（イザヤ41:10)」と言
われました。同じことです。恐れてはいけません、わたしはここにいます、と。「たじろ
ぐな。わたしがあなたの神だから。わたしはあなたを強め、あなたを助け、わたしの義の
右の手で、あなたを守る。（イザヤ41:10)」あなたは、不安な時を過ごしていますか。恐れ
があなたの心を捉えてしますか。主を求め、自分を主にゆだねると、主が、「恐れるな。
わたしはあなたとともにいる。」とおっしゃるのが聞こえます。ダビデが述べたように、
「主は私の味方。私は恐れない。人は、私に何ができよう。（詩篇１18:6) 」なのです。今
この時、私自身、水の深みを進んでいます。神の御心を疑ってしまう時です。私の心がと
てもたじろいでいるのがわかります。どうなのかと思い、悩みます。しかし、自分が圧倒
されてしまうように思う時がありますが、聖霊が来て下さり、私の心に平安を教えて下さ
います。私は慰められ、強められます。すると、「主よ。何でもあなたの御心のとおり
に・・・、でもこれがあなたの御心なのでしょうか。」と言います。私は今問題と格闘し
ています。ケイと私は、問題と格闘しています。私たちは共に同じ経験をしているからで
す。私たちが受け取った知らせに私たちの心は引き裂かれんばかりだからです。しかし、
共に私たちは主を求め、慰めを受け、強められています。主が私たちに教えて下さいま
す。しかし、また自分の思いが戻ってきてしまいます。それで、また同じことを通りま
す。主がまた教えて下さり、主よ、わかりました、と言うのです。「でも、はい、主よ、
大丈夫です。」と。少しは、落ち着くのですが、また何かあって、思い起こしてしまい、
どっと圧倒されてしまいます。「ああ、どうしよう。だめだ。」「はい、主よ。大丈夫で
す。あなたにとって、正しいことなら何でもかまいません。あなたが何とかして下さいま
す。あなたの御心がなされることは、わかっています。私はそれに同意します。私がはっ
きりそうだとわかるのでしたらね。」と言うのです。主はパウロに、だれもあなたを襲っ
て、危害を加える者はないと安心させました。主は、パウロに約束されました。「コリン



トではわたしがあなたを守る。あなたはルステラでは石打にされ、ピリピでは殴られた
が、わたしはあなたとともにいる。私はあなたを守る。誰も襲う者はない。」と。ひょっ
とすると、パウロは、また殴られることを恐れていたのかもしれません。パウロは、ルス
テラで石打になったことで、身体的に苦しんでいました。もはや、体力がある体ではあり
ませんでした。その後は、体力が弱まっていました。ですから、パウロは、また殴られる
こと、また石打になることを少し懸念していたのかもしれません。だから、主は、「だれ
もあなたを襲って、危害を加える者はない。」とおっしゃったのです。
　 そして、主はパウロに、「この町には、わたしの民がたくさんいるから。」と言われま
した。これには、いつもどうかしらと思わされます。コリント、この邪悪な場所で、あな
たはたくさんの民がいるとおっしゃるのですかと。もし、私たちが教団に入っていて、今
年新しく５０の教会を設立することにしていたとします。まず、委員会を設置して、座っ
て、どこに教団の教会があって、どこにないのかを調べ、どの地域が開拓伝道に一番向い
ているかを考えるでしょう。ひょっとすると、開拓伝道に一番向いている地域はどこか
と、様々な地域の人口動態調査を依頼するかもしれません。もし、あの当時にそのような
調査をしたとして、誰かがコリントで開拓伝道をしようと提案していたなら、人々は、
「君は、どうかしているよ。」と言ったことでしょう。「コリントは教会をつくるところ
ではない。あの邪悪な所に。冗談でしょう。」と。コリントで開拓伝道するなどとは、理
にかなっていませんでした。しかし、主は最もありえそうもないところで収穫をなさるこ
とがよくあるのです。全然ふさわしくないサマリヤで、イエスは、「畑を見なさい。色づ
いて、刈り入れるばかりになっています。（ヨハネ4:35) 」とおっしゃいました。６０年代
の終わりに、この地域にヒッピ－がなだれ込んで来ました。古いフォルクス・ワ－ゲンの
窓にはカ－テンが閉められたバンでやってきました。ピ－ス（平和）・サインやラブ
（愛）・サインや、バンパ－のシ－ルがあちこちに貼られていました。長い、もつれて、
汚い髪の毛で、金属フレ－ムの眼鏡、薄汚いジ－ンズ、汚れた足でした。私は、汚いヒッ
ピ－め、普通の人のように仕事をしたらどうだと考えていました。仕事に行けと。ケイ
は、彼らを見ると、涙を流しました。「彼らはどうしようもなく主が必要なのよ。」と。
私は、「いや、彼らに必要なのは、風呂に入ることだ。」と言いました。このサブ・カル
チャ－の集団の人たちの中に、主がたくさんの民を用意しておられたなどと、私たちには
全然わかりませんでした。収穫など考えられそうにもない畑でした。しかし、主は私たち
に収穫を見つけさせて下さいました。実際彼らは、至る所に宣伝していました。平和が欲
しい。愛が欲しいと。イエスを見出だすまで、平和や愛を見つけることはできません。彼
らは実に、「我々は求めています。」と宣伝していたのです。「助けが必要です。平和が
欲しい。愛が欲しい。」と。しかし、彼らが本当に必要だったのは、イエスでした。コリ
ントでは、酒に浸り、性欲にふけっていましたが、人々は自分の空虚さを埋めようとして
いたのです。しかし、こういった空虚さは、イエスのみが埋めることができるものでし
た。ですから、私たちは、汚れた、腐敗した町であると考えて、ごらん、放蕩や罪がはび
こっていると思います。しかし、主は、「この町には、わたしの民がたくさんいるから。
パウロ、語り続けなさい。黙ってはいけない。ここには、たくさん私の民がいるから。」
と言われます。それで、パウロはコリントに滞在しました。テサロニケ、ピリピ、ベレヤ
の時のような、２週間とか３週間とかいった滞在ではなく、パウロは１８ケ月滞在し、神
の民に宣教しました。コリントで、すばらしい強い教会が確立されました。それは、パウ
ロが神の御声に喜んで耳を傾けたからでした。
　 後で、パウロはコリント人に手紙を書き、コリント人に手紙を書いた時に、「すべての
慰めの神があなたを慰めて下さいますように。私たちが苦しみの中にいて、慰められまし
た。もしわたしたちがくるしみに会うなら、それはあなたがたの慰めのためであると知り



なさい。苦しみの中で、私たちがあなたがたに仕えることができるように、神が私たちに
仕えて下さるためです。(2コリント1:3-６参照）」と書きました。今私が体験していること
は、みなさんの益のためであると気付かされます。神のすばらしい愛と御霊の働きを体験
し、嘆きや悲しみ、恐れを感じている時に、神の御霊が私に仕えて下さり、暗闇を通り、
神の御心がわからず、このような状態の中で神が何をして下さっているのか求め探してい
る人のことがもっとよく理解できるようになりました。ですから、宣教を広げるため、よ
りよく理解することができるために、犠牲を払うように召された人がいるのです。神が今
なさっていることを私は今受け入れます。そして、私は神の御霊に慰めていただくこと、
神が私の心に教えて下さることによって助けていただくことを学んでいます。そうです、
暗闇の時に、主が共に立っていて下さるのがわかります。主は、あなたを見捨てることは
ありません。主は、「恐れてはいけない。わたしはここにいる。わたしはあなたと共にい
る。わたしに信頼しなさい。わたしがあなたを導く。わたしが助けよう。わたしがあなた
を強めよう。あなたを見守ろう。だいじょうぶだ。結末はすばらしい。ただわたしに信頼
しなさい。」とおっしゃいます。神が私たちが信頼できるように助けて下さいますよう
に。



使徒行伝１９章（５／１２／９６）
使徒行伝１９章１－６節(Acts19:1-6)

「聖霊を受けましたか」＃８６１７
交読文：詩篇５１篇

　 私たちは聖書通読の学びを続けていますが、今週は使徒行伝１９章です。今朝は使徒行
伝１９章を開いていただきたいのです。今晩１９章全体を学びますが、今朝は最初の何節
かを見たいと思います。
　 お読みします。「アポロがコリントにいた間に、アポロは奥地を通ってエペソに来た。
そして幾人かの弟子に会って、『信じたとき、聖霊を受けましたか。』と尋ねると、彼ら
は、『いいえ、聖霊の与えられることは、聞きもしませんでした。』と答えた。『では、
どんなバプテスマを受けたのですか。』と言うと、『ヨハネのバプテスマです。』と答え
た。そこで、パウロは、『ヨハネは、自分のあとに来られる（メシヤ・）イエスを信じる
ように人々に告げて、悔い改めのバプテスマを授けたのです。』と言った。これを聞いた
その人々は、主イエスの御名によってバプテスマを受けた。パウロが彼らの上に手を置い
たとき、聖霊が彼らに臨まれ、彼らは異言を語ったり、預言をしたりした。」
　 今朝、最初の賛美歌で、「三つにいまして一つなる、神の大御名ほめ奉らん（訳者注：
賛美歌66番、英語では、Ｇod in three persons blessed trinity)」と歌いましたが、私たちはみ
な、御父のことはよく知っています。御子である私たちの主イエス・キリストのこともよ
く知っています。けれども、三位格である聖霊に多くの人が気付いていないのでびっくり
します。実に多くの人が、エペソにいた人たちのように、ご聖霊の務めと働きをよく知ら
ないのです。その理由の一つは、聖霊がご自分のことをあかしされないからです。イエス
は、「御霊がわたしについてあかしします。（ヨハネ15:26)」と言われました。イエスは、
「御霊はわたしの栄光を現わします。（ヨハネ16:14)」とおっしゃいました。従って、人間
の栄光を現したり人間に注目を集めさせるような、聖霊の現われや聖霊の働きと言われて
いるものに、私はすぐに疑いを持ってしまいます。それは、御霊はご自身や人間に注目を
集めるために来られたのではなく、私たちをイエス・キリストに注目を集めさせるため
に、イエス・キリストの栄光を現わすために来られたからです。エペソにいた人たちに対
するパウロの質問は、「信じてから、聖霊を受けたことがありますか。(Have you reveived 

the Holy Spirit since you believed?)」でした。この翻訳を、「信じたとき、聖霊を受けました
か。(Did you receive the Holy Spirit when you believed?)」としたい人たちがいます。ギリ
シャ語に関して言うと、どちらの翻訳も間違っていません。どちらにも翻訳できますし、
原語のギリシャ語によればどちらも正しいです。「信じてから、聖霊を受けたことがあり
ますか。」と訳すか、「信じたとき、聖霊を受けましたか。」と訳すかは、さほど重要な
ことではありません。両方とも、聖霊の賜物は、回心とは別のもの、回心の後のものだと
いう事実を示しているからです。
　 イエスは、ヨハネの１４章で弟子たちに対し、聖霊が来られることについてお話しに
なっているときに次のように言われました。「わたしは父にお願いします。そうすれば、
父はもうひとりの助け主をあなたがたにお与えになります。その助け主がいつまでもあな
たがたと、ともにおられるなめにです。その方は、真理の御霊です。世はその方を受け入
れることができません。世はその方を見もせず、知りもしないからです。しかし、あなた
がたはその方を知っています。その方はあなたがたとともに住み、あなたがたのうちにお
られるからです。」そこで、その時までの弟子たちと聖霊との関係を説明するために、ギ
リシャ語の前置詞パラ(para)とエン(en)の二つをお使いになっています。聖霊はあなたがた
とともにおられる。そして、聖霊は、あなたがたのうちにお入りになる。回心の前、御霊



による新生の前は、罪を認めさせるため、イエス・キリストが罪の唯一の解決である事を
あかしをするために、聖霊はその人とともにおられます。赦される望みは、イエス・キリ
ストにしかありません。聖霊は、あなたをイエスに近づけるためにおられるのです。それ
は、あなたがイエスを自分の主と受け入れ、罪の赦しを見出だすためです。あなたに対す
る聖霊にあかしに従い、イエス・キリストを受け入れるために心を開いた瞬間、聖霊が
入って来てくださって、あなたのうちに住んで下さいます。パウロがコリント人に言った
ように、「あなたがたは神の神殿であり、神の御霊があなたがたに宿っておられることを
知らないのですか。(1コリント3:16) 」エペソの教会に対してパウロは、「酒に酔ってはい
けません。御霊に満たされなさい。（エペソ5:18) 」と書きました。
　 イエスは、死者の中からよみがえられた後、昇天される直前、弟子たちに仕えられた最
後に、「彼らに息を吹きかけて言われた。『聖霊を受けなさい。』（ヨハネ20:22)」そし
て、昇天の直前に、イエスは弟子たちに、「エルサレムを離れないで、わたしから聞いた
父の約束を待ちなさい。ヨハネは水でバプテスマを授けたが、もう間もなく、あなたがた
は聖霊のバプテスマを受けるからです。しかし、聖霊があなたがたの上に臨まれるとき、
あなたがたは力を受けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、および地の
果てにまで、わたしの証人となります。（使徒１:4、８) 」と約束されました。さて、ここ
でイエスは、三つ目の前置詞を使われています。これはエピ (epi)という前置詞で、上に
(upon)あるいは、おおって(over)という意味です。イエスは、聖霊があなたがたの上に(upon)

来られるとき、あるいは臨まれる(over)とき、あなたがたはダイナミック（訳者注：この英
語はギリシャ語のデュナミス（力）に由来している。直訳は、「原動力」。) を受けます、
あるいは力（power)を受けますとおっしゃっているのです。世界中であなたがたがわたしの
証人となる力です。
　 さて、聖書は、イエスのことについて、真実な忠実な証人だと教えています。イエス
は、御父の忠実で真実な証人でした（黙示３:1４参照）。もし、神がどのような方か知りた
いのであれば、イエスを見ればよいのです。イエスを見ると、御父がどのような方である
かはっきりとわかります。実際、イエスは、「わたしを見た者は、父を見たのです。（ヨ
ハネ14:9) 」と言われました。それは、イエスが、御父の忠実で真実な証人であったからで
す。さて、イエスは、私たちにイエスの忠実な証人になってもらいたいのです。イエス
は、誰かが、イエスはどのような方なのかと尋ねるのであれば、私たちが、「わたしを見
た者は、私の主を見たのです。」と言えるほど、私たちがイエスに似るようになってもら
いたいのです。すぐに、私たちはそれに困難を覚えます。私たちは、理想を見て、理想を
認め、理想にあこがれるのですが、私たちはみなその理想どおりの生活ができていないこ
とを痛切に認識するのです。あきらめて、「私は、とにかくできない。そのようには生活
できない。クリスチャンとして生活するのは難しすぎる。」と言って、クリスチャンの歩
みにがっかりしている人がたくさんいます。いいですか。難しいのではなくて、不可能な
のです。聖霊の力とこの聖霊の賜物を離れては、クリスチャンとして生活することはでき
ないのです。イエスが弟子たちに、「エルサレムを離れないで、わたしから聞いた父の約
束を待ちなさい。聖霊があなたがたの上に臨まれるとき、あなたがたは力を受け、世界中
でわたしの証人になります。」と言われたのは、まさにこのことなのです。
　 さて、ギリシャ語の前置詞から、救いとは同意語でない、救いの後にある聖霊の体験が
あることがわかります。確かに、イエス・キリストを受け入れると、聖霊があなたのとこ
ろに入ってきて下さり、あなたのうちで栄光に満ちた働きを始めて下さいます。あなたを
罪から洗いきよめて、神の道へ案内し導いて下さいます。聖書は、「神の御霊に導かれる
人は、だれでも神の子どもです。（ロ－マ8:14) 」と語っています。そして聖霊は、あなた
のうちで働きを始められます。でも聖霊にはもう一つの働きがあり、それはあなたから流



れ出て下さること、あなたの人生からあかしをして下さることです。これは神の賜物で
す。賜物ですから、すべてのイエス・キリストの信者に与えられています。神が教会に聖
霊を与えて下さった五旬節の日に、この現象を見るために集まった大勢の群衆にペテロが
語ったとき、ペテロが説教をして彼らが心を刺され、「私たちはどうしたらようでしょう
か。」と言うと、ペテロは答えました。「悔い改めなさい。そして、それぞれ罪を赦して
いただくために、イエス・キリストの名によってバプテスマを受けなさい。そうすれば、
賜物として聖霊を受けるでしょう。なぜなら、この約束は、あなたがたと、その子供た
ち、ならびにすべての遠くにいる人々（使徒行伝２:37-39参照) 」すなわち、この１９９６
年５月１２日の母の日に、カルバリ－・チャペルで主を礼拝している人々に与えられてい
るからです。遠くにいる人々であるあなたがたに、この賜物が与えられています。この聖
霊の賜物は、「私たちの神である主がお召しになる人々に与えられているからです。」
　 使徒行伝を読むと、ピリポがサマリヤに行って彼らにキリストを宣べ伝えると（使徒８
参照) 、多くの人が信じてバプテスマを受けました。エルサレムの教会は、サマリヤが福音
を受け入れたと聞いて、ペテロとヨハネを彼らのところへ遣わしました。ふたりが到着す
ると、人々が聖霊を受けるように祈りました。彼らは、回心してバプテスマを受けてお
り、聖霊は彼らのうちにおられましたが、彼らにはイエス・キリストの証人となるため
の、力のダイナミックがまだありませんでした。パウロがダマスコ途上で回心してから数
日後、ダマスコにおいて弟子のアナニヤがパウロの所に来て、「兄弟パウロ。主が私にお
語りになり、私を祈るために遣わされました。それはあなたが再び見えるようになり、聖
霊に満たされるためです（訳者注：英語の直訳だと、「受けるためです」) 。（使徒９:

17)」と言いました。救いの後の御業として、パウロをイエス・キリストの証人とするため
の力を与える神の賜物がありました。（訳者注:5月１２日の夕拝における１９章の講解で、
パウロは９章５節でイエスを「主よ」と呼んでいる時点で改心している、とチャックは
言っていました。) 

　 さて、なぜパウロは、「信じたとき、聖霊を受けましたか。」という質問をしたので
しょうか。パウロは、彼らのクリスチャンの歩みに、何か欠けているものを見たのに違い
ありません。愛が欠如していたのかもしれません。私の生活における神の御霊の主な特徴
が、私から出てくる神の愛であることは確かなことです。もしこの愛がないのであれば、
私の持っている他の賜物は何の値打ちもありません。愛が中心です。実際、愛は御霊の実
と呼ばれています。この愛は、私たちに喜びと平安をもたらし、私たちを寛容にし忍耐が
あるようにさせ、親切、善意、誠実、柔和、自制として現われるものとして説明、定義さ
れています。もしかすると、彼らにはあまり自制がなかったのかもしれません。互いにど
なりあって、腹が立っていたのかもしれません。それで、パウロは、「信じたとき、聖霊
を受けましたか。」と言ったのかもしれません。ひょっとすると、喜びが欠如していたの
かもしれません。ひょっとすると、神に属することへの熱心さが足りなかったのかもしれ
ません。神に属することに対して死んだようになっていて、本当に生き生きしていなかっ
たのかもしれません。それで、パウロは、「信じたとき、聖霊を受けましたか。」と言っ
たのかもしれません。ダイナミックは、力はどうしたのか、と。すると、「聖霊があるこ
とすら知りませんでした。聞いたこともありません。」と彼らは言ったのです。パウロが
何を見ていたのかはわかりませんが、聖霊の賜物が欠如しているからではないかと疑っ
て、「信じたとき、聖霊を受けましたか。」と質問をしたのです。
　 聖霊に満たされることと、聖霊があふれ出ていることとは全く別です。もしここに大き
なサイズの水差しとコップがあって、水をコップに注ぎ始めたとして、コップのへりぎり
ぎりまで水を注ぐことができますが、そうするとコップは水でいっぱいになります。けれ
ども、続けて水を注げばすぐに水があふれてしまいます。聖霊があなたのうちにいて満た



して下さっていることと、聖霊があなたから流れ出てくださっているのは全く別なので
す。ヨハネの福音書７章３２節でイエスが説明されたように、「さて、祭りの終わりの大
いなる日に、イエスは立って、大声で言われた。『だれでも渇いているなら、わたしのも
とに来て飲みなさい。わたしを信じる者は、聖書が言っているとおりに、その人の心の奥
底から、生ける水の川が流れ出るようになる。』」のです。ヨハネは、「これは、イエス
を信じる者が後になってから受ける御霊のことを言われたのである。」と述べています
が、ヨハネは何のことを言っているのでしょうか。それは、生ける水が滝のようにあなた
の生活から沸き上がってくる、あなたの人生からどっと出てくると言うことです。質問
は、「聖霊に満たされていますか」ではなくて、「聖霊があふれ流れていますか」でし
た。神の愛が生ける水の川のようにあなたから流れ、注ぎ出ていますか。言葉にできない
ほど、栄光に満ちた喜びを持っていますか。人知を超えた平安がありますか。あなたがイ
エスのようになるのを助けるダイナミック、力がありますか。
　 理想を見て、それに感心し、「そうです、これが正しい方法です、生活の正しい方法
で、反応するときの正しい方法です。」と告白することは、いらだたしいことです。聖書
は、「主のみおしえは完全（詩篇１9:7)」だと教えています。主のみおしえを見て、主の要
求されていることを見ると、私は、「そうです、その通りです、私はそのように生活すべ
きです、そのように生活したいのです。」と言うのです。私がイエスのこと、イエスの
愛、あわれみ、すばらしさ、人々の必要に敏感なことを読むと、「そうです、私はそれが
欲しい、そういうふうに生活したい、他の人に自分がしてほしいことを他の人にもしたい
のです。私は愛のある人でありたいし、親切にしたいし、与える人になりたいのです。」
と、そのおしえがよいことに同意するのです。しかし、理想を見て、それに感心し、その
理想に従って生きる決断をするけれども、そんなことはできないとわかることは、いらだ
たしいことです。自分の肉の弱さがわかることは。それで、イライラしてしまいます。使
徒パウロは、自分の人生で体験したこのイライラを、ロ－マ人への手紙７章で説明してい
ます。パウロは、「私は自分がしたいと思うことをしているのではなく、自分がしたいと
思うことはしていないのです。自分の行なっていることをが憎んでいます。律法は良いも
のであることを認めているわけです。（ロ－マ7:15-1６参照）」私は、主のみおしえを見
て、「良い」と言うのです。「しかし、善を行なうことができない」のです。「善をした
いと願っているのですが、その私に悪が宿っているのです。私は、内なる人としては、神
の律法を喜んでいるのに、私のからだの中には異なった律法があって、それが私の心に対
して戦いをいどみ、私を肉のとりこにしているのを見出だすのです。私は、ほんとうにみ
じめな人間です。（ロ－マ7:21-2４参照）」挫折感です。わかっているのです。望んでいる
のです。でも、できないのです。私は願います。「はい。その通りです。」と言います。
けれども、私には能力がないのです。「私は、ほんとうにみじめな人間です。だれがこの
死の、からだから、私を救い出してくれるのでしょうか。」しかし、パウロは、すぐ８章
に進み、「だれが、私を救い出してくれるのでしょうか。」という自分の質問に答えてい
ます。というのは、８章でパウロは、次のように述べているからです。「なぜなら、キリ
スト・イエスにある、いのちの御霊の原理が、罪と死の原理から、私を解放したからで
す。肉によって無力になったため、律法にはできなくなっていることを、神はしてくださ
いました。神はご自分の御子を肉の形でお遣わしになりました。それは律法の義が私の中
に全うされるためなのです。（ローマ8:２、３参照）」それは、イエス・キリストと御霊の
わざを通してです。ですから、「肉にある者は神を喜ばせることができません。けれども
私たちは肉の中にではなく、御霊の中にいるのです。そうであるなら、神の御霊があなた
がたのうちに住んでおられるのです。（ロ－マ8:8-９参照）」神は私に理想を見せて下さい
ます。そして、神の聖霊によってその理想の生活をおくる力を与えて下さいます。



　 もし、使徒パウロが今朝教会を訪ねて来たとして、教会の後あなたといっしょに昼食を
食べに行ったら、食事の途中で、「信じたとき、聖霊を受けましたか。」と尋ねるかもし
れません。キリストにあるすばらしい喜び、あふれるばかりの豊かさをパウロは見るので
しょうか、それともあなたと神との関係に何か欠けているものを見て、それを指摘しよう
とするのでしょうか。御霊のダイナミックが欠けている。御霊の力が欠けている。従っ
て、自分の肉でやろうとし、もがいているのですが、できないのです。だめなのです。で
も、神は私たちが御霊によって神が私たちに望んでおられる人になれるように、イエス・
キリストの忠実な証人になれるように、必要なものすべてをきちんと備えて下さっていま
す。１０段階評価で、あなたは自分のイエスへの熱心さをどう評価しますか。あなたの生
活から御霊が生ける水が滝のように流れ出ているのでしょうか。自分のクリスチャンの歩
みに、新しいダイナミックを望んでおられますか。神があなたに望んでおられる人になり
たいですか。愛のある人、親切で、慈悲深く、温和で、忍耐があり、善意があり、忠実
で、純粋になりたいですか。神は、備えをして下さっています。聖霊の賜物によって神は
あなたに備えられています。
　 父に霊の賜物を求めればいいだけです。イエスは、言われました。「あなたの地上の父
があなたに良い物を与えることを知っているなら、なおのこと、天の父が、求める人たち
に、どうして聖霊を下さらないことがありましょう（ルカ１1:13参照) 」ただ求めることに
よって、今日みなさんは内側で全く新しいダイナミックが働くようになって家に帰ること
ができます。聖書は、「神に近づきなさい。そうすれば、神はあなたがたに近づいてくだ
さいます。（ヤコブ4:8)」と教えています。聖書は、「何事でも神のみこころにかなう願い
をするなら、神はその願いを聞いてくださる、私たちの願う事を神が聞いてくださると知
れば、神に願ったその事は、すでにかなえられたと知るのです。(1ヨハネ５:14-15) 」と教
えています。イエスは、「求めなさい。そうすれば与えられます。捜しなさい。そうすれ
ば見つかります。（ルカ１1:9)」と言われました。これは、あなたへの神の賜物です。あな
たに能力を与える神の賜物です。神が望んでおられる人にあなたがなることができる賜物
です。そして、この賜物はあなたのものです。それを今、手に入れることができます。心
を開いて、「主よ。あなたの御霊で満たして、御霊があふれ流れるようにして下さい。私
が住むこの世で、あなたの証人になれるようにして下さい。」と神に求めれば良いので
す。今、そのように主にお願いしましょう。



使徒行伝２０章（５／１９／９６）
使徒行伝２０章２４節(Acts20:24)

「恵みの福音」＃８６１８
交読文：詩篇９１篇

　 使徒行伝２０章です。聖書通読の学びを続けていますけれども、今朝は２４節を見ま
す。今晩は使徒行伝２０章全体を学びますが、今朝は２４節に集中してみましょう。パウ
ロはエルサレムに行く途中でした。急いでいました。それは、パウロが五旬節の祭りにエ
ルサレムにいたいと思っていたからでした。そのためパウロがエペソの近くに来ると、海
岸沿いのミレトで落ち合うために、エペソの教会の長老たちを呼び出しました。それで長
老たちが来て、パウロは彼らに会いました。パウロの知る限りでは、彼らに会えるのはこ
れで最後でした。パウロは彼らに、「私はエルサレムに行く途中であるが、エルサレムに
行けばどうなるかわからない。ただわかっている事はどこへ行っても聖霊は投獄と苦しみ
を私が受けると警告されていることだ。」ということを話しました。それで、２４節でパ
ウロはこう言いました。「けれども、これらによって私は動じません。（訳者注：欽定訳
は“none of these things moved me"がある。) 」つまり、私の決心を翻すことはないと言うこ
とです。「私が自分の走るべき行程を走り尽くし、主イエスから受けた、神の恵みの福音
をあかしする任務を果たし終えることができるなら、私のいのちは少しも惜しいとは思い
ません。」
　 パウロの強い願いは、エルサレムで特に祭司職の者やパリサイ派の人に対してイエス・
キリストの証をすることでした。パウロは自分自身かつてパリサイ人だったので、イエス
がメシヤであることを論破できると思っていました。興味深いことがありますが、神が私
たちの心の中や人生の内に御業を始められると、いわば明りがついたようになります。神
の御霊が私たちを神の真理について目覚めさせると、私たちは真理を見ることができない
人がいることが理解できなくなるのです。私たちにとっては、真理が余りにも明らかで、
はっきりしていて、すばらしいので、誰でも見ることができるはずだと思うのです。パウ
ロは、パリサイ人で律法を守るために苦闘したことがあったので、イエス・キリストを
知って、メシヤとしてイエスを受け入れ、恵みの福音を見たとき、機会が与えられさえす
れば、パリサイ人らに、イエスがメシヤであることを論破できると思いました。ですか
ら、エルサレムでキリストを宣べ伝えることは、パウロがずっと心に抱いていた願いだっ
たのです。
　 パウロが回心して以来、パウロにとってエルサレムは友好的な場所ではなくなっていま
した。エルサレムの教会でさえ、パウロを完全に歓迎していませんでした。いつもパウロ
を疑いの目で見ていました。最初にパウロが行った時には、パウロの回心を疑う者さえい
ました。ひょっとするとパウロは、何かの回し者ではないかと思っていました。それで、
あまりパウロには友好的ではありませんでした。それに、パウロがエルサレムにいるたび
に、対立が起きました。教会の兄弟についてでさえそうでした。前回パウロがエルサレム
にいたときも対立があり、それは、パウロが異邦人に宣べ伝えた恵みの福音に関する対立
でした。エルサレムの教会にいた人の中で、ユダヤ人にならなければ救われないと言う人
がいました。救われる唯一の道は、イエス・キリストへの信仰と割礼を受けモ－セの律法
を守ることであると。パウロが宣べ伝えていた恵みの福音は難癖をつけられました。この
ためエルサレムでは、救いの要件として異邦人にも割礼を受けさせモ－セの律法を守らせ
るかどうかを決める対立がありました。パウロには、エルサレムの教会に受け入れてもら
いたい、一人前の兄弟として受け入れられたいという強い願いがあったようです。今もエ
ルサレムに行く途中で、パウロは異邦人の教会を行き巡り、エルサレムの教会のための献



金を集めていました。それは、エルサレムの教会が大変な財政難に陥っていたからでし
た。パウロは、異邦人の教会からかなりの額の献金を持って行くことで、自分の愛を示
し、エルサレムの教会との不和を改善をしようと望んでいたことは疑いありません。
　 エルサレムに行く途中でパウロが立ち止まったどの場所でも、聖霊はパウロに対し、今
回エルサレムは友好的な場所にはならない、なわめと苦しみがエルサレムで待っていると
警告されていました。パウロがエルサレムに行くことが本当に神の御心だったのかどうか
という疑問があります。聖霊の警告は、神がパウロをエルサレムに行かせないためのもの
だったのでしょうか。それとも、神は真実な方で、ただ、「パウロ、お前が行くと、そこ
ではこうなるよ。」と言われてパウロに選択肢をお与えになったのでしょうか。面白いの
は、２１章４節において、パウロはツロの教会まで来た時、聖霊にエルサレムに上らない
ようにと命ぜらたことです。パウロがカイザリヤに上陸した時、預言者アガボがエルサレ
ムから下ってきて、パウロの帯を取り、自分を縛り、「この帯の持ち主は、エルサレムに
行くと、こんなふうに縛られる。(21:11) 」と言いました。兄弟たちが泣き始め、「パウ
ロ。エルサレムに行かないで下さい。」と言うと、パウロは、「あなたがたは、泣いた
り、私の心をくじいたりして、いったい何をしているのですか。私は、主イエスの御名の
ためなら、エルサレムで縛られることばかりでなく、死ぬことさえも覚悟しています。(21:

13) 」と言ったと書かれています。嘆願しているのにもかかわらずパウロが行く決意を固め
ているのを見ると、彼らは、「主のみこころのままに。」と言って、黙ってしまいました
(ceased,saying)。さて、これはどういう意味でしょうか。「主のみこころのままに。」と言
うのをやめてしまったのでしょうか（訳者注:cease～ｉngで「～するのをやめる」という意
味がある。) 。それとも、黙ってしまい、「主のみこころのままに。」と言ったのでしょう
か。つまり、「神のみこころのままに。」と言うのをやめて、神のみこころに逆行してい
ること示したのでしょうか。それとも、「神のみこころのままに。」と言って、その時点
で神のみこころにゆだねたという事だったのでしょうか。でも、どうだったかはっきりわ
かりません。
　 パウロはものすごく意思の強い人でした。面白いのは、もしパウロがこのように強い意
欲や強い意思がなかったのであれば、パウロがしたようなキリストのための働きを達成す
ることは到底できなかったことです。パウロはとにかく決意を固めているので、何もパウ
ロのことを思いとどまらせたり、やめさせたりすることはできませんでした。これは、す
ごく強みになったのです。けれども面白いのは、強みにしている生来の習性がまた、主の
働きの妨げになることもよくあるのです。余りにも強くなって決意を固めてしまうと、神
が思いとどまらせることもできなくなってしまうことがあります。そして、その強い意思
のために、いろいろ問題をかかえてしまうこともあり得るのです。ずっと警告があったの
にもかかわらず、エルサレムに行くパウロの計画を思いとどまらせることも、向きを変え
させることもできませんでした。
　 人々はなぜパウロの意思を変えることができなかったのでしょうか。パウロは自分でそ
のことを告げました。「私は心配していません。私のいのちは惜しいとは思いません。こ
の体の内で生きることは、私にとってはさほど重要なことではありません。私はキリスト
のために死んでもいいと思っています。自分のいのちは惜しいと思いません。」パウロ
は、「生きることはキリスト、死ぬこともまた益です。（ピリピ1:21) 」と考えました。パ
ウロは少しの間天国に行ったことがありました。余りにすばらしかったので、ぜひ戻って
ずっといたいと思っていました。パウロは、その体験についてこのように語っています。
「私はキリストにあるひとりの人を知っています。この人は十四年前に　 －　 肉体のまま
であったか、私は知りません。肉体を離れてであったか、それも知りません。その人は、
第三の天にまで引き上げられました。そこで、人間には語ることを許されていない、口に



出すことのできないことばを聞いたことを知っています。(2コリント12:2-4参照) 」ですか
ら、この体験の後、パウロは生きることも死ぬことも気になりませんでした。生きること
はキリストだったのです。つまり、生きることはキリストの計画を達成することであり、
キリストの働きをし御心を行なうことです。死ぬこと、それはただ益であったのです。そ
れは、目標でした。「この地上でのいのちを惜しいとは思いません。主とともにいること
を切望しています。」そこで、パウロは世を去ってキリストとともにいる願いについて話
しました。教会がもはやパウロを必要としていないのであれば、世を去ってキリストのも
とに行くことがパウロの選択でした。パウロは、そのほうが、はるかにまさっていると述
べています（ピリピ1:23参照) 。天国がどれほど栄光に満ちた場所かがわかりさえすれば、
決して二度と私たちの愛する者がこの罪に呪われた世に戻ってきてくれたらなどと思った
りしないでしょう。もし本当に愛していたらの話ですが。自分がかわいいから、愛する者
がこの世にいてくれたらと思ってしまうのです。いてくれたら、この世で私を支えてくれ
るのにと思うからです。しかし、本当に愛しているなら、主の永遠の御国の栄光の中に彼
らが主とともにいることを喜ぶはずです。福音の働きを阻んでいることの一つは、私たち
が自分のいのちが惜しくなってしまうことが良くあることだと思います。自分が損をする
ような犠牲を払いたくないのです。主のため、主のことのために、あまり自分の楽しみや
望みをあきらめたくないのです。自分がイエス・キリストを信じているということで、人
が自分をどのように考えているかを心配しすぎています。というか、ちょっとしたひやか
しも受けたくないのです。このため、おじけづいて黙ってしまいます。それは、自分のい
のちが惜しいからです。
　パウロは、「喜んで（訳者注：欽定訳にはwith joyが入っている) 自分の走るべき行程を走
り尽く(20:24) 」すことを熱望していると述べました。パウロは人生を競技だと見ていまし
た。それで、クリスチャンの生活に関して、競技を走るたとえをよく用いました。パウロ
は、「競技場で走る人たちは、みな走っても、賞を受けるのはただひとりだ、ということ
を知っているでしょう。ですから、あなたがたも、賞を受けられるように走りなさい。(1コ
リント9:24) 」と言いました。つまり、パウロは、全力を尽くしなさい、最善を尽くしなさ
い、最大限の努力をしなさい、勝つために走りなさい、と言っているのです。パウロはこ
のように語っています。「私たちも、いっさいの重荷とまつわりつく罪とを捨てて、私た
ちの前に置かれている競走を忍耐をもって走り続けようではありませんか。信仰の創始者
であり、完成者であるイエスから目を離さないでいなさい。（ヘブル12:1-2) 」私たちの
走っている競走のゴ－ルは天国で、賞は「イエス・キリストにおいて上に召してくださる
神の栄冠（ピリピ3:14) 」であり、神の御国に永遠に住む喜びです。死刑の宣告が出され、
ほどなく自分がネロに処刑されると知ったパウロがテモテに書いた手紙の中で、「私は勇
敢に戦い、走るべき道のりを走り終え、信仰を守り通しました。今からは、義の栄冠が私
のために用意されているだけです。かの日には、正しい審判者である主が、それを私に授
けてくださるのです。(2テモテ４:7-8) 」と言いました。パウロは人々に、「御覧なさい。
自分のいのちは惜しいとは思いません。死ぬことは心配していません。喜んで自分の走る
べき行程を走り尽くそうとしているのです。道の最後まで来て、最後の一息まで来て自分
が主の臨在の中に入るのは、何たる喜びだろうか。」と言ったのです。
　 パウロは自分の任務が完了されることを願い、主イエスによって与えられたこの任務を
終わらせたいと願っていることについて語っています。依然としてイエスを主であるとパ
ウロが認めていることに注目して下さい。イエスは実にパウロの人生の主でした。問題
は、イエスがあなたの人生の主であるかどうかです。イエスはあなたの主人でしょうか。
自分の人生における主な願いや目標は、主を喜ばせ、主に従順であり、主に仕えることで
しょうか。キリストが主であるということは、ただ日曜日の朝一時間だけ体験するもので



はありません。それは、２４時間、毎日、現実であるべきものです。イエス・キリストの
支配にゆだねることです。面白いことに、パウロが最初にイエスに出会い紹介されたと
き、「主よ。あなたはどなたですか。あなたにお仕えしたいのですが。（訳者注：「あな
たにお仕えしたいのですが」の部分は聖書にはない。使徒9:５参照）」と言いました。する
とイエスは、「わたしは、あなたが迫害しているイエスである。(9:5) 」とおっしゃいまし
た。するとパウロは、「主よ。私はどうしたらよいのでしょうか。（訳者注：これは、欽
定訳には使徒9:６の前半に書かれていて新改訳では欠落しているが、使徒22:8には記載され
ている。) 」と尋ねました。パウロは、イエス・キリストが主であることを即座に認めまし
た。そして、それは決して変わることがありませんでした。ここでは、随分後になって、
まだイエスが主であると認めています。さて、イエスは、「なぜ、わたしを『主よ。主
よ。』と呼びながら、わたしの言うことを行なわないのですか。（ルカ６:46)」と言われま
した。これが実に矛盾していることだと考えたことはありませんか。たくさんの人が、
「ああ、主よ。主よ。」と言います。しかし、イエスは、「あなたはわたしを『主よ。主
よ。』と呼びながら、それなのに、わたしの言うことを行なわないのです。まだ自分のこ
とをしているのです。」と言われました。つまり、矛盾しているです。ですからイエス
は、「わたしに向かって、『主よ。主よ。』と言う者がみな天の御国にはいるのではな
く、天におられるわたしの父のみこころを行なう者が入るのです。（マタイ8:21) 」とおっ
しゃいました。言うことではなく実際に神の御心を行なうことが、自分の人生において主
であることを意味しているのです。正しい話(talk)をすることができますが、本当に大切な
のは歩み(walk)なのです（訳者注:"talk”と"walk"で韻を踏んでいる) 。あなたがこのような分
類に入っている可能性はあるでしょうか。パウロは、自分を吟味しなさい、「もし私たち
が自分をさばくなら、（神に）さばかれることはありません。(1コリント11:31)」と言いま
した。この方が本当に自分の生活の中で主であるならば、私は日々この方の御心を行なっ
ているのでしょうか。
　 パウロが回心した時、主は、「彼がわたしの名のために、どんなに苦しまなければなら
ないかを、わたしは彼に示すつもりです。（使徒９:16)」と言われました。パウロは、イエ
ス・キリストを信じたことによって犠牲を払いました。パリサイ人としての立場を失う犠
牲を払いました。彼は、イエス・キリストに捧げる決心をした時、多くの苦しみを経験し
ました。実際、ピリピ人に手紙を書いた時、「私にとって得であったこのようなものをみ
な、イエス・キリストを知っていることのすばらしさのゆえに、損と思うようになりまし
た。私はキリストのゆえにすべてのものを捨てました。(3:7、８参照) 」と言いました。多
くの人は、パウロが、イエス・キリストに献身したために結婚までも犠牲にしたと信じて
います。彼は、サンへドリン（ユダヤ人の議会）の一員になるために結婚しなければなり
ませんでした。彼の妻のことは聞いたことがないので、イエス・キリストに従うために結
婚を犠牲にしたと推測する人たちがいます。おそらく家族を犠牲にしたのかもしれませ
ん。昔の言い伝えによると、彼には二人の息子がいました。けれども、パウロはキリスト
のゆえに得したものの方が、損したものよりも優れていると信じていました。そして、パ
ウロは損したものを決して振り返る事はありませんでした。イエスに従うことによって、
パウロが失ったものについてはあまり聞きませんが、彼が得たものについてたくさん聞き
ます。ペテロが、「私たちは、何もかも捨てて、あなたに従ってまいりました。（マルコ
10:28)」と言ったとき、イエスは言われました。「まことに、あなたがたに告げます。神の
国のために、家、妻、兄弟、両親、子どもを捨てた者で、だれひとりとして、・・・」
ちゃんとこの「神の国のために」を入れておきましょう。「・・・この世にあってその幾
倍かを受けない者はなく、後の世で永遠のいのちを受けない者はありません。（ルカ１8:

29-30)」みなさんは、神が下さらないものを繰り返し繰り返しお返しすることなど決してあ



りません。ですから、イエス・キリストのためにすべてをあきらめたと言う人に対して、
あなたは自分の得たものが何かわかっていませんねと考えてしまうのです。イエス・キリ
ストにある自分の豊かさに気付くなら、これまでにあきらめたり、犠牲にしたかもしれな
いどんなものよりも、どんなものよりも、それがはるかに優れたものであるかがわかるか
らです。ですから、自分が今持っているものを得るために失ったものについては心配にな
らないのです。
　 イエスは、「天の御国は、畑に隠された宝のようなものです。人はその宝を見つける
と、それを隠しておいて、大喜びで帰り、持ち物を全部売り払ってその畑を買います。
（マタイ13:44)」と言われました。文脈を無視して、このたとえから別のたとえを作ってみ
ます。イエスは、すべてを捨てて世界を贖われた御自身のことを言及しておられたのです
が、別の角度からみてみましょう。私たちがこちらにある空き地を通っていたとします。
すると、何かにつまづいたので振り返って何だろうと見ると、金属がすこし地面から出て
いるので土をのけると、箱の蓋のようでした。それでスコップを持ってきて掘り始める
と、箱には様々な金や銀の塊や宝石がぎっしりつまっていました。海賊か何かが何年も前
に残したものでした。では、私たちはどうするでしょうか。まず、登記事務所に行って誰
がその畑を所有しているか調べます。そしてその所有者の所に行って、「あそこのあなた
の畑を買いたいのですが、いくらならよろしいでしょう。」とはったりをかけます。そし
てその人に値段を言わせ、それから車を飛ばして、その畑を手に入れるための金を工面す
るため、家を抵当に入れ全ての持ち物を売ります。畑を買う金ができると戻って、「ここ
にお金があります。」と言って証書を手に入れ、畑に行ってあの箱を掘り出し、メルセデ
スの販売店に行って一番よい車を手に入れます。そして、不動産屋へ行って入り江に面し
た新しい家を買います。入り江に面した新しい家に住んで、車庫には３台車があり召使に
囲まれて暮らしていると、誰かが、「まあ、すばらしいですね。」と言うとします。する
と、「でもね、これを得るために私があきらめなければならなかったものを、あなたはご
存知ではない。」と言うのです。「あの私の古いフォ－ド車はしっかり走り続けてくれた
のに、売り飛ばさなければならなかったし、私が住んでいたあのぼろい堀っ建て小屋も売
らなければならなかった。」これを手に入れるためにあきらめなければならなかったがら
くたのことなど、くどくどと話したくありませんね。自分が持っているものにとてもワク
ワクして、ありがたく思います。ですから、キリスト・イエスにある豊かさを本当に理解
するなら、得るためにあきらめたものは取るに足らないものだったのです。パウロは、
「キリストを知り、キリストの中にある者と認められるために、それらをちりあくたと
思っています。（ピリピ3:8-９参照）」と述べました。
　 パウロが完了することを願った任務は、異邦人に神の恵みの福音を宣べ伝えることでし
た。エペソの教会に対しパウロは、「あなたがたは、恵みのゆえに、信仰によって救われ
たのです。（エペソ2:8)」と書きました。ロ－マの教会に対しパウロは、「もし恵みによる
のであれば、もはや行ないによるのではありません。もしそうでなかったら、恵みが恵み
でなくなります。（ロ－マ11:6) しかし、もし行ないによるのであれば、もはや恵みではな
いのです。（訳者注：この部分は欽定訳にはあるが、新改訳にはない。）」と書きまし
た。つまり、行ないか恵みかのどちらかによって救われるのであって、両方によって救わ
れるのではないということです。この二つは相入れないものです。テモテに対しパウロ
は、「神は私たちを救い、また、聖なる招きをもって召してくださいましたが、それは私
たちの働きによるのではなく、ご自身の計画と恵みとによるのです。この恵みは、キリス
ト・イエスにおいて、私たちに永遠の昔に与えられたものであって、・・・(2テモテ１:9) 

」と書きました。福音は、救いが神の恵みによる私たちへの神の賜物であると伝えていま
す。あなたが自分で自分を救うことのできるような行ないも、行ないの組み合わせもあり



ません。しかし、救われて、あなたに対する神の恵みの豊かさを知るようになると、神が
あなたにしてくださったことに対し自分の愛と感謝を神に示す事ができるなら何でもした
くなります。パウロは、ユダヤ人として律法の行ないによって救いを得ようとしました。
けれども、いくら努力してもやはり自分の内に悪があることを意識していました。いくら
良くなろうと一生懸命頑張っても、悪が存在していたのです。律法の下に神の御前に義と
なろうともがいている時、パウロの思いには安らぎがありませんでした。でも、イエス・
キリストを自分の主として見出だして、イエスが律法の正しい要求を守られたことを発見
しました。また、イエスを信じる信仰と信頼によって、イエス・キリストの義が自分の義
とみなされることを発見しました。もはや神を喜ばせようとする自分の行ない(work)が問題
ではなく、自分を贖ってくださる神の御業(work)と恵みによる神の賜物が彼にとって関心事
だったのです。ですから、ようやくキリストにおける経験を発見した時、パウロは、イエ
ス・キリストを得て、イエス・キリストによって義とされるために、自分がこれまでに律
法の下でパリサイ人として獲得した得点を喜んで捨てたのです。そして、御父を喜ばせる
生活をおくるために、自分を変える聖霊の力を経験するようになりました。パウロが行
なっていた、たゆみない良いわざは、パウロを救いませんでしたし、彼自身それを救われ
るためのものと見ていませんでした。パウロがこのようなわざをしたのは、キリストへの
愛がパウロを動かし、押し迫ったからでした。それで、パウロは、神の御国のためにすば
らしいわざをなしたのでした。あなたがたは、恵みによって救われたのです。もし、本当
に救われたのなら、それは、神の愛と恵みに対するあなたの応答に、神の御国のためにあ
なたが達成するわざに現われます。



使徒行伝２１章（５／２６／９６）
使徒行伝２１章１４節(Acts21:14)

「ゆだねる」＃８６１９
交読文：詩篇５６篇

　 聖書通読の学びをしていますが、今週は使徒行伝２１章まで来ました。ここを今日の午
後に読むことをお勧めします。私たちは創世記から黙示録までの聖書通読をしています
が、今晩は使徒行伝２１章を勉強します。今朝はこの章の１４節を見てください。使徒行
伝２１章１４節です。
　 使徒パウロはエルサレムに上る途中でした。エルサレムに着いたら大きな困難に遭う
と、彼が立ち止まる所ではどこででも聖霊によって警告を受けていました。牢に入れられ
て、縛られて、苦しみに遭い、異邦人の手に渡される、という警告でした。それでもこう
した警告にもかかわらず、パウロはエルサレムに行く決心をしていました。今やパウロの
旅も終盤を向かえ、船でカイザリヤに着きました。カイザリヤからエルサレムまでは陸続
きです。けれども、カイザリヤの伝道者ピリポのところに滞在していたとき、アガボとい
う名の預言者がエルサレムから来ました。パウロの帯を取って自分を縛りました。そし
て、「この帯の持ち主は、エルサレムに着いたとき、こんなふうに縛られて、異邦人の手
に渡される。(21:11参照) 」と預言しました。パウロと共に旅をしていた人たちと、カイザ
リヤにいたクリスチャンの兄弟たちは、この預言を聞いてエルサレムには上らないように
頼んで泣き始めました。パウロは振り返って、「泣いたりして、いったい何をしているの
ですか。私が縛られるのを恐れているとでも思っているのですか。私はキリストのために
エルサレムで死ぬことさえも覚悟しています。(21:13参照) 」と言いました。それで彼ら
は、思いとどまらせることができないと知ったので、説得をやめて涙をふき、「わかりま
した。主のみこころのままに。(21:14参照) 」と言いました。状況や困難や理解できない問
題をゆだねて、「主のみこころのままに。」と言うことは、実に大切で、すばらしいこと
です。
　 主のみこころは、自分の身に苦しみを伴うことがよくあります。私たちがしなければい
けないことは、キリストの生涯を見ることだけです。この方が御父のみこころに従うこと
は、十字架の苦しみを必然的に伴っていました。イエスが園におられて祈っておられる
と、汗が地のしずくのように地に落ちたことを私たちは思い出します。苦しみにもだえ
て、「父よ。できますならば、死にたくありません。この杯をわたしから取りのけてくだ
さい。十字架はいやです。」と言われました。けれども、「しかし、わたしの願いではな
く、みこころのとおりにしてください。」と言い加えられました。（ルカ２2:42、４４参
照）イエスは、この園で、祈りの中で神にゆだねる決意をされました。「わかりました、
あなたのみこころとご計画が達成されるのに苦しみを伴うのでしたら、わたしの願いでは
なく、みこころのとおりにしてください。」というところまで来られたのです。そのよう
にゆだねるところまで来られると、兵士たちが園にイエスを捕らえに来て、ペテロが剣を
抜いて振りかざして大祭司のしもべの耳を切り落として、イエスを守る覚悟ができていた
のに、イエスは、「ペテロ、剣をもとに納めなさい。わたしが願えば、わたしを救い出す
ために十二軍団もの御使いを今呼ぶことができないとでも思うのですか。父がわたしに下
さった杯をどうして飲まずにいられよう。（マタイ26:5３、ヨハネ１8:11参照) 」と言われ
たのです。ここにおいてイエスは、神のみこころにゆだねられていたのです。けれども、
苦しみは伴っていたのです。そこでペテロは、「あなたがたが召されたのは、実にそのた
めです。キリストも、あなたがたのために苦しみを受け、その足跡に従うようにと、あな
たがたに模範を残されました。（ペテロ第一2:21) 」と書きました。クリスチャンの生活



が、安楽なものでバラの花びらの上を歩くものだと考えることは間違っています！おそら
く、バラの花びらよりも、バラの棘の上を歩くでしょう。主は、私たちに楽な生活を今送
れるとは約束されていません。むしろ、聖書になければいいのにと思う聖書の約束に、
「キリスト・イエスにあって敬虔に生きようと願う者はみな、迫害を受けます。（テモテ
第二3:12) 」があります。神は、楽な道だとはおっしゃっていないのです。神が言われてい
るのは、将来にある報いがとてもすばらしく素敵なもので、永遠の神の御国にいることの
喜びと祝福で、そこにたどり着くまでにあった問題をみなすぐに忘れることができるとい
うものです。
　 使徒パウロは、自分がキリストのゆえに苦しみを受けたことについて語っています。面
白いことに、主は、パウロが初めにキリスト教に回心したときに、「彼がわたしの名のた
めに、どんなに苦しまなければならないかを、わたしは彼に示すつもりです。（使徒９ :

16)」と言われました。主は彼にすべてを見せたのではないかと思います。なぜなら、パウ
ロの手紙がその一部を分かち合いはじめているからです。「パウロは、本当の使徒ではな
い。自己推薦しているにすぎない。」と言う人たちがいましたが、パウロは、この人たち
が言っていることに反駁しています。「彼らはキリストのしもべですか。・・・私は彼ら
以上にそうなのです。・・・牢に入れられたことも多く、また、むち打たれたことは数え
きれず、死に直面したこともしばしばでした。ユダヤ人から四十に一つ足りないむちを受
けたことが五度、むちで打たれたことが三度、石で打たれたことが一度、難船したことが
三度あり、一昼夜、海上を漂ったこともあります。幾度も旅をし、川の難、盗賊の難、同
国民から受ける難、異邦人から受ける難、都市の難、荒野の難、海上の難、にせ兄弟の難
に会い、労し苦しみ、たびたび眠れぬ夜を過ごし、飢え渇き、しばしば食べ物がなく、寒
さに凍え、裸でいたこともありました。このような外から来ることのほかに、日々私に押
しかかるすべての教会への心づかいがあります。（コリント第一１1:2 3-28)」パウロは、キ
リストのゆえに受けなければならなかった心労と肉体の苦しみを語っているのです。けれ
どもそれから、さらに大きい苦しみを、死に至るかもしれない苦しみを受けようとしてい
ました。なぜなら、彼らは、「異邦人の手に渡される」という言葉を、パウロが異邦人に
よって死刑を受けると解釈したからです。イエスは、ご自分のことを預言して、裏切られ
て異邦人の手に引き渡されると言われたとき（マタイ20:1９参照）、ご自分が十字架につけ
られることを指しておられました。なぜなら、ユダヤ人は、死刑を宣告する権威が与えら
れていなかったからです。死刑の判決を下したいのであれば、ローマ政府のところに行っ
て、ローマ政府の法廷に提訴しなければなりませんでした。ユダヤ人には死刑を宣告する
権威がなかったのです。ですから、イエスは、「異邦人の手に引き渡されます。」と言わ
れたとき、それは、ご自分が、ローマ政府の法廷の命令で十字架につけられることを指し
ておられたのです。ですから、預言者が、「パウロが異邦人の手に渡される。」と言った
とき、彼らは、パウロも殺されると思って、涙を流して、泣いて、パウロがエルサレムに
行くのをやめさせようとしました。
　 聖書は、「信仰の創始者であり、完成者であるイエスから目を離さないでください。イ
エスは、ご自分の前に置かれた喜びのゆえに、はずかしめをものともせずに十字架を忍
び」ました（ヘブル12:2) 」、と言っています。神は、苦しみの中で、永遠のご計画を実行
されているのです。神は、あなたが一時的な慰めを受けるよりも、永遠に益になることを
受けることに関心をお持ちです。私たちはその逆です。私たちは、多くの場合、永遠に益
になることよりも一時的な慰めを得ることに気を使います。そのために、人間は大きな間
違いを犯すのです。ヘブル書は、「あなたがたはまだ、罪と戦って、血を流すまで抵抗し
たことがありません。(12:4)」と言っています。イエス・キリストを信じた人が耐えなけれ
ばならなかった事を読むと、パウロや他の使徒たちが受けた苦しみがあります。歴史を見



ると、人々がイエス・キリストのために拷問や虐げを耐え忍ばなければならなかった事が
わかります。現代の中国のクリスチャンのことを読むと、家の教会の人たちは、イエス・
キリストを信じる信仰のために、牢に入れられ打たれて、この投獄によって多くの人が死
んだことがわかります。イランやルワンダや、その他イエス・キリストの教会やイエス・
キリストを代表する人たちに激しく敵対しているところで殉教したクリスチャンのことを
読んだことがあります。私たちは、まだ、罪と戦って、血を流すまで抵抗したことがない
ことを知ります。私たちの最大の問題といったら、エアコンが適切な温度で設定されてい
ないことかもしれません（訳者注：会堂ではすでに、エアコンがついています。）あるい
は、音響装置がきちんと機能していないことかもしれません。しかし、記者は、「傷跡を
見せてくれよ。そう思うなら、お前の傷跡を見せろよ。」と言っているようなものです。
私たちは楽をしています。パウロとバルナバは、「主イエス・キリストの御名ために、い
のちを投げ出した人」と言われました。（使徒１5:26参照) パウロは、苦しみに会ったり投
獄されたりすると言われても、思いとどまるような人ではありませんでした。人の脅しや
友人の涙で、思いとどまったりしませんでした。
　 さて、パウロの友人たちがパウロにエルサレムに行くのを思いとどまらせようとしたの
は、良い動機からでした。彼らはパウロのことを愛していました。この勇士が既に、随分
ひどい目に会わされてきたことを知っていました。パウロがまた投獄され、苦しめられる
のを見たくありませんでした。パウロへの愛のゆえに、パウロに行ってほしくないことを
懇願するように促されたのです。私たちの友人はよく、犠牲や苦しみが伴うかもしれない
ということで、私たちが神の御心に従わないようにさせます。私たちも、純粋な動機から
人を思いとどまらせようとすることがよくあります。いのちの危険を冒すのを見たくない
からです。不快な目に会わせたくないのです。パウロの友人たちは、パウロの投獄が予想
されていたのでとても心を騒がせました。けれども、パウロの思いを変えさせることがで
きないことがわかると、泣いたり説得するのをやめ、ただ、「主のみこころのままに。」
と言いました。本当に平安を見出だすことができる唯一の場所はそこしかありません。
「わかった、主のみこころのままに。」と言うことができるところに来ることです。
　 数週間前に、みなさんに、私の思いの中にある個人的な問題を話しました。大きな困難
があって、この問題をなんとかしようとしていたことを話しました。その時には、それが
何かお話することができませんでしたが、今はできます。実際はそのことをお話ししたい
のです。というのは、みなさんの中には、私が末期癌にかかっているのだと思った人がい
たり、ケイが私を捨てて、出ていってしまうのかと思った人がいらっしゃるからです。私
の義理の息子で、ビスタの教会の牧師をしているブライアン・ブロ－ダ－ソンが、家族を
連れてイギリスに移り、ロンドンで働きを始めることが神からの召しであり、もしかする
と、ロンドンから欧州全体に福音を宣べ伝えることではないかと感じています。私は、義
理の息子は行かせる心構えができました。でも、私の娘と孫はまた別問題です。神はなぜ
家族のいない誰か他の人を召し出せないのかと思ってしまいます。孫たちはおそらくカル
チャ－ショックに会うでしょう。孫の一人は、サ－フィンやスポ－ツがとても気にいって
います。それなのに、ロンドンに住むなんて・・・毎火曜日、私たちは彼らに会いに行く
ようにしています。私は下の孫二人をチャッキ－・チ－ズ（訳者注：ピザを中心とした
ファ－スト・フ－ドのお店）とトイザらスに連れて行きます。そうすることが、私たちの
生活の一部となっています。彼らがそんなに遠くに行ってしまうことを考えると、火曜日
ごとに車でロンドンに会いに行くことは無理です。彼らは私たちの生活の大きな部分をし
めています。丁度、昨日（会った）あるお父さんのような気持ちがします。昨日レッドラ
ンズで結婚式がありました。若い女性が、私たちの教会の青年でハンガリ－で宣教師をし
ている人と結婚しました。来週、二人はハンガリ－へ出発します。結婚式の司式の部分



で、私が、「花嫁のジェニファ－をグレッグにやるのは誰か。」と質問をするところまで
きて、彼女の父は、「彼女の母です。」と言いました。（訳者注：父親が、「彼女の母と
私です。」と答えるのが普通です。）彼は、まだ自分の娘を嫁にやる覚悟ができていな
かったのです。私は彼の気持ちが分かります。本当に分かります。「主のみこころのまま
に。」というのは、いつも簡単なわけではありません。今苦労していますが、何とかでき
るでしょう。でも、あの義理の息子には、これが確かに神のみこころなのかはっきりさせ
てもらいたいのです。彼にたくさん羊の毛を置いてもらいたいのです。（訳者注：士師６:

36-40ギデオンの羊の毛) でも、もし彼らの行くことが神のみこころならば、その時が来れ
ば、私が涙を流したとしても「主のみこころのままに。」と言って、そのことに平安を得
るでしょう。これが神のみこころでご計画ならば、それに立ちはだかりたくありません。
なぜなら、私は神の道のほうが私の道よりはるかに知恵があることを知っているからで
す。神の道が最善であることを知っています。もし彼らがここにとどまっていたなら、激
しい断腸の思いをもたらすような事があるのかもしれません。それで、神が何か将来起こ
るはずの悲劇を起こらないようにして下さっているかもしれません。つまり、神の道が最
善である事を知っているのです。
　 こういうわけで、多くの人が、よく「主のみこころのままに」と言うことができないで
います。なぜなら、神と神のみこころについて誤った概念があるからです。私が子供の
時、人々が、「絶対にやらないと言ってはいけない。まさにそのやらないと言ったことを
神があなたにやらせるからだ。」と言うのをよく聞きました。ちょっとこれには理解でき
かねました。もし、神が天で、私が絶対にやらないと言うのを待ち構えていて、それを私
にやらせるなんて。神が私に無理にカリフラワ－を食べるようにさせられるんだ。私は、
カリフラワ－が大嫌いだと言ったから。（訳者注：カリフラワーは、子供が嫌いな典型的
な野菜の一つ。）神がすべて悲惨な酷いことを、あなたが絶対やらないといったからやら
せるのだ、と。ですから、あなたが虫や蛇がとても怖くて、「主のみこころのままに。」
と言うなら、神はあなたをアフリカに、アフリカ大陸の最も悲惨なところに、蚊帳の中で
寝て、回りは蚊や虫がうじょうじょいて、屋根には蛇がいるようなところに遣わされるこ
とが、「神よ、みこころのままに。」になります。もし、あなたがとても悲惨な状態で、
「こんなのひどい。我慢できない。」と言えば、「私はまさに神のみこころの渦中にいる
に違いない。私は、とても惨めだから。」ということになります。神のみこころの概念を
このように考えている人がいるのです。けれども、現実には、神のみこころほど祝福され
た事は起こらないのです。私は今日カリフラワ－を食べたとします。もう、鼻をしかめて
ゲロを吐いたりしません。カリフラワ－がおいしいと思います。神は私の嗜好を変えて下
さいました。私はカリフラワ－が大好きです。神は実はそのように働いて下さるのです。
神は内側から外側に働いて下さるのです。神はあなたの心を変えて下さるのです。あなた
の態度を、感情を変えて下さるのです。ですから、神のみこころを行なうことは喜ばし
い、楽しいことなのです。神は、「その日には、わたしは、律法をもはや石の板にではな
く、彼らの心の板にこれを書きしるす。（エレミヤ３1:33とコリント第二３:3参照) 」と言
われました。神がここで言われているのは、神があなたの心に願いを置かれることです。
そうして、神のみこころを行なうことがあなたの生活の喜びとなり、イエスが、「主よ、
私はみこころを行なうことを喜びとします。（訳者注：詩篇４0:８参照。メシヤ預言か?)」
と言うことがおできになったように、私も、「主よ、私はみこころを行なうことを喜びと
します。」と言うことができるのです。それは、神の道が最良だとわかっているからであ
り、神の方が私よりずっと知恵がお持ちだからです。
　 旧約聖書の中に、主のみこころのままにゆだねるところまで、「主よ、みこころのまま
に。」というところまで到達した人たちのことが書かれています。ヤコブには１２人の息



子がいました。ヤコブは、下の２人の息子のヨセフとベニヤミンを可愛がりました。この
２人は、ヤコブの最愛のラケルから生まれた子供だからです。他の兄弟たちは、父が弟の
ヨセフをより愛していることをねたみ、ヨセフを殺す陰謀を企てました。その後計画を変
えて、エジプトへ下って行く奴隷商人にヨセフを売り飛ばしました。彼らはヨセフが車に
乗せられ出発する時、「兄弟、やめて下さい。こんなことはしないで下さい。」と泣いて
叫ぶのを見ていましたが、ヨセフの涙を無視し、ヨセフの長服に血を付け、家にいる父の
ところへ持って行って、「この血の付いた長服を見つけましたが、これが誰のものか分か
りますか。」と言い、父はヨセフが野獣に殺されたとだまされました。このため父は、死
んだとされた息子の死を嘆き悲しみました。一方エジプトでは、ついにヨセフは、パロに
次ぐ高い地位につきました。その土地全体を支配し、大いに恐れられて尊敬されていまし
た。ある時、ひどい飢饉、かんばつになり、７年間かんばつが続きました。彼らの穀物は
尽きてしまいました。その時、エジプトには十分な穀物があるという知らせが入ってきま
した。これはヨセフによるもの、ヨセフの知恵によるものでした。ヤコブは息子たちに、
エジプトへ下って行って穀物を買ってくるようにと命じました。それで、彼らはヨセフの
所へ行きました。その時、ヨセフはあれから１７歳も年をとっていましたし、エジプトの
服を着て、エジプトでの言語を話し通訳を介して話していたので、彼らはヨセフだと気付
きませんでしたがヨセフは気付いていました。ヨセフはこのことを少し利用し、彼らを苦
しめました。彼らはかつてヨセフを苦しめたのですから少しおあいこです。それで、ヨセ
フは、「あなたがたは誰だ。どこから来たのか。」と尋ねました。彼らは、「私どもは兄
弟です。パレスチナから参りました。」と答えました。「いや、本当は間者だろ
う。」「いえ、いえ、私どもの父は一人だけです。私どもは兄弟です。ひとりはいなくな
りましたが、もう一人は家に父といっしょにいます。」「もっともらしい話をしているだ
けだ。あなたがたは間者だ。」「とんでもない。私どもは、間者ではありません。」ヨセ
フは、彼らを苦しめました。それで、ヨセフは、「よし、では穀物をやろう。しかし、あ
なたがたは間者に違いないので、あなたがたのうち一人を人質として監禁しておく。牢に
入れ、人質としておく。残りの者は、戻るときに証拠として弟を連れてくるまで、二度と
私の顔を見ることはない。」と言いました。彼らは家に戻り、「お父さん。あのエジプト
にいる人物がどれほどひどい人かご存じないのです。本当に厳しい人です。次回行く時、
私たちが弟のベニヤミンを連れて行かなければあの人の顔を見ることはないと言いまし
た。」ヤコブは、「なぜ、あなた方は弟がいるなどと言ったのか。」と言いました。「連
れて来いと言われるなどと思っても見ませんでした。」それで、ヤコブは、「絶対ベニヤ
ミンを行かせたりしない。もしもあの子に何かあったら、私は死んでしまう。あの子は行
かせない。」と言いました。しかし、時がたち、また穀物がなくなりもっと必要になりま
した。それでヤコブは、「息子たち、エジプトへ下って行って、穀物を買ってきておく
れ。」と言うと、息子たちは、「とんでもない。ベニヤミンが一緒に行かないのであれ
ば、あの人には会えません。」「いや、それはだめだ。」「じゃあ、行かない。」どうし
ようもなくなり、ヤコブは、「行きなさい。」と言わざるを得ませんでした。それで、ヤ
コブは、言いました。「全能の神がその方に、あなたがたをあわれませてくださるよう
に。そしてもうひとりの兄弟とベニヤミンとをあなたがたに返してくださるように。私
も、失うときには、失うのだ。（創世４3:14) 」もしあわれみ（恵み）がないなら、もしベ
ニヤミンを失うようなことがあるなら、私は失うのだと。ヤコブはゆだねました。私は何
もすることができない。そのままにしておくしかない。ゆだねなければならない。
　 サムエルが小さかった頃、この話は日曜学校で聞かれたことがあるでしょう・・・彼の
母は、祭司エリの所に連れてきました。それは、彼女が神に、「このはしために男の子を
授けてくださいますなら、私はその子の一生を主におささげします。(1サムエル1:11) 」と



約束したからです。それで、彼女は息子を祭司のところに連れてきて、その子は祭司エリ
の家で育ちました。まだ、その子が小さかった頃、ある夜、この子は「サムエル。サムエ
ル。」と自分の名前を呼ぶ声を聞きました。それで、サムエルは、エリのところに走って
行って、「私をお呼びになったので。」と言いました。すると、「私は呼ばない。帰っ
て、おやすみ。」と言いました。サムエルが戻って寝ていると再び、「サムエル。サムエ
ル。」と自分の名前が呼ばれました。それでまた、エリのところに走って行って、「私を
お呼びになったので。」と言いました。すると、「私は呼ばない。帰って、おやすみ。」
と言いました。三度目に、サムエルが声を聞いて、エリのところに走って行くと、エリ
は、「何か起きているぞ。」と悟るようになり、「今度呼ばれたら、『主よ。お話しくだ
さい。しもべは聞いております。』と申し上げなさい。」と言いました。サムエルが戻っ
て寝ていると、また「サムエル。サムエル。」と自分の名前が呼ばれるのを聞きました。
それで、サムエルは、「お話ください。しもべは聞いております。」と申し上げました。
すると神は、この少年サムエルに、神のさばきがエリの家に下されることについて話し始
められました。エリの息子たちは悪を行ないました。彼らは人々を神にそむかせました。
彼らは宗教の権威と権力のある立場にありましたが、その立場を利用して人々を神にそむ
かせていました。それで神はサムエルに、自分がエリとエリの息子をさばくので彼らが滅
びると話しました。朝になって、朝食の時エリは、「サムエル。どうなったのだ。」と尋
ねました。サムエルが、「え－、その－、」と言っていると、エリは、「話してくれ。」
と言いました。サムエルは、年老いたエリに、神がエリとエリの息子を滅ぼされることを
話すのを躊躇していました。エリは、「話してくれ。私に隠さないでくれ。もし、おまえ
にお告げになったことばの一つでも私に隠すなら、神がおまえを幾重にも罰せられるよう
に。」と言いました。それで、サムエルは、エリが息子たちの躾を怠り、彼らが神のこと
をを冒涜したため、神のさばきが来ることを告げました。エリは答えました。「その方は
主だ。主がみこころにかなうことをなさいますように。(1サムエル3:18) 」主のみこころが
なされますように。エリはゆだねました。
　 アブシャロムが軍隊を引き連れて迫っていたため、ダビデがエルサレムから逃げる時、
ある人が契約の箱を担いでいましたが、ダビデがそれを見ると、「エルサレムに戻しなさ
い。」と命じました。そして、言いました。「もし、私が主の恵みをいただくことができ
れば、主は、私を連れ戻し、神の住まいを見せてくださろう。もし主が、『あなたはわた
しの心にかなわない。』と言われるなら、どうか、この私に主が良いと思われることをし
てくださるように。(2サムエル15:25-26参照) 」主のみこころがなされますように。神が、
正しいと思われることをなさって下さい。人によっては、主のみこころを恐れる人がいま
す。それは、その人が神のことを本当によく知らないからです。神がどれほど愛の方であ
るか知らないのです。神があなたに永遠に最良のことだけに関心を持っておられることに
気づかないのです。
　 さて、神は永遠のご計画を実行するために、現在に多少の不便が起こることをためらい
もなく許されます。神は言われました。「わたしはあなたがたのために立てている計画を
よく知っているからだ。それはわざわいではなくて、平安を与える計画であり、あなたに
良い将来を計画している。（エレミヤ２9:11参照) 」神のご計画は、神が私たちを実に完全
に愛して下さっているから、私たちに起こり得るもので最良なのです。神は、いつも最後
の結末を見ておられます。私たちの人生からゴミを取り除き、私たちがさらに神に信頼を
置くようになるために、試練をお許しになります。神は私たちに辛い経験をお許しになり
ます。そして、神には、結末が良ければ手段が正当化されます。永遠のご計画を実行する
ために、もし神がある程度の苦しみを使わなければならないのであれば、主のみこころの
ままになりますように。もし、私の生活で求めているものに霊的に健全でないものがあれ



ば、神がそれを取り除いて、主のみこころのままになりますように。主は永遠のご計画を
実行しておられます。それは、私が永遠に主とともに過ごすことに関心を持っておられる
からです。主は、私がこの惑星に、ある定まった時間しかいないことをご存じです。短い
時間です。神は、この世の人生と呼ばれている短い時間に関心はなく、私の永遠の安寧に
心を留めておられます。百年間だけではなく、何百、何千億年もの時間を、永遠を心に留
めておられます。
　 神は、なぜある事が起こるようにされるのか、お許しになるのか必ずしも知らせて下さ
いません。よく私は神に、「なぜですか。」と尋ねます。私は知りたいのです。こんな混
乱から、こんな状況からどのような良いものが生まれるのかとよく考えてしまいます。神
は必ずしもすぐには示して下さいません。そのうち上手くいって、「これは、すごい！ほ
ら、神はすばらしいでしょう。」と言うのですが、今の時点では、世も終ってしまうかの
ように、災難が降りかかかったように見えます。神が必ずしも、「チャック。こういう理
由からこれを許しているのです。こうなったら、次にああなって、こうなって・・・」と
言われて、「ああそうですか。わかりました。」というふうにはなりません。いや、神は
そのようなことはされません。なぜなら、神は、私の内に信仰と信頼を建て上げたいと考
えておられるからです。私が、「神よ。なぜですか。」と言うと、「子よ。私を信頼しな
さい。ただ信頼しなさい。」とおっしゃいます。神は、信仰と信頼を建て上げたいと考え
ておられます。それは、信仰と信頼がさらに増せば、平安もさらに大きいからです。船に
水が入ってきて沈みそうになって船が傾き始め、あなたは船が沈んでしまうと思います。
「主よ。助けて下さい。」と言うと、「私に信頼しなさい。」と言われます。嵐の直中に
あっても、平安でいることができます。それは、あなたがその中を通るのを見守っていて
下さることがわかるからです。神はご計画を実行されています。神はご目的を実行されて
います。神は、あなたがその中を通るのを見守っていて下さいます。ですから、「大丈夫
だ。主のみこころのままになるのだから。」という、平安があって、ゆだねることができ
るところに来るです。ひょっとすると、これは苦しむことかもしれません。困難かもしれ
ません。でも、「主のみこころのままに。」なのです。それは、長期的な効果がすばらし
く、良い(good)ものだからです。「神を愛する人々、すなわち、神のご計画に従って召され
た人々のためには、すべてのことが働いて益(good)となることを、私たちは知っています。
（ロ－マ8:28) 」私は神のことを愛しています。神はご計画に従って、私を召して下さった
ことを知っています。その計画を私はいま理解できないかもしれません。けれども、私は
神を知っており、神の愛を知っており、神のご性質を知っています。ですから、「主のみ
こころのままに。」と言うことができるのです。これが最も大切なことです。「主のみこ
ころのままに。」ということが最も大切なのです。ペテロは、「ですから、神のみこころ
に従ってなお苦しみに会っている人々は、善を行なうにあたって、真実であられる創造者
に自分のたましいをお任せしなさい(1ペテロ４:19)」と言いました。私は今、神のご計画に
従って困難な状況の中にいます。私の解決は主におゆだねすることです。神は、真実であ
られる創造者です。神を愛する者のために、すべてのことを働かせて益としてくださるか
らです。



使徒行伝２２章（６／２／９６）
使徒行伝２２章１４節(Acts22:14)

「みこころを知る」＃８６２０
交読文：詩篇２５篇

　 今朝は使徒行伝２２章１４節を見たいと思います。使徒行伝２２章１４節です。使徒パ
ウロは教会に献金を持ってくるため、そして五旬節の祭りを祝うためにエルサレムに来て
いました。パウロは平穏に宮で神を礼拝していましたが、その時にアジヤから来たあるユ
ダヤ人たちがいて、その者が異邦人に福音を伝えている人物であることに気づきました。
それで彼らは叫び始め騒ぎを起こしました。ユダヤ人たちは、パウロを捕まえ殺そうとし
ました。アントニヤの要塞にいたロ－マの護衛隊が宮での騒ぎを見た時、急いでやってき
てパウロをユダヤ人たちの手から救い出しました。そして、パウロをアントニヤの要塞ま
で連れてきて、ロ－マ政府の保護監察下に置きました。パウロは階段の上に来ると、千人
隊長に、「一言お話ししてもよいでしょうか。」と尋ねました。許可が出されたので、パ
ウロはユダヤ人たちに自分がキリスト教に回心したことについて話を始めました。パウロ
は言いました。「みなさんのお気持ちはわかります。みなさんのことを理解できます。か
つては私もみなさんの一人でした。私は、この一派を分派だと思って滅ぼそうとしていま
した。私が大祭司から許可を得てダマスコに行き、イエスの御名を呼び求めていた者たち
を逮捕しようとしていたことは、大祭司が証言してくれます。しかしダマスコに行く途上
で、真昼ごろ突然、真昼の太陽よりもまばゆい光が私の回りを照らし、私は地に倒れまし
た。私は、『なぜわたしを迫害するのか。』という声を聞きました。そこで私が答えて、
『主よ。あなたはどなたですか。私はあなたにお仕えしたいのです。』と言うと、その方
は、『わたしは、あなたが迫害しているイエスだ。』と言われました。」それで、サウロ
は、自分がこの光があまりにまばゆかったために目が見えなくなったことについて話しま
した。それで、いっしょにいた者たちがパウロの手を引いてダマスコに入らなければなり
ませんでした。そこに滞在している時に、アナニヤという名の人がパウロの所に来まし
た。この人はイエスの弟子で、ユダヤの律法を重んじるとても敬虔な人でした。この人が
こう言いました。「サウロ。私たちの先祖の神は、あなたをお選びになった。」これは
１４節です。「あなたにみこころを知らせ、義なる方を見させ、その方の口から御声を聞
かせようとお定めになったのです。あなたはその方のために、すべての人に対して、あな
たの見たこと、聞いたことの証人とされるのですから。」（訳者注：「あなたをお選びに
なった。」という訳は新改訳に存在しないが、欽定訳には“ｈas chosen thee”とある。口語
訳や新共同訳を参照。）
　 「わたしたちの先祖の神は、あなたをお選びになった。」とアナニヤは言いましたが、
彼が「わたしたちの先祖の神」と言ったのは、パウロに話している神を明らかにするため
でした。モーセが荒野にいて火で燃えていた柴に引き寄せられた時、主は柴の中から語ら
れて、パロのもとに行きエジプトの束縛からイスラエルの民を解放するように要求しなさ
いとモーセに言われました。モーセが、「あなたが私を遣わされたことを信じないでしょ
う。」と言ったら、主は、「わたしはあなたとともにいる。」と言われました。モーセ
は、「けれども、『あなたを遣わしたのは誰ですか。』と聞いてきたら、私は何と答えた
らよいのでしょうか。」と申し上げました。神は、「民に言え。『あなたがたの父祖の
神、アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神、わたしはあるという方が、私をあなたが
たのところに遣わされた。』と。（出エジプト3:14、１５参照）」と仰せられました。です
から、神はご自分が誰なのかモーセに明らかにされて、モーセがイスラエルの民に誰が彼
を遣わされたのか明らかにすることができるようにされました。その答えは、「あなたが



たの父祖の神」でした。つまりアブラハムが信じた神です。神はアブラハムとイサクとヤ
コブにご自分を明らかにされました。聖書を通してご自分を示された神が、私たちの話し
ている神なのです。
　 その当時の人たちは、現代の人たちよりもずっと現実的でした。現代の人たちは、空想
の世界に住んでいるようなものです。多くの人は、霊に属することの概念をほとんど持っ
ていません。世の神であるサタンは、この人たちをくらまして真理を見えなくしていま
す。真理は、人々が拝み仕えている数多くの神々がいることです。当時の人たちはこのこ
とを理解していました。セックスのために生きているなら、アシュタロテの神を拝んでい
ることを知っていました。快楽のために生きているなら、モレクを拝んでいました。彼ら
は、すべての人が神を持っていることを理解していました。現代の私たちは現実から乖離
してしまっています。人は、自分が不可知論者だと言います。または、自分が無神論者だ
と言います。でも、自分は無神論者だ、と言う人は馬鹿です。これは聖書が語っているこ
とです。「愚か者は心の中で、『神はいない。』と言っている。（詩篇１4:1)」この人は現
実から遊離しているのです。なぜなら、事実この人には神(a god)があって神を拝んでいる
からです。確かにこの神は、アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神ではありません。
天と地を創造された生ける神ではありません。人が自分は無神論者だと言っているとき、
実際には、聖書に啓示されている神を私は信じない、と言っているのです。でも、この人
には神がいるのです。なぜなら、神は名前ではなく、人生の主情(master passion)を表す肩
書きだからです。あなたの人生の主情がなんであれ、あなたの存在の本質、中心、核と
なっているものが何であれ、あなたの人生を導き支配しているものが何であれ、それがあ
なたの神なのです。ですから、自分は神を信じないというのは馬鹿げています。あなたは
神を持っていて、神(a god)を拝み仕えているからです。おそらく真の生ける神(God)ではな
いでしょうが、少なくとも神(agod)を持っているのです。
　 アナニヤはパウロに、「私たちの先祖の神は、あなたをお選びになった。」と言いまし
た。イエスは弟子たちに、「あなたがたがわたしを選んだのではありません。わたしがあ
なたがたを選び、わたしの弟子となるように任命したのです。それは、あなたがたが実を
結び、そのあなたがたの実が残るためです。（ヨハネ15:1６参照）」と言われました。も
し、自尊心の問題がある人がいたのであれば、これですべてが解決されたはずです。イエ
スが、「わたしがあなたがたを選び、わたしの弟子となるように任命したのです。」と言
われたのを聞けば、解決されたはずです。自尊心の問題があれば、出て行って何千ドルも
注ぎ込んで自信をつける必要はないのです。ただイエスの弟子になればよいのです。あな
たがイエスの弟子になったら、そのとたんにイエスは、「実はあなたがわたしを選んだの
ではありません。わたしがあなたを選び、わたしの弟子となるように任命したのです。そ
れは、あなたが実を結び、そのあなたの実が残るためです。」と言われるのです。神が私
たちを弟子になるようにお選びになったことを知るのは、とてもすばらしいことです。
　 神が選ばれる、ということに困難を覚える人たちがいます。この人たちは、神が彼らに
選択をする能力を与えられたことには困難を覚えないでしょう。私自身は、神が私に下
さった選択の能力を本当にありがたく思っています。生涯を誰かと共に過ごしてもらうこ
とにするとき、「この女をもらいなさい。」という人がいないことを、私はありがたく思
います。このことに関して、私に選択が与えられていたことを嬉しく思います。私がケイ
を見たとき、「わあ、この女はきれいだ。」と思いました。彼女のことを知るようになっ
て、「この女の人と生涯過ごすことになればなあ。」と思って、私は結婚してくれるよう
に頼みました。彼女にも選択があったのです。愚かな選択だったかどうかわかりません
が、その頼みを受け入れる選択をしてくれました。それでも、生涯を共に過ごす人を自分
で選べるということはすばらしいことではありませんか。これはかなり重要な選択です。



ただ現れた人と結婚するというものではなくて、これに関してあなたは選べるのです。さ
て、もしあなたが誰と永遠を過ごすかを選べるとすればどうでしょうか。神は、ご自分が
誰といっしょに過ごしたいかをお選びになります。そのすばらしいところは、神が私たち
を選んで下さったことです。神は、「あなたがたを愛している。あなたがたと永遠をいっ
しょに過ごしたい。」とおっしゃいます。それで、今度は私たちの選ぶ番です。神の選び
に応答して、「はい。あなたと永遠をいっしょに過ごしたい。」と言うのでしょうか。そ
の選択が与えられているのはすばらしいことです。神は私たちに選択をする能力を与えて
下さいました。
　 使徒パウロがキリスト・イエスにあって神が私たちに与えて下さったすべての霊的祝福
を列挙した時に、列挙した中でまっさきにパウロが言ったのは、「神は私たちを世界の基
の置かれる前からキリストのうちに選」んで下さったことでした。（エペソ1:4)これが、列
挙した中で一番手にありました。神が私を選んで下さり愛して下さり、私のことをこんな
に高く尊ばれて、永遠をいっしょに過ごしたいと考えてらっしゃることを知ることは、私
にとってものすごく喜ばしいことです。神が私たちを選んで下さった根拠は何でしょう
か。神は、預言者エレミヤに言われました。「わたしは、あなたを胎内に形造る前から、
あなたを知り、あなたが腹から出る前から、あなたを聖別し、あなたを国々への預言者と
定めていた。（エレミヤ１:5) 」神は、エレミヤが母の胎内に形造られる前から、選択をな
さっていました。神はエレミヤを聖別されました。ですから、神の選択は神の予知に基づ
きます。私たちに予知ができればすごいと思いませんか。もう、「しまった、誤った選択
をしてしまった。」と言うことがありません。神は決して、「しまった！」とおっしゃる
ことはありません。その必要がないからです。神は予知ができますから、予知に基づき神
は選択をなさいます。ですから、「わたしは、あなたを胎内に形造る前から、あなたを知
り」と神はおっしゃったのです。私はあなたを知っていたよ、と。「あなたが腹から出る
前から、あなたを国々への預言者と定めていた。」神のエレミヤに対する御心とご目的
は、エレミヤが生まれる前から決められていました。それは、私たちそれぞれに言えるこ
とだと信じています。神は、私たちが生まれる前から、私たち一人一人の人生へのご計画
と目的を持っておられました。使徒パウロは、「生まれたときから私を選び分け（ガラテ
ヤ１:15)」と言いました。パウロは、神の御手が最初から自分の上にあり、自分を通して神
がなさろうとしていた働きのために準備しようと、教え導いて下さっていることを認めて
います。そのように神の御手が私たちの人生の上にもあります。私たちが心を開き敏感で
いれば、神は私たちを神の道へと、私たちが神の御国のために達成するように神があらか
じめ定めて下さった働きへと私たちを導き、準備し、教えて下さいます。
　 神はイスラエルの民に、「あなたがたを恋い慕って、あなたがたを選」んだ、と言われ
ました。（申命７:7) 神はただあなたを愛しているから、あなたを選んで下さったのです。
神は、パウロが神のみこころを知るようにとパウロをお選びになりました。あなたは自分
の人生に対する神のみこころを知っていますか。なぜ神があなたを創造されたか知ってい
ますか。なぜ神があなたを召されたか知っていますか。このことは、私たち一人一人が考
慮すべき点だと思うのです。自分の人生に対する神のみこころを知ることです。神のみこ
ころを離れて私たちが達成することはみな、無駄で空虚で結局は無益です。聖書は、神が
終わりの日に私たちの働きを火で試されると教えています。(1コリント3:13-1５参照）人の
することのほとんどは焼けてしまいます。それに対してその人は何の報いも受けません。
全生涯を自分の目標達成のために捧げ、人生の終りになって永遠については全く何も見せ
るものがないと気付くことがよくありますが、これは悲劇です。はかなく無駄になってし
まったのです。自分が地上に存在したことで、永遠なものは何も生まれなかったのです。
余りにも多くの人が現在の生活のためだけに生きています。私たちが何かを考える時に犯



す大きな間違いの一つは、永遠を考慮しないことです。これからもたらされる永遠の便益
は何だろうか、というふうに永遠の観点からすべてを測ることがとても重要なのです。余
りに多くの人が現在のためだけに生きる選択をしています。快楽のために、その瞬間のた
めだけに生きています。世の中に生き、世のために生きています。しかし世は過ぎ去りま
す。ヨハネは、「世をも、世にあるものをも、愛してはなりません。もしだれでも世を愛
しているなら、その人のうちに御父を愛する愛はありません。すべての世にあるもの、す
なわち、肉の欲、目の欲、暮らし向きの自慢などは、御父から出たものではなく、この世
から出たものだからです。世と世の欲は滅び去ります。しかし、神のみこころを行なう者
は、いつまでもながらえます。(1ヨハネ２:15-17) 」と言いました。世のことを求めて一時
的なものを求めて生きている人がいますが、そのようなものはみな滅び去ります。神のた
めに生きている人がいます。永遠のために生きている人がいます。神のみこころを行なう
者は、いつまでもながらえます。自分の人生を振り返ってみて下さい。自分の人生で達成
してきたことを振り返ってみて下さい。あなたが達成したもの全ての中で、どれくらいの
ものが永遠の便益があるものでしょうか。あなたに永遠の配当を与えてくれるものがどの
くらいあるでしょうか。人生は一つしかありません。それもすぐに過ぎ去ります。イエ
ス・キリストのためにあなたがすることのみが残ります。その他のものは焼けてしまいま
す。木やわら、切り株などは焼けてしまいます。ある人がある金持ちの息子に、その息子
のお父さんが亡くなった後に、「お父さんはあなたに何を残しましたか。」と聞いてみま
した。その息子は、「すべて。」と答えました。その通りです。持って行けませんね。死
んだら、すべてを残して行きます。しかし、前もってなにがしかを送ることはできます。
イエスが示されたように、賢い人は天に宝を積みます。事前に送るのです。持っては行け
ません。事前に送らなければなりません。大切なもののために生きるのです。永遠のため
に生きるのです。神のみこころに従って生きるのです。
　 人によっては、自分の人生に対する神のみこころは何かと考えてみもしない人がいま
す。神への思いがないのです。神への意識がないのです。神を考えることがないのです。
ただ生きているだけです。衝動に従って生きています。よいと感じるもの、よいと見える
もの、正しいと思えるものに従って生きています。衝動に従って生き、神を全く考慮しな
い人がいます。あたかも神は関係ないかのように生きています。神が与えて下さっている
才能や能力を埋もれたままにしています。神はあなたの人生に投資をなさいました。神は
その投資の配当を得たいと思っておられます。イエスは、自分の人生に神が投資して下
さった人の話をなさいました。（マタイ25:14-30参照) その人はそれを地の中に埋めてしま
いました。そして、精算の日が来ると、その人はそれを掘りおこして持って行きました。
「主よ。さあここにあなたが下さったタラントがあります。お返しします。安全で手堅く
しておきました。」でも主は、「悪いなまけ者のしもべだ。」と言われ、近くに立ってい
た天使に外の暗やみに追い出しなさいと命じられました。そこで泣いて歯ぎしりすると
おっしゃいました。
　 多くの人が犯す間違いは、死んだら終りだと考えてしまうことです。いいえ、死は永遠
の始まりです。あなたの体が地中に埋められるとき、それでおしまいになるのではないの
です。聖書は、「そして、人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定まっ
ている（ヘブル9:27) 」と教えています。私たち一人一人誰もが、さばきの前に立つことに
なります。さて、信者がさばきの前に立つのと未信者がさばきの前に立つのとには大きな
違いがあります。信者の私たちは、キリストのさばきの御座の前に立つときは、オリン
ピックで審判が座っている前にいるようなものです。あなたは競走を走り抜き、競技に勝
ちました。そして、あなたは審判の前に来て、あなたが勝ち得た金メダルを受け取りま
す。ですから、私たちがイエスのところに来るときは、永遠の価値や内容のあるものを私



たちがしたことの報いを受けるためです。けれども、未信者が神の前に立つときは、書物
が開かれ、そこに書かれていることに従って未信者の人たちはさばかれます。もし、名前
が小羊のいのちの書に書かれていないのであれば、第二の死であるゲヘナに投げ込まれま
す。（黙示２0:12-1５参照）ヘブル人への手紙が教えているように、「生ける神の手の中に
陥ることは恐ろしいことです。（ヘブル10:31)」でも人はそれを考慮に入れません。死んだ
らそれで終りだと思うのです。そうではありません、欺かれてはなりません、馬鹿をみて
はいけません。あなたがどう生きたか、自分のために生きたのかそれとも神のために生き
たのか、あなたの生存中のことについて神はあなたに責任を問われます。そして、それに
従ってあなたは報いを受けます。
　 神はパウロにみこころを啓示するためにパウロをお選びになりました。パウロにとって
の神のみこころは何だったのでしょう。それはパウロが異邦人のための使徒となることで
した。神の真理に対し異邦人の目を開き、やみから光に立ち返らせ、サタンの力から救い
出して神の御国の栄光を知るようにすることでした。（使徒２6:17-1８参照）あなたにとっ
ての神のみこころは何でしょうか。もし、あなたがまだイエスを信じていないのであれ
ば、まずそこから始めたらどうでしょうか。あなたがイエスを自分の主、救い主だと信じ
ることは神のみこころです。なぜなら、神はひとりでも滅びることを望まず、すべての人
が悔い改めに進むことを望んでおられるからです。(2ペテロ３:9参照) あなたが自分の罪を
悔い改め、自分の人生をイエス・キリストに支配してもらうように明け渡すことが神のみ
こころです。それをしたら、主に人生をゆだねたら、すべてのことに感謝することが神の
みこころです。聖書は、「すべての事について、感謝しなさい。これが、キリスト・イエ
スにあって神があなたがたに望んでおられることです。（訳者注:1テロニケ5:18。欽定訳で
は、ｗill of God　とあるので、「これが、・・・神のみこころです。」となる。）」と教え
ています。つまり、私が自分の人生を主に明け渡し、主が支配しておられ、主が私の人生
で起きる全ての事を支配しておられるということです。もし何かが起こるなら、主が許さ
れたから起こっているのですが、もし主が許されて起こっているのなら、それは私の益の
ために主が許されたのです。神が私のことを愛して下さっているからです。神は言われま
した。「わたしはあなたがたのために立てている計画をよく知っているからだ。それはわ
ざわいではなくて、平安を与える計画であり、（エレミヤ２9:11) 」私はあなたにすばらし
い計画をしていると。ですから、神はよいご計画を実行されているのです。それは、現時
点ではひょっとすると不快なものかもしれません。でも神は計画を持っておられ、その計
画を実行なさっているのです。ですから、神は私に全てのことに感謝するように望まれて
いるのです。神がご自分のみこころを私の人生の中で働かせておられるからです。
　 またパウロはこのように書いています。「神のみこころは、あなたがたが聖くなること
です。」つまり正しい生活をすることです。「あなたがたが肉の罪を避けることです。(1テ
サロニケ４:3参照) 」ペテロは、「愛する者たちよ。あなたがたにお勧めします。旅人であ
り寄留者であるあなたがたは、たましいに戦いをいどむ肉の欲を遠ざけなさい。異邦人の
中にあって、りっぱにふるまいなさい。そうすれば、彼らは、何かのことであなたがたを
悪人呼ばわりしていても、あなたがたのそのりっぱな行ないを見て、おとずれの日に神を
ほめたたえるようになります。人の立てたすべての制度に、主のゆえに従いなさい。それ
が主権者である王であっても、また、悪を行なう者を罰し、善を行なう者をほめるように
王から遣わされた総督であっても、そうしなさい。というのは、善を行なって、愚かな
人々の無知の口を封じることは、神のみこころだからです。(1ペテロ２:11-15) 」と書いて
います。正しい生活をしなさい。掟を守る人になりなさい。世に対して証し人になりなさ
い。でもこれでは一般論です。
　 どのようにすれば、あなたの人生についての神のみこころが具体的にわかるのでしょう



か。パウロは、ロ－マ人への手紙１２章でこのように書いています。「そういうわけです
から、兄弟たち。私は、神のあわれみのゆえに、あなたがたにお願いします。あなたがた
のからだを、神に受け入れられる、聖い、生きた供え物としてささげなさい。それこそ、
あなたがたの霊的な礼拝です。この世と調子を合わせてはいけません。いや、むしろ、神
のみこころは何か、すなわち、何が良いことで、神に受け入れられ、完全であるのかをわ
きまえ知るために、心の一新によって自分を変えなさい。（ロ－マ12:1-2) 」ですから、神
の具体的なみこころを発見するには、ただあなたのからだを神にささげて、神が働かれる
器になることです。自分のいのちを差し出して、自分のからだをささげることによって、
「主よ、ここに私がおります。あなたのご計画を成し遂げるために、私をどのようにでも
お使いください。」と言うことです。このことを私は毎日、毎朝やります。朝目覚める
と、「主よ。私のいのちはあなたのものです。あなたが私の生活に望んでおられることを
今日行なってくださいますように。あなたが望んでおられることを私の生活を通して行
なってくださいますように。私はあなたのものです。私は用意ができております。あなた
が考えておられることは何でも受け入れます。私のいのちをお使いください。これをあな
たのために聖別してください。」と言います。そして、残りの一日を主が導いてくださる
ことを信頼します。　 神のみこころに従うと、突然宣教に行くことになると考えるのは間
違っています。神はすべての人を宣教に召しておられるわけではありません。「ああ、僕
はボルネオに行くんだ。いかめしい顔をしている人をたくさん見るんだ。害虫や虫やどぶ
ねずみが棲んでいる蚊帳引きの屋根の小屋の中にいて、・・・」と思うかもしれません。
私たちはこのように間違った考えを持っています。あなたが人生を神に明け渡すと、あな
たのおられるその場所で神はご自分の働きを始められます。神は、あなたのおられる所
で、あなたの人生を支配されます。あなたは、今自分がしていることをするのですが、
違った態度でそれをするようになります。「主よ、私はあなたに仕えるためにここにおり
ます。『あなたがたのすることは、ことばによると行ないによるとを問わず、すべて主の
栄光のためにしなさい。（コロサイ３:1７参照）』とあります。主よ、私はあなたの栄光の
ために生きます。あなたの栄光のためにこれをします。私はできる限りのことをします。
これをあなたのためにしているからです。私の嫌いなひどい上司のためにしているのでは
なく、主よ、あなたのためにしているのです。私はできる限り最高の仕事をします。」あ
なたが自分のいる所で忠実であるなら、神は変えることがおできになります。他のものも
与えられます。あなたが計画していたことを「いや、ここではない。」と言われて、その
戸を閉ざされるかもしれません。神ははあなたの生活を一歩一歩教え導かれますが、神が
支配しておられ、私を率いて導いて下さっているとはすばらしいことです。
　あなたは、この世と調子を合わせてはいけません。（ロ－マ12:2参照) この世は勝手な生
活です。自己中心でわがままな生活です。ですがイエスは、キリスト中心の生活をしなさ
いと言われました。他人のことを考え、他人に与えるのです。「受けるよりも与えるほう
が幸いである。（使徒２0:35) 」これは世の格言ではありません。世の格言は、「機会があ
るときに、得られるものは手に入れておけ。」です。イエスは、いいえ、与えなさいと言
われました。そして、心の一新によって自分を変えます。（ロ－マ12:2参照) この世を調子
を合わせるのではなく、世的なやり方から変わりなさい。パウロは、「それこそ、あなた
がたの霊的な礼拝です。（訳者注：欽定訳ではreasonable serviceで「理にかなった礼拝で
す。」という意味。) 」と言いました。言い換えますと、これは道理にかなっているという
ことです。神のみこころを行なうことは理に合っているということです。永遠の価値のた
めに生きることは理にかなっています。自分がしていることが永遠にどのような結果があ
るのか考えることは理に道理に合っています。また、神のみこころが何であるか積極的に
求めることによって、神のみこころを発見します。あなた自身を神が働いてくださる器と



してささげ、神があなたの生活の中で、あなたの生活を通して望んでおられることを行な
われると、あなたの生活は神のみこころが次第に現れたものとなります。神は日々みここ
ろを現して下さいます。私の人生は日々神のみこころが現れたもの、神のみこころが表現
されたものとなりました。それは私が神のみこころと業をするために自分を明け渡してい
るからです。
　 神はあなたの決意を試されるかもしれません。「わかりました神さま。私はあなたのみ
こころが行ないたいです。」と言うかもしれませんが、神はあなたの心を見て、「いや、
あなたは感情か何かで動かされただけだ。」とおっしゃるかもしれません。それで神はあ
なたの真意を確かめるために途中で試されます。パウロは、「主よ。私はどうしたらよい
のでしょうか。」と言いました。「パウロ。ほんとうにそう言っているのか。あなたには
これをしてもらう。あなたを異邦人に遣わす。あなたは彼らを滅ぼそうとしていたが、今
度は彼らに対し宣べ伝えてもらう。パウロ、それには犠牲を払わなければいけない。厳し
い試練を通らなければならない。何度か殴られ、石で打たれ、難破し、一度ならず町から
追い出される。パウロ、それでもやりたいですか。それはあなたの本当の決意ですか。」
　 哲学者のディオゲネスは、アレクサンドロス大王と同じ時に生きていました。このよう
に対照的な二人は他にいないでしょう。ディオゲネスは、ストア哲学的なところがあり、
桶の中で安んじて暮らし満ち足りていました。ディオゲネスは毎日桶の中に座り、人が来
て彼の哲学に耳を傾けていました。彼は自分には桶があったので幸福で満足していまし
た。一方、アレクサンドロス大王は、世界を征服したとき、「世界は十分に大きくない。
もう征服する所がない。」と言って、へたり込んで泣きました。そんな不満を持っていた
アレクサンドロス大王は、ディオゲネスの書いたものを手に入れました。アレクサンドロ
ス大王はそれを読んで、「これだ！この人はわかっている。」と思いました。それで、ア
レクサンドロス大王はディオゲネスの桶にやって来て、ディオゲネスに、「私はあなたの
弟子になりたい。あなたに従いたい。あなたのことを愛している。あなたは人生の解決を
持っている。私はあなたの弟子になりたい！」と言いました。ディオゲネスはアレクサン
ドロス大王に二匹の魚を、死んだ魚を与え、「これをあなたのポケットに二週間入れて歩
きなさい。そうすれば、弟子にしてあげよう。」と言いました。アレクサンドロス大王は
うんざりして、臭い魚のことをブツブツ言いながら出て行きました。ディオゲネスは、
「二匹の臭い魚で、あのように強い献身が消え失せてしまった。」と言いました。時に私
たちは、神の所に来て、「ああ、神さま。あなたを愛しています。あなたにお仕えしたい
のです。何でもします。あなたにお仕えします！」と言いますが、神は、「隣の人の所に
行って、犬に石を投げて申し訳ありませんでしたと言いなさい。」と言われます。「い
や。それは。主よ。それはどういうことですか。」とあなたは言って、離れて去ってしま
います。すると神は、「自分がした悪いことを謝りたくないということで、あのように強
い献身が消え失せてしまったのか。」とおっしゃいます。ですから、神は私たちを調べる
ために試される時があります。それは、ご自分ために調べられるのではありません。神は
既に、あなたの心のにあるものを知っておられます。それが問題なのではなく、自分の心
のうちにあるものを自分がわからないことが問題なのです。それで神は幾度か試されて、
私が心の中に何があるのか、主に真に献身しているか見ることができるようにして下さい
ます。
　 主はパウロに、行く末は厳しく、これから多くの困難に会うことを教えられましたが、
永遠の栄光もお見せになりました。パウロは、「私は天にまで引き上げられました。口に
出すことのできないことばを聞きました。どのような言葉でも説明することができませ
ん。言葉で説明しようとするなら、犯罪になってしまいます。啓示された栄光に比べれば
とるに足らないからです。(2コリント12:2-4参照) 」と言いました。一時的な困難と苦しみ



と、永遠の栄光を見たのです。けれども、主はパウロに、「その闇の時わたしはそばにい
る。」と言われました。来週それが成就するのを見ます。パウロの宣教の中で最も暗い時
が２２章と２３章に書かれています。このパウロの生涯の暗黒の時に、どのように主がパ
ウロの所に来られたかを読むことができます。「あなたは、がっかりするし、断腸の思い
を味わうし、落胆もし、苦しみを受ける。けれどもパウロ、私はあなたとともにいる。あ
なたのそばに立っている。」それで、パウロは、「今の時のいろいろの苦しみは、将来私
たちに啓示されようとしている栄光に比べれば、取るに足りないものと私は考えます。
（ロ－マ8:18) 」と書きました。そして、コリント人への手紙の中で、パウロは、「わたし
たちの・・・軽い艱難は（新共同訳２コリント4:17) 」と言っていますが、パウロ、軽い艱
難とはどういうことですか。三十九のむちを受けたことが五度、むちで打たれたことが三
度、石で打たれたこと、丸太につかまって一昼夜海上を漂ったこと、難船、同国民から受
ける難、盗賊の難、陸上での難、これらが軽い艱難なのですか。(2コリント 11:24-26参照) 

私は、「あなたがたはまだ、罪と戦って、血を流すまで抵抗したことがありません。（ヘ
ブル12:4) 」と言っている聖書の箇所を思うのです。「あなたの傷跡を見せなさい。あなた
はイエスのためにどのような苦しみを受けましたか。」私たちは楽をしています。「わた
したちの一時の軽い艱難は」とパウロは言っていますが、これが大事なのです。パウロ
は、それが一時的であるということに気付いています。続くものではなく、ただ一時的な
のです。「わたしたちの一時の軽い艱難は、比べものにならないほど重みのある永遠の栄
光をもたらしてくれます。」一時が永遠と対比されています。艱難は、軽く一時的にしか
すぎないです。栄光は重みがあるのです。重みのある、重みのある永遠の栄光です。
　 またパウロは言いました。「私たちは、見えるものにではなく、見えないものにこそ目
を留めます。見えるものは一時的であり、見えないものはいつまでも（永遠に）続くから
です。(2コリント4:18) 」最初にこれが問題だと言ったことです。私たちは永遠を視野に入
れないことです。パウロは永遠を視野に入れました。パウロは一時的なものは見ませんで
した。彼は永遠のものを見ました。そして、一時的な価値や利点ではなく、永遠の価値や
利点に基づいて判断しました。パウロは言いました。「この地上の幕屋の家、私たちの体
が壊れると塵に帰るが、神の下さる建物があることを、私たちは知っています。それは、
人の手によらない家です。(2コリント5:１参照）」イエスは、これを「天の永遠の住まい
（訳者注：英語ではｍansionｓで、直訳は「大邸宅」。ヨハネ１4:２参照）」と呼んでおら
れます。「私たちはこの幕屋にあってうめき、この天から与えられる新しい体を着たいと
望んでいます。それを着たいなら、私たちは裸の状態になることはないからです。確かに
この幕屋の中にいる間は、私たちは重荷を負って、うめいています。それは、この幕屋を
脱ぎたいと思うからでなく、かえって新しい体を着たいからです。そのことによって、死
ぬべきものがいのちにのまれてしまうためです。私たちをこのことにかなうものとしてく
ださった方は神です。神は、その保証として御霊を下さいました。(2コリント5:2-５の言い
換え) 」これは頭金のことです。それは、神があなたの体を贖って永遠の御国に連れていか
れることを、本気で意図しておられることを示すものです。それでパウロはこのように
言っています。「そういうわけで、私たちはいつも心強いのです。ただし、私たちが肉体
にいる間は、主から離れているということも知っています。確かに、私たちは見るところ
によってではなく、信仰によって歩んでいます。私たちはいつも心強いのです。そして、
むしろ肉体を離れて、主のみもとにいるほうがよいと思っています。(2コリント5:6-8)」自
分の見方が自分の生き方を決めます。もし私の視野が狭く、自分の回りにある物質的な一
時的な世界だけを見て、自分は一時的なものだけにしかかかわないなら、すべてを失って
しまいます。イエスは、言われました。「自分のいのちを見いだした者はそれを失い、わ
たしのために自分のいのちを失った者は、それを見いだします。（マタイ10:39)」



　 本当に永遠を見はじめると、自分がもうすぐでこの地上から出ていくことがわかりま
す。あなたはどのくらい生きるでしょうか。ここにいる人の中で１２０歳まで生きると思
う人はいますか。それは長い時間だと言われるかもしれませんが、いいえ、永遠と比べる
と１２０年は短い時間です。人生は蒸気のようなものです。あってもすぐ消えますが、そ
の向こうには永遠があります。それで、私たちは永遠の価値を、永遠を考えはじめる必要
があります。どこで、どのように永遠を過ごすか、これが最も重要です。この世での人生
はわずかな短かい試しの時です。その期間に神は、私が神と永遠に過ごすための準備をし
て下さいます。余りにたくさんの人が、永遠の価値が全くないものに対して人生を無駄に
費やしています。ですから、今日みなさんに神のみこころを求めることをお勧めします。
神のみこころを知ることを求めて下さい。神のみこころに従うことを求めて下さい。そう
すれば、あなたはそう求めたことに対し、永遠に感謝することでしょう。



使徒行伝２３章（６／９／９６）
使徒行伝２３章１１節(Acts23:11)

「主がそばに立たれた」＃８６２１
交読文：詩篇２７篇

　 今夜は使徒行伝２３章を学びます。今朝は１１節を見てください。使徒行伝２３章１１
節です。次のようにあります。「その夜、主がパウロのそばに立って、『勇気を出しなさ
い。あなたは、エルサレムでわたしのことをあかししたように、ローマでもあかしをしな
ければならない。』と言われた。」
　 「その夜」とあります。これは、パウロの生涯で最も非運な日の夜でした。彼は長い
間、エルサレムでユダヤ人に福音を伝えるという燃えるような願いと大望がありました。
自分は彼らの仲間であったから彼らの気持ちを理解していて、イエスがメシヤであること
を必ずや信じさせることができると感じていました。何年間も待って、宣べ伝える機会が
ついにやって来ましたが、結果は悲惨でした。議会で彼らに会う機会がありましたが、こ
れも悲惨な結果に終わりました。それでパウロは、この時点で牢に戻されていたのです。
挫折を味わった日でした。必ずやユダヤ人を論破して信者にさせることができると思って
いたのに、できませんでした。実際は、彼らを非常に怒らせてしまって、彼らはパウロを
殺したいと願ったのです。そしてまさにこの時に、４０人もの者が共に陰謀を企てて、パ
ウロを殺してしまうまでは飲み食いをしないと誓い合っていました。ローマの千人隊長は
二日間に二度も、パウロを殺そうとするユダヤ人の手から救い出さなければなりませんで
した。この時点で将来は、非常に不確実なように見えました。パウロは、アントニヤの要
塞で獄につながれ、二日目の夜を迎えました。この時点でパウロは、生きて出られるのか
どうかもわからない状態でした。これが人生の旅路の終点なのかどうかわかりませんでし
た。パウロは、ただ混乱し、がっかりし、落胆していました。おそらく、心の中でこの二
日間の出来事を振り返っていたのでしょう。そして、「なぜ」という疑問で自分を責めて
いたのでしょう。そういう疑問が襲いかかってきて離れない経験をしたことがあります
か。間違いを犯して、自分でも愚かな間違いだとわかっているのに、やってしまったと
き、「なぜ、あんなことを言ってしまったのだろう。なぜ、あんなことをしてしまったの
だろう。」と言い続けて、「なぜ」という疑問で自分を苦しめてしまいます。パウロは、
なかなかうまくやっていたのです。ユダヤ人たちはパウロの証しを聞いていたのです。パ
ウロの言っていることにユダヤ人たちはとても注意深く耳を傾けていたのでした。自分の
回心を語り、ユダヤ人の心を捉えていました。でも、パウロは主が彼を異邦人に遣わすと
言われたことに言及しました。異邦人と言った途端に、その言葉は感情をかきたてる言葉
だったので、「パウロを殺せ」と、その場は叫び声でどよめきました。おそらくパウロ
は、「なぜ、異邦人などと言ってしまったのだろう。彼らの感情がわかっているのに。あ
あ、愚かだった。なぜ、なぜ・・・」と言い、自分の犯したつまらない間違いに苦しんで
いたことでしょう。おそらくパウロは自分の宣教がもうお終いだと感じていたでしょう。
もう駄目だ。もうお終いのようだと。このような華々しい宣教を終えるには、何という終
わりかただろうと。神はパウロにすばらしい祝福を与えて下さっていました。アジアやロ
－マなど、異邦人の世界でパウロは教会を建てたり、始めたりし、福音の言葉が広められ
たのに、今、パウロはロ－マ帝国の警備の下でエルサレムの牢の中にいて、ユダヤ人はみ
な気分を害していたのです。パウロは、ユダヤ人に伝えたいという強い願いを持っていた
のに、こんな大失敗をしてしまいました。パウロは、彼らの心を捉えることができると確
信していましたが、失敗してしまったのです。パウロは彼らに対してとても強い愛を持っ
ていたので、もしできることなら、もしよければ、彼らが救われるために彼自身が神にの



ろわれた者となることさえ願いました。（ローマ9:３参照）彼らに対するパウロの愛と重荷
はこれほど深かったのでした。それでパウロは、落胆し、がっくりきて、落ち込んで座っ
ていました。
　 そして、「主がパウロのそばに立って、」とあります。牢屋の部屋の暗闇の中に、突然
他の方がおられることに気付きました。主が立っておられました。そして主はパウロに、
「勇気を出しなさい。」と言われました。これによって、パウロが実際にがっくりし、落
胆していたことがわかります。主は、彼に慰めと励ましのことばを与えられました。イエ
スは、「勇気を出しなさい。(Be of good cheer)」ということばをよく使われました。中風の
人のことを覚えていますね。身体障害者になっていました。床に横たわり、ただ震えてい
ました。彼がいやされるために、友人が彼をイエスのところに連れていくことに決めまし
た。その家に来た時にたくさんの群衆がいるのを見ました。それで、家の中を通るのは不
可能だと、家の中に入ることさえも不可能だと気付きました。それで、屋根に上って瓦を
はがして、イエスの前に中風の人を降ろしました。イエスが、この人がどうしようもない
状態で横たわっているのを見て、「さあ、勇気を出しなさい。あなたの罪は赦されまし
た。（現代訳マタイ９:2) 」と言われました。他の時には、弟子がガリラヤ湖の真中にいた
時、逆風の中を漕いでいましたが、前進しているわけではありませんでした。彼らが苦し
んでいるのをご覧になり、イエスは水の上を歩いて、彼らに近づいて行かれました。しか
し、弟子たちは幽霊だと思い、おびえて叫び声をあげました。それでイエスは、「しっか
りしなさい(Be of good cheer)。わたしだ。恐れることはない。（マルコ6:50) 」と言われま
した。イエスは弟子にこう言われました。「あなたがたには世では苦難がある。しかし、
勇気を出しなさい。わたしは既に世に勝っている。（新共同訳ヨハネ16:33)」と言われまし
た。パウロはこの苦難を経験していましたが、イエスはそばに立って、「勇気を出しなさ
い。」ということばを繰り返されています。
　 イエスは、「あなたは、エルサレムでわたしのことをあかししたように、」と言われま
した。イエスは、パウロがご自分のことをあかししたことを認められました。私たちは、
「でも、あんまり成功しなかったではないか。どちらの場合も、群衆を怒らせて逆上させ
たではないか。」と言ってしまうかもしれません。主はこのあかしの反応については何も
言及されてません。ただ、あなたはあかしした、と認められただけです。私たちのあかし
に対する反応は、報いと全く無関係であることを知ることは非常に大切だと思います。主
は、私たちが主のことをあかしすることを要求されております。このあかしから出てくる
結果は、主の御手の中にあるものです。主は、私のあかしに対して報いて下さるのであっ
て、あかしの結果に対するものではありません。私たちは商売じみて、自分たちをセール
スマンのように考えて、福音を人々に販売するものだと考えています。署名のために引か
れている点線の上に署名させなければ、その手数料はもらえないと考えているのです。私
たちのベルトの上の得点を指して（訳者注：西部開拓時代に、殺した人の数の刻み目をつ
ける風習があった）、「ほら、僕にはこんなに得点がある。」と言うのですが、隣の人
は、あなたと同じ位あかしをしたのですか、得点は全然ありませんでした。面白いこと
に、主は、ベルトにある得点にしたがって私たちを報いられないのです。私たちが忠実に
あかししたことに報いられるのです。私は１００人の人にあかししても、誰も信じないか
もしれません。一方、隣にいる人が１００人にあかしして、全員が信じたとします。けれ
ども、私たちが主の御前に出て報いを受け取るとき、私の報いは彼の報いと同じなので
す。なぜなら、私はあかしをすることに忠実であったからです。あかしから出てくる結果
は、主が私に与えられる報いと何の関係もありません。主は私たちに、主のことをあかし
する責任だけを課されます。あなたは、イエスを人々に連れて行かなければいけないだけ
であり、人々をイエスに連れて行くことはあなたの責任ではありません。これは、聖霊の



責任であり、あなたが何かできるものではありません。ですから、主はあなたに主のこと
をあかしする責任を課されます。「パウロ。あなたはあかししました。騒動になってし
まったが、パウロ、それでもあなたはわたしのことをあかししたのです。」と言われるわ
けで、あかしをすることが大事なのです。
　 けれども、主は言われました。「ローマでもあかしをしなければならない。」言い換え
れば、これでお終いではないということです。パウロはきっとがっかりしていて、「もう
宣教は終りだ、この任務はもう終りだ。僕がめちゃくちゃにしたんだ。とんでもない間違
いを犯した。異邦人を口にして、みんなを怒らせたから。僕の任務はお終いだ。」と思っ
ていたでしょう。けれども主は、「いいえ、パウロ。まだローマにも行かなければならな
いのです。」と言われました。パウロは、ローマに行くことを実際に望んでいたのです。
ローマの教会に手紙を書いた時、彼らに会いたいと望み、御霊の賜物をいくらかでも彼ら
に分けて、ともに励ましを受けたいことを語りました。（ローマ1:11、１２参照）パウロ
は、エルサレムで牢につながれて終わるという、みじめな宿命の旅を始めましたが、アカ
ヤとマケドニヤに向けて出発する前に、「私は、アカヤとマケドニヤに行って、エルサレ
ムに行き、それからローマも見たいと願っている。」と言いました。（使徒１9:21参照) パ
ウロの心にはローマで福音を宣べ伝える願いがありました。何か方法や手段があるなら、
ローマで福音を伝えることができるかもしれない（ローマ1:15参照) 、というパウロの願い
がありました。ですから、主は、「パウロ、ローマで福音を伝える願いはかなえられ
る。」という確認をされたのです。「あなたは、エルサレムでわたしのことをあかしした
ように、ローマでもあかししなければならない。」
　 さて、このことによって、状況がどんなに悲惨になっても、イエスが、「あなたはロー
マでもあかししなければならない。」と確認されたのですから、確かにローマに行ってあ
かしをするという確信が与えられます。パウロがローマに着くまでには２年以上もかかり
ました。主がみこころを私たちに示される時、私たちは、それがすぐにそれが成就しなけ
ればならない、「主が昨日語られたが、いつ始まるのか。」と思うことがあります。しか
し、パウロはカイザイヤで２年以上も牢の中にいて、政治的に利用されていました。彼ら
は、彼をただ政治的な目的で利用していたのです。支配者たちは、その場しのぎでしかパ
ウロの受け答えをしていませんでした。パウロは、ひっきりなしに提訴されたりしていま
したが、裁判をしてもらえませんでした。しかしながら、パウロはがっかりすることはな
いのです。なぜなら、自分の宣教の任務がこれでお終いではなく、ローマに行くことがわ
かっていたからです。ローマへの旅は快適な旅ではありませんでした。彼は囚人でした。
彼らがキプロスにいたときは、秋の終りに近付いていました。賢い航乗りは、冬の時節の
嵐があるので、冬の季節に地中海に入ったりしないのが一般的でした。ですから、彼らは
冬を過ごすのに格好の場所であるキプロスにいたわけです。その日は天候もよく穏やかな
風が吹いていたので、船長は、「やってみるべきだ。冬の前にロ－マに行くことができる
と思う。」と言いました。パウロは、「みなさん、それはやめた方がいいと思います。出
帆したら大きな気害があります。」と言いました。「おまえに何がわかるんだ。俺はこの
海が職場だ。おまえは天幕作りをしているだけじゃないか、おまえには分からない。」と
船長は言いました。それで、百人隊長は、出帆することに同意しました。けれども、出帆
して二日もしたら暴風が襲ってきました。１４日間、彼らは太陽を見ませんでした。彼ら
は方角がわからなくなりました。船はただ波や暴風雨や風で翻弄されていました。彼らは
ついに生きる望みを失いました。きっともうお終いだ、もうこれでは生き残れない、と。
パウロが立ち上がって言いました。「元気を出しなさい(Be of good cheer)。昨夜、私の主
で、私の仕えている神の御使いが、私の前に立って、『いのちを失う者はひとりもいな
い。船は失われるが、船にいる者はすべて救われます。』と言って、安心させてくれまし



た。なぜなら、私は、カイザルに会うことになっているからです。私は神によって信じて
います。（使徒２7:22-2５参照）」ですから、パウロは、１４日たって彼らが絶望してどう
しようもなくなっているときに、「元気を出しなさい。なぜなら、主は私のそばに立ち、
カイザルに会うことを保証されたからです。」という同じ言葉を持って彼らを励ましてい
たのです。「あなたはローマでもあかししなければならない。」
　 自分の間違いで自分の奉仕の働きは終ってしまった、これでお終いだ、と思ってしまう
ことがよくあるのではないでしょうか。サタンはこうした嘘を植え込むのが好きだと私は
思います。私たちの弱さや人間的な欠点を指摘して、「神はあなたが再び奉仕をするよう
に信用して下さるとでも思っているのか。」と言います。きっとあなたは自分を失格者と
するでしょう。牢にいた時パウロはこうした気持ちを持っていたと私は思います。彼は自
分を失格者のようにしていたのでしょう。ユダヤ人に伝えるのに失敗したのです。自分が
異邦人に召されているなどと言って間違いを犯したのです。主は言われました。「勇気を
出しなさい。まだお終いではない。パウロ。もっとしなければいけないことがある。ロー
マでもあかしをしなければならない。」
　 旧約聖書に預言者エリヤの話があります。彼は、バアルの預言者に競争を挑みました。
民の前で、バアルなのか、彼らの父祖の神か、どちらがまことの生ける神であるか証明す
るためでした。それで、それで彼らをカルメル山に連れてきて、両方とも祭壇を建てるよ
うにしました。「あなたがたはバアルのために建てなさい。私はエホバのために建てる。
いけにえを祭壇に載せるが、火をつけてはならない。火をつけていただくように神の名を
呼びなさい。火をつけられる神がまことの神であるようにする。」彼らはこの挑戦を受け
入れました。約４００人のバアルの祭司は、祭壇を建てて、バアルが火をつけていけにえ
を燃え尽くしてくださるように祈り始めました。午前中ずっと祈っていたのに何も起こり
ませんでした。それでエリヤはちょっとからかうことにしました。「あなたがたの神は寝
ているのだろう。昼寝をしているから、もっと大きな声で・・・たぶん、旅に出ているの
かもしれない。どこかで休みを取っているのだろう。もっと大きな声で呼んでみよ。」そ
れで、彼らは本当にできる限り叫びはじめ、祭壇のあたりを踊り回り、自分たちの身を傷
つけて騒ぎ立てましたが、昼が過ぎても何も起こりませんでした。エリヤは、「もう十分
だ。下がっていなさい。」と言い、さらに意地悪く「私の祭壇の回りにみぞを掘れ。」と
言いました。彼らがみぞを掘ると、「全部に水を注げ。」と言いました。彼らが水を注ぐ
と、「もっと水を！」彼らは水を注ぎ続けたので、みぞに水が満ちるほどになりました。
それでエリヤは、「主よ、彼らにあなたがまことの神であることをお示しください。」と
言いました。天から火が降って来て、いけにえと祭壇を焼き尽くし、みぞの水もなめ尽く
してしまいました。民はみな、これを見て、「エホバこそ神です。エホバこそ神です。」
と叫びました。この真っ最中に、彼は、バアルの預言者をキション川に連れて下り、
４００人をみな殺しました。次の日に、女王イゼベルが自分の預言者にエリヤが行なった
ことを聞き、誓いを立て言いました。「預言者エリヤの頭をもらわなかったら、神が私に
もこのことをさらにして下さいますように。」エリヤはこのこと、女王が彼を追っている
ことを聞くと、逃げ出しました。はるばるホレブ山まで、シナイ山の方まで逃げて、ほら
穴に隠れていました。主は、「エリヤよ。ここで何をしているのか。（列王記第一19:9) 」
と仰せられました。エリヤは言いました。「私は神に熱心に仕えました。彼らは神の預言
者をみな殺しました。ただ私だけが残りましたが、彼らはわたしを殺そうとねらっていま
す。」さて、神は彼に問題は何かと聞かれたのではありません。神は、ここで何をしてい
るのか聞かれたのです。エリヤは質問に全然答えていません。彼は神に不平をもらしただ
けです。実際は彼は何もしていなくて隠れていたのです。神にはエリヤにしてほしい仕事
があったのです。「ここで何をしているのか。」「何もしていません。」これが正直な答



えでした。でも長々と大げさにしゃべっただけです。それで神は、「ほら穴から出てきな
さい。」と仰せられました。ほら穴から出てくると、次の話をおぼえていると思います
が、そこに火がありましたが、神は火の中におられませんでした。大風がありましたが、
神は風の中におられませんでした。地震があり、その地が揺れましたが、神はそこにもお
られませんでした。それから、かすかな細い声がありました。神はこのかすかな細い声に
おられました。かすかな細い声は何だったのでしょうか。「エリヤよ。ここで何をしてい
るのか。（列王記第一19:13)」です。同じ質問です。「あなたは答えていない。答えるチャ
ンスをもう一度与えよう。ここで何をしているのか。」エリヤは、自分の働きはもう終
わってしまったと思いました。「彼らは預言者をみな殺して、私だけが残りましたが、彼
らは私を殺そうとねらっています。」自分の働きはもう終わってしまったと思ったので
す。けれども、主は仰せられました。「さあ、シリヤ（訳者注：アラムのこと）へ帰って
行け。ハザエルに油をそそいで、シリヤの新しい王とせよ。エフーに油をそそいで、イス
ラエルの王とせよ。エリシャに油をそそいで、あなたに代わる預言者とせよ。」言い換え
ると、「まだやることがある。それに着手しなさい。」ということです。ほら穴に隠れて
いる必要はありません。まだやらなければいけない事はあるのです。神の預言者や神のし
もべは、がっくりきて、絶望して、どうしようもなくなる時がよくありました。状況が全
く良くなく、パウロも感じたようなことを感じたのです。主は、再び任命されます。「パ
ウロよ。ローマでもわたしのことをあかししなければならない。まだお終いではない。あ
なたの任務は終わっていない。」
　 きっとペテロは、主を三度否定した後、自分の任務は終わってしまったと思ったと思い
ます。主がペテロを再び信用して下さることがありましょうか。彼は主を決して否定しな
いと誓ったのに、あわれにも否定しました。「主が私を信用されることはまずない。宣教
に用いられることはまずない。」けれども、主がガリラヤ湖でペテロのそばに座っておら
れた時に、「ペテロ、この人たち以上に、わたしを愛しますか。」を言われました。ペテ
ロは、「はい。主よ。私があなたを愛することは、あなたがご存じです。」と言いまし
た。「わたしの羊を飼いなさい。」これらは全て、ペテロを主の御業に再び任命なさるこ
とでした。ペテロが、このようなことはまずない、もう資格を失った、任命されるなども
うないだろう、と感じていたときに、主はそれでも彼を再び任命されるためにそこにおら
れたのです。パウロの場合も同じです。それは再び任命することでした。「パウロよ。も
うお終いではない。終わっていない。まだ仕事がある。」
　 「主が（パウロの）そばに立って、」私はこれが大好きです。お叱りになるために立た
れたのではありません。主は、「パウロよ。なんで異邦人という言葉を口にしたのだ。馬
鹿者めが。この言葉が火種をつくることはよく知っていただろうに。パウロよ、なぜその
ような事をしたのか。どうしたのか。頭を使わなかったのか。」とは言われませんでし
た。主は、お叱りになるためにそこにおられたのではありません。ペテロの場合もそうで
す。「ペテロよ、なぜそのような事をしたのか。あなたは結局座って・・・どうしてその
ような事をしたのか！」とは、決して言われませんでした。主は優しくふるまい、慰めの
ことばをかけられたのです。批判ではありませんでした。私たちはどうして、主が強烈に
批判的で、私たちが失態を行なったから私たちを叱るのを待っておられる、と考えるので
しょうか。いいえ、主は慈しまれて、あわれまれるのです。回復したいと願われているの
です。主が、「ほら、言った通りではないか。」と言われるものでもありませんでした。
主は既に前に、「エルサレムを離れなさい。彼らは、あなたの言うことを聞き入れないか
らです。（使徒２2:18参照) 」と言われました。パウロは言いました。「しかし、主よ。私
はこの者たちをよく知っています。彼らがどう考えているかわかっているのです。それ
に、・・・」「ここから離れなさい。彼らは聞かないのだ。」それで、パウロはその時は



そこを去ったのですが、また戻ってきたのです。彼らは必ず聞き入ると思っていたので
す。主は、「ほら、言った通りではないか。ほら見ろ。」とは言われなかったのです。ペ
テロもそうです。彼も反論しました。「私を殺そうとも私はあなたを否定したりいたしま
せん。」「ペテロよ。鶏が鳴く前に、わたしを知らないと言い・・・」「いいえ、他の者
はそうかもしれませんが、私はそんなことしません。」主は、「言った通りではない
か。」とは言われませんでした。主は、私たちの誤りを思い起こさせるために来られませ
ん。主は、赦し、慰め、励ますために来られるのです。私たちが行なったことを認めるた
めに来られるのです。「パウロよ。あなたはエルサレムでわたしのことをあかしした。あ
なたはやったのだ。これで終りではない。ローマでもあかしをしなければならない。まだ
仕事がある。」これが大好きです。本当に好きです。神は、もう終りだ、何も残っていな
い、と感じている落胆した奉仕者たちを優しく世話されるのです。たぶん彼らは自分の失
敗を感じているでしょう。しかしながら、主は実に恵み深く、「勇気を出しなさい。あな
たはあかししたのだ。さらにしなければならないことがある。」と言われるのです。



使徒行伝２４章（６／１６／９６）
使徒行伝２４章２５節(Acts24:25)

「正義と節制とやがて来る審判」＃８６２２
交読文：詩篇１４５篇

　 聖書通読の学びをしていますが、今週で使徒行伝２４章まで来ました。今朝は使徒行伝
２４章を開いて、２４節と２５節を見ていきたいと思います。今夜この章全体を学びま
す。「数日後、ペリクスはユダヤ人である妻ドルシラを連れて来て、パウロを呼び出し、
キリスト・イエスを信じる信仰について話を聞いた。しかし、パウロが正義と節制とやが
て来る審判とを論じたので、ペリクスは恐れを感じ、『今は帰ってもよい。おりを見て、
また呼び出そう。』と言った。」
　 ペリクスと妻ドルシラについてです。ペリクスはローマ帝国の属州ユダヤの総督でし
た。かつて彼は奴隷でした。その時までに、奴隷から総督まで立身出世した奴隷は唯一ペ
リクスだけでした。これは主に兄パルラスの影響によるものでした。パルラスとネロは親
友だったのです。それで、パルラスは弟ペリクスのために執り成しをしました。ネロはペ
リクスを属州ユダヤの支配者、総督にしました。ペリクスは２年間サマリヤの総督をして
いましたが、ネロはその範囲をユダヤ地方全土に広げました。ロ－マの歴史家タキトゥス
はペリクスについて書きましたが、ペリクスが奴隷だったということで彼を見下して、か
なり辛辣な論評をしました。「ペリクスは王の特権を奴隷の精神で行使した。」と言いま
した。ヨセフスは、このペリクスという男の腐敗について語っています。非常に腐敗した
人物でした。ペリクスは、次々と三人の王女と結婚しました。最初の王女の名前はわかっ
ていませんが、二番目の妻はアントニウスとクレオパトラの孫娘で、三番目の妻はヘロデ
大王の曾孫娘でした。ドルシラは、バプテスマのヨハネを殺したヘロデ・アンティパスの
孫娘で、ヨハネの兄弟ヤコブを殺させたヘロデ・アグリッパ一世の娘でした。ドルシラ
は、次の章に出てくるヘロデ・アグリッパ二世の姉妹でした。ペリクスは管理と統治がお
粗末だったために、最後には罷免されました。実際、兄パルラスの執り成しが再びなけれ
ば、ペリクスは処刑されていたはずでした。しかし、処刑にはならず消息をたちました。
極悪な邪悪な人でした。ペリクスがどれほど悪人であったかは、ある時に親友の一人を殺
すために殺し屋を雇ったことでもわかります。実に邪悪な人でした。彼の妻ドルシラは、
まず、エメサの王アジザス(Azisus)という名の男と結婚しました。しかし、アトマスという
名の魔術師の助けを借りたペリクスは、ドルシラを口説き、ドルシラはペリクスの三番目
の妻になりました。二人は、公然と放蕩な生活をしていました。ペリクスの名は悪と同義
語になりました。
　 それなのに、二人はパウロを呼び出し、キリスト・イエスを信じる信仰につて話を聞き
ました。「パウロが・・・論じた(reasoned)。」と書かれています。イエス・キリストの福
音の主張していることはとても理にかなっています(reasonable)。もし、立ち止まって本当
に考えてみるなら、神は、人に与えることのできる最も理にかなったことを、あなたに差
し出して下さっていることがわかります。預言者イザヤは、「『さあ、来たれ。論じ合お
う。』と主は仰られる。『たとい、あなたがたの罪が緋のように赤くても、雪のように白
くなる。（イザヤ1:18) 」と言いました。神は人に、完全で完璧な罪の赦しを差し出してお
られるのです。あなたがどのような間違いや悪を行なったとしても、神はあなたに赦しを
差し出しておられます。この赦しは、イエス・キリストによって与えられます。神はこの
方をこの世に遣わされ、この方があなたの罪やその罰をご自分の身に受け取り、あなたの
身代わりになって死なれました。神は、あなたがご自分の子イエス・キリストを信じて信
頼すれば、あなたを義と認めて、すべての罪を赦すことをお示しになりました。



　 罪の中に生きている人は、あまり合理的に考えていません。なぜなら、罪は破壊的で、
あなたの滅びを進行させているからです。罪の定義の一つは、「滅ぼすもの」であるかも
しれません。というのも、神が罪に分類されたものはみな破壊的だからです。神は一つた
りとも、まともなことを禁止されたりしません。すべて良いもの、正しいもの、尊敬すべ
きものは、神は、「行ないなさい。しなさい。」と言われます。すべて腐敗しているも
の、悪であるもの、破壊する性向を持つものは、神は、「行なってはいけない。」と言わ
れます。罪はあなたを滅ぼしています。さて、神はすぐには打たれないので、多くの人は
思い違いをしています。罪の結果は、いつも罪を犯したらすぐ見ることができるわけでは
ありません。罪の破壊的な面は、癌のようなもので、最初は見ることも感じることもでき
ませんが存在し、働きを始めているのが事実です。罪は、時が経つと現れてきます。罪を
犯し続けると、罪の破壊的な要素があらわになってきます。でも、最初は出て来ません。
最初は出てこないので、多くの人は罪を犯しても大丈夫だと思っています。罪は自分を傷
つけてはいない、苦しめていないと思うのです。罪の結果は被っていないと思っているの
です。彼らは、どういうわけか罪の破壊的な面を免れていると感じているので、思い違い
をしているのです。けれども聖書は、「思い違いをしてはいけません。神は侮られるよう
な方ではありません。人は種を蒔けば、その刈り取りもすることになります。（ガラテヤ
６:7) 」と教えています。罪はめぐりめぐって、あなたはいつの日か自分の悪の結果を体験
するのです。使徒パウロはロ－マの教会にあてた手紙の中で、「あなたは、自分は神のさ
ばきを免れるのだとでも思っているのですか。それとも、神の慈愛があなたを悔い改めに
導く時と機会を与えて下さっているのも知らないで、その豊かな慈愛と忍耐と寛容とを軽
んじているのですか。ところが、あなたは、かたくなさと悔い改めのない心のゆえに、御
怒りの日、すなわち、神の正しいさばきの現れる日の御怒りを自分のために積み上げてい
るのです。神は、ひとりひとりに、その人の行ないに従って報いをお与えになります。忍
耐をもって前を行ない、栄光と誉れと不滅のものとを求める者には、神は永遠のいのちを
与え、党派心を持ち、真理に従わないで不義に従う者には、怒りと憤りを下されるので
す。患難と苦悩とは、悪を行なうすべての者の上に下ります。（ロ－マ2:3-９の言い換え) 

」と述べました。パウロは、次のように言っているのです。「あなたは罪の結果を免れる
ことができるとでも思っているのですか。何とかしてうまく逃れることができると思って
いるのですか。あなたは思い違いをしているのですか。犠牲を払わなくても済むとでも
思っているのですか。いつの日か神は、ひとりひとりに、その人の行ないに従って報いを
お与えになります。」
　 ですから、パウロは、ペリクスとドルシラに正義を、正しい生き方をすることを論じま
した。彼らは非常に悪い人たちだったからです。彼らは公然と神の律法を無視した生き方
をしていました。ペリクスは、腐敗した政治で知られていました。それで、パウロは、ペ
リクスに正義について話をしました。神の前に正しい生き方をする、神と正しい関係の中
で生きること、仲間の人と正しい関係の中で生きること、神の望まれている生き方をす
る、神を喜ばせる事を行なうこと。これらは、正しい生き方です。正義とは、正しいこと
を行なうという意味です。あなたは神と正しい関係の中で生きていますか。神は、あなた
の人生において、他のものの全てにまさって神を第一とすることを求めておられます。こ
れを、神は正しい生き方だとおっしゃっています。他の全てのもの、どのようなものより
も、神をまず第一に求める、神を第一とすることです。あなたは、仲間の人と正しい関係
の中で生きていますか。神は、「あなたがたは互いに愛し合いなさい（ヨハネ15:1７参
照）。憎んではいけません。」と言われました。神は次のことを求めておられます。「互
いに偽ってはいけません。」「互いに盗んではいけません。」「ごまかしてはいけなせ
ん。」「他人の妻を誘惑してはいけません。」「姦淫や不品行の生活をしてはいけませ



ん。」神は、他人があなたにした悪を赦すように求めておられます。その人たちにあわれ
みを示すように、神は求めておられます。親切に、心優しく、赦すように求められていま
す。さて、ペリクスとドルシラは、これらのどれにも当てはまりませんでした。無慈悲
で、執念深く、冷酷でした。それで、パウロは彼らに正義について話しました。
　 そして、節制について話しました。これは、ほどほどにする、自制するということで
す。欲望に負けて、自分の欲にふけるのではなく、自制をして生きることです。ペリクス
とドルシラは、卑しい不節制な生活をしていました。「明日がないかのように生きる。」
という文句を聞いことがあるでしょうか。これは二人のことを説明しています。たくさん
の人のことを説明していますね。明日がないかのように生きている人が大勢います。自分
のしていることで当然差し迫る結果が、まるでないかのように生きています。煙草を吸っ
ても、心臓や肺に害を与えていることを全然考えないのです。自分は肺への害を免れるこ
とができる、肺癌や肺気腫にはならない、ひどい痛みに襲われて、一呼吸のためにあがく
ような日なんか来ないとでも思っているようです。「他人には起こっても、自分には起こ
らないさ。」と言うことで、その結果を考えもせずに喫煙しているのです。また、アルコ
－ルが脳細胞を破壊しているのを知らずに、飲酒するのです。肝臓がアルコールをそんな
にたくさん処理できるわけがなく、肝臓が破壊されていることに気づきません。いつの日
か、もはや肝臓が機能しなくなって、毒を体から排除することができなくなり、肝硬変に
なってしまうことを考えないのです。不節制をしてもいいですが、いつの日かその代償を
払わなければならないのです。免れることはできません。人々は、淫らなセックスをして
もいいと考えていますが、自分を性病にさらしている事実を考えていないのです。現在た
くさんの多数の性病が、不倫や淫らな性的関係によって感染しています。罪の中に生きて
いるのに、それによってあなたがどうなるのか、今どうなっているのか、その結末を考え
ないのは賢明ではありません。
　 パウロは、やがて来る審判を論じました。やがて清算日が来ます。いつの日か自分の過
去の精算をする時が来ます。あなたは神の御前に立ち、さばかれなければいけません。箴
言１章で、神はこのように言われます。「わたしが呼んだのに、あなたがたは拒んだ。わ
たしは手を伸べたが、顧みる者はない。あなたがたはわたしのすべての忠告を無視し、わ
たしの叱責を受け入れなかった。それで、わたしも、あなたがたが災難に会うときに笑
い、あなたがたを恐怖が襲うとき、災難がつむじ風のようにあなたがたを襲うとき、苦難
と苦悩があなたがたの上に下るとき、そのとき、彼らはわたしを呼ぶが、わたしは答えな
い。わたしを捜し求めるが、彼らはわたしを見つけることができない。なぜなら、彼らは
知識を憎み、主を恐れることを選ばず、わたしの忠告を好まず、わたしの叱責を、ことご
とく侮ったからである。それで、彼らは自分の行ないの実を食らい、自分のたくらみに飽
きるであろう。わきまえのない者の背信は自分を殺し、愚かな者の安心は自分を滅ぼす。
(1:24-32) 」「私は、自分がよいと思う時に、神と和解する。」と考えていらっしゃるな
ら、それは間違いです。「どのように生きるべきかは知っている。いつか変えようと思っ
ている。自分を滅ぼすようなことは、いつかやめようと思っている。よい生活を始めよう
とは思っている。」あなたが呼び求めるまで神は忍耐深く待っていてくださり、その時に
は神は助けてくださると考えているなら、それは大変な間違いです。神はこの箇所で、
「ご覧。あなたはわたしのことを聞かなかった。わたしが手を伸ばしたときに、あなたは
答えなかった。それで、災難の日が来て、大問題を抱えて、わたしを呼んでも、わたしは
あなたのことを聞かない。あなたに答えない。」とおっしゃっているのです。神に対して
無責任なことをするのは、恐ろしいことです。なぜなら、自分自身の運命に対して無責任
なことをしていることだからです。伝道者の書で、ソロモンは言いました。「若い男よ。
若いうちに楽しめ。若い日にあなたの心を喜ばせよ。あなたの心のおもむくまま、あなた



の目の望むままに歩め。しかし、こららすべての事において、あなたは神のさばきを受け
ることを知っておけ。(11:9-11) 」さばきを逃れることはできません。伝道者の書１２章
１４節で、ソロモンは、「神は、善であれ悪であれ、すべての隠れたことについて、すべ
てのわざをさばかれるからだ。」と語りました。
　 それでパウロは、正義と節制とやがて来る審判とを論じました。そうしたら、ペリクス
は恐れを感じはじめました。ペリクスが恐れを感じたのは、自分の生き方が間違っている
ことに気付いたからでした。彼は自分の悪を見ました。自分がどれほど悪い人であるか気
づきました。そして、恐れを感じました。当然ですが将来に恐れを感じました。ペリクス
は恐れを感じたのに、行ないを改めませんでした。罪の自覚があっても、悔い改めないこ
とは可能です。神の御霊が、あなたの前であなたを写す鏡を持っておられるかもしれませ
ん。神があなたをご覧になるように、あなたは自分を見ることができるかもしれません。
あなたは、いつもの通り薔薇色の色眼鏡で鏡を見るのではなく、神があなたをご覧になる
ように自分を見て、恐ろしくなります。そんなことをするなんて、そんな立場に立つなん
て、あなたは想像だにしなかったことです。自分の罪の自覚のために、実に恐れで身震い
することもできるのです。でも、それがあなたを救うことはできません。悔い改めて、そ
の悪から離れ、神の方に向かなければなりません。イエスがお話になった金持ちのような
人がたくさんいます。この金持ちは将来の素晴らしい計画を話していました。自分はどう
準備するとか、自分が何をするかなど話しましたが、イエスは、神は、「愚か者。おまえ
のたましいは、今夜おまえから取り去られる。（ルカ１2:20) 」と言われました。「あなた
はいろいろ計画を立て、いろいろ準備したが、あなたは愚か者だ。これでもう終りだ。今
夜あなたは死ぬ。」自分の気まぐれで来ることができると考える間違いをすることが、あ
まりにもよくあります。ペリクスは恐れを感じただけではなく、決断を先送りしました。
ペリクスは、「今は帰ってよい。おりを見て（訳者注：英語の直訳は、「もっと都合がよ
い時に」) また呼び出そう。」と言いました。しかし、もっと都合がよい時は二度と来ませ
んでした。ペリクスはほどなく罷免されました。自分の地位と、悔い改めをする機会を失
いました。正しく生きる、節制をもって生きる機会はなくなり、ペリクスは神のさばきに
会いました。
　 いつかは神との関係を正すと思っていた人が、現在どれほど地獄にいるのでしょうか。
イエス・キリストの主張を考えようと、もっと都合がよい日を待って、もっと都合がよい
時を待っていた人が、今地獄にどのくらいいるのでしょうか。聖書は、「今は救いの日で
す。(2コリント6:2)」と教えています。また、「近くにおられるうちに、主を呼び求めよ。
（イザヤ55:6参照) わざわいの日が来ないうちに、また『何の喜びもない。』と言う前に。
（伝道者の書12:1参照) 」と教えています。聖書は、「今が決断の時だ」と繰り返し警告し
ています。神のために、また永遠のために価値のある生活をする決断をするのは今です。
「もはや自分勝手な生活はしない。肉に属することや自分の欲望にふける生き方をするの
ではなく、何か永遠に価するもののために生きるのだ。自分の人生を明け渡して、イエ
ス・キリストのために生きるのだ。」と。「ええ、いつの日かそうするつもりです。は
い。いつの日かこんなことはやめます。やめますよ。自分によくないことはわかっていま
す。わかっていますよ。やめますから。」と言うのです。ああ、そうですか。いつの日か
もっと都合のよい時にですね。そう言い続けてどのくらいになりますか。もし、もっと都
合のよい時を待つのであれば、ペリクスが発見したように、その日は決して来ないことが
おわかりになるでしょう。あなたの人生をイエス・キリストにゆだねるのに、今が一番都
合がよい時なのです。



使徒行伝２５章（６／３０／９６）
使徒行伝２５章１９節(Acts25:19)

「死んでしまったのか、それとも、生きているのか」＃８６２３
交読文：詩篇１６篇

　 私たちは聖書通読の学びを続けていますが、使徒行伝２５章に来ました。今晩、使徒行
伝２５章の学びをしますが、今朝は、使徒行伝２５章１９節を見たいと思います。
　 ２４章の最後の節は、２４章に書かれている出来事が起きてから二年後に、ペリクスの
後任としてフェストが来たことを私たちに教えています。すでに言及しましたが、ペリク
スは腐敗した総督でした。とうとう腐敗が発覚して、ロ－マ帝国の上院はペリクスを罷免
しました。政府を腐敗させたためにペリクスは処刑されるはずでしたが、兄パルラスがカ
イザル・ネロの親友だったため、ペリクスのために執り成しをして、彼は助命されまし
た。フェストは、ペリクスの後任としてロ－マ帝国から派遣されました。フェストは、再
び州内にロ－マ帝国の正義を確立させました。彼は州内に入ると、その首都はカイザリヤ
だったのですが、まずエルサレムに行きました。フェストは、ユダヤ人指導者たちと知り
合いになるために、顔見せをしたかったのです。ユダヤ人指導者たちと会い、自分の信任
書を奉呈し、これから自分がユダヤにおけるロ－マ帝国の権威の代表者であることを彼ら
に知らせる、外交的な表敬訪問でした。エルサレムにおいて宗教指導者に顔見せをした際
に、彼らはパウロの問題を出しました。その時、パウロはカイザリヤの牢屋に二年間拘置
されていました。パウロが不法に拘置されていたことに、気がつかなければいけません。
罪状を特定せずにロ－マ市民を拘置することは、不法だったからです。しかし、先に言及
しましたようにペリクスは腐敗しており、ペリクスは釈放と引き換えにパウロから賄賂を
受け取りたいと願っていました。しかし、パウロはそのようなことに屈する人ではありま
せんでした。それで、彼らは依然として、カイザリヤの牢屋にいたパウロのことをフェス
トに伝えました。彼らはもうその頃までには。すでにパウロのことなど忘れてしまったと
思われるでしょうが、パウロに対する彼らの苦みは実に根深く、二年後のこの時でさえ、
パウロの問題を出してきました。それで、彼らはフェストに対しパウロをエルサレムのユ
ダヤ人の議会に送るように願いました。彼らが意図していたのは、パウロがエルサレムに
来る途中で待ち伏せし、殺害することでした。しかしフェストは、「あなたがたがカイザ
リヤに下って来なさい。そうすれば、パウロの件について私が聞こう。」と言いました。
それで彼らは、パウロを告訴するためにカイザリヤに下りました。フェストは、ある程度
中身のある訴えであろうと思っていましたが、訴えを聞いた時、彼らの訴えは中身のない
ものであることに気づきました。パウロは尾籠な訴えに対し、ただ、「私は、カイザルに
対しても、またユダヤ人の律法に対しても、何の罪も犯してはおりません。」と言って、
弁明しました。
　 それで、フェストは、「あなたはエルサレムに上り、裁判を受けるのを願うのか。」と
述べました。その時点でパウロは、「セサリアム・アペリ」と言いました。「私はカイザ
ルに上訴します。」さて、ロ－マ市民はみな、ロ－マの法廷で不当な扱いを受けたと感じ
るのであれば、最終的な処分について、カイザルに上訴する権利が付与されていました。
パウロは、自分が政治の道具に利用されていることに気付きました。つまり、ただユダヤ
人の歓心をひくだけのために、依然として牢屋につながれていたのです。パウロは、政治
の道具に利用されることに嫌気がさしていました。フェストがこの領地のことを知ってお
り、ユダヤ人の怒りをなだめるために、パウロをエルサレムに送ろうとして、パウロを引
き続き政治の道具に利用しようとしたとき、パウロは自分の裁判をカイザルに上訴すると
いうロ－マ市民の権利を行使しました。ですから、パウロが、「セサリアム・アペリ」と



言ったとき、フェストは、「セサリアム・アペレスタイ・アド・セサリアム・エビス」と
法律用語で答えました。「あなたはカイザルに上訴したのだから、カイザルのもとへ行き
なさい。」と。しかし、このことはフェストにとってはジレンマでした。それは、フェス
トが本当には、中身のない訴えがパウロになされていることを認識していたからでした。
フェストが何らかのユダヤ人の律法の問題について、フェストがここで「彼ら自身の迷信
（訳者注：英語では　their superstitionとなっていますが、新改訳では「彼ら自身の宗教」と
訳されています。) 」と言及しているものについてパウロをカイザルに送るなら、フェスト
自身はカイザルの目にはよく見られません。カイザルは、不正な取扱が、ロ－マ市民にロ
－マの法廷でなされたことに気づくかもしれません。それは、フェストの業績に汚点を残
したであろうからでした。ですから、パウロがカイザル・ネロの前に出廷する時に、訴え
の個条を書き送らなければならなかったので、何とかしてフェストはパウロに対して罪状
をでっち上げなければならなかったのです。フェストがユダヤ州の総督に着任したことを
歓迎する表敬訪問のために、アグリッパ王がフェストに会いに来ました。それは、アグ
リッパ王二世がその領土全体のを支配していたためでしたが、その時にフェストは言いま
した。「問題があるのですが。ここにもう２、３年も牢屋につながれている男がいます。
ユダヤ人らが私にそのことを訴えましたので、その一件を聞こうと言いました。中身のあ
る訴えではありませんでした。ただ、罪状を申し立てただけでした。死んでしまったイエ
スとかいうものを話しているのですが、その者がパウロは生きていると主張しているので
す。ですから、ネロのところにパウロを送る時、何か訴えの個条を書き送れるように、パ
ウロがカイザルの前に出廷する時、少なくとも中身のある訴えとなるように、この一件に
ついて話を聞いていただけないでしょうか。」アグリッパ王二世は、その一件について話
を聞くと言いました。それで、この章の残り、というか実際は次の章、・・・みなさんこ
れは来週までお楽しみになりますが・・・次の章は、アグリッパ王二世のパウロについて
の聴聞会について書いています。しかし、これが争点でした。これが核心だったのです。
つまり、死んでしまったイエスをパウロが生きていると主張していたことでした。これが
問題の核心でした。そして、現在に至まで引き続き核心となってきたことでした。という
のは、イエスは、死んでしまったか、生きているかのいずれかだからです。
　 今日たくさんの人がイエスは死んでしまったと信じています。イエスが死者から復活し
たという福音書の記述を信じないのです。この人たちにとって、空っぽの墓の話は、おと
ぎ話か、よく彼らが言うように、「クリスチャンの神話」なのです。イエスは死んでし
まったと信じている人たちは、非常に暗く希望のない世界に住んでいます。現在の真の希
望はありません。私たちのまわりの社会が崩壊するのを見るにつけ、変化をおこす真の希
望はありません。ギャングの抗争があります。性病の増加を見ます。政府の腐敗を見ま
す。状況は好転しているのではなく、どんどん悪化していることに気づきます。状況がい
つか変わるという真の希望は全くありません。私たちは、破壊の悪循環の直中にあるよう
です。私たちの道徳全般も社会全般もそうです。何もその速度を落とすことはできないよ
うに見えます。しかも、現在の希望がないだけでなく、将来の希望もありません。もし、
イエスが死んでしまったと信じるなら、あなたはただ高等に発達した動物でしかないので
す。そして、死によってすべてがお終いになります。豚のように生き、犬のように死にま
す。死ねば、それで完です。それで、お終いです。将来はありません。死者の復活はあり
ません。死んだ人は滅んだのです。しかし、希望のない結果ですが、面白いのは、数年前
にヨ－ロッパで、コペンハ－ゲンの至る所で見たホスターには、希望がない(No Hope）と
書かれていました。そして、そのポスタ－には全く絶望した顔をしている人がいました。
希望がないというのが全体の共通の感情でした。明日の希望はない。改善のための抜本的
変化の希望はない。どうしようもない状況に生活していると、絶望が生まれます。そし



て、絶望の中で生きるのは困難です。今日たくさんの人が、絶望に満ちあふれたどうしよ
うもない状況の中で生活しています。内側の奥深くにある空しさを何とか埋めることがで
きるのではないかと、新しいことを試し続けます。お金ではだめでした。セックスではだ
めでした。麻薬ではだめでした。名声ではだめでした。ですから、多くの人がマドンナの
ように、赤ちゃんがいればと感じています。それで、たくさんの人が妊娠し、子供を持て
ば充足と満足を得られるのではと考えています。でも、それもだめなのです。イエスが死
んでしまったと信じる時、どうしようもない状態の絶望を拭い去るものは何もないので
す。それだけではありません。私たちが住む世界を見回して見ますと、死後の人生がない
のであれば、人生はとても不公平で残酷だと気付きます。こんな善い人が余りに若くして
死んでしまうことを、どのように説明できますか。ひどい悪人が年をとって死ぬことを、
どのように説明できますか。恒久的な身体障害を持って子供が生まれることを、どのよう
に正当化できますか。そのようなことは、とにかく不公平なのです。もし、将来がないの
であれば、人生はとても残酷な、冷淡な、冷酷なものになります。
　 これらの人たちはイエスが死んでしまったと言っていましたが、パウロはイエスが生き
ていると主張していました。さて、パウロはかつてイエスが死んでしまったと信じていま
した。パウロは、イエスが死んでしまったと信じていた人たちといっしょにいました。そ
して、パウロは、自分自身イエスに会うまでずっとそう信じていました。イエスは、パウ
ロに話をされました。イエスにお目にかかり、話をした後、パウロは、イエスが生きてい
ると確信するようになりました。誰かを見て、誰かに会い、その人と話をするなら、それ
はその人が生きているしっかりした証拠になります。パウロの人生の中で大きな変化が起
こったことを見ることができます。余りにも変化が劇的で大きかったので、その変化をイ
エスは生きているとのパウロの確信と切り離して考えることはできません。よかれあしか
れ、パウロはイエスが生きていると信じていました。パウロがイエスは生きていると信じ
ていたので、パウロの人生に抜本的な変化をもたらしました。パウロは、キリストの敵か
らキリストの味方になりました。パウロは、イエスの迫害者から、イエスが主であると告
白する者になりました。パウロはイエスを憎む者から、イエスを愛する者になりました。
教会を憎む者から、教会を愛する者になりました。信者を苦しめる者から、キリストのた
めに自分自身が苦しむ者となりました。パウロがキリストのために受けた苦しみをすべて
見てみると、確かにパウロがイエスは生きていると信じていたと認めざるを得ません。パ
ウロは、コリント人への手紙の中で、イエス・キリストのために忍耐した苦しみの幾つか
を話しています。パウロは言いました。「ユダヤ人から四十に一つ足りないむちを受けた
ことが五度、むちで打たれたことが三度、石で打たれたことが一度、難船したことが三度
あり、一昼夜、海上を漂ったこともあります。幾度も旅をし、川の難、盗賊の難、同国民
から受ける難、異邦人から受ける難、都市の難、荒野の難、海上の難、にせ兄弟の難に会
い、労し苦しみ、たびたび眠られぬ夜を過ごし、飢え渇き、しばしば食べ物もなく、寒さ
に凍え、裸でいたこともありました。このような外から来ることのほかに、日々私に押し
かかるすべての教会への心づかいがあります。(2コリント11:24-28) 」イエスが生きている
という確信がないのであれば、誰もそのようなものを通ったりしません。キリストのため
にパウロが耐えたことは、パウロの真の信仰を確認しています。ヤコブは、「行ないのな
い信仰は死んでいるのです。（ヤコブ2:26) 」また、「あなたの行ないを私に見せて下さ
い。そうすれば、私はあなたの信仰を見せてあげましょう。（ヤコブ2:28参照) 」と言いま
した。ですからパウロを見る時、イエスが生きていると信じていたために受けた苦しみ、
耐えた苦しみを見る時、それは、彼が心から信じていたことの証拠、証明になります。イ
エスが死者からよみがえったと堅く信じていない限り、誰もそのようなものを通ったりし
ません。



　 では、もしイエスが生きているとするなら、それはどのような意味を持っているので
しょうか。まず、それは、イエスがそうであると主張されたとおり、イエスが神の御子で
あることを証明しています。神がイエスをこの世に遣わされ、罪と罪の結果から人間を贖
うために、御自身のいのちをささげて下さったことを証明しています。イエスが言われた
ように、「人の子は、失われた人を捜して救うために来たのです。（ルカ１9:10) 」つま
り、イエスを信じない人は、自分たちの罪の中で滅び、神から引き離され、永遠の地獄に
直面するという意味です。つまり、イエスを信じる人は、自分がこれまでに犯したすべて
の罪を赦してもらい、イエスとともに天の御国の栄光の中で永遠に生きるという意味で
す。この御国は、義と平安と喜びがその特徴です。基本的には、イエスが生きていると信
じている人は、今心の中に生ける望みを、より良い世界への希望を、永遠への希望を持っ
ているということです。イエスが生きていると信じない人は、この世でも、来る世でも、
希望が全くありません。
　 しかし、ここには興味深い常識からのずれがあります。それは、イエスが生きていると
信じている人で、自分の罪と罪過の中で死につつある人がたくさんいるということです。
この人たちは、イエスが生きていると信じているのですが、死んで、天国には行きませ
ん。イエスが死んでしまったと信じるよりもっと悪いのは、イエスが生きていると信じて
いるのに、あたかもイエスが死んでしまったかのように生きることです。今日、多くの人
がその場合に当たります。世論調査をして、あなたはイエスが生きていると信じますかと
いう質問をしたとすると、きっと大半の人が「はい」と肯定的に答えると思うのです。
「私はイエスが生きていると信じます。」と。しかし、この人たちの生きざまによって、
生活が、イエスは死んでしまったと証ししているのです。口では、イエスが生きていると
肯定するかもしれませんが、あたかもイエスが死んでしまったかのように生きているので
す。この人たちの信仰はまったく中身が伴っていないのです。「行ないのない信仰は死ん
でいるのです。」イエスが生きていると信じているけれども、あたかもイエスが死んでし
まったかのように生きている人は、実はイエスのことを一度も聞いたことがない人よりひ
どい状況にあるのです。「では、世界の辺境の地で、原始的な文化の中で生活し、イエ
ス・キリストの福音を一度も聞いたことのない人はどうなるのですか。この人たちは、永
遠にどうなるのですか。機会が全然なかったのに、この人たちは、神から永遠に引き離さ
れるのですか。」という質問をよく聞きます。私はこのことが気になりますが、神は義で
あり、公平であるという事実に安らぎを得ます。神がどのようにその人を取り扱われるの
かわかりませんが、その扱いは公平です。それは分かっています。神が何をなさるかはわ
かりませんが、神が取り扱われるときは、公平に取り扱われます。私が気になっているの
はそのようなことではなく、本当に気になっているのは、聞いたけれども、またイエスが
生きていると信じているとまで言ったのに、あたかもイエスが死んでしまったかのように
生きている人のことです。そのような人は、御霊に従って生きていません。神に従って歩
んでいません。生活の中で、神のことを考えたりしません。彼らの生活は、肉的な欲望に
支配されています。あたかもイエスが死んでしまったかのように生きています。
　 ペテロは、第二の書簡の中で、「義の道を知っていながら、自分に伝えられたその聖な
る命令にそむくよりは、それを知らなかったほうが、彼らにとってよかったのです。(2ペテ
ロ２:21)」と言いました。いったん真理を聞いてそれに背くより、それを聞かないほうがよ
かったのです。イエスは、ルカの福音書１２章で、ご自分が任されたしもべのひとりのこ
とを話されました。イエスはその者の奉仕に、卓越した立場を与えられました。このしも
べは実際、他のしもべを監督していたのです。そのしもべは、予期していたとき、期待し
ていたときに、主人が帰って来なかったので、「主人の帰りはまだだ。」という態度にな
り、酒に酔って、他のしもべを打ちたたき始めました。自分に与えられた信用を誤用した



のです。それでイエスは、言われました。「わたしは、思いがけない時間に帰ってきま
す。そして、不信仰な者どもと同じめに会わせます。（訳者注：新改訳で「不忠実」とい
うところは、欽定訳でunbelieverとなっています。) 」というのも、イエスは、「主人の心を
知りながら、その思いどおりに用意もせず、働きもしなかったしもべは、ひどくむち打た
れます。しかし、知らずにいたために、むち打たれるようなことをしたしもべは、打たれ
ても、少しで済みます。すべて、多く与えられた者は多く求められ、多く任された者は多
く要求されます。（ルカ１2:47-48)」と言われたからです。何年も教会に忠実に出席し、み
なさんが今日座っていらっしゃるように座り、神のみことばを聞き、「はい。イエスは生
きていると信じます。」と同意さえするのに、そう信じることによって、人生が変えられ
たり変化することがなく、あたかもまだイエスが死んでしまったかのような生活をしてい
る人がいる、イエスによって人生に何の影響も与えられず、肉に、肉的なことに従う人の
ことを知ると、心が張り裂けんばかりになります。教会出席は忠実で、神のみことばを聞
いているのにもかかわらず、この人たちが天の御国に入ることはないことを知ると、心が
痛みます。近いのですが、それでいて余りに遠いのです。イエスが死者からよみがえった
と信じているかもしれませんが、イエス・キリストの力によって、この人たちの人生が変
えられていないからです。ただ、イエスが生きていると信じるだけでは十分ではないので
す。パウロは、「すなわち、もしなたの口でイエスを主と告白し、あなたの心で神はイエ
スを死者の中からよみがえらせてくださったと信じるなら、あなたは救われるからです。
（ロ－マ10:9) 」と言いました。イエスが生きていると信じるのは半分にしかすぎず、十分
ではないのです。イエスが主であると告白し、イエス・キリストに支配していただくため
に人生をイエスにゆだねる、あなたの人生をイエスに支配していただくという、最初の半
分が必要です。神がイエスを死者からよみがえらせて下さったというあなたの信仰が、あ
なたに救いの効果をもたらすのは、イエスが実際あなたの主である時だけです。
　 会衆を見回し、みなさんの顔を見ますと、もう３０年以上も神の真理をみなさんにお分
かちすることができたことは、私にとっては喜びであり、祝福となってきました。いつの
日か、私たちは神の御座の前に立ちます。教会に人が集まっているのを見る時に、みなさ
んの顔をそこで見つけることができることを願います。みなさんの信仰がただイエスは生
きていると信じるだけではなく、あなたの生活に影響を与えるほど強い信仰であり、生け
る主と、生き生きとした関係を持って生きていかれることを願います。



使徒行伝２６章（７／７／９６）
使徒行伝２６章１８節(Acts26:18)

「福音の力」＃８６２４
交読文：詩篇７１篇

　 私たちは、使徒行伝２６章まで来ました。今夜はアナハイム・スタジアムで集会を持ち
ますので、２６章に２週間をかけます。ですから来週の日曜日にならないと、２６章の注
釈をすることはできません。ですから、みなさんは余計に一週間、使徒行伝２６章を勉強
することができます。
　 しかし今朝は、２６節の１８節に注目していただきたいのです。パウロがアグリッパ王
に、ダマスコに行く途中でイエス・キリストに遭遇したことを話していました。主がパウ
ロの人生を変えられて、彼を任命されました。それから、パウロは主から任命された事に
ついて話していますが、主は異教徒あるいは異邦人のところに行きなさいと言われ、それ
はまず最初に、「彼らの目を開」くためである、と言われた、と話しました。神が彼らの
目を開くように召されたのであれば、彼らが神の真理に対して閉じていたという想定があ
ります。それは、彼らが霊的な盲目(spiritual blindness)状態にある、ということです。実際
その通りです。イエス・キリストの知識に達していない人たちは、霊的な盲目状態にあり
ます。パウロは、コリント人に手紙を書いて、「この世の神が不信者の思いをくらませて
(blinded)、神のかたちであるキリストの栄光にかかわる福音の光を輝かせないようにしてい
るのです。(4:4) 」と言いました。つまり、パウロは、人の心がサタンによってくらまされ
ていて、イエス・キリストのところに来ることができないでいることを語っているので
す。パウロはエペソ人に、「彼らは、その知性において暗くなり、彼らのうちにある無知
と、かたくなな心(blindness of their hearts)のゆえに、神のいのちから遠く離れています。(4:

18)」と言いました。ですから、主はパウロに彼らの目を開くように命じられました。「サ
タンが、彼らに真理を見えなくした。パウロ、彼らが真理を見るように、彼らの目を開き
なさい。」と。
　 サタンの戦略の一つは、人が自分の現実の状態を見ることができなくすることです。ア
ル中の人に自分がアル中だと認めさせるには、相当の時間がかかります。本人がこの事実
を認めるずっと前から、その者の回りにいる人たちはそのことに気づいているのに、本人
は否定するのです。職場にいる人たちは、その人がかなり飲酒の問題があることがわかっ
ているのに、家族は彼が飲酒の問題があることがわかっているのに、当人は自分の問題が
見えていないのです。自分がアル中であることを否定します。止めようと思ったときには
止めることができると誓います。自分は、自制できる、と。麻薬中毒者が、自分で麻薬中
毒だと認めることはほとんどありません。自分で、「俺は、麻薬常用者だ。」とか、「私
は、麻薬中毒者だ。」と言う人には、決して会いません。ひょっとすると、やや麻薬の問
題があることは認めるかもません。しかし、どういうわけか、まだ自制できていると感じ
ているようです。けれども、事の真実は、どうしようもなく、絶望的なほどに中毒になっ
ているのです。
　 いつの日か神の御前に立ち、神に自分の罪をさばかれる事実を人々は見えないようで
す。死が終りである、という信条が一般的にあります。死んだ瞬間に、自分が存在しなく
なると信じています。けれども、そうではありません。聖書は、「人間には、一度死ぬこ
とと死後に」死が終りではないのです。「死後にさばきを受けることが定まっている（ヘ
ブル9:27) 」と教えています。いつの日か、すべての人は神の御前に立ち、自分のことを申
し開きすることになります。人々は、この事実に見えなくなっているか、忘れてしまって
いるようです。悪いことをしても、それでしおおせるとでも思って生きています。彼らは



危険に気づかず、自己満足しています。若気の放蕩をしても、後にはおさまると思ってい
ます。どういうわけか、神の御前に立てば、自分のした善行を申し立てればよいと思って
いる人たちがいます。自分が他の人に行なった、行なおうとしていた、行なうつもりでい
た善行があるのだから、神はきっと受け入れてくださると思っています。三番目の「行な
うつもりでいた」という場合が実に多いのです。「神は、それを考慮してくださるだろ
う、正しい態度と心があったのだから。やろうと思っていたのだから。いつかはやろうと
思っていたが、時間ぎれになってしまった。」と。しかし聖書には、「私たちの義はみ
な、不潔な着物のようです。（イザヤ64:6) 」と書かれています。パウロはローマ人に手紙
を書いて、「あなたは、自分は神のさばきを免れるとでも思っているのですか。(2:3) 」と
言いましたが、まさにこれは多くの人が思っていることなのです。自分のした悪い行ない
について申し開きをしなくてもよい、と思っています。
　 彼らは、新しく生まれなければ、神の国に入れない事実が見えなくなっています。すべ
ての道は神に通じる、というよう気持ちがあります。確かにそう通りです。すべての道が
ある神(a god)には通じていますが、宇宙の創造主であり私たちの主イエス・キリストの父
である永遠の神(God)に通じているわけではありません。実は、永遠の神に通じているの
は、たった一つの道しかありません。イエスは、「わたしがその道であり、真理であり、
いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはできま
せん。（ヨハネ14:6参照) 」と言われました。天の父、真の生ける神(the God)に通じている
道は、たった一つしかありません。天国への門は、人間が信じてきたものよりもずっと狭
いのです。イエスは、「いのちに至る門は小さく、その道は狭く、それを見いだす者はま
れです。（マタイ7:14) 」と言われました。天国への門は、ある人たちが考えているように
は簡単ではありません。パウロはコリント人に手紙を書いて、「あなたがたは、正しくな
い者は神の国を相続できないことを、知らないのですか。だまされてはいけません。不品
行な者、偶像を礼拝する者、姦淫をする者、男娼となる者、男色をする者、盗む者、貪欲
な者、酒に酔う者、そしる者、略奪する者はみな、神の国を相続することはできません。
(6:9-10)」と言いました。彼はガラテヤ人に手紙を書いて、「肉の行ないは明白であって、
次のようなものです。姦淫、不品行、汚れ、」これは性的に不潔なことです。「好色、偶
像崇拝、麻薬中毒、敵意、争い、そねみ、憤り、党派心、分裂、分派、ねたみ、殺人、酩
酊、飲み会、そういった類のものです。前にもあらかじめ言ったように、私は今もあらか
じめ言っておきます。こんなことをしている者たちが神の国を相続することはありませ
ん。（訳者注:5:19-21参照　 欽定訳には、新改訳のリストの他に、姦淫と殺人があります。
またチャックは、魔術を麻薬中毒に、酩酊を飲み会に言い換えています。) 」と言いまし
た。パウロは、エペソ人に手紙を書いて、「あなたがたがよく見て知っているとおり、不
品行な者や、汚れた者や、むさぼる者－－これが偶像崇拝者です。－－こういう人はだれ
も、キリストと神との御国を相続することはできません。(4:5) 」と言いました。ずいぶん
列挙されていますね。これらの中に、あなたに当てはまるものはありますか。これらの範
疇の中にあなたは当てはまりますか。私たちはすぐさま、姦淫や不品行や殺人を見て、
「私には当てはまらない。」と言いますが、憤り、争い、敵意、ねたみ、飲み会を見過ご
してしまうようです。これらのものは、義と平和と喜びの国である神の国にそぐうもので
はありません。
　 罪の中に生きている人は、実にあわれです。なぜなら彼らは、罪が自分にしていること
が見えなくなっているからです。彼らは滅びつつあるのに、その事実が見えていないので
す。罪の中に生きている人は、どこへ行くのか本当に知りません。ヨハネはこう書きまし
た。「兄弟を憎む者は、やみの中におり、やみの中を歩んでいるのであって、自分がどこ
へ行くかを知らないのです。やみが彼の目を見えなくしたからです。(1ヨハネ２:11)」本当



に多くの人が、やみの中に生きています。彼らはどこへ行くのか知りません。自分の運命
をきちんと考えていません。なぜなら、やみの中に生きているので、前方に何があるのか
見えないのです。
　 もし神の真理に対してあなたの目が開いたなら、自分についての真理に対してもあなた
の目が開きます。神を見てはじめて、聖でありきよい神の本当の幻を見て、神の恐ろしさ
を見てはじめて、自分の本当の姿を見るのです。自分を適切に評価するには、神の観点か
ら自分自身を見なければいけません。パウロは、他人と比較したら間違いを犯す、と言っ
ています(2コリント10:1２参照）。見回せば、いつも自分よりも少し悪い人を見つけること
ができるからです。「俺は、そんな悪くない。あいつは俺よりもずっと悪いことをしてい
る。自分の顔が汚いことはわかっているが、あいつの顔を見てみろよ。すごく汚い
ぜ。」「まあ、私はチャックよりもましだから。」とおっしゃるかもしれません。おそら
くあなたは正しいでしょう。けれども、私は義の基準ではないのです。イエスが、神の立
てられた義の基準なのです。それが、私たちを神が天国に受け入れて下さる基準です。イ
エスは言われました。「もしあなたがたの義が、律法学者やパリサイ人の義にまさるもの
でないなら、あなたがたは決して天の御国に、はいれません。（マタイ5:20) 」それでは誰
が救われるのか、とあなたはおっしゃるでしょう。鋭い質問です。私たちはだれも、自分
の行ないや、自分の義によって救われることはありません。そのため、神がご自分の御子
を遣わされたのです。それは、私たちの罪を取り除き、私たちの身代わりになって死んで
下さるためでした。イエスを信じ、信頼して、この方に自分を明け渡すことによって、神
は、私がキリストのように正しいと認めてくださいます。したがって、私が持っている義
は、自分の行ないや努力によって縫い合わされた不潔な着物ではなくて、イエス・キリス
トを信じることによって、神からの義を着るのです。これが、神に受け入れられる義で
す。イザヤは、次のように言いました。「ウジヤ王が死んだ年に、私は、高くあげられた
主を見た。栄光が宮に満ちた。そこで私は言った。『ああ、私にわざわいが来る。私は、
もうだめだ。私はくちびるの汚れた者で、くちびるの汚れた民の間に住んでいる。』(6:1、
５参照) 」「私は主を見た。」とあって、その次に私自身を見て、「ああ、私にわざわいが
来る。私はもうだめだ。私はくちびるの汚れた者だ。」と言うのです。ペテロが主を見た
時、「主よ。私のような者から離れてください。私は、罪深い者ですから。」と言いまし
た（マタイ5:8)。ダニエルが主の幻を見たとき、「私の尊厳はみな、破壊であった。破壊に
向いた。（訳者注:10:８の新改訳脚注参照）」と言いました。霊的に高ぶっている人、霊的
に誇っている人は、まだ主を見たことのない人なのです。霊的に何の助けもいらない、自
分自身で何とかやっていけると言う人がいますが、その人は主を見たことがないのです。
いったん主を本当に見たのなら、真理に自分の目が開いたら、盲目が除かれて主を本当に
見たら、自分自身を見て、自分が神をどうしようもなく必要としていることを見るので
す。
　 パウロは主から、異邦人のところに行くように任命されました。「パウロ、彼らの目を
開きなさい。彼らに真理をもたらしなさい。彼らを欺きから、暗やみから離れさせなさ
い。」それで、二番目の任命は、暗やみから光に立ち返らせることでした。神の国は、光
といのちの国です。現在の世界は、暗やみの世界に包まれています。パウロは、コロサイ
人に手紙を書いたとき、「光の中にある、聖徒の相続分にあずかる資格を私たちに与えて
くださった父なる神に、感謝をささげることができますように。神は、私たちを暗やみの
圧制から救い出して、御子のご支配の中に移してくださいました。(1:1２、13参照) 」と言
いました。このような暗やみに包まれている、私たちの住むこの世界に私は愕然としてい
ます。ニュースで報道される事には、信じがたいものがあります。報道されてくる、人々
がこの暗やみの世界に住んでいて行なっている事は、私に思いとは完全にかけ離れてい



て、多くの場合私の思いは、嫌悪感を覚えて拒絶反応を起こします。私がどんなに途方も
ない想像力を働かせても、親が自分の子を性的に虐待するなんて、私にはどうしても理解
できないからです。こんなことは、私の思考回路とは、完全にかけ離れています。こうい
う事を読むと、こんなことが本当にあるのかと私は愕然とするのです。私たちは、暗やみ
の世界に住んでいます。男が、別の男を愛するような暗やみの考えは、私には想像不可能
です。政府が毎年何百万人もの赤ん坊の死に同意し、この子たちの死に補助金まで出すと
は、到底私には理解できません。この同じ政府は、もしあなたが鷲の卵を潰すようなこと
があったら、重い罰金を課し、ひょっとすると禁固刑を課すかもしれないのです。政府
が、まだ生まれていない赤ちゃんよりも鷲の卵を大事にするとは、何かがおかしいので
す。極端におかしくなっています。ねずみの生命を、赤ちゃんの生命よりも大事にしてい
ます。なぜなら、もしカンガルーネズミを殺したら、重い罰金が課せられます。実は、
ミュリエッタの許可（訳者注：バイブルカレッジを開校するための許可。) を得るために、
現在郡と交渉中ですが、私たちが望んでいる許可を得たければ、カンガルーネズミを保護
するために何千ドルも徴収すると言うのです。学校のためとかのお金ではなく、誰もカン
ガルーネズミを虐待しないように巡回する人々のために、出費しなければならないので
す。神よ、助けてください。狂った、めちゃくちゃな世の中です。みなさん、世界は暗や
みの中にあります。パウロはイエスから、彼らを暗やみから光に立ち返らせるように命じ
られました。
　 聖書の中では、暗やみは悪の象徴で、光はきよさの象徴です。パウロはエペソ人に、
「あなたがたは、以前は暗やみでしたが、今は、主にあって、光となりました。光の子ど
もらしく歩みなさい。(5:8) 」と書きました。イエスは、「人々は光よりも暗やみを愛し
た。その行ないが悪かったからである。」と言われました（訳者注：ヨハネ3:19　欽定訳は
１０節から21節まで、イエスさまが言われたことになっています。) 。彼らは、暗やみが悪
を覆うと思っています。暗いので、誰も見られないと思っています。自分の外套が悪を
覆ってくれると考えていますが、そうではありません。彼らは真理が見えなくなっていま
す。あなたはきょう、暗やみの中を歩んでいるか、光の中を歩んでいるかのどちらかで
す。主はパウロに、彼らを暗やみから光に立ち返らせなければならないと言われました。
　 最後に、主はパウロに、サタンの支配から立ち返らせなければならない、と言われまし
た。あなたは以前は、サタンに支配されていました。パウロはエペソ人に手紙を書いたと
き、「そのころは、それらの罪の中にあって（暗やみにある）この世の流れに従い、空中
の権威を持つ支配者として今も不従順の子らの中に働いている霊に従って、歩んでいまし
た。(2:2) 」と言いました。世界の制度は、サタンによって治められています。世界の権力
にサタンの支配があるので、この世は暗やみの中にあるのです。あなたはかつて罪の奴隷
でした。しかし、サタンの奴隷状態からあなたを贖うために、イエスは死なれました。そ
れは、あなたを暗やみの力から解放するためです。パウロは、ローマ人に手紙を書いてこ
う言いました。「あなたがたはこのことを知らないのですか。あなたがたが自分の身をさ
さげて奴隷として服従すれば、その服従する相手の奴隷であって、あるいは罪の奴隷と
なって死に至り、従順の奴隷となって義に至るのです。神に感謝すべきことは、あなたが
たは、もとは罪の奴隷でしたが、伝えられた教えの基準に心から服従し、罪から解放され
て、義の奴隷となったのです。・・・あなたがたは、以前は自分の手足を汚れと不法の奴
隷としてささげて、不法に進みましたが、今は、その手足を義の奴隷としてささげて、聖
潔に進みなさい。罪の奴隷であった時は、あなたがたは義がありませんでした。その当
時、今ではあなたが恥じているそのようなものから、何の実も得ていません。それらのも
のの行き着く所は死です。しかし今は、罪から解放されて神の奴隷となり、あなたの得る
実は聖潔です。その行き着く所は永遠のいのちです。(6:16-22　 一部言い換え）」あなたが



たは、もとは肉の欲望の奴隷でした。私たちは自分の肉の欲望を制御することはできませ
んでした。肉の欲望が、私たちを支配していたのです。不思議なことに、ただ実験してい
るだけだ、試しているだけだと言って、戯れるように一つの罪を始める人が多いのです。
多くの場合、興奮があり、感激があり、スリルがあります。けれどもしばらくすると、罪
があなたを捕らえて、奴隷にします。止めたいと願っても、止められません。もうその罪
の奴隷になっているからです。そのことをパウロは話しているのです。あなたはかつて罪
の奴隷でしたが、今はイエスによって自由にされました。「異邦人のところに行きなさ
い。異教徒のところに行きなさい。パウロ。自由の中に生きるとはどういうことかわかる
ように、イエス・キリストにある私たちが持っているすばらしい自由とは何かわかるよう
に、彼らを罪の力から解放しなさい。（使徒２2:21参照) 」とパウロにイエスがおっしゃっ
たとき、このことを言われていたのです。
　 今日いらっしゃるみなさんの中には、私がまさに言わんとしていることが何かおわかり
の方がいらっしゃるでしょう。かつて、あなたは罪の力のもとにいて支配されていまし
た。止めようとされたのです。自分ではできる限りのことをしたのです。いろいろな提案
がなされましたが、どれも役に立ちませんでした。そして、ある日あなたはイエス・キリ
ストのところに来られました。そして、イエス・キリストがあなたを自由にしてください
ました。そして、聖書が言っているように、「子が自由にする人は、もし子があなたがた
を自由にするなら、あなたがたはほんとうに自由なのです。（ヨハネ8:36参照) 」というこ
とを発見されました。ヨハネは、「罪を行なう者、罪のうちを歩む者は、悪魔から出た者
です。悪魔は初めから罪を犯しているからです。このため、神が御子を世に遣わされまし
た。御子が悪魔のしわざを打ちこわすためです。(1ヨハネ３:8の言い換え）」と書いていま
す。あなたの生活を支配している悪魔の力を打ちこわすためです。イエスが、イエスのみ
が、暗やみの力からあなたを救い出すことがおできになります。これが、福音のすべてで
す。罪のわなに陥った人にとって、罪によって自分を滅ぼしている人にとって、これはよ
い知らせです。その時は、それが見えなくなっていますが、聖書はあなたの目を開き、真
理と、あなたについての真理と、私たちの住んでいる暗やみを見ることができるようにし
ます。聖書は、神の愛のすばらしい光を開いてくれて、何が本当なのか見えるように真理
を開いてくれます。人の目を真理に開いて、暗やみから光に立ち返らせ、サタンの力から
解放し、イエス・キリストのしもべになるようにすること、それが福音のすべてです。そ
れゆえ、ずっと前に神は私の心に語られました。私は、罪の暗やみの中で死んでいる人々
に、よい知らせをもたらすことに、自分の人生を喜んでささげました。希望もなく罪の奴
隷になっている人々に、希望があることを知らせるのです。救いはあることを知らせるの
です。イエス・キリストの御力は、彼らを縛っている鎖を壊すことができます。この方が
あなたを自由にし、義ときよさのすばらしい人生を、私たちの主とともに光のうちに歩む
人生を送るようにしてくださいます。聖書は、こう言っています。「もし神が光の中にお
られるように、私たちも光の中を歩んでいるなら、私たちは互いに交わりを保ち、イエ
ス・キリストの血はすべての罪から私たちをきよめます。(1ヨハネ１:7参照) 」神がきょ
う、イエスの御名によって、あなたの目を真理に開いてくださいますように。



使徒行伝２６章（７／１４／９６）
使徒行伝２６章１８節後半(Acts28:18b)

「福音の結果」＃８６２５
交読文：詩篇３２篇

　 先週日曜日にあったハーベスト・クルセードのため、今夜は使徒行伝２６章を学びま
す。つまり、使徒行伝２６章に２週間かけることになります。でも、とてもすばらしい章
ですから、みなさんきっと祝福を受けておられることでしょう。今夜は使徒行伝２６章を
学びますが、私たちといっしょに、創世記から黙示録まで聖書を通読し、神がどのような
方か、神の言われたことが何かを学ぶことをお勧めします。
　 今朝も１８節に注目していただきたいと思います。先週は、１８章の前半部分を学びま
した。そこで、救いと、救いの力を取り扱いました。後半部分を学びたいと思いますが、
そこで、パウロは救いの備えについて話しています。パウロは、自分が宣べ伝えている福
音を弁明するために、アグリッパ王の前に立っています。彼はアグリッパ王に、自分がダ
マスコに向かう途中で主に会ったことと、主が異邦人のところへ遣わされたことを話しま
した。それは彼らの目を開いて、暗やみから光に、サタンの力から神に立ち返らせるため
でした。救いは、罪のために盲目になっている人々の目を開く力があります。また、暗や
みの国から光の国へと、サタンの力から神へと、罪の奴隷からイエス・キリストのしもべ
へと救い出す力があります。
　 パウロは続けて、救いの備えを話しています。まず、救いは罪の赦しを備えています。
パウロは、「彼らに罪の救いを得させ」と言いました。あなたの罪に起こることは、二つ
のうちのいずれかしかありません。あなたの罪は、神に赦されるか、神にさばかれるかの
どちらかです。もしあなたの罪が赦されなかったら、罪の申し開きをするために神の御前
に立ちさばきを受けなければなりません。そして、神はもうすでに、その宣告を言い渡さ
れているのです。神は、「罪を犯す魂は死ぬ。（口語訳エゼキエル１8:20) 」と言われてい
ます。神は、「罪から来る報酬は死です。（ローマ6:23) 」と言われています。ですから、
あなたに対する罪の宣告は、もうすでに言い渡されたのです。もし罪の赦しがなければ、
あなたは自分の罪のために死に、神のさばきを受け、その刑罰は死です。パウロはローマ
の教会に、「あなたは、自分は神のさばきを免れるのだとでも思っているのですか。(2:3) 

」と聞きました。ヘブル書の著者は、興味深い質問を投げ掛けています。「私たちがこん
なにすばらしい救いをないがしろにしたばあい、どうしてのがれることができましょう。
(2:3) 」神は、ご自分の愛のゆえに、私たちに罪の赦しを与えられました。神の条件は、私
たちが神の子イエス・キリストに自分の人生を明け渡すことです。私たちがそれを行なう
ことによって、神は、私たちをご自分の子どもにし、私たちの罪をすべてきよめられま
す。罪を犯している人間に対して、罪の赦しというすばらしい申し出をして下さっていま
す。しかし、私たちがこんなにすばらしい救いをないがしろにした場合、私たちが神の申
し出を受け取らない場合、どうしてのがれることができましょう、という質問があるので
す。神のさばきからどうしてのがれることができましょう。これに対する答えは、のがれ
ることはできない、です。ヘブル書に書かれている通り、「その人には、敵対する者を焼
き尽くす、神様の激しい怒りと恐ろしい刑罰が待っているだけです。（リビングバイブル
１0:27) 」「私たちは、『復讐はわたしのすることである。』・・・と言われる方を知って
います。(10:30) 」そしてまた、「生ける神の手の中に陥ることは恐ろしいことです。(10:

31) 」神は備えをつくられ、それによって私たちは罪の赦しがあります。この備えをないが
しろにする、あるいは、拒否するなら、選択肢は一つしか残されていません。つまり、自
分の罪のためにさばかれることです。ですから、罪の赦しが自分の人生の中で最も必要な



ことであると言うことができます。
　 赦されない罪は、あなたの心を絶えず苦しめます。あなたを悩まします。詩篇の記者
が、「私の罪は、いつも私の目の前にあります。(51:3)」言ったように、それはただ、あな
たの心を絶えず苦しめます。心理学者の多くは、精神面での最大の問題は、赦されない罪
の結果、あるいは彼らの言葉では罪責複合(guilt complex)の結果であると考えています。つ
まり、神経症的な行動は、通常、無意識に罰を願望していることに由来するというもので
す。罪責感があるので、罰を受けたいと感じるのです。無意識的に非難や罰をもたらすよ
うな、神経症的な行動をつくりあげます。心理学者たちは、自我(ego)と超自我(superego)の
ことを話します。自我は、本当の自分、あからさまな自分です。超自我は、理想の自分で
す。これは、自分自身のことを描いて、もしこんな状況がつくりだされなかったら、もし
あんな状態でなかったら、本当の自分はとても親切で、優しくて、情深く、丁寧で、すば
らしい人なのだ、というものです。けれども本当の自分がいて、誰かが高速道路で前に割
り込んで来たら、怒ったりしてと、本当の自分と理想の自分がいるのです。理想の自分
は、高速道路で前に誰かが割り込んで来たら、「おやまあ、兄弟。無事故で家に帰れるよ
うにね。」と言っています。本当の自分は、クラクションを鳴らして、「（こぶしを振り
かざして）、ちゃんと見て運転しろ、ばか野郎！」と言います。本当の自分と理想の自分
の間には、いつも格差があるのです。心理学者たちは、この二つに大きな格差があると、
その人は精神障害者だと言います。理想が、自我と超自我が近くにあればあるほど、あな
たはもっと調和がとれた人なのです。さて、神は本当の自分を、私にある罪と罪責感を取
り扱われます。私に罪の赦しを与えてくださるのです。神は、私を、私の罪を赦すため
に、御子を遣わし恐ろしい代価を支払われました。御子は、私の死の宣告を受け取られま
した。私が自分の罪のために死ななくてもいいようにするため、この方は私の代わりに死
なれたのです。
　今朝私たちが読んだ詩篇の中に、ダビデは、「祝福されている(Blessed is the man)」と言
いましたが、ヘブル語の「祝福されている」は、文字通りですと、「幸いなことよ」で
す。「そのそむきを赦された人は。」ダビデは、神に対し罪を犯しました。このことが、
彼を悩ましました。彼の良心を悩ましました。彼は、毎日自分の上に神の御手が重くのし
かかっていたことを話しました。自分のうちに、うめきがあったことを話しました。夏の
ひでりのように、霊的な乾きがあることを話しました。ダビデがこの経験を表現している
ように、みなさんの中には、「（顔を両手で覆って）ああ、私にはわかる。御手が重くの
しかかって、内側が霊的にかわききっているいるように感じる。自分のしたことで、内に
混迷を感じる。」と言っている方がおられるでしょう。それは、告白されていない罪で
す。ダビデは、自分の罪を隠そうとしました。彼はさらに深みにはまり、さらに悪化しま
した。ついに神の預言者がダビデのところに来て、彼の罪を直視させました。神の預言者
が彼の罪を直視させて、ダビデが、「私は罪を犯した。」と叫ぶと、預言者は、「主はあ
なたの罪を赦してくださった。」と言いました。ダビデは座って、「幸いなことよ。その
そむきの罪を赦され、罪をおおわれた人は。」と書きました。
　 主が、「あなたの罪は赦された。」と言われるのを聞くことは、何と興奮することで
しょうか。自分の罪の過去が拭い去られたことがわかるのです。友人によってイエスのと
ころに連れてこられた人は床に運ばれてきましたが、中風と聖書で呼ばれている身体の不
自由を起こした性病にかかっていました。中風は、当時の梅毒の末期症状でした。この人
は、自分の罪のためにどうしようもない状態にあったのです。来る日も来る日も、彼は動
くこともできませんでした。自分の愚かさのため、自分の罪のため、何も自分ではできま
せんでした。彼の心が絶えず苦しんでいたのがわかりますか。来る日も来る日も床に伏せ
り、どうしようもなくなっており、彼の心は絶えず苦しんでいました。「なぜ、こんな馬



鹿なことをしたのか。なぜだ！」と、彼は悩みもだえました。友人が、彼をイエスのもと
に連れて来たとき、イエスの目を見ました。イエスはほほ笑んでおられたと思いますが、
「しっかりしなさい。あなたの罪は赦された。（マタイ9:2)」と言われました。何と麗しい
ことばでしょうか。「あなたの罪は赦された。」というイエスのみことばを聞いて、非常
に重い重荷が取り去られたのがわかりますか。姦淫の現場で、ある女が捕らえられまし
た。彼らは彼女を、イエスのところに引きずってきました。「私たちの律法は、この女を
石打にするように命じていますが、あなたは何と言われますか。」と言いました。イエス
は彼らに、「あなたがたのうちで罪のない者が、最初に彼女に石を投げなさい。」と言わ
れました。それからイエスは身をかがめて、地面に書かれました。彼らの名前と、彼らの
犯した罪を書いておられたと私は思います。彼らは、ひとりひとり出て行き、誰もいなく
なりました。イエスは身を起こして、その女を見て言われました。「あなたを罪に定める
者は、どこにいますか。」女は、「主よ、だれもいないと思います。」と言いました。イ
エスは、「わたしもあなたを罪に定めない。（ヨハネ8:11) 」彼女がどんなに喜びを感じた
かわかりますか。イエスが、「わたしはあなたを罪に定めない。」と言われたのです。十
字架の上の強盗は自分の罪のことを気づき、自分の友人がイエスに悪口を言ったとき、彼
をとがめました。彼は、「私たちは有罪なんだから、ここにいるのだ。」と認めて、「わ
れわれは、自分のしたことの報いを受けているのだ。だがこの方は、悪いことは何もしな
かったのだ。この方の悪口を言うのはやめろ。」と言い、イエスの方を向いて、「主よ。
あなたが御国に行かれたときには、私を思い出してください。」と言いました。イエス
が、「あなたはきょう、わたしとともにパラダイスにいます。（ルカ２3:43) 」と言われた
ことばを聞いたとき、喜びでその男の心は一杯になったことでしょう。「幸いなことよ。
そのそむきの罪を赦された人は。」ここにすばらしいことばがあります。「わたしもあな
たを罪に定めない。」
　 神は、私たちに救いを、罪の赦しを与えてくださいました。それは、全く無償で、あり
余るほどです。それは、イエスを受け入れる者には誰でも無償で与えられるものです。イ
エスが代価をすべてを支払われたからです。聖書は、「渇く者は来なさい。いのちの水が
ほしい者は、それをただで受けなさい。（黙示２2:17) 」と言っています。それは、あまり
に十分なので、私たちのすべての罪をおおいます。神の子イエスの血は、人のすべての罪
をきよめ、それはすべての者があずかることができるものです。場合によっては、それが
嫌な時があります。時々、実にひどい罪を犯して、とんでもない残酷なことをした人の話
を読みます。私たちは、神がその人を赦すとは考えたくありません。その人が、自分のし
た事に対して苦しんで、罰を受けるべきだと考えます。ある男が自分の小さい息子に火を
つけたことを、最近また新聞で読みました。この男は、刑務所から自分が申し訳ないと思
い、悔い改め、イエス・キリストを受け入れて、テ－プと聖書の勉強をとても楽しんでい
るとの手紙を私に書いて来ました。多くの人は、そのような事は嫌なのです。神がこの男
を赦すと考えるなんて、とてもひどい事だと考えます。大勢の人を殺したバンディ－は、
ジム・ドブソンに会いたいと言いました。ドブソン博士は、バンディ－に会うためにフロ
リダに行き、彼といっしょに祈り、バンディ－はイエス・キリストへの信仰を告白しまし
た。その告白は誠意ある真実なものだったとドブソン博士は感じました。そのことが新聞
に掲載されました。おもしろいことに、その後、編集者に投書が何通か寄せられました。
人々は、神がこんな男を赦すことに完璧に怒って、気分を害しました。こんな残酷なこと
をした奴が、天国で永遠を過ごすなんてとんでもないことだと、これらの手紙はみな怒り
に満ちていました。こんな酷いことをした者が、神に赦されるのかと思ったからです。実
を言いますと、私も嫌です。神が私よりもはるかに恵み深いことに、みなさんは感謝する
でしょう。けれども、福音が告げているのは、このことなのです。このことを聖書は告げ



ているのです。神の子イエスの血は人のすべての罪をきよめ、あなたがたの罪が緋のよう
に赤くても、雪のように白くなります（イザヤ1:18参照) 。神がすべての人に与えられた罪
の赦しは、全く無償で、あり余るほどなのです。「幸いなことよ。そのそむきの罪を赦さ
れ、罪をおおわれた人は。（詩篇３2:1)」
　 救いは、罪の赦しを備えているだけでなく、栄光に富んだ永遠の神の国の相続財産を備
えています。イエス・キリストを信じる信仰によって、私たちは、神の子どもになりまし
た。パウロは、「もし子どもであるなら、相続人でもあります。私たちはキリストとの共
同相続人です。（ローマ8:17参照) 」と言いました。私たちは、天の御国を受け継ぎます。
パウロというか、ペテロはこう言いました。「神がほめたたえられますように。神は、イ
エス・キリストが死者の中からよみがえられたことによって、私たちを新しく生まれさせ
て、生ける望みを持つようにしてくださいました。また、朽ちることも、消えて行くこと
もない資産を受け継ぐようにしてくださいました。これはあなたがたのために、天にたく
わえられているのです。(1ペテロ１:3-4参照) 」多くの場合、私たちに地上での相続財産が
与えられますが、欺きや腐敗や他の家族の者によって取られてしまうかもしれません。子
どもたちが遺産相続をめぐって争うので、残念なことに死によって家族の離反を生んでし
まうことがよくあります。貪欲によって、多くの家族が破壊されました。本来は自分たち
の物である相続財産が、奪われてしまうことが多いのです。今週、手紙をいただきまし
た。すぐに出なければならなかったので、一瞥しただけで全部は読めませんでしたが、そ
の人は私たちの教会に来ている人で、もうパラダイスへ行った公務員によって、家族の相
続財産を奪われた人でした。これは悲劇で、もうパラダイスにいる人が、公的な職務にお
いて強い政治的影響力を持っていたため、この人は自分の住んでいる町では訴訟のために
弁護士を雇うことができませんでした。その人が政治的に幅を利かせていたからです。こ
れは悲劇です。地上の相続財産をもらうことはできるかもしれませんが、腐敗して汚れて
しまうので、自分から取り去られてしまうのです。
　 けれども、天における相続財産は違います。これはあなたがたのために、天にたくわえ
られているのです。それは、イエスを信じる信仰により、神の御力によって守られていま
す(1ペテロ１:4-5参照) 。私たちには、すばらしい相続財産があります。イエスは弟子たち
に、ご自分が栄光と力を帯びて地上に戻って来て、御国を立てられるとき、その右にいる
者たちに、「さあ、わたしの父に祝福された人たち。世の初めから、あなたがたのために
備えられた御国を受け継ぎなさい。」と言うことを教えられました（マタイ25:31-34参照) 

。ダビデはこう言いました。「あなたのいつくしみは、なんと大きいことでしょう。あな
たはそれを、あなたを恐れる者のためにたくわえ、あなたに身を避ける者たちのために人
の子の前で、それを備えられました。（詩篇３1:19) 」あなたにたくわえられた神のいつく
しみは、なんと大きいことでしょう。パウロがのべているように、「目が見たことがない
もの、耳がきいたことがないもの、そして、人の心に思い浮かんだことのないもの。神を
愛する者のために、神の備えてくださったものは、みなそうである。(1コリント2:9)」ので
す。何年も前には、私たちは次のような賛美を歌いました。「この方は、幾千もの丘で家
畜を飼っておられる。すべての宝庫に富がある。この方は、川と岩と小川と輝く日と月を
持っておられる。この口で言い表せないほどのすばらしい富だが、この方は私の父だか
ら、その富はまた私のものだ。この方は、幾千もの丘で家畜を飼っておられる。確かにこ
の方は、私に心を留めておられる。」そうです、この方は私の父ですから、それは私のも
のでもあるのです。私は、神の相続者であり、キリストとの共同相続人です。光の中にい
る聖徒へのすばらしい相続分です。パウロは、「光の中にある、聖徒の相続分にあずかる
資格を私たちに与えてくださった神に、感謝をささげることができるように。（コロサイ
１:1２参照）」と言いました。



　 本当によくあることですが、人は地上での一時的な財産と天にある永遠の財産のどちら
かを選ぶ選択がありますが、一時的な財産を選ぶことがとても多いのです。そのような人
たちは実際、物質的な報酬や収得の約束を求めて、主との関係を犠牲にします。物質的に
勝ち得るため、高潔や正直を進んで妥協します。彼らは、滅んで消え去る１ドルのため
に、自分のたましいを売ります。イエスは、「自分の宝は、地上ではなくて、天にたくわ
えなさい。（マタイ6:20参照) 」と言われました。イエスは、地上の宝がどれほど朽ちやす
いものか、盗まれるかを語られています。しかし、天にある宝はとこしえのものです。
モーセは、「はかない罪の楽しみを受けるよりは、むしろ神の民とともに苦しむことを選
び取りました。彼は、キリストのゆえに受けるそしりを、エジプトの宝にまさる大きな富
と思いました。彼は永遠のものを求めていたからです。（ヘブル11:2５、26参照) 」とあり
ます。もし、パロの娘の息子と呼ばれ、エジプトの国を受け継いでいたら、それは、モー
セは１２０歳まで生きたのですから、せいぜい８０年ほどしか続かなかったでしょう。も
し私たちが、モーセを証人として裁判所に立たせることができたとして、反対尋問をし
て、「モーセ、あなたは神の民とともに苦しむために、荒野で困難と危険に耐えるため
に、エジプトの王座と宝をあきらめましたね。モーセ、それだけの価値はありました
か。」と聞きます。モーセは、３０００年間の栄光に満ちた神の国のことを証言するで
しょう。彼はきっとこう言うでしょう。「永遠の御国の宝を犠牲にして、この世の宝にし
がみつく者は愚かです。」私たちには、相続財産があります。
　 最後に、私たちは、イエス・キリストを信じる信仰によって、聖なるものとされまし
た。さて、「聖なるものとする」という言葉は、「全く神のみに用いられるために、取っ
ておく。」という意味です。私たちの人生は、神に用いられるように取っておかれていま
す。理想的には、全く神のみに用いられることです。私たちは、「私は、外国の神や、他
の宝に仕えない。」と賛美します。これがまさに聖化なのです。「外国の神や、他の宝に
仕えません。私はあなたのもので、全くあなただけのものです。私の人生は、あなたのご
計画とみこころにささげられています。」聖書は、神が七日目を聖なるものとされたこと
を語っています。神は、ご自身のために七日目を取っておかれました。この日は、神を礼
拝し神と交わるだけに用いられるためのものです。六日間は仕事や雑事をするためにあり
ますが、神との関係のために、神と時間と持つだけために、取っておかれました。聖書
は、幕屋で用いられる器が聖別されなければならないことを語っています。つまり、彼ら
が、他のもののためには用いられず、ただ神だけのために用いられることでした。それら
は、神への奉仕のために存在していたのであって、他の目的には使われていませんでし
た。幕屋そのものも聖別されました。すなわち、そこが神の民が来て神と会見する場所で
ある、ということです。劇や、政治集会のため用いられのものではなかったのです。神の
民が神を知り、神を礼拝するために取っておかれたのです。ですから、何かが全く神のみ
に取っておかれると、それは、「聖なるものとされた」と呼ばれました。神の目的のため
に取っておかれることです。さて、あなたがたは、神の目的のために、聖なるものとされ
ました。パウロはテモテにこう言いました。「俗悪なむだ話を避けなさい。ですから、自
分自身をきよめて、これらのことを離れるなら、その人は尊いことに使われる器となりま
す。すなわち、聖められたもの、主人にとって有益なものとなるのです。(2テモテ２:1６、
21参照) 」あなたの人生は、神が尊いことに使われる器となります。しかし、あなたは俗悪
なむだ話から、争いから避けなければならないのです。こういうことに入り込まないで、
全く神だけのために生きなさい、ということです。
　 今週私は、中学生たちとキャンプ場にいて、とてもすばらしい時をいっしょに過ごすこ
とができました。火曜日の夜に、キャンプ・ファイアーを囲み、私は、イエス・キリスト
にささげるとはどういうことかを話しました。イエスは、「だれでもわたしについて来た



いと思うなら、自分を捨て、日々自分の十字架を負い、そしてわたしについて来なさ
い。」と言われましたが、これがどういう意味かについて話しました。５０年ほど前の夏
期キャンプで私が１０代だったとき、私がキャンプ・ファイアーのそばで立っていたこと
を彼らに話しました。私は、イエス・キリストに自分をささげるようにとの促しを受けま
した。これは、全くこの方のためだけに生きることです。その夜に、私はこの方のために
生きるため自分をささげる決心をしました。５０年後の今、キャンプ・ファイアーのそば
に立って、私の願いが依然として主のために生きることであること、５０年前に決心した
献身を再確認したい、と言いました。それは、聖められることであり、神のご目的、神の
願い、神のご計画を達成して、全く神のだけのために生きることです。自分にとって、こ
れが人生の上で急激な変化であったことを彼らに話しました。私は医者になりたかったの
ですが、神は霊的な必要と人類の病に仕えるために私を召されたのです。でも５０年間、
神に仕えることは、ただ喜びでしかありませんでした。私は、５０年以上前に立っていま
したが、今また立っています。今夜、私は神の御前に立って、再確認します。主よ、私の
人生はあなたのものです。私は、あなたのために生きます。そして、中学生のみんなも、
主に仕える献身をしたい人は、私といっしょに立ってくださいと言いました。神は、みな
さんが医者になってほしいと願っているかもしれません。神は、他の分野で奉仕してほし
いと願われているかもしれません。それが何であれ、神が望まれている者に私はなりたい
のです。子供たちが私とともに立って、主への献身の歌を主に向かって歌いましたが、本
当にすばらしいものでした。
　 救いは、あなたの罪の赦しです。神が備えられている相続財産の希望です。しかし救い
は、神のために生きることです。イエス・キリストのしもべとして自分を取っておき、自
分の人生をささげることです。



使徒行伝２７章（７／２１／９６）
使徒行伝２７章２５節(Acts27:25)

「嵐の中でそばにおられる」＃８６２６
交読文：詩篇１０７：１－３２

　 使徒行伝も終りに近づきました。現在は、今週２７章に入っています。あと１章だけで
す。今夜は２７章を学びます。今朝は２５節に注目してください。パウロは、地中海で激
しく揺れる船の中で立ち、「ですから、皆さん。元気を出しなさい。すべて私に告げられ
た通りになると、私は神によって信じています。」と言いました。
　 ついにパウロは、ローマに行くことになりました。彼は、ローマに行きたいことをすで
に話していました。「ローマも見なければならない。（使徒１9:21) 」と言いました。ロー
マ人への手紙で、彼らのところに行きたいことを語りました。御霊の賜物をいくらかでも
あなたがたに分けるためでした(1:1１参照）。しかし、異邦人から集めた献金を届けるため
に、まずエルサレムに行かなければならないと感じていました(1コリント16:1-3参照) 。け
れども、エルサレムにいる間に捕らえられ、監禁されました。それは、実際はローマ政府
から保護を受けるための監禁でした。そこにいる間、宗教会議で弁明する機会を得まし
た。それは結局暴動になってしまったので、裁判にかけられるために、さらに束縛されま
した。２、３年が経って、自分が政治的な利得のために利用されていることを悟り、政治
的に操られていることに疲れ果てました。不正が行なわれていることを悟り、ローマ市民
の権利を行使しました。この訴訟をカイザルに上訴したのです。ついにカイザルのところ
に向かっていました。
　 ユリアスという名の百人隊長は、王朝の名士の出身でした。宮殿の護衛者の一人でし
た。パウロを安全に、ネロまで保護し送り届ける命令を受けたのです。ユリアスとパウロ
の間には、きずながすぐに出来上がりました。ユリアスは、パウロを深く尊敬しました。
それで、岸に沿って航海を始めてシドンに入港すると、ユリアスは、パウロがシドンにい
る教会に、信者に会いにいく自由を与えました。地中海の航海を続けましたが、向かい風
なので普段よりもずっとゆっくり進みました。そのため、前進するためには、間切って針
路をしばしば変えなければなりませんでした。けれども、ただ航海の時間を引き伸ばすば
かりでした。それでミラに着いた頃には、季節がだいぶ遅くなっていましたが、イタリヤ
へ行く商船を見つけました。これは、エジプトのアレキサンドリヤからの穀物を運んだ大
きな船でした。それで百人隊長は、パウロやルカやアリスタルコや、他の囚人のために乗
船を予約しました。それで、その船は、全員で２７６人の乗客と麦の積荷になりました。
そしてイタリヤへ向かい出港し、まずクレテの島に航行しました。けれども再び、向かい
風だったり風が吹いてこなかったりして、航行が非常に遅くなりました。それで、良い港
と呼ばれる入り江に着いた頃には、・・・これは港町ではなくただの入り江であり、近く
にラサヤという小さい町がありましたが、水夫が２、３ケ月滞在したいと思うような場所
ではありませんでした。冬の季節は、嵐などがあるため地中海を航海しませんでした。普
通は、冬に２、３ケ月時間をつぶす港を探しました。水夫が自分達の楽しみを得ることが
できるような、比較的大きな町が好まれました。奔放な快楽を楽しむ機会があまりないの
で、急ぎたかったのです。クレテの島のもっと先に行った所で、冬の季節をずっと楽しく
過ごせる所に着きたかったのです。けれどもパウロは言いました。「皆さん。航海はしな
いほうがいいと思います。今出帆したら、多くの困難に出会うでしょう。今航海するな
ら、多くの問題にぶつかると、私は考えます。外洋を航海する時は過ぎました。冬をここ
で過ごすべきです。」けれども船長や船主や水夫は、百人隊長に言いました。「この男
が、航海のことを知っているとでも言うのですか。私たちは、生涯海にいるのですよ。私



たちはプロの航海士です。私たちならできます。ここで冬を過ごしたくありません。向こ
うの場所の方が、ずっと快適で冬の嵐からもっと守られます。やれますよ。」朝に穏やか
な南風があると、航海には絶好の天候だということで、帆を上げて出発しました。
　 外洋に出たか出ないうちに、ものすごい暴風が吹きつけたのです。その地域では、それ
はユーラクロンと呼ばれていました。さらに北方では、「北東風」として知られていまし
た。それは、恐ろしい、北極の冬の嵐です。そして、今回のは特別に激しい暴風でした。
どこかへ入港しようとしましたが駄目でした。そのため、アフリカの方まで押しやられる
のを恐れて、帆を下げて吹き流されるままにしました。幾日も嵐に吹き流されて、太陽も
星も見えず全くの暗やみでした。２、３週たった後、もうおしまいだと思いました。生き
残る望みが絶たれようとしていました。きっと地中海に沈んで溺れ死ぬだろうと思いまし
た。航海士のすべての知識を使って、船が浮かんでいるようにしました。重量を軽くしま
した。ルカは、実際に「自分の手で船具までも投げ捨てた。」と言っています。できるだ
けのものを捨てて、荷物をあまり積まないようにして、船が水に浮いているようにしたの
です。また、船の下部を堅く縛りました。綱を巻いて、荒れに荒れた海の中で船体が壊れ
ないようにしました。今や、望みもなくなりました。船が沈むのをただ待っていただけで
した。この時点で、パウロが進み出ました。そして、この状態全体の指揮を取るような形
になりました。彼らの中に立って、こう言いました。「私の言うことに聞き入れて、出帆
しなかったらよかったのです。出帆しなかったら、今こうむっている損失をこうむらなく
て済んだのです。しかし、元気を出しなさい。いのちを失う者はひとりもありません。失
われるのは船だけです。昨夜、私の主で、私の仕えている神の御使いが、私の前に立っ
て、こう言いました。『恐れてはいけません。あなたはカイザルの前に立たなければなら
ないからです。』また、私とともにいる者はみな救い出されて、いのちを失う者はひとり
もないことを伝えられました。すべて私に告げられたとおりになると、私は神によって信
じています。（訳者注:27:21-2５参照。欽定訳では、「私の主」が「わたしはあるという
方」となっている。）」パウロは、神のみことばに信頼を置いていることを言い表しまし
た。「元気を出しなさい。私は神によって信じています。ちょうど私が告げたようになり
ます。船は難破しますが、人間のいのちはひとつも失われません。」大しけの海の中での
長い旅路で、誰も食べる気がしませんでした。最も熟練した水夫でさえ、船酔いになった
と思います。けれどもパウロは、「あなたがたは、ずっと何も食べずに過ごしています。
食事を取らなければいけません。体が衰弱しています。」と言いました。食欲がないので
食べるのは大変でしたが、パウロが食べ始めたので、一同も元気づけられ食事をとりまし
た。
　 この話から、特別なことに注目する必要があります。パウロは、全く自分が原因ではな
くて、荒れ狂った嵐の中にいました。自分で自分を危険にさらすことはしませんでした。
自分は何も間違いを犯しませんでした。実際、航行しないように警告したのです。神のし
もべが気が付くと、嵐の中にいることがよくあります。嵐は、自分が犯した過ちによるの
ではありません。恐ろしく、激しい嵐です。私たちが自分の人生をイエス・キリストにさ
さげたら、ずっと穏やかな航行になるとは、神は約束されていません。イエスに自分をさ
さげたら、穏やかな風が後ろから吹いてきてあなたの生活を漂わせ、静かな海があって航
行が安楽になる、というのではありません。いいえ、そのようにはなりません。神のしも
べは、気が付くと、荒れた海の中にいることが多々あります。運命を支配することができ
なくなり、船は嵐の中で流れに任されました。状況を自分で支配することができなくなる
ことは、自分で生活をもう管理しきれなくなることは、とても辛いことです。私たちは自
分で管理して、自分で支配できるようにしたいのです。状況があまりに厳しくなると、と
ても大変です。自分が支配できないように感じます。どうしようもないと感じます。状況



に引き回されて、自分の生活に起こっていることに何もすることができません。そのよう
なことを直面するのは非常に困難です。１４日も、太陽も星も見えないとあります。これ
もまたよくあることで、私たちは暗やみにおおわれる時があります。トンネルの最後にあ
る光を見ることができません。暗やみの中で滅び、暗やみに飲み込まれてしまうと感じる
時があります。どんな解決方法も見いだせないのです。周りが暗やみに見えました。生き
残る望みは、消え失せました。この中にも、望みを捨てようとしている人たちがいるで
しょう。解決方法を見出だせないのです。状況を動かすことができなくなっています。も
うこれで終りだと思っているのです。
　 嵐の中で、主がパウロとともにおられたことに注意してください。主は、嵐から彼を救
い出されませんでしたが、嵐の中にともにおられたのです。他に自由に選択できるものが
あったら、できれば嵐に全く遭いたくはないでしょう。けれども、そのようにはならない
のです。イエスは、私たちが嵐に遭わないとは約束されていません。むしろ、嵐がありま
す、と約束されているのです。こう言われました。「わたしのために、迫害されたり、の
のしられたり、ありもしないことで悪口雑言を言われたりするとき、あなたがたは幸いで
す。喜びなさい。喜びおどりなさい。天においてあなたがたの報いは大きいのだから。
（マタイ5:11-1２参照）」イエスは弟子たちに言われました。「彼らはわたしを拒むのな
ら、あなたがたをも拒みます。しもべはその主人にまさるものではありません。（ヨハネ
15:1８、20参照) 」イエスは言われました。「あなたがたは、世にあっては患難がありま
す。（ヨハネ16:33)」しかし主は、「わたしは決してあなたを離れず、また、あなたを捨て
ない。（ヘブル13:5) 」と言われました。嵐の中でさえ主がともにおられるという約束は、
とても励ましになります。パウロは言いました。「昨夜、主が私の前に立っていました。
（使徒２7:23参照) 」嵐の直中に、主がパウロの前に立っておられました。興味深いことで
すが、主は何回かパウロに現れましたが、それはだいたい暗やみの時でした。パウロへの
主のことばは、たいてい「元気を出しなさい(cheer up)。恐れてはいけません。」でした。
つまり、パウロはがっくりきていたのです。それに、状況から来る不安や恐れもありまし
た。パウロはエルサレムにいた時、自分がキリスト教へ回心した証を伝えていたのに、と
てもがっかりするような経験をしました。その夜、牢の中で座っていると、主が来られ
て、「パウロ、勇気を出しなさい(cheer up)。あなたは、エルサレムでわたしのことをあか
ししたように、ローマでもあかしをしなければならない。パウロ、あなたはローマに行く
のです。」と言われました。自分の宣教はもう終りだ、これでおしまいだ、もう駄目だ、
というような時はいつも、主は、パウロのところに来られて、パウロを励まし、さらに任
務を与えられました。ですからここにおいても、もうおしまいで、もう駄目で、もう今度
は無理だ、と思うような時に、主は彼のそばに立たれて、「元気を出しなさい。パウロ。
あなたはカイザルの前で、わたしのことをあかしします。まだ、終りではありません。」
と言われました。主の働きの任務を、さらに与えられたのです。面白いことに、パウロは
主のみことばを受け取ってから、それを船にいる者たちに伝達したことです。こう言いま
した。「元気を出しなさい。いのちを失う者はひとりもありません。」「あなたはカイザ
ルの前に立ちます。あなたは生き残ります。」イエスは言われました。「あなたは必ず
(must)、カイザルの前に立ちます。」「必ず」なのです。
　 この話の中に、二番目の「必ず」があります。「私たちは必ず、どこかの島に打ち上げ
られます。(27:26) 」とあります。島だったらどこでも(any)、ということではなく、どこか
の(acertain)島に打ち上げられる、と言っています。このことから、船が嵐に翻弄されたけれ
ども、実は神に導かれていたことがわかります。海の嵐と風のなすがままにされていると
思っていましたが、実際は神がおられて、船をどこかの島に導かれていたのです。神は御
手を置かれて、船を導かれていたのです。この島は、神がパウロに大きな宣教の機会を与



えられるところでした。嵐や試練の目的が見えない時が、実に多くあります。この状況か
ら、何か良いものが出てくることがあろうか、と考えてしまいます。なぜこんなことを神
が許されるのか。嵐の中でさえ、神の御手が自分の生活を導いていることを見ることがで
きません。神は、ご自分の目的と計画を達成されようとしている最中なのです。「私たち
は必ず、どこかの島に打ち上げられます。」この嵐の目的が、次の章になるまで明らかに
されないことは、とても興味深いと思います。生活の中の辛い経験において、神の目的
は、次の章になるまで理解できない時がたくさんあります。嵐が自分のいのちを脅かして
いるような章にいるとき、先が見えなくて、何が襲って来るのかわからないときに、それ
は、私たちをささえる神のみことばを信じて、信頼する章なのです。「すべて私に告げた
とおりになると、私は神によって信じています。」神のみことばを信じることが支えとな
り、神が達成されようとしているすばらしい計画をまだ見なくても、神がパウロのために
計画された次の章は、全くすばらしく、すごいのです。マルタと呼ばれる島に漂着したの
です。神は、この島の住民をパウロに与えようとされています。パウロが、福音を伝え
て、数百の人が新たに生まれ、神の力が現れると福音に応答しました。マルタの島は、震
撼しました。パウロはこのことをまだ知りません。彼はただカイザルに会い、その前に島
に、どこかの島に打ち上げられることしか知りませんでした。けれども、神は永遠の目的
を、パウロが全く知らなかったすばらしい計画を実行されようとしていたのです。
　 今嵐の中を通っている人たちは、元気を出してください。光を見ることができないとこ
ろに、いらっしゃるのでしょう。暗やみの中に、将来がわからないところに入り込んでし
まった、とお思いでしょう。あなたの道を主にゆだねると、主がその道を導かれます。人
生にあるすばらしい目的を、神は実行され、達成されます。人生の次の章は、とてもすば
らしいものになります。神の御働きを見るとき、突如として理解できるようになります。
「ああ、そうだ。あなたはこのことを行なっておられたのですね。なるほど、わかりまし
た。主よ。」来週、使徒行伝の学びの中で、その章に行きます。嵐の結果は、すばらしい
のです。神が、さらにすばらしい宣教へと導かれました。
　 後にパウロは実際にローマに着き、カイザルの前で法廷に立つとき、独房からピリピに
ある教会に手紙を書きました。基本的に、パウロは、自分が牢にいるときに彼らが送って
くれた援助に感謝の意を表したかったのです。けれども、「私の身に起こったことが、か
えって福音を前進させることになったのを知ってもらいたいと思います。わたしがキリス
トのゆえに投獄されている、ということは、総督官邸に明らかになり(1:1２、13参照) 」と
言いました。カイザルの官邸全体に、キリストについて、このキリストのしもべについ
て、うわさが飛び交っていました。ユリアスがこのうわさを言い広めたに違いありませ
ん。このローマの百人隊長が、暗やみのときに勇気を持って力強く、パウロが立ち、人々
を元気づけ、事態の指揮を取ったのを見ていました。パウロが、船の中で命令を出し始め
ました。「みんな、食事を取りなさい。私たちは浅瀬に乗り上げますが、だれも被害をこ
うむりません。みな大丈夫です。」水夫の一部が、錨をおろすふりをして、救命ボートを
降ろして逃げようとしましたが、パウロは、「あの人たちが船にとどまっていなければ、
あなたがたも助かりません。」と言いました。それで、救命ボートの綱を断ち切って、そ
のまま流れるのに任せました。夜が明けると、小さな入り江が目に留まりました。そこに
船を乗り入れようとしました。帆を上げて、この入り江に近づこうとしましたが、浅瀬に
乗り上げてしまいました。波に打たれて船が破れ始めました。泳げる者は岸まで泳ぐよう
に命じました。サーフィンの最初の記述がこの章の最後の方にあります。サーフィンに熱
中している人たち、これは聖書的なのです。４４節に、「残りの者は、板切れや」とあり
ます。なるほど！「その他の、船にある物につかまっていくように命じた。こうして、彼
らはみな、無事に陸に上がった。」ユリアスは、パウロのすることを見ていました。激し



いプレッシャーの中で、全ての者が生き残る望みを捨てようとしていたときに、パウロが
立ち上がり、主が自分に語ったことを話すのを見ました。それから、数百の者が来始め、
パウロが福音を、イエス・キリストの知らせを話すのを聞くのを見ました。パウロによっ
て行なわれた多くの奇蹟を見ました。それで、カイザルの家系にいる者も、信者になりま
した。ですからパウロは、「私の身に起こったことが、かえって福音の前進させることに
なったのです。」と言いました。
　 一時的な困難によって、嵐によって、神が私たちの中で働かれることが実に多いので
す。後にパウロは、コリント人へ手紙を書きました。「すべての慰めの神が、私たちが苦
難を受けたときに、自分自身が受けた慰めによって、あなたがたを慰めてくださいます。
もし私たちが苦しみに会うなら、それはあなたがたのためです。私たちが神の助けを得
て、あなたがたを励ますことができます。なぜなら、私たちも苦しみに会ったからです。(2

コリント1:3-６参照）」神はパウロに嵐を許されました。それは、パウロが嵐の中にいる
人々を励ますためでした。奉仕に携わっている人にとって（訳者注：ここでは、牧師や他
の指導者のことを指している。) 、すべてが安全な航行だと思わないでください。私たちに
も、嵐はあります。神は、私たちが嵐に会うのを許されます。それは、神に依り頼むため
です。神はよく、私たちが神に寄り掛かるために、それは、地上からの支援を取り除けら
れます。嵐の中でさえご自分が真実であることを示すためで、他の人が来て、問題に直面
したとき、暗やみに圧倒されたとき、私たちはこの人たちを、私たちが似たようなことを
経験したときに受けた慰めによって、慰めることができるのです。そうです、神は働かれ
ており、私たちの人生に、とこしえの計画を実行されています。時には、私たちの注意を
引いて神が働くことができるように、嵐が必要になります。それは、神がさらに私たちを
通して働かれるために、私たちを整え、用意させるためです。この中に、今嵐に会ってい
る人がいらっしゃるでしょう。元気を出してください。主はともにおられます。「わたし
は決してあなたを離れず、あなたを見捨てない。」と言われます。



使徒行伝２８章（７／２８／９６）
使徒行伝２８章２３－２７節(Acts28:23-27)

「イエスについて説得する」＃８６２７
交読文：詩篇１１８篇

　 使徒行伝の最後の章まで来ました。初代教会史の最後の章まで来ました。１章に戻りま
すと、イエスは弟子たちに、「聖霊があなたがたの上に臨まれるとき、あなたがたは力を
受けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、および地の果てにまで、私の
証人となります。(1:8) 」それで使徒行伝を見てきましたが、エルサレムでイエスについて
の証言を見ました。それから、これがユダヤに広まったのを見ました。それから、ピリポ
がサマリヤに行きイエスを宣べ伝え、証言がサマリヤまで広まったのを見ました。それか
ら、パウロによって、福音が地の果てにまで伝えられたのを見ます。ですから使徒行伝
は、１章にあるイエスの預言の成就なのです。パウロは、今ローマにいます。そこは、当
時の世界の文化の中心地でした。ローマにいる人々に福音を宣べ伝えていました。つま
り、地の果てのような所でした。パウロは、もう既にローマの教会に手紙を書いていまし
た。実際これは、私たちが来週から読み始める手紙です。みなさんへの宿題は、ローマ人
への手紙１章です。私は、ローマ人への手紙の学びを楽しみにしています。「ローマ書
は、どんな会衆にも大変革を起こす。」と言う、大学の教授がいました。ですから、向こ
う１２週間で、大変革が起こるはずです。神の御霊が、私たちの人生を変えてくださるで
しょう。数年前に、真の大変革が必要だった教会があったので、この教授が正しいかどう
かを調べるために、ローマ書を教えることに決めました。ローマ書を教えていますと、私
自身が大変革を経験しました。すばらしい神の恵みを見ることができ、ローマ書によって
私のクリスチャン生活に大変革が起こりました。パウロはローマにいましたが、もう既に
ローマ人に手紙を書いていました。その手紙の中で、ローマに行って福音を宣べ伝えたい
願いを言い表しました。「私はイエス・キリストの福音を恥とは思いません。福音は、ユ
ダヤ人をはじめギリシャ人にも、信じるすべての人にとって、救いを得させる神の力で
す。(1:1６参照）」と言いました。ですからここ２８章で、パウロがローマにいて、福音を
ユダヤ人に宣べ伝えているのを見ます。
　 パウロがローマに到着したとき、自分の家を借りることが許されました。２４時間鎖で
ローマの番兵につながれて、家の中で監禁されていました。けれども、少なくとも自分だ
けの家に住んでいたのです。ユダヤ人の共同体の指導者たちを、自分の家に呼び集めまし
た。カイザルの前に出る目的が、ユダヤの国やその民を告発するのではないことを話した
かったのです。このことが目的ではないことを説得しましたが、彼らはこう言いました。
「あなたの裁判について、わたしたちは何の知らせも受けていません。何が起こったの
か、私たちは耳にしておりません。このことについては、私たちは何も知らないのです。
けれども、教えてください。彼らが至るところで話しているこの宗派について、あなたは
どうお考えになっていますか。(28:21-2２参照）」おおっ、これはいいチャンスです。彼ら
はパウロに、ユダヤ人の信仰の新しい宗派について、メシヤであるイエス・キリストにつ
いて話して欲しいと呼びかけたのですから。そこで、彼らは日を定めて、みながパウロの
宿にやって来ました。パウロは彼らに、この新しい宗派について知っていることを話しま
した。この宗派のユダヤ人たちは、イエスが事実メシヤであることを確信していたので
す。パウロが、ローマで福音を宣べ伝えたい願いは、いま実現しました。
　 この、ローマで福音を宣べ伝えたい願いが、神から来たことは間違いありません。興味
深いことに、主は、何か願いを私たちの心に置いてくださることによって、私たちを導か
れることがよくあります。神は言われました。「わたしの律法を石の板ではなく、彼らの



肉の心に書くときが来る。（エゼキエル36:2６参照）」この意味は、神があなたの心に、あ
なたのためにご自分のみこころと願いを置かれるということです。ローマに行って福音を
宣べ伝えたいという願いは、主によってパウロの心に置かれたのです。聖書は、「主をお
のれの喜びとせよ。主はあなたの心の願いをかなえてくださる。（詩篇３7:5)」と言ってい
ます。つまり、主を自分の喜びとすれば、主がご自分の願いを植えて下さるということで
す。もし主を自分の喜びとしないのなら、この通りにはなりません。「俺には願いがある
から、これが主のみこころだろう。」と言わないでください。そんな馬鹿なことはありま
せん。そのようなことはありません。自分が主にささげ、主を自分の喜びとするなら、そ
の時のみ、あなたの肉の心にご自分の律法を書いてくださるのです。ご自分の願いを置か
れるのです。それで、「あなたのみこころを行なうことが、私の喜びです。」と言うこと
ができるのです。なぜなら、それがあなたの願いだからです。神は、あなたが神を自分の
喜びにしているので、その願いをかなえてくださっているのです。
　 それで、２３節には次のようにあります。「そこで、彼らは日を定めて、さらに大ぜい
でパウロの宿にやってきた。彼は朝から晩まで語り続けた。神の国のことをあかしし、ま
た、モーセの律法と預言者たちの書によって、イエスのことについて彼らを説得しようと
した。」ああ、自分がそこにいることができたらと思います。一日中、使徒パウロと朝か
ら晩までいっしょにいることができればと。聖書についての実用的な知識に満ちていたこ
のきわだった男が、聖書を手にして座っていたのです。モーセの書を、律法をずっと見て
いきました。預言者たちの書をずっと見ていきました。そして、モーセや預言者がメシヤ
を預言して、イエスを証言していることを示していきました。自分がメシヤと主張するど
んな者にも要求される多くの条件を、イエスがどのように満たしていったかを示していき
ました。ですから、彼ら自身の聖書から、モーセの律法と預言書から、イエスのことにつ
いて彼らを説得しようとしました。
　 イエスが約束のメシヤであり、神の子であり、世の救い主である最も強力な証拠は、律
法と預言書にある多くの予言を、メシヤについての条件を成就された事実にあると私は思
います。この預言の成就は、聖書の他の宗教の経典との違いをはっきりさせます。イエス
が多くの預言を成就されたことは、他の宗教の指導者とも違いをはっきりさせます。孔
子、仏陀、モハメッドのうち誰も、この書物が自分がこうなり、こうすると言っていたこ
とを自分はここで成就している、と言うことはできませんでした。彼らの到来を前触れ
し、その生涯の出来事を語っているようなものは、何もありませんでした。けれどもイエ
スは、「あなたがたは、聖書の中にいのちがあると思うので、聖書を調べています。その
聖書が、わたしについて証言しているのです。（ヨハネ5:39参照) 」と言うことがおできに
なりました。「さあ、わたしは来ました。聖書にある巻に、わたしについてしるされてい
るとおり、神よ、あなたのみこころを行なうために。（ヘブル10:7) 」とイエスは言うこと
ができたのです。その誕生、生涯、死、埋葬、復活などについて、イエスは、旧約聖書に
ある、３００以上のメシヤであることの条件を満たされたのです。合成確率の数学の法則
を用いると、これら３００の条件すべてををひとりの人が満たすことは、数学的に不可能
です（訳者注：これは、数値として出てこないほど、確率が低いことを言っているのだと
思います。）。他のどんな者も、自分がメシヤであることを主張するのは数学的に不可能
です。イエスのみが、この主張をすることがおできになるのです。エルサレムを再建せ
よ、再興せよという命令が出てから約４５０年後に、ひとりの息子を生んだ処女がベツレ
ヘムに、何人いたと思われますか。紀元前４４５年３月１４日の再建の預言が与えられて
ちょうど４８３年後に、エルサレムへろばに乗って、自分がメシヤであると主張する人は
どのくらいいると思われますか。今日読んだ詩篇の中の、「家を建てる者たちの捨てた
石。(118:22)」は、彼らはイエスをメシヤではないと拒んだことで成就しました。イエスは



ご自分を示されましたが、彼らは拒みました。イザヤは、「彼はさげすまれ、人々からの
け者にされ、悲しみの人で病を知っている。（イザヤ53:3) 」と言いました。メシヤについ
てのダニエルの預言では、彼は、御国を受け継ぐことなく「油注がれた者は断たれ」るこ
とを話しました(9:26)。ですから、メシヤについての予言はすべて、・・・私たちが今朝読
んだ詩篇１１８篇の中には、「家を建てる者たちの捨てた石。それが礎の石となった。」
とありましたが、読み進めると、実にこの方の勝利の入城の日について語っています。
「これは、主が設けられた日である。この日を楽しみ喜ぼう。・・・どうぞ救ってくださ
い。・・・主の御名によって来る人に、祝福があるように。」ヘブル語の「どうぞ救って
ください。」は、ホサナです。イエスが勝利の入城をされたときに、弟子たちが、「ホサ
ナ、ホサナ。祝福あれ。主の御名によって来られる王に。（マタイ21:9等参照）」と叫んだ
のをおぼえていらっしゃるでしょう。イエスは完全に成就されたのです。ゼカリヤの預言
でもそうです。「大いに喜べ。エルサレムの娘よ。見よ。あなたの王があなたのところに
来られる。この方はへりくだり、ろばに乗られる。（ゼカリヤ９:9参照) 」イエスは、ダニ
エルの預言のメシヤが来ると約束されたまさにその日に、ろばに乗って来られたのです。
聖書を調べると、メシヤに関して３００の条件をイエスが成就されたことがわかります。
これについて、偶然に起こった要素を計算するなら、数学的に不可能な数字になります。
世の宗教の指導者すべての中で、イエスは無比の存在です。
　 パウロはコリント人へ手紙を書きました。「私があなたがたに宣べ伝えた福音です。イ
エスは、聖書の示すとおりに、死なれたこと、また、葬られたこと、また、聖書に従っ
て、三日目によみがえられたこと、(1コリント15:3-4参照) 」パウロがコリント人に宣べ伝
えた福音は、もちろんこの日にローマ人に宣べ伝えた福音と同じものです。パウロは福音
を伝えて、イエスについて彼らを説得して、律法と預言者たちの書を見せて、イエスがこ
れらの予言を成就されたことを示しました。聖書に従って、イエスが私たちの罪のために
死なれたことを示しました。聖書に従って、イエスがよみがえられたこと、葬られたこと
を示しました。聖書に従って、イエスが死者の中からよみがえられたことを示しました。
詩篇２２篇やイザヤ５３章や、メシヤの死について語っている他の聖書の箇所を見せたの
でしょう。イエスが葬られたことを、イザヤ５３章を使って見せたのでしょう。詩篇を
使ってイエスの復活を示したのでしょう。「あなたは、私のたましいをハデスに捨ててお
かず、あなたの聖者が朽ち果てるのをお許しにならないからである。（使徒２:2６から引
用）」イエスがメシヤであることを、彼らに示したのです。彼らを説得しました。心を開
いた人になら誰でも、神がイスラエルの民に遣わされるメシヤについて、イエスが旧約聖
書の中についてのこれら預言の成就であることを説得することはできました。
　 パウロが伝えた結果は、次の節にあります。「ある人々は彼の語る事を信じたが、ある
人々は信じようとしなかった。」これは、いつも起こる事です。人々は、神の真理を聞き
ます。隣り合わせの場所に座って、同じメッセージに、同じ真理にさらされていても、あ
る人々は信じて、ある人々は信じないことがありえるのです。自分の罪を赦されて立ち
去った人がいました。また、依然として自分の罪の下にあって、立ち去った人もいまし
た。永遠のいのちに入り、神からの賜物を受け取った人もいました。永遠のいのちを得ず
に去っていった人もいました。聖書は、「この方を受け入れた人々、すなわち、その名を
信じた人々には、神の子どもとされる特権をお与えになった。（ヨハネ1:12) 」と言いまし
た。このことは、信じるとは、実は選択の問題であることを指し示しています。私たちは
個々の人であって、選択の能力があります。それで、イエスがメシヤであることを、提示
された証拠に従って信じることを選ぶのです。圧倒的な量の証拠があります。それで、信
じることを選ぶのです。あるいは、信じないことを選びます。拒みます。面白いことにイ
エスは、「わたしが行なっているわざそのものが、わたしについて証言しているのです。



（ヨハネ5:36参照) 」と言われました。ピリポがイエスに、「私たちに父を見せてくださ
い。そうすれば満足します。（ヨハネ14:8) 」と言いましたが、イエスはこう言われまし
た。「こんなに長い間あなたがたといっしょにいるのに、あなたはわたしを見なかったの
ですか。わたしを見た者は、父を見たことがわからないのですか。どうしてあなたは、
『私たちに父を見せてください。』と言うのですか。わたしが父におり、父がわたしにお
られるとわたしが言うのを信じなさい。さもなければ、わざによって信じなさい。（ヨハ
ネ14:9、１１参照）」けれどもヨハネは１２章で、人々がこの御業を見ているのになぜ信じ
ないのか、その混乱を語っています。すばらしい御業を見ていたのに、多くは信じません
でした。ヨハネは、彼らが信じなかったことを、イザヤの預言の成就だと見ています。
「主は彼らの目を盲目にされた。また耳を遠くされた。それは、彼らが目で見、その耳で
聞き、回心することがないためである。(12:40参照) 」
　 さて、ここでパウロは、彼らが信じないことを見ています。すべての預言がありました
し、証拠がありました。イエスの御わざが、この方が超自然的な方であること、神の御子
であること、メシヤであることの証拠でした。病人をいやし、盲人の目を開け、死人を生
き返らせましたが、これらすべてが証拠です。事実、ユダヤ人の指導者の一人がイエスの
ところに来て、こう言いました。「私たちは、あなたが神から来られたことを知っていま
す。あなたがなさるこのようなしるしは、だれも行なうことができません。（ヨハネ3:２参
照）」神がともににおられるのでなければ、こうようなことを行なうのは不可能です、
と。ですから、心を正直にしている人には、それを認めることができたのです。この証拠
を見たら、神の力がその者に宿っていなければ誰もこんなことはできないと、わかるはず
です。さて、パウロが提示した証拠をこれらの人々は見ました。パウロは聖書から彼らを
説得して、イエスがメシヤであることを、実に聖書の中から証明しました。ある人々は信
じましたが、ある人々は信じようとしませんでした。同じメッセージから、それを聞くい
ろいろな人々の反応が様々に出て来ます。
　 イエスは、神の国は蒔かれた種のようであると言われました。道ばたに落ちた種があ
り、別の種が岩地に落ち、別の種がいばらの中に落ち、別の種は良い地に落ち、実を結
び、３０倍、６０倍、１００倍になりました。イエスは、種が神のみことばであると言わ
れました。いろいろな地は、さまざまな人々にみことばがどのように受け入れられるかを
表しました。農夫が、種を散布しています。種の幾つかは道ばたに落ち、農夫の後ろに鳥
がいて、道ばたに落ちた種を摘みとってしまいます。種が落ちるとすぐに食べてしまいま
す。風が吹いて、種の中には岩地に落ちるものもあります。これは多くの場合、くぼみが
１から２インチ（訳者注:2.5から５センチ) の深さの土で埋まっている平たい石です。風が
吹いて、別の種はいばらの中に落ちます。それから、多くの種は耕やされた土に落ちま
す。農夫によって耕された肥沃な土にです。イエスは、種が神のみことばであり、人々が
これをいろいろな受け入れ方で受け入れることを言われました。ある人々は、みことばを
聞いてもまったく影響されず、心にしみ込むことはありません。農夫の前から２、３歩幅
の所で去ってしまいます。これは、完全な無感覚状態です。神に属する事について、心が
かたくなになっています。みことばを聞くことさえしません。みことばが土の薄い岩地に
落ちるような人々もいます。「ほう、これはすばらしい。」と外面的には受け入れます
が、それ以上行くことはありません。深さがないのです。そして勿論、多くの人は、いば
らの中に種を蒔くのと似ています。種は成長するのですが、いばらも伸びて、それをふさ
いでしまいます。みことばが実を結びません。イエスは、神のみことばが心に植えられて
も、世の心づかいや、富の惑わし、その他のいろいろな欲望がはいり込んで、神との関係
をふさいでしまい、実を結ばないと言われました。けれども、良い地に落ちたものは、実
を結び、３０倍、６０倍、１００倍になった、と言われました。



　 とても面白いと思う事があります。主が、みことばを種にたとえておられることです。
というのは、種はＤＮＡを包んでいるからです。この小さい種の中に情報が暗号化されて
いて、正しい地、正しい条件の中に置かれれば、この種は、植物、木、いろいろな色を
もった花を生むのです。すべての暗号が、この小さい種に指定されているのです。とても
面白いですね。牧師会議がヘルモン山のことろで行なわれたとき、私は巨大なレッドウッ
ド（訳者注：赤色木材の採れる各種の木）のところにいました。私と幾人かの牧師は、
レッドウッドの森林の中に入りました。それは巨大な木々でした。その中には、樹齢が
２０００年のもあります。この巨大な木々を見ていると、地面に小さな種のさやを見つけ
て、それを拾い、この巨大なレッドウッドの種を振って出してみました。私の手のひら
に、とてもとても小さい焦げ茶色の種がありました。私は同僚に、手のひらの種を見せて
こう言いました。「ＤＮＡがこの種の中に暗号化されていて、今見ている、あの巨大な
レッドウッドの木に関する情報がすべてあるのがわかりますか。」この小さな種に、巨大
なレッドウッドを造るすべての情報があるのです。面白いことに、この巨大なレッドウッ
ドの一つを見ると、枝が出て、木の幹と平行に伸びているを見ました。巨大な枝で、実に
二つ目の幹を形造っていました。だいたい、地面から３０フィート（訳者注:9メ－トル) ぐ
らい伸びていて、巨大な木の一部でした。重さは、何トンもあったに違いありません。け
れどもその枝の下に、大きな丸くふくらんだ部分が成長していて、この二つ目の幹の重さ
を支えていました。もしそれがなかったら、ただ倒れ落ちているでしょう。これまた、小
さい種の中にこれらすべての情報がはいっているのです。何かが伸び出てしまったら、下
に大きな丸くふくらんだ部分を造って、それを支えるという情報を持っているのです。驚
くべきことです。これは、進化論を許しません。なぜなら、もしすべてが偶然に進化した
というのであれば、何が起こったとしても、木は、二番目の部分が伸びたら、大きな丸く
ふくらんだ部分が造られなければいけないことを知っておかなければいけなかったはずだ
からです。すべては、偶然によって進化する云々とされているからです。すごいことで
す。さて、イエスは神のみことばは種であると言われました。これは何を意味するので
しょうか。神のみことばはＤＮＡ分子のようなもので、みことばに暗号化された体系が
あって、あなたがみことばを読むと、みことばにはイエスに似た者になる、すべての情報
が暗号化されて入っていて、あなたの生活に実を結び、あなたの生活を変えます。すべて
がその中にあります。あなたの心に植えられた神のみことばには、イエスに似た者になる
暗号化された情報があります。パウロは、「私たちはみな、顔のおおいを取りのけられ
て、栄光から栄光へと主と同じかたちに変えられて行きます。(2コリント3:18参照) 」すべ
てが、みことばの中にあります。
　 ある人々が信じないのはなぜでしょうか。パウロはまた聖書をひもといて、答えを見つ
けました。ヨハネの結論と同じ答えで、イザヤの預言の成就だと言うことです。彼らの心
はかたくなで、鈍くなったということです。神は預言者イザヤに言われました。「この民
のところに言って、告げよ。あなたがたは確かに聞きはするが、決して悟らない。確かに
見てはいるが、決してわからない。この民の心は鈍くなり、その耳は遠く、その目はつ
ぶっているからである。」ですから、ヨハネはパウロと同じ箇所を使っているというか、
パウロはヨハネと同じ箇所を使っています。これによって、人々の不信仰を説明しまし
た。基本的に、人はイエスについて心を定めているから信じないのです。世にいくら証拠
があっても、その人は少しも自分の心にきめたことと違うことを説得されることはありま
せん。信じたくないから信じないのです。真理を聞こうとしません。真理を見ようとしま
せん。合理的な決断をしていると思っているようですが、そうではなく、彼らの決断は憶
測に基づいているのです。それとも、とても愚かなものに基づいています。今日多くの人
は、ある時教会で嫌な思いをしたので、信じません。今、苦々しく思っています。「教会



の長老が、自分をひどくあしらった。僕は仕返しをする。僕は地獄行きさ。」「サーカス
にいるやつに仕返しをした。入場券は買ったけれども、入場しなかった。」と言っている
人のようなものです。人々は、信じない理由として実に薄っぺらな言い訳をします。こう
いう人たちは、あなたが被告人の場合、法廷で陪審員であってほしくない人たちです。な
ぜなら、彼らは適切に証拠を分析することができず、あなたを既に有罪に定めているから
です。どんなにたくさんの証拠があっても、彼らを逆側に説得することはできません。し
たがって、多くの人は、イエスについて大きな偏見を持っています。イエスについてほと
んど知らないのです。しっかりと事実を調べてみたことがありません。自分が聞いたこと
のある不十分な、不完全な、あるいは誤った証拠でもって決めつけているからです。彼ら
の思いに偏見があり、この方に反抗しています。それで彼らは、目で見、その耳で聞き、
回心することがありません。
　 イエスは信じない人のことを、こう言われました。「人々は光よりもやみを愛した。」
イエスを信じることを選べば、自分の生き方を変えなければならないことをその人たちは
知っています。彼らは、悪い生活をしており、その悪を愛しているのです。肉の欲を捨て
ることを望まず、肉の欲にふけることを望みます。自分の快楽だけを考え、他人のことを
省みません。イエスが、「互いに愛し合いなさい。（ヨハネ15:15:12参照) 」と言われたよ
うに愛すること望まず、憎しみでいっぱいで、仕返しをしたいと願っています。イエスが
言われたように赦すことを願いません。イエスが命じられたように、きよく、汚れのない
生活を持ちたい思わず、汚れと罪の中に生きたいのです。それで、イエスはこう言われま
した。「彼らは、光のほうに来ない。その行ないが悪かったからである。（ヨハネ3:19-2０
参照）」このように、人々が信じない理由はいろいろあります。心がかたくになっている
ため、目が見えなくなっているため、または、イエスが、良い、汚れのない、きよい生き
方をするように命じられたので、信じたくないのです。
　 しかしなぜ、もしここに信じていない人がいるなら、なぜその人は信じないのでしょう
か。もし、１００字以内で、「私はイエスがメシヤだと は信じません。なぜな
ら、・・・」と書いてくださるなら、何をお書きになりますか。あなたからの便りを楽し
みに待っています。どうぞ私に、手紙を書いてください。短くしてくださいね。でも、あ
なたの言い訳をお伺いしたいのです。なぜ、イエスがメシヤだと信じないかを。それはあ
なたの心が堅くなっているからですか。こうした事に対して、思いを閉ざしているからで
すか。「事実を突き付けて、俺を混乱させるなよ。もう心を定めてしまっているから。」
とおっしゃるのでしょうか。それとも、罪の中に生きたいからですか。なぜ信じないので
しょうか。言い訳がどのようなものであれ、イエス・キリストを信じなければ、天の御国
に入る望みは到底ありえないという事実に直面しなければなりません。イエスは、「わた
しは門です。他に入ろうとする者はみな、盗人で、強盗です。（ヨハネ10:8-9参照) 」と言
われました。イエスはこう言われました。「わたしが道であり、真理であり、いのちなの
です。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません。（ヨ
ハネ14:6) 」ですから、もしイエスを信じないことを選ぶのなら、神の御国にある永遠のい
のちを受け継がないことを選ぶことになります。とても貧弱な根拠によってなされた選択
により、このような重大な結果を招くのです。それゆえ聖書は、「『さあ、来たれ。論じ
(reason)合おう。』と主は仰せられる。（イザヤ1:18) 」と言っているのです。神が私たちに
今日下さろうとしている救いは、世界中で最も理にかなって(reasonable)います。神は、前
もってこの計画を立てられ、計画どおりに実行されました。神は、それを語られ、それを
行なわれました。証拠は、豊富で十分にあります。イエス・キリストを拒むのなら、それ
は自分が持っている知性を殺すことです。目が盲目になっているはずです。これは、意図
的な故意の盲目です。それはもっと悪いのです。見ようとしない人ほど盲目な人はいない



からです。さもなければ、偏見によって盲目になっていたのかもしれません。この偏見は
他の人から来たものであるか、あるいはサタンが目をくらまして、イエス・キリストの真
理を見えなくしているのです。　 それが何であれ、言い訳はできません。なぜなら、今日
あなたに信じる選択が与えられているからです。そして、あなたの人生を、福音の力に
よって変えられて、直していただくことができます。今日の種は、ちょうど今蒔かれてい
ます。道ばたに落ちている種があります。「えっ、こんなの信じるわけがないだろう。」
と言っています。心の中に入ってさえもいません。ある人たちは、「良さそうに聞こえる
から、試してみよう。」と言っていますが、それは感情だけで、身が入っていません。あ
る人は、さらにもう一歩進んでいていますが、間もなく、欲望と肉に従った生活と、御霊
に属する事に従った生活の間に問題が起こり、教会に行き、正しいことをするのですが、
こうした世の欲が実を結ばせなくします。けれども、神に感謝します。神のみことばが、
心の肥沃な地に入っていく人たちがいます。みことばが、その人たちを変える働きを始め
ます。生活は、劇的に変わります。神の御霊が神のみことばを取って、全体のメッセージ
が実を結び、３０倍、６０倍、１００倍になります。


